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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0101101 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 環境政策特論３ 小林　隆史 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 社会課題を取り上げ，それらが生じる要因を考察し，モデル化を検討する．これによって，課題に対する論理的な思考力を

得ること，それを他者に効果的に伝える力を得ることを目的とする．
到 達 目 標 社会課題における要因について論理的に考察できるようになる．自身で選んだテーマにおけるモデルを発表できるようにな

る．
授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

60時間以上の授業外学修を行うことが必要である．授業で利用する参考書を事前に読むことが重要である．また，自身にとっ
て興味のある課題を選定するために，ニュース等に目を向け，適宜紹介される論文を読むこと．

授 業 計 画

【第 1回】 社会課題とモデル化
【第 2回】 テキスト輪読・発表
【第 3回】 テキスト輪読・発表
【第 4回】 テキスト輪読・発表
【第 5回】 テキスト輪読・発表
【第 6回】 レポートテーマ発表
【第 7回】 論文の分析手法・結果の解説
【第 8回】 論文の分析手法・結果の解説
【第 9回】 論文の分析手法・結果の解説
【第10回】 レポート発表とディスカッション
【第11回】 レポート発表とディスカッション
【第12回】 レポート発表とディスカッション
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 授業内での発表（30％）と，取り組み姿勢（30％），レポート等の課題（40％）で評価する。
フィードバックの内容 発表時へのコメント，及び，レポート，レジュメについてコメントする．
教 科 書
指 定 図 書

参 考 書
『スマートモビリティ時代の地域とクルマ：社会工学アプローチによる課題解決』大澤 義明（編集，著），他（学芸出版社）
2023、『都市モデル読本』栗田 治（著），古山 正雄（監修）（共立出版）2004、『巨大地震による複合災害－発生メカニズム・
被害・都市や地域の復』八木 勇治・大澤 義明（編集，著），他（学芸出版社）2015、『思考の方法学』栗田 治（講談社）2023

教員からのお知らせ テキストは受講生の興味，関心によって設定する．参考文献については，授業中に説明する．
オフィスアワー 質問・相談は学部学科にて定めるオフィスアワーにて，対面及びTeams のビデオ通話等にて受付ける．また，Teams の所

定の箇所に質問・相談の投稿があれば，オフィスアワーにて返信を行う．
アクティブ･ラーニングの内容「プレゼンテーション」・「グループディスカッション」について，授業内で「教員からのフィードバックによる振り返り」を実施する．
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0101201 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 環境政策特論４ 小林　隆史 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
社会課題を取り上げ，それらが生じる問題の要因を考察し，モデル化する．また，そのモデルについてデータによる実証分
析を試みる．これによって，課題に対する論理的な思考力を得ること，それを他者に効果的に伝える力を得ること，データ
の扱い方を身につけることを目的とする．

到 達 目 標 社会課題における要因について論理的に考察できるようになる．自身で選んだテーマにおけるモデルにおいて，データを用
いた実証分析を行えるようになる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

60時間以上の授業外学修を行うことが必要である．授業で利用する参考書を事前に読むことが重要である．また，自身にとっ
て興味のある課題を選定するために，ニュース等に目を向け，適宜紹介される論文を読むこと．データによる実証分析にお
いて相応の分析時間を確保すること．

授 業 計 画

【第 1回】 環境問題とモデルの実証分析
【第 2回】 テーマ発表・ディスカッション
【第 3回】 データ分析手法の紹介と実習（GIS）
【第 4回】 データ分析手法の紹介と実習（空間相互作用）
【第 5回】 データ分析手法の紹介と実習（多変量解析）
【第 6回】 一次発表とディスカッション
【第 7回】 一次発表とディスカッション
【第 8回】 論文の分析手法・結果の解説
【第 9回】 論文の分析手法・結果の解説
【第10回】 論文の分析手法・結果の解説
【第11回】 二次発表とディスカッション
【第12回】 二次発表とディスカッション
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 授業内での発表（30％）と，取り組み姿勢（30％），レポート等の課題（40％）で評価する．
フィードバックの内容 発表時へのコメント，及び，レポート，レジュメについてコメントする．
教 科 書
指 定 図 書

参 考 書
『スマートモビリティ時代の地域とクルマ：社会工学アプローチによる課題解決』大澤 義明（編集，著），他（学芸出版社）
2023、『都市モデル読本』栗田 治（著），古山 正雄（監修）（共立出版）2004、『巨大地震による複合災害－発生メカニズム・
被害・都市や地域の復』八木 勇治・大澤 義明（編集，著），他（学芸出版社）2015、『思考の方法学』栗田 治（講談社）2023

教員からのお知らせ テキストは受講生の興味，関心によって設定する．参考文献については，授業中に説明する．
オフィスアワー 質問・相談は学部学科にて定めるオフィスアワーにて，対面及びTeams のビデオ通話等にて受付ける．また，Teams の所

定の箇所に質問・相談の投稿があれば，オフィスアワーにて返信を行う．
アクティブ･ラーニングの内容「プレゼンテーション」・「グループディスカッション」について，授業内で「教員からのフィードバックによる振り返り」を実施する．
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0101501 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 国際環境特論３ 佐伯　順子 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
地球上で現在発生している、生物多様性や生態系機能の低下、水資源不足、地球温暖化、資源枯渇などの様々な環境問題の
現状、そしてその発生機構および講じられている緩和・適応策について学びます。そして、これらの環境問題を取り巻く政
策、経済活動について学び、課題解決に向けて今後の対策について議論し、理解を深めます。なお、本講義は博士後期課程
の「国際環境特研３」との合同授業です。

到 達 目 標
この講義を通じて、様々な環境問題の深刻さとその発生メカニズムと相互作用を理解できるようになる。そして、現在講じ
られている対策について、社会がどのように取り組んでいて、課題がどこに残っているのかを認識し、今後人類が種々の環
境問題に対してどのように取り組むべきか、議論できるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業で紹介する環境問題の中から、一つ選択し、その問題と講じられている対策について調査します。調査した内容をレポー
トにまとめ、授業で発表できるように準備します。調査では、特にその対策の効果と課題に着目し、今後どのように対応し
ていくべきかの提案をします。（計60時間）

授 業 計 画

【第 1回】 地球上で起こっている環境問題の概要と歴史
【第 2回】 環境問題と国際的な枠組み
【第 3回】 地球温暖化（１）メカニズムと現象、研究
【第 4回】 地球温暖化（２）政策的な取組
【第 5回】 地球温暖化（３）地球温暖化問題とエネルギー資源
【第 6回】 地球温暖化（４）対策（省エネ、技術開発）、適応策と緩和策
【第 7回】 地球温暖化（５）企業の取組
【第 8回】 環境汚染（１）大気汚染
【第 9回】 環境汚染（２）土壌汚染、水質汚濁（富栄養化）、残留農薬
【第10回】 水資源（１）水の需要と供給
【第11回】 水資源（２）環境への影響
【第12回】 水資源（３）水マネジメント
【第13回】 プレゼンテーションとまとめ

成績評価の方法 授業への取組姿勢（40％）、レポート（20％）、プレゼンテーション（40％）
フィードバックの内容
教 科 書
指 定 図 書

参 考 書

『生態リスク学入門 -予防的順応的管理 -』松田裕之（共立出版）2008、『地球の論点― 現実的な環境主義者のマニフェス
ト 地球の論点― 現実的な環境主義者のマニフェスト』スチュアート（英治出版）2011、『現代の化学環境学　環境の理解
と改善のために』御園生 誠（裳華房）2017、『図解 環境バイオテクノロジー入門』軽部 征夫（日刊工業新聞社）2012、『TNFD
企業戦略』デロイトトーマツグループ（中央経済社）2024、『資源の循環利用とはなにか―バッズをグッズに変える新しい
経済システム』細田 衛士（岩波書店）2015、『沈黙の春』レイチェル カーソン（新潮文庫）1974、『GEO－５ 地球環境概観
第５次報告書－私達が望む未来の環境〈上〉』国連環境計画（環境報告研）2015、『持続可能な社会のための環境論・環境政
策論』白井 信雄（大学教育出版）2020、『資源と環境の経済学－ケーススタディで学ぶ』馬奈木 俊介（昭和堂）2012

教員からのお知らせ
オフィスアワー 非常勤）本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習など

実践的な教育内容

各授業内では、授業に関する事柄についての意見共有を促進しています。意見や疑問があれば、随時挙手により意見を表明
し、ディスカッションを深めます。
プレゼンテーションの課題の際には、各自図書館やインターネットなどで課題に応じて調査し、プレゼンテーションにて調
査結果を共有してもらいます。プレゼンテーション後には、教員からフィードバックと問題提起をし、クラス全体でディス
カッションを行います。
期のまとめとして、全授業内容を最後にまとめてレポートの課題に反映させます。

そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0101601 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 国際環境特論４ 佐伯　順子 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
地球上で現在発生している、生物多様性や生態系機能の低下、水資源不足、地球温暖化、資源枯渇などの様々な環境問題の
現状、そしてその発生機構および講じられている緩和・適応策について学びます。そして、これらの環境問題を取り巻く政
策、経済活動について学び、課題解決に向けて今後の対策について議論し、理解を深めます。
なお、本講義は博士後期課程の「国際環境特研４」との合同授業です。

到 達 目 標
この講義を通じて、様々な環境問題の深刻さとその発生メカニズムと相互作用を理解できるようになる。そして、現在講じ
られている対策について、社会がどのように取り組んでいて、課題がどこに残っているのかを認識し、今後人類が種々の環
境問題に対してどのように取り組むべきか、議論できるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

企業の環境経営を調査し、関心のある１企業をピックアップします。その企業の環境に対する取り組みを深堀して調査し、
授業で紹介します。またその調査内容をレポートにまとめます。（計60時間）

授 業 計 画

【第 1回】 生態系環境（１）生物を取り巻く環境
【第 2回】 生態系環境（２）生物多様性と生態系のメカニズムと重要性
【第 3回】 生態系環境（３）海の生態系
【第 4回】 生態系環境（４）生物資源（バイオマス）の利用と環境保全
【第 5回】 生態系環境（５）外来種
【第 6回】 資源循環（１）プラスチック問題
【第 7回】 資源循環（２）資源枯渇
【第 8回】 資源循環（３）廃棄物問題
【第 9回】 資源循環（４）リサイクル
【第10回】 環境経営（１）企業の取組事例
【第11回】 環境経営（２）環境への影響の評価方法
【第12回】 環境経営（３）企業に求められる努力
【第13回】 プレゼンテーションとまとめ

成績評価の方法 授業への取組姿勢（40％）、レポート（20％）、プレゼンテーション（40％）
フィードバックの内容
教 科 書
指 定 図 書

参 考 書

『生態リスク学入門 -予防的順応的管理 -』松田裕之（共立出版）2008、『地球の論点― 現実的な環境主義者のマニフェス
ト 地球の論点― 現実的な環境主義者のマニフェスト』スチュアート（英治出版）2011、『現代の化学環境学　環境の理解
と改善のために』御園生 誠（裳華房）2017、『図解 環境バイオテクノロジー入門』軽部 征夫（日刊工業新聞社）2012、『TNFD
企業戦略』デロイトトーマツグループ（中央経済社）2024、『資源の循環利用とはなにか―バッズをグッズに変える新しい
経済システム』細田 衛士（岩波書店）2015、『沈黙の春』レイチェル カーソン（新潮文庫）1974、『GEO－５ 地球環境概観
第５次報告書－私達が望む未来の環境〈上〉』国連環境計画（環境報告研）2015、『持続可能な社会のための環境論・環境政
策論』白井 信雄（大学教育出版）2020、『資源と環境の経済学－ケーススタディで学ぶ』馬奈木 俊介（昭和堂）2012

教員からのお知らせ
オフィスアワー 非常勤）本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習など

実践的な教育内容

各授業内では、授業に関する事柄についての意見共有を促進しています。意見や疑問があれば、随時挙手により意見を表明
し、ディスカッションを深めます。
プレゼンテーションの課題の際には、各自図書館やインターネットなどで課題に応じて調査し、プレゼンテーションにて調
査結果を共有してもらいます。プレゼンテーション後には、教員からフィードバックと問題提起をし、クラス全体でディス
カッションを行います。
期のまとめとして、全授業内容を最後にまとめてレポートの課題に反映させます。

そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0101701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 地域農業環境特論１ 北原　克宣 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本講義では、現代資本主義下における農業・食料・環境問題に関する先行研究を学ぶことを通じて、この分野の研究の到達
点と課題について学ぶことを目的とする。
※この授業は、修士・博士後期両課程合同で実施します。

到 達 目 標 本講義の目標は、研究の方法および農業・食料・環境問題に関する分野の研究の到達点と残された課題について理解し、こ
れらの知識を用いて論文（とりわけ修士論文）が執筆できるようになることである。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

①当該分野の研究書・学術論文を読んでおくこと（毎日１時間）
②テキストは事前に必ず目を通し、疑問点・論点についてあらかじめチェックしておくこと。（１週間のうち１時間以上）
計60時間以上の授業外学修が必要である。

授 業 計 画

【第 1回】 論文①に関する報告・討論
【第 2回】 論文②に関する報告・討論
【第 3回】 論文③に関する報告・討論
【第 4回】 論文④に関する報告・討論
【第 5回】 論文⑤に関する報告・討論
【第 6回】 論文⑥に関する報告・討論
【第 7回】 論文⑦に関する報告・討論
【第 8回】 論文⑧に関する報告・討論
【第 9回】 論文⑨に関する報告・討論
【第10回】 論文⑩に関する報告・討論
【第11回】 論文⑪に関する報告・討論
【第12回】 論文⑫に関する報告・討論
【第13回】 農業・食料・環境問題に関する研究の動向

成績評価の方法 発表の内容・回数（50％）、発言の内容・回数（50％）
フィードバックの内容 発表に対するコメントを授業内で行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は随時受け付けます。講義の際にお知らせするアドレスに、ご連絡ください。
アクティブ･ラーニングの内容 プレゼンテーション、ディスカッション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0101801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 地域農業環境特論２ 北原　克宣 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本講義では、現代資本主義下における農業・食料・環境問題に関する先行研究を学ぶことを通じて、この分野の研究の到達
点と課題について学ぶことを目的とする。
※この授業は、修士・博士後期両課程合同で実施します。

到 達 目 標 本講義の目標は、研究の方法および農業・食料・環境問題に関する分野の研究の到達点と残された課題について理解し、こ
れらの知識を用いて論文（とりわけ修士論文）が執筆できるようになることである。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

①当該分野の研究書・学術論文を読んでおくこと（毎日１時間）
②テキストは事前に必ず目を通し、疑問点・論点についてあらかじめチェックしておくこと。（１週間のうち１時間以上）
計60時間以上の授業外学修が必要である。

授 業 計 画

【第 1回】 論文⑬に関する報告・討論
【第 2回】 論文⑭に関する報告・討論
【第 3回】 論文⑮に関する報告・討論
【第 4回】 論文⑯に関する報告・討論
【第 5回】 論文⑰に関する報告・討論
【第 6回】 論文⑱に関する報告・討論
【第 7回】 論文⑲に関する報告・討論
【第 8回】 論文⑳に関する報告・討論
【第 9回】 研究発表・討論
【第10回】 研究発表・討論
【第11回】 研究発表・討論
【第12回】 研究発表・討論
【第13回】 農業・食料・環境問題の現代的課題

成績評価の方法 発表の内容・回数（50％）、発言の内容・回数（50％）
フィードバックの内容 発表に対するコメントを授業内にて行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は随時受け付けます。講義の際にお知らせするアドレスに、ご連絡ください。
アクティブ･ラーニングの内容 プレゼンテーション、ディスカッション
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 12C0102301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 都市環境特論３ 櫻井　一宏 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本講義では，社会科学的視点と自然科学的視点の両面から経済と環境および環境問題について理解する．地球環境の変遷を
踏まえ，資源やエネルギー，社会技術の面から人間社会における経済活動の発展と，それに伴う環境への影響について概観
する．さまざまな環境問題の事例を紹介し，それらの原因となった社会経済活動や環境負荷となる排出物質の関係を理解し
て，問題に応じた環境政策について検討する．

到 達 目 標
環境という概念を理解し，それを把握するためには多分野にまたがる分析方法があることを学ぶ．環境問題とは何か，また，
人間社会が与える影響について理解することができる．それらの諸問題の対策として講じられてきた環境政策について学び，
効果や課題について議論することができる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業時の作成ノートをもとにして，当該内容の確認および理解を深めるための復習を必要とする．また，インターネット等
を用いて関連する内容についての自主学習を行うことを推奨する．以上の復習および自主学習のために計60時間以上の授業
外学修を実施すること．適宜，授業内容に沿って関連する課題を与える場合がある．

授 業 計 画

【第 1回】 イントロダクション
【第 2回】 環境とは
【第 3回】 文明と環境
【第 4回】 農業技術と工業技術
【第 5回】 資源・エネルギーの変化
【第 6回】 社会と環境影響
【第 7回】 物質とは
【第 8回】 環境問題の発生
【第 9回】 公害問題
【第10回】 大気環境
【第11回】 酸性雨
【第12回】 地球温暖化
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 原則として期末試験（100％）で評価する．課題提出・小テスト等を実施した場合は５％とし，期末試験を95％とする．ただ
し，授業および試験時の態度等に問題があった場合は成績評価対象外とすることがある．

フィードバックの内容 課題や小テストに関する内容等について講評，解説を行う．
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『地球環境テキストブック「環境科学」』吉原利一編（オーム社）2010
教員からのお知らせ 参考資料等は適宜指示する．
オフィスアワー 本講義に関する質問・相談は，原則として学部学科にて定めるオフィスアワーにて受け付ける．
アクティブ･ラーニングの内容 授業中に簡単な確認テスト等を実施し，その結果のフィードバック・振り返りを行う．
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0102401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 都市環境特論４ 櫻井　一宏 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本講義では，社会科学的視点と自然科学的視点の両面から経済と環境および環境問題について理解する．水質汚濁問題をは
じめとする典型的な環境問題に関して具体事例を紹介しつつ，社会における経済活動と環境負荷との関係をモデル化するこ
とにより環境問題のメカニズムや構造について学ぶことを目的とする．

到 達 目 標
環境における物質循環システム，環境問題の発生メカニズムなどに関するモデル分析の方法を学ぶことで，環境と経済との
相互関係や仕組み，科学的な見方について理解するとともに，定量的な分析を実施することができる．また，そのような分
析が実際の政策においてどのように適用されているかを学ぶ．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業時の作成ノートをもとにして，当該内容の確認および理解を深めるための復習を必要とする．また，インターネット等
を用いて関連する内容についての自主学習を行うことを推奨する．以上の復習および自主学習のために計60時間以上の授業
外学修を実施すること．適宜，授業内容に沿って関連する課題を与える場合がある．

授 業 計 画

【第 1回】 水環境と水質汚濁（１）
【第 2回】 水環境と水質汚濁（２）
【第 3回】 水環境政策
【第 4回】 土壌環境と土壌汚染
【第 5回】 環境と食
【第 6回】 生態系と生物多様性
【第 7回】 環境政策とその変遷
【第 8回】 システムモデルの考え方
【第 9回】 経済指標と環境指標
【第10回】 物質フロー分析
【第11回】 環境・経済システムモデル（１）
【第12回】 環境・経済システムモデル（２）
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 原則として期末試験（100％）で評価する．課題提出・小テスト等を実施した場合は５％とし，期末試験を95％とする．ただ
し，授業および試験時の態度等に問題があった場合は成績評価対象外とすることがある．

フィードバックの内容 課題や小テストに関する内容等について講評，解説を行う．
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『河川汚濁のモデル解析』国松孝男・村岡浩爾（技報堂出版）1989
教員からのお知らせ 参考資料等は適宜指示する．
オフィスアワー 本講義に関する質問・相談は，原則として学部学科にて定めるオフィスアワーにて受け付ける．
アクティブ･ラーニングの内容 授業中に簡単な確認テスト等を実施し，その結果のフィードバック・振り返りを行う．
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 12C0102701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 マルクス経済学特論３ 中村　宗之 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 未来社会に関するK. マルクスや他の論者の構想を検討する。必要に応じてマルクス経済学の基本的内容を確認する。

なお、本講義は博士後期課程「マルクス経済学特研３」との合同授業である。

到 達 目 標

「マルクス経済学特論３」の到達目標：
未来社会に関するK. マルクスや他の論者の構想を説明できる。マルクス経済学の基本的内容を説明できる。
「マルクス経済学特研３」の到達目標：
未来社会に関するK. マルクスや他の論者の構想を説明できる。マルクス経済学の基本的内容を説明できる。未来社会につい
て各自の考えに基づき論じることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

「マルクス経済学特論３」の授業外学修内容・授業外学修時間数：
授業内容の予習や復習を行う。60時間以上の授業外学修を行う。
「マルクス経済学特研３」の授業外学修内容・授業外学修時間数：
授業内容の予習や復習を行う。考えをまとめるために、文章を書く。60時間以上の授業外学修を行う。

授 業 計 画

【第 1回】ガイダンス
【第 2回】教科書の検討と議論（１）
【第 3回】教科書の検討と議論（２）
【第 4回】教科書の検討と議論（３）
【第 5回】教科書の検討と議論（４）
【第 6回】教科書の検討と議論（５）
【第 7回】教科書の検討と議論（６）

【第 8回】教科書の検討と議論（７）
【第 9回】教科書の検討と議論（８）
【第10回】教科書の検討と議論（９）
【第11回】参加者による報告（１）
【第12回】参加者による報告（２）
【第13回】前期のまとめ

成績評価の方法 「マルクス経済学特論３」：授業への取り組み姿勢（50％）、報告および提出レポートの内容（50％）により評価する。「マルクス経済学特研３」：授業への取り組み姿勢（50％）、報告および提出論文の内容（50％）により評価する。
フィードバックの内容 報告内容等に対するフィードバックは、その都度行う。
教 科 書
指 定 図 書

参 考 書

『アナーキー・国家・ユートピア』ロバート・ノージック（木鐸社）1995年、『民主主義と政治的無知』イリヤ・ソミン（信
山社）2016年、『離脱・発言・忠誠』A. O. ハーシュマン（ミネルヴァ書房）2005年、『世界の多様性』エマニュエル・トッ
ド（藤原書店）2008年、『完訳 統治二論（岩波文庫）』ジョン・ロック（岩波書店）2010年、『国家と革命（講談社学術文庫）』
レーニン（講談社）2011年、『国家民営化論』笠井潔（光文社）2000年、『これからの社会主義 －市場社会主義の可能性』ジョ
ン・ローマー（青木書店）1997年、『資本主義経済の理論』伊藤誠（岩波書店）1989年、『現代の社会主義（講談社学術文庫）』
伊藤誠（講談社）1992年

教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問や相談は、学部学科で定めるオフィスアワーにて受け付けます。Teams 等でも受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学習、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0102801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 マルクス経済学特論４ 中村　宗之 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 未来社会に関するK. マルクスや他の論者の構想を検討する。必要に応じてマルクス経済学の基本的内容を確認する。

なお、本講義は博士後期課程「マルクス経済学特研４」との合同授業である。

到 達 目 標

「マルクス経済学特論４」の到達目標：
未来社会に関するK. マルクスや他の論者の構想を説明できる。マルクス経済学の基本的内容を説明できる。
「マルクス経済学特研４」の到達目標：
未来社会に関するK. マルクスや他の論者の構想を説明できる。マルクス経済学の基本的内容を説明できる。未来社会につい
て各自の考えに基づき論じることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

「マルクス経済学特論４」の授業外学修内容・授業外学修時間数：
授業内容の予習や復習を行う。60時間以上の授業外学修を行う。
「マルクス経済学特研４」の授業外学修内容・授業外学修時間数：
授業内容の予習や復習を行う。考えをまとめるために、文章を書く。60時間以上の授業外学修を行う。

授 業 計 画

【第 1回】教科書の検討と議論（１）
【第 2回】教科書の検討と議論（２）
【第 3回】教科書の検討と議論（３）
【第 4回】教科書の検討と議論（４）
【第 5回】教科書の検討と議論（５）
【第 6回】教科書の検討と議論（６）
【第 7回】教科書の検討と議論（７）

【第 8回】教科書の検討と議論（８）
【第 9回】教科書の検討と議論（９）
【第10回】教科書の検討と議論（10）
【第11回】参加者による報告（１）
【第12回】参加者による報告（２）
【第13回】後期のまとめ

成績評価の方法 「マルクス経済学特論４」：授業への取り組み姿勢（50％）、報告および提出レポートの内容（50％）により評価する。「マルクス経済学特研４」：授業への取り組み姿勢（50％）、報告および提出論文の内容（50％）により評価する。
フィードバックの内容 報告内容等に対するフィードバックは、その都度行う。
教 科 書
指 定 図 書

参 考 書

『アナーキー・国家・ユートピア』ロバート・ノージック（木鐸社）2014年、『民主主義と政治的無知』イリヤ・ソミン（信
山社）2016年、『離脱・発言・忠誠』A. O. ハーシュマン（ミネルヴァ書房）2005年、『世界の多様性』エマニュエル・トッ
ド（藤原書店）2008年、『完訳　統治二論（岩波文庫）』ジョン・ロック（岩波書店）2010年、『国家と革命（講談社学術文
庫）』レーニン（講談社）2011年、『国家民営化論』笠井潔（光文社）2000年、『これからの社会主義 －市場社会主義の可能
性』ジョン・ローマー（青木書店）1997年、『資本主義経済の理論』伊藤誠（岩波書店）1989年、『現代の社会主義（講談社
学術文庫）』伊藤誠（講談社）1992年

教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問や相談は、学部学科で定めるオフィスアワーにて受け付けます。Teams 等でも受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学習、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 12C0102901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 マクロ経済学特論１ 浅子　和美 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
ミクロ経済学，マクロ経済学，計量経済学の基礎知識をもつ大学院生を対象に，景気変動やマクロ経済政策全般をテーマと
するが，本年度は特に「経済の持続可能性」及びその関連テーマを中心に，理論・実証両面から分析手法や分析結果の解釈
等について，先行研究を例に取り上げ批判的に検討する。

到 達 目 標 景気変動やマクロ経済政策全般の問題点を把握し，課題解決の方向を理解し政策提言に至る。
研究者としての視点から，課題解決や政策提言のための基本技法を応用し，学術論文を作成する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業で指定されるリーディング・リストを読破するのに，相応の準備が必要となるが，それに積極的に取り組む必要がある
（授業外学習時間は90時間）。

授 業 計 画

【第 1回】 履修者と相談の上でリーディング・リストを作成する（１）
【第 2回】 履修者と相談の上でリーディング・リストを作成する（２）
【第 3回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（１）
【第 4回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（２）
【第 5回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（３）
【第 6回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（４）
【第 7回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（５）
【第 8回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（６）
【第 9回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（７）
【第10回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（８）
【第11回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（９）
【第12回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（10）
【第13回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（11）
【第 3回】 以降，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練ること。

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（30％）と課題に対する学術論文の提出（70 ％）。未完でも可だが，それなりのクオリティが要求さ
れる。

フィードバックの内容 レポートや学術論文には丁寧にコメントする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 非常勤）本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 レポートや論文のプレゼンテーショングループ・ディスカッション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0103001 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 マクロ経済学特論２ 浅子　和美 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
ミクロ経済学，マクロ経済学，計量経済学の基礎知識をもつ大学院生を対象に，景気変動やマクロ経済政策全般をテーマと
するが，本年度は特に「経済の持続可能性」及びその関連テーマを中心に，理論・実証両面から分析手法や分析結果の解釈
等について，先行研究を例に取り上げ批判的に検討する。

到 達 目 標 景気変動やマクロ経済政策全般の問題点を把握し，課題解決の方向を理解し政策提言に至る。
研究者としての視点から，課題解決や政策提言のための基本技法を応用し，学術論文を作成する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業で指定されるリーディング・リストを読破するのに，相応の準備が必要となるが，それに積極的に取り組む必要がある
（授業外学習時間は90時間）。

授 業 計 画

【第 1回】 履修者と相談の上でリーディング・リストを作成する（１）
【第 2回】 履修者と相談の上でリーディング・リストを作成する（２）
【第 3回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（１）
【第 4回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（２）
【第 5回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（３）
【第 6回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（４）
【第 7回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（５）
【第 8回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（６）
【第 9回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（７）
【第10回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（８）
【第11回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（９）
【第12回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（10）
【第13回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（11）
【第 3回】 以降，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練ること。

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（30％）と課題に対する学術論文の提出（70 ％）。未完でも可だが，それなりのクオリティが要求さ
れる。

フィードバックの内容 レポートや学術論文には丁寧にコメントする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 非常勤）本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 レポートや論文のプレゼンテーショングループ・ディスカッション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0103101 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 マクロ経済学特論３ 王　ゼイ 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 この授業は大学院初級レベルのマクロ経済学について講義する。主に現代マクロ経済学の基本的な考え方、代表的な動学マ

クロ経済モデルについて学ぶ。

到 達 目 標
この授業では、以下の３点を到達目標とする。
①現代マクロ経済学の基本的な考え方を理解すること。
②代表的な動学マクロ経済モデルを習得すること。
③簡単なマクロ経済モデルの数値シミュレーションができること。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、授業時間外に、60時間以上の学修を行うことを必須とする。配布された講義資料と指定された参考書を参照
しながら理解を深めて、各回の授業内容をしっかり予習・復習することは望ましい。なお、課題を出すことがあるので、必
ず自分で考えて自力で解くようにしてください。

授 業 計 画

【第 1回】 現代マクロ経済学の基本的な考え方（１）
【第 2回】 現代マクロ経済学の基本的な考え方（２）
【第 3回】 数学準備（１）
【第 4回】 数学準備（２）
【第 5回】 ソローモデル（１）
【第 6回】 ソローモデル（２）
【第 7回】 ラムゼーモデル（１）

【第 8回】 ラムゼーモデル（２）
【第 9回】 ラムゼーモデル（３）
【第10回】 世帯重複モデル（１）
【第11回】 世帯重複モデル（２）
【第12回】 世帯重複モデル（３）
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 小テスト（40％）と期末試験（60％）で評価する。

フィードバックの内容
この科目では、授業連絡用のMicrosoft チームが立ち上げられ、履修者全員にチームに参加していただくことになっている。
チームの参加方法は初回の授業時に説明する。事前にMicrosoft Outlook と Teams のアプリを所持の端末にインストールし
ておいて、使用できるような状態にしてください。授業時間外では、授業に関するお知らせ、資料配布、フィードバック、
課題の配布と提出などはすべてMicrosoft Teams を通じて行われる。

教 科 書
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ
この科目は第２期の「マクロ経済学特論４」と合わせて履修することが望ましい。この科目では特定の教科書は使用せず、
講義資料を配布し、その内容に沿ってパワーポイントと板書により、解説を行う。また、この科目の履修にあたって、ミク
ロ・マクロ経済学と経済数学関係の科目が履修済みであることは望ましい。質問・議論は大歓迎である。必要に応じて、ノー
トパソコンを持参していただくことがある。

オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。そのほかの時間帯に関しては、大学か
ら付与された学籍番号付きのMicrosoft 365のメールアドレスで予め教員と連絡してアポを取ってください。

アクティブ･ラーニングの内容 授業中、教員よりの意見共有や学生から意見発表を行ってもらい、問題の演習も行う。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0103201 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 マクロ経済学特論４ 王　ゼイ 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 この授業は大学院初級レベルのマクロ経済学について講義する。主に現代マクロ経済学の基本的な考え方、代表的な動学マ

クロ経済モデルについて学ぶ。

到 達 目 標
この授業では、以下の３点を到達目標とする。
①現代マクロ経済学の基本的な考え方を理解すること。
②代表的な動学マクロ経済モデルを習得すること。
③簡単なマクロ経済モデルの数値シミュレーションができること。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、授業時間外に、60時間以上の学修を行うことを必須とする。配布された講義資料と指定された参考書を参照
しながら理解を深めて、各回の授業内容をしっかり予習・復習することは望ましい。なお、課題を出すことがあるので、必
ず自分で考えて自力で解くようにしてください。

授 業 計 画

【第 1回】 リアルビジネスサイクルモデル（１）
【第 2回】 リアルビジネスサイクルモデル（２）
【第 3回】 リアルビジネスサイクルモデル（３）
【第 4回】 リアルビジネスサイクルモデル（４）
【第 5回】 リアルビジネスサイクルモデル（５）
【第 6回】 ニューケインジアンモデル（１）
【第 7回】 ニューケインジアンモデル（２）

【第 8回】 ニューケインジアンモデル（３）
【第 9回】 ニューケインジアンモデル（４）
【第10回】 ニューケインジアンモデル（５）
【第11回】 動学マクロ経済モデルの数値シミュレーション（１）
【第12回】 動学マクロ経済モデルの数値シミュレーション（２）
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 小テスト（40％）と期末試験（60％）で評価する。

フィードバックの内容
この科目では、授業連絡用のMicrosoft チームが立ち上げられ、履修者全員にチームに参加していただくことになっている。
チームの参加方法は初回の授業時に説明する。事前にMicrosoft Outlook と Teams のアプリを所持の端末にインストールし
ておいて、使用できるような状態にしてください。授業時間外では、授業に関するお知らせ、資料配布、フィードバック、
課題の配布と提出などはすべてMicrosoft Teams を通じて行われる。

教 科 書
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ
この科目は第１期の「マクロ経済学特論３」と合わせて履修することが望ましい。この科目では特定の教科書は使用せず、
講義資料を配布し、その内容に沿ってパワーポイントと板書により、解説を行う。また、この科目の履修にあたって、ミク
ロ・マクロ経済学と経済数学関係の科目が履修済みであることは望ましい。質問・議論は大歓迎である。必要に応じて、ノー
トパソコンを持参していただくことがある。

オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。そのほかの時間帯に関しては、大学か
ら付与された学籍番号付きのMicrosoft 365のメールアドレスで予め教員と連絡してアポを取ってください。

アクティブ･ラーニングの内容 授業中、教員よりの意見共有や学生から意見発表を行ってもらい、問題の演習も行う。
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0103301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ミクロ経済学特論１ 小野﨑　保 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

複雑に発達した現代の経済社会において生起する経済現象を理解するためには、ただデータなどを観察するだけでは不十分
であり、それらの背後に共通して潜む論理を理解することが必要不可欠である。ミクロ経済学はこのような論理を読み解く
上で重要な役割を果たす。本講義では、各自の研究に役立つようなミクロ経済学的分析手法について、文献輪読の形式で学
ぶ。必要に応じて、関連するテーマとしてゲーム理論や産業組織論の内容などを扱うこともある。
なお、本講義は博士後期課程「ミクロ経済学特研１」との合同授業である。

到 達 目 標
（１）市場経済の仕組みを説明できる。
（２）市場経済にまつわる政策問題を理解できる。
（３）各自の研究テーマをミクロ経済学の視点から考えることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

（１）レポーターを担当するしないに拘わらず、輪読文献を事前および事後に熟読すること。
（２）授業内容に関連する練習問題に取り組むこと。
これらを併せて授業外に合計60時間以上の学習をおこなうこと。

授 業 計 画

【第 1回】 文献の輪読および討論（１）
【第 2回】 文献の輪読および討論（２）
【第 3回】 文献の輪読および討論（３）
【第 4回】 文献の輪読および討論（４）
【第 5回】 文献の輪読および討論（５）
【第 6回】 文献の輪読および討論（６）
【第 7回】 文献の輪読および討論（７）
【第 8回】 文献の輪読および討論（８）
【第 9回】 文献の輪読および討論（９）
【第10回】 文献の輪読および討論（10）
【第11回】 文献の輪読および討論（11）
【第12回】 文献の輪読および討論（12）
【第13回】 文献の輪読および討論（13）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（20％）および試験（80％）
フィードバックの内容 文献輪読における発表の内容や方法について、随時口頭によりコメントする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 教科書は履修生と相談して決める。

参考文献は、履修生の研究テーマに応じて適宜指示する。
オフィスアワー メール（onozaki@ris.ac.jp）にて随時受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り、ゼミナール、プレゼンテーション、ディベートなど
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0103401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ミクロ経済学特論２ 小野﨑　保 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

複雑に発達した現代の経済社会において生起する経済現象を理解するためには、ただデータなどを観察するだけでは不十分
であり、それらの背後に共通して潜む論理を理解することが必要不可欠である。ミクロ経済学はこのような論理を読み解く
上で重要な役割を果たす。本講義では、各自の研究に役立つようなミクロ経済学的分析手法について、文献輪読の形式で学
ぶ。必要に応じて、関連するテーマとしてゲーム理論や産業組織論の内容などを扱うこともある。
なお、本講義は博士後期課程「ミクロ経済学特研２」との合同授業である。

到 達 目 標
（１）市場経済の仕組みを説明できる。
（２）市場経済にまつわる政策問題を理解できる。
（３）各自の研究テーマをミクロ経済学的に分析し、課題を見つけ政策提言をすることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

（１）レポーターを担当するしないに拘わらず、輪読文献を事前および事後に熟読すること。
（２）授業内容に関連する練習問題に取り組むこと。
これらを併せて授業外に合計60時間以上の学習をおこなうこと。

授 業 計 画

【第 1回】 文献の輪読および討論（１）
【第 2回】 文献の輪読および討論（２）
【第 3回】 文献の輪読および討論（３）
【第 4回】 文献の輪読および討論（４）
【第 5回】 文献の輪読および討論（５）
【第 6回】 文献の輪読および討論（６）
【第 7回】 文献の輪読および討論（７）
【第 8回】 文献の輪読および討論（８）
【第 9回】 文献の輪読および討論（９）
【第10回】 文献の輪読および討論（10）
【第11回】 文献の輪読および討論（11）
【第12回】 文献の輪読および討論（12）
【第13回】 文献の輪読および討論（13）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（20％）および試験（80％）
フィードバックの内容 文献輪読における発表の内容や方法について、随時口頭によりコメントする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 教科書は履修生と相談して決める。

参考文献は、履修生の研究テーマに応じて適宜指示する。
オフィスアワー メール（onozaki@ris.ac.jp）にて随時受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り、ゼミナール、プレゼンテーション、ディベートなど
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0103501 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ミクロ経済学特論３ 渡部　真弘 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本科目では、受講生が経済主体間の相互依存関係を分析するための手段としてのゲーム理論を学習し、経済問題の分析ツー
ルとしてゲーム理論を用いることができるようになることが目的である．なお，本科目は博士後期課程「ミクロ経済学特研
３」との合同授業でもある．

到 達 目 標
「ミクロ経済学特論３」の到達目標：ゲーム理論及びマーケット・デザインに関する知識・技能に基づき，文字式を用いた理
論的分析が可能となる．
「ミクロ経済学特研３」の到達目標：ゲーム理論及びマーケット・デザインに関する知識・技能に基づき，文字式を用いた理
論的分析が可能となる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

「ミクロ経済学特論３」の授業外学修内容・授業外学修時間：本科目では，授業開始時に実施する小テスト及び期末試験に向
けた復習に取り組むために，週に少なくとも４時間（計60時間以上）の授業外学修が必要である．
「ミクロ経済学特研３」の授業外学修内容・授業外学修時間：本科目では，授業開始時に実施する小テスト及び期末試験に向
けた復習に取り組むために，週に少なくとも４時間（計60時間以上）の授業外学修が必要である．

授 業 計 画

【第 1回】 ガイダンス
【第 2回】 標準型表現：囚人のジレンマ
【第 3回】 標準型表現：最適反応とナッシュ均衡：戦略が離散的である場合
【第 4回】 標準型表現：最適反応とナッシュ均衡：戦略が連続的である場合
【第 5回】 標準型表現：クールノー均衡（１）：利潤最大化行動，最適反応，クラーメルの公式
【第 6回】 標準型表現：クールノー均衡（２）：余剰分析の準備
【第 7回】 標準型表現：クールノー均衡（３）：余剰分析
【第 8回】 標準型表現：支配される戦略の逐次的消去
【第 9回】 標準型表現：弱く支配される戦略を含まないナッシュ均衡
【第10回】 展開型表現：後ろ向き帰納法
【第11回】 展開型表現：部分ゲーム完全均衡（１）
【第12回】 展開型表現：部分ゲーム完全均衡（２）
【第13回】 まとめ

成績評価の方法
講義内容の理解度を確認するために，授業開始時に小テスト（授業第３回～授業第12回）を実施する．
「ミクロ経済学特論３」の評価割合：小テスト50％，期末試験50％
「ミクロ経済学特研３」の評価割合：小テスト50％，期末試験50％

フィードバックの内容
「ミクロ経済学特論３」のフィードバックの内容：小テストの模範解答・採点結果を配布する．理解が不十分であると判断さ
れる内容を次回以降の授業時間内に補足する．
「ミクロ経済学特研３」のフィードバックの内容：小テストの模範解答・採点結果を配布する．理解が不十分であると判断さ
れる内容を次回以降の授業時間内に補足する．

教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『An Introduction to Game Theory』Martin J. Osborne（Oxford University Press）2009、『Game Theory（2nd Edition）』Michael Maschler, Eilon Solan,　Shmuel Zamir（Cambridge University Press）2020
教員からのお知らせ 小テストや期末試験は記述式であり，単語を選択するマークシートのような簡易なものではない．試験問題を事前に配布し

ない．単位数に見合った学修時間を確保するつもりがなければ履修すべきではない．
オフィスアワー 木曜日３時限，2号館516研究室

事前に連絡があれば他の曜日・時間帯に対面・オンラインでも面談を実施する．
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り：小テストの全ての問題において，細分化された各採点項目に対する評価を返却することで，復習が十分ではない内容を学生に認識させる．
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0103601 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ミクロ経済学特論４ 渡部　真弘 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本科目では、受講生が経済主体間の相互依存関係を分析するための手段としてのゲーム理論を学習し、経済問題の分析ツー
ルとしてゲーム理論を用いることができるようになることが目的である．なお，本科目は博士後期課程「ミクロ経済学特研
４」との合同授業でもある．

到 達 目 標
「ミクロ経済学特論４」の到達目標：ゲーム理論及びマーケット・デザインに関する知識・技能に基づき，文字式を用いた理
論的分析が可能となる．
「ミクロ経済学特研４」の到達目標：ゲーム理論及びマーケット・デザインに関する知識・技能に基づき，文字式を用いた理
論的分析が可能となる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

「ミクロ経済学特論４」の授業外学修内容・授業外学修時間：本科目では，授業開始時に実施する小テスト及び期末試験に向
けた復習に取り組むために，週に少なくとも４時間（計60時間以上）の授業外学修が必要である．
「ミクロ経済学特研４」の授業外学修内容・授業外学修時間：本科目では，授業開始時に実施する小テスト及び期末試験に向
けた復習に取り組むために，週に少なくとも４時間（計60時間以上）の授業外学修が必要である．

授 業 計 画

【第 1回】 ガイダンス
【第 2回】 完全ベイジアン均衡（１）
【第 3回】 完全ベイジアン均衡（２）
【第 4回】 シグナリング（１）
【第 5回】 シグナリング（２）
【第 6回】 交互提案交渉（１）
【第 7回】 交互提案交渉（２）
【第 8回】 交互提案交渉（３）
【第 9回】 ナッシュ交渉解（１）
【第10回】 ナッシュ交渉解（２）
【第11回】 シャプレー値，コア（１）
【第12回】 シャプレー値，コア（２）
【第13回】 まとめ

成績評価の方法
講義内容の理解度を確認するために，授業開始時に小テスト（授業第３回～授業第12回）を実施する．
「ミクロ経済学特論４」の評価割合：小テスト50％，期末試験50％
「ミクロ経済学特研４」の評価割合：小テスト50％，期末試験50％

フィードバックの内容
「ミクロ経済学特論４」のフィードバックの内容：小テストの模範解答・採点結果を配布する．理解が不十分であると判断さ
れる内容を次回以降の授業時間内に補足する．
「ミクロ経済学特研４」のフィードバックの内容：小テストの模範解答・採点結果を配布する．理解が不十分であると判断さ
れる内容を次回以降の授業時間内に補足する．

教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『An Introduction to Game Theory』Martin J. Osborne（Oxford University Press）2009、『Game Theory（2nd Edition）』Michael Maschler, Eilon Solan,　Shmuel Zamir（Cambridge University Press）2020
教員からのお知らせ 小テストや期末試験は記述式であり，単語を選択するマークシートのような簡易なものではない．試験問題を事前に配布し

ない．単位数に見合った学修時間を確保するつもりがなければ履修すべきではない．
オフィスアワー 木曜日３時限，2号館516研究室

事前に連絡があれば他の曜日・時間帯に対面・オンラインでも面談を実施する．
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り：小テストの全ての問題において，細分化された各採点項目に対する評価を返却することで，復習が十分ではない内容を学生に認識させる．
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0103701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済統計学特論１ 王　在喆 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

経済統計資料の奥に経済社会の活動の真相が見える。したがって、経済統計資料を読み、統計情報を正しく理解することも
経済社会の変化を把握するには欠かせない手段の一つである。本講義では、経済学の基礎知識をもつ大学院生を対象に、現
実の経済社会の動向を経済統計資料に基づいて分析する方法を明らかにする。したがって、講義では『国民経済計算』（SNA）
を用いた国民経済の分析や『産業連関表』に基づいた産業構造の分析などが紹介される。分析の事例としては、日本経済は
もとより、中国経済をとりあげることもある。
なお，本講義は修士課程の院生および博士課程の院生のために開設された合同授業である。

到 達 目 標
①経済分析の面白さを実感することができる。
②経済統計資料の重要性を認識することができる。
③経済社会の変化を分析する基本技法を習得することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

①『日本経済新聞』の社説や経済関係の記事をよく読むこと。
②Excel など応用ソフトの操作方法を独学すること。
③与えられた研究課題を完成するために文献の調査や学習を行うこと。
④授業の内容を理解するために復習すること。
必要な授業外学修時間は60時間以上である。

授 業 計 画

【第 1回】 授業の目標と進め方、成績評価の方法、概要、経
済統計資料について

【第 2回】 国民経済計算（SNA）①
【第 3回】 国民経済計算（SNA）②
【第 4回】 産業連関分析①
【第 5回】 産業連関分析②
【第 6回】 産業連関分析③
【第 7回】 日本の産業連関表①

【第 8回】 日本の産業連関表②
【第 9回】 Excel による演習①
【第10回】 Excel による演習②
【第11回】 日本の産業連関表による構造分析①
【第12回】 日本の産業連関表による構造分析②
【第13回】 授業内容のまとめ

成績評価の方法
修士課程受講生：中間レポート：50％、期末レポート50％。
博士課程受講生：中間レポート：30％、期末レポート30％、研究発表（１回）40％。
※研究発表：授業内発表、授業内容関連のもの。

フィードバックの内容 提出レポートや授業内発表などについてコメントする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『経済統計』中島隆信、木村福成、北村行伸、新保一成（東洋経済新報社）2000、『実証経済分析の基礎』中島隆信、吉岡完

治（編）（慶應義塾大学出版会）1997、『人文・社会科学お統計学』東京大学教養学部統計学教室（東京大学出版会）1995
教員からのお知らせ 教科書は一回目の授業で受講生と相談して決める。
オフィスアワー ２号棟511研究室、木曜日18:00-19:00（６限）
アクティブ･ラーニングの内容 この授業では、演習形式で行う場合もあるため、教室では意見共有を重視し、また授業外での能動的な学習も推奨している。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0103801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済統計学特論２ 王　在喆 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

経済統計資料の奥に経済社会の活動の真相が見える。したがって、経済統計資料を読み、統計情報を正しく理解することも
経済社会の変化を把握するには欠かせない手段の一つである。本講義では、経済学の基礎知識をもつ大学院生を対象に、現
実の経済社会の動向を経済統計資料に基づいて分析する方法を明らかにする。したがって、講義では『国民経済計算』（SNA）
を用いた国民経済の分析や『産業連関表』に基づいた産業構造の分析などが紹介される。分析の事例としては、日本経済は
もとより、中国経済をとりあげることもある。
※この授業は、修士・博士後期両課程合同で実施します。また、「経済統計学特論１」もしくは「経済統計学特研１」履修済
みの大学院生の履修が望まれる。

到 達 目 標
①経済分析の面白さを実感することができる。
②経済統計資料の重要性を認識することができる。
③経済社会の変化を分析する基本技法を習得することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

①『日本経済新聞』の社説や経済関係の記事をよく読むこと。
②Excel など応用ソフトの操作方法を独学すること。
③与えられた研究課題を完成するために文献の調査や学習を行うこと。
④授業の内容を理解するために復習すること。
必要な授業外学修時間は60時間以上である。

授 業 計 画

【第 1回】 中国の産業連関表
【第 2回】 日本・中国国際産業連関表
【第 3回】 日中両国産業構造の比較①
【第 4回】 日中両国産業構造の比較②
【第 5回】 一次統計と二次統計
【第 6回】 物価指数とデフレーター
【第 7回】 工業統計①

【第 8回】 工業統計②
【第 9回】 商業統計①
【第10回】 商業統計②
【第11回】 サービス統計①
【第12回】 サービス統計②
【第13回】 授業内容のまとめ

成績評価の方法
修士課程受講生：中間レポート：50％、期末レポート50％。
博士課程受講生：中間レポート：30％、期末レポート30％、研究発表（１回）40％。
※研究発表：授業内発表、授業内容関連のもの。

フィードバックの内容 提出レポートや授業内発表について教員はコメントをする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『経済統計』中島隆信、木村福成、北村行伸、新保一成（東洋経済新報社）2000、『実証経済分析の基礎』中島隆信、吉岡完

治（編）（慶應義塾大学出版会）1997、『人文・社会科学お統計学』東京大学教養学部統計学教室（東京大学出版会）1995
教員からのお知らせ 教科書は一回目授業の時に受講生と相談して決める。
オフィスアワー ２号館511研究室、木曜日18:00-19:00（６限）
アクティブ･ラーニングの内容 この授業では、演習形式で行う場合もあるため、教室では意見共有を重視し、また授業外での能動的な学習も推奨している。
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0104301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 景気循環論特論３ 浅子　和美 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
ミクロ経済学，マクロ経済学，計量経済学の基礎知識をもつ大学院生を対象に，景気循環全般をテーマとするが，本年度は
特に「景気循環・経済成長と持続可能な経済発展」及びその関連テーマを中心に，理論・実証両面から分析手法や分析結果
の解釈等について，先行研究を例に取り上げ批判的に検討する。
なお，本講義は博士後期課程「景気循環論特研３」との合同授業でもある。

到 達 目 標

「景気循環論特論３」の到達目標
景気循環の理論・歴史や現状の問題点を把握し，課題解決の方向を理解する。
課題解決や政策提言のための基本技法を修得し，レポート等を作成する。
「景気循環論特研３」の到達目標
景気循環の理論・歴史や現状の問題点を把握し，課題解決の方向を理解し，政策提言に至る。
研究者としての視点から，課題解決や政策提言のための基本技法を応用し，学術論文を作成する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業で指定されるリーディング・リストを読破するのに，相応の準備が必要となるが，それに積極的に取り組む必要がある
（「景気循環論特論３」では60時間，「景気循環論特研３」では90時間）。

授 業 計 画

【第 1回】 履修者が確定した段階で，履修者の希望に合わせたリーディング・リストを作成し，それに合わせた授業計画を
立てる。その目的で，各自の希望を話してもらう。（１）

【第 2回】 履修者が確定した段階で，履修者の希望に合わせたリーディング・リストを作成し，それに合わせた授業計画を
立てる。その目的で，各自の希望を話してもらう。（２）

【第 3回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（１）

【第 4回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（２）

【第 5回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（３）

【第 6回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（４）

【第 7回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（５）

【第 8回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（６）

【第 9回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（７）

【第10回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（８）

【第11回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（９）

【第12回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（10）

【第13回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（11）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（30％）と課題に対するレポート提出（70 ％）。
フィードバックの内容 レポートや学術論文には丁寧にコメントする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 非常勤）本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 レポートや論文のプレゼンテーショングループ・ディスカッション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0104401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 景気循環論特論４ 浅子　和美 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
ミクロ経済学，マクロ経済学，計量経済学の基礎知識をもつ大学院生を対象に，景気循環全般をテーマとするが，本年度は
特に「景気循環・経済成長と持続可能性」及びその関連テーマを中心に，理論・実証両面から分析手法や分析結果の解釈等
について，先行研究を例に取り上げ批判的に検討する。
なお，本講義は博士後期課程「景気循環論特研４」との合同授業でもある。

到 達 目 標

「景気循環論特論４」の到達目標
景気循環の理論・歴史や現状の問題点を把握し，課題解決の方向を理解する。
課題解決や政策提言のための基本技法を修得し，レポート等を作成する。
「景気循環論特研４」の到達目標
景気循環の理論・歴史や現状の問題点を把握し，課題解決の方向を理解し，政策提言に至る。
研究者としての視点から，課題解決や政策提言のための基本技法を応用し，学術論文を作成する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業で指定されるリーディング・リストを読破するのに，相応の準備が必要となるが，それに積極的に取り組む必要がある
（「景気循環論特論４」では60時間，「景気循環論特研４」では90時間）。

授 業 計 画

【第 1回】 履修者が確定した段階で，履修者の希望に合わせたリーディング・リストを作成し，それに合わせた授業計画を
立てる。その目的で，各自の希望を話してもらう。（１）

【第 2回】 履修者が確定した段階で，履修者の希望に合わせたリーディング・リストを作成し，それに合わせた授業計画を
立てる。その目的で，各自の希望を話してもらう。（２）

【第 3回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（１）

【第 4回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（２）

【第 5回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（３）

【第 6回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（４）

【第 7回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（５）

【第 8回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（６）

【第 9回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（７）

【第10回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（８）

【第11回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（９）

【第12回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（10）

【第13回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（11）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（30％）と課題に対するレポート提出（70 ％）
フィードバックの内容 レポートや学術論文には丁寧にコメントする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 非常勤）本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 レポートや論文のプレゼンテーショングループ・ディスカッション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0104701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 金融論特論３ 林　康史 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
金融論が取り扱う分野の重要性が増し、金融・証券分野が全人類・汎地球規模で重要になっている。そうした中で、株式・
証券市場に関する文献【Stocks for the Long Run（6th edition）】を輪読し、討議する授業とする。
なお、日本語訳は、2025年に出版予定である。
※　この授業は、修士・博士後期両課程合同で実施する。

到 達 目 標 株式・証券市場の機能・構造を理解し、その歴史的展開を説明できることである。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業外学修時間数は、60時間以上。

授 業 計 画

Stocks for the Long Run（6th edition）の前半を講読する。
【第 1回】第１章
【第 2回】第２章
【第 3回】第３章
【第 4回】第４章
【第 5回】第５章
【第 6回】第６章
【第 7回】第７章

【第 8回】第８章
【第 9回】第９章
【第10回】第10章
【第11回】第11章
【第12回】第12章
【第13回】第13章、総括

成績評価の方法 報告・研究発表（レポートの提出を求める場合もある）・討議の内容に基づき、総合的に評価（予定）（100％）。
フィードバックの内容 随時行う（「Q&A」等を順次ウェブにアップする）。
教 科 書 『Stocks for the Long Run（6th edition）』Jeremy J. Siegel（McGraw Hill）2022年、『株式投資 第６版』J. シーゲル（日経BP

社）2025年
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 授業計画等は、受講人数によって若干の変更がありうる。また、学外・学部にも聴講を許可する場合がある（受講資格等は

別途、案内する）。参考文献は、適宜、授業時に配布する。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、メールまたは電話で受付ける。

アクティブ･ラーニングの内容
意見共有、能動的な授業外学習など
一部、反転授業も行う（第１回に説明する。事前に、オンライン教材の視聴を行う等、対面の授業の前に、学習すべきこと
があることに留意されたい。

実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0104801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 金融論特論４ 林　康史 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
金融論が取り扱う分野の重要性が増し、金融・証券分野が全人類・汎地球規模で重要になっている。そうした中で、株式・
証券市場に関する文献【Stocks for the Long Run（6th edition）】を輪読し、討議する授業とする。
なお、日本語訳は、2025年に出版予定である。
※　この授業は、修士・博士後期両課程合同で実施する。

到 達 目 標 株式・証券市場の機能・構造を理解し、その歴史的展開を説明できることである。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業外学修時間数は、60時間以上。

授 業 計 画

Stocks for the Long Run（6th edition）の後半を講読する。
【第 1回】第14章
【第 2回】第15章
【第 3回】第16章、第17章
【第 4回】第18章
【第 5回】第19章
【第 6回】第20章
【第 7回】第21章

【第 8回】第22章
【第 9回】第23章
【第10回】第24章
【第11回】第25章
【第12回】第26章
【第13回】第27章、第28章、総括

成績評価の方法 報告・研究発表（レポートの提出を求める場合もある）・討議の内容に基づき、総合的に評価（予定）（100％）。
フィードバックの内容 随時行う（「Q&A」等を順次ウェブにアップする）。
教 科 書 『Stocks for the Long Run（6th edition）』Jeremy J. Siegel（McGraw Hill）2022年、『株式投資 第６版』J. シーゲル（日経BP

社）2025年
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 授業計画等は、受講人数によって若干の変更がありうる。また、学外・学部にも聴講を許可する場合がある（受講資格等は

別途、案内する）。参考文献は、適宜、授業時に配布する。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、メールまたは電話で受付ける。

アクティブ･ラーニングの内容
意見共有、能動的な授業外学習など
一部、反転授業も行う（第１回に説明する。事前に、オンライン教材の視聴を行う等、対面の授業の前に、学習すべきこと
があることに留意されたい。

実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科
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講義コード 12C0104901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 財政学特論１ 川口　真一 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

租税に関する研究は、学問的には財政学（経済学）にとどまらず、税法（法学）、税務会計（会計学）などの分野とも関連し
ている。すべての学問分野を考慮して租税を分析することが理想的ではあるが、それは非常に困難である。
したがって、本講義では、租税に対する経済学的思考を身につけ、財政学の立場から現実の税制を理論的に評価できるよう
になることを目的とする。
なお、本講義は博士後期課程「財政学特研１」との合同授業でもある。

到 達 目 標 租税理論を学ぶことにより、現実の税制を分析・評価することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

ミクロ経済学の基礎を理解しておくこと。この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 租税理論を修得する。（１）
【第 2回】 租税理論を修得する。（２）
【第 3回】 租税理論を修得する。（３）
【第 4回】 租税理論を修得する。（４）
【第 5回】 租税理論を修得する。（５）
【第 6回】 租税理論を修得する。（６）
【第 7回】 租税理論を修得する。（７）
【第 8回】 租税理論を修得する。（８）
【第 9回】 租税理論を修得する。（９）
【第10回】 租税理論を修得する。（10）
【第11回】 租税に関する論文を輪読する。（１）
【第12回】 租税に関する論文を輪読する。（２）
【第13回】 租税に関する論文を輪読する。（３）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（50％）および授業中の発表（50％）で評価する
フィードバックの内容
教 科 書 『財政学をつかむ　〔第３版〕』畑農鋭矢，林正義，吉田浩（有斐閣）2024.3
指 定 図 書 授業時に指示する。
参 考 書 授業時に指示する。
教員からのお知らせ ミクロ経済学を履修していることが望ましい。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有。挙手により意見を表明させ共有する。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0105001 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 財政学特論２ 川口　真一 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

租税に関する研究は、学問的には財政学（経済学）にとどまらず、税法（法学）、税務会計（会計学）などの分野とも関連し
ている。すべての学問分野を考慮して租税を分析することが理想的ではあるが、それは非常に困難である。
したがって、本講義では、租税に対する経済学的思考を身につけ、財政学の立場から現実の税制を理論的に評価できるよう
になることを目的とする。
なお、本講義は博士後期課程「財政学特研２」との合同授業でもある。

到 達 目 標 租税理論を学ぶことにより、現実の税制を分析・評価することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

ミクロ経済学の基礎を理解しておくこと。この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 租税に関する論文を輪読する。（１）
【第 2回】 租税に関する論文を輪読する。（２）
【第 3回】 租税に関する論文を輪読する。（３）
【第 4回】 租税に関する論文を輪読する。（４）
【第 5回】 租税に関する論文を輪読する。（５）
【第 6回】 わが国の税制における問題点について、ディスカッションを行う。（１）
【第 7回】 わが国の税制における問題点について、ディスカッションを行う。（２）
【第 8回】 わが国の税制における問題点について、ディスカッションを行う。（３）
【第 9回】 わが国の税制における問題点について、ディスカッションを行う。（４）
【第10回】 わが国の税制における問題点について、ディスカッションを行う。（５）
【第11回】 わが国の税制における問題点について、ディスカッションを行う。（６）
【第12回】 わが国の税制における問題点について、ディスカッションを行う。（７）
【第13回】 わが国の税制における問題点について、ディスカッションを行う。（８）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（50％）および授業中の発表（50％）で評価する
フィードバックの内容
教 科 書 『財政学をつかむ　〔第３版〕』畑農鋭矢，林正義，吉田浩（有斐閣）2024.3
指 定 図 書 授業時に指示する。
参 考 書 授業時に指示する。
教員からのお知らせ ミクロ経済学を履修していることが望ましい。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有。挙手により意見を表明させ共有する。
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0105301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 国際経済学特論１ 河原　伸哉 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 国際貿易論における理論的・実証的テーマについて、主に出席者の発表を中心にして議論する。授業は修士課程「国際経済

学特論１」と博士後期課程「国際経済学特研１」を合同で実施する。

到 達 目 標

修士：
（１）国際貿易論の基礎的概念を理解している
（２）基礎的概念を用いて国際貿易に関する現実の諸問題を説明できる
博士後期：
（１）国際貿易論の基礎的概念を理解している
（２）基礎的概念を用いて国際貿易に関する現実の諸問題を説明できる
（３）国際貿易論の分野における最近の理論的・実証的研究を批判的に検討できる

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

修士：各回の授業で扱うトピックについて、参考書の該当部分を読み予習を行うこと。授業後は配付資料を用いて復習を行
うこと。上記の予習・復習など授業外に計60時間以上の学修を行うこと。
博士後期：各回の授業で扱うトピックについて、参考書の該当部分および文献リストの論文を読み予習を行うこと。授業後
は論文・配付資料を用いて復習を行うこと。上記の予習・復習など授業外に計60時間以上の学修を行うこと。

授 業 計 画

初回授業時に指定した教科書について輪読形式で学ぶ。適宜、国際貿易論分野の学術論文についても取り上げる。
【第 1回】 イントロダクション
【第 2回】 教科書の発表と討論１
【第 3回】 教科書の発表と討論２
【第 4回】 教科書の発表と討論３
【第 5回】 教科書の発表と討論４
【第 6回】 教科書の発表と討論５
【第 7回】 教科書の発表と討論６

【第 8回】 教科書の発表と討論７
【第 9回】 教科書の発表と討論８
【第10回】 教科書の発表と討論９
【第11回】 教科書の発表と討論10
【第12回】 教科書の発表と討論11
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 修士：平常点（30％）、発表（30％）、レポート（40％）により成績を評価する。
博士後期：平常点（20％）、発表（20％）、レポート（40％）に加えて、研究報告（20％）により成績を評価する。

フィードバックの内容 課題や報告に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 使用する教科書については、初回授業時に協議の上、決定する。文献リストについても、初回授業時に配付する。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、研究科にて定めるオフィスアワーにて受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0105401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 国際経済学特論２ 河原　伸哉 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 国際貿易論における理論的・実証的テーマについて、主に出席者の発表を中心にして議論する。授業は修士課程「国際経済

学特論２」と博士後期課程「国際経済学特研２」を合同で実施する。

到 達 目 標

修士：
（１）国際貿易論の基礎的概念を理解している。
（２）基礎的概念を用いて国際貿易に関する現実の諸問題を説明できる。
博士後期：
（１）国際貿易論の基礎的概念を理解している。
（２）基礎的概念を用いて国際貿易に関する現実の諸問題を説明できる。
（３）国際貿易論の分野における最近の理論的・実証的研究を批判的に検討できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

修士：各回の授業で扱うトピックについて、教科書の該当部分を読み予習を行うこと。授業後は配付資料を用いて復習を行
うこと。上記の予習・復習など授業外に計60時間以上の学修を行うこと。
博士後期：各回の授業で扱うトピックについて、教科書の該当部分および文献リストの論文を読み予習を行うこと。授業後
は論文・配付資料を用いて復習を行うこと。上記の予習・復習など授業外に計60時間以上の学修を行うこと。

授 業 計 画

初回授業時に指定した教科書について輪読形式で学ぶ。適宜、国際貿易論分野の学術論文についても取り上げる。
【第 1回】 イントロダクション
【第 2回】 教科書の発表と討論１
【第 3回】 教科書の発表と討論２
【第 4回】 教科書の発表と討論３
【第 5回】 教科書の発表と討論４
【第 6回】 教科書の発表と討論５
【第 7回】 教科書の発表と討論６

【第 8回】 教科書の発表と討論７
【第 9回】 教科書の発表と討論８
【第10回】 教科書の発表と討論９
【第11回】 教科書の発表と討論10
【第12回】 教科書の発表と討論11
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 修士：平常点（30％）、発表（30％）、レポート（40％）により成績を評価する。
博士後期：平常点（20％）、発表（20％）、レポート（40％）に加えて、研究報告（20％）により成績を評価する。

フィードバックの内容 課題や報告に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 使用する教科書については、初回授業時に協議の上、決定する。文献リストについても、初回授業時に配付する。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、研究科にて定めるオフィスアワーにて受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他



― 34 ―

令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0105701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 国際金融論特論１ 畠山　久志 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
現代の国際金融論は、これまでの単純な国家間の貿易や為替相場の数値的分析に終点を持たない。むしろ主権国家や統合組織
などの政治的影響力や経済力規模の表現の場となっている国際金融を多角的に分析し、位置付けすることが課題となっている。
そこで、授業はこれまでの基礎的な事項の確認と現代の国際金融が動いている背景を歴史的に捉えようとするものである。
なお、本授業は博士後期課程の「国際金融論特研３」との合同授業である。

到 達 目 標
国際金融論の理解に不可欠な金融に係る基礎事項を歴史から習得し①外国為替仕組み、②中央政府の為替介入、③デリバティ
ブ、④国際収支、⑤国際業務規制、⑥国際通貨制度、⑦ユーロ、⑧経済協力などを把握し、今後の研究及び論文作成に向け
た知見を獲得することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

基礎事項の予習復習をおこなうこと。必要な教科書以外の図書はその都度指定・配布するので、時間を十分に取ってほしい。
必要な時間は60時間とする。国内のみならず、海外の国際金融情勢をウォッチしてほしい。

授 業 計 画

国際金融の理解に必要な事項について学びます。
【第 1回】 国際金融とは何か。
【第 2回】 国際収支１
【第 3回】 国際収支２
【第 4回】 対外決済の仕組み１　　貿易
【第 5回】 対外決済の仕組み２　　先物
【第 6回】 外国為替市場１　　基軸通貨
【第 7回】 外国為替市場２
【第 8回】 外国為替相場の決定理論１　　購買力平価
【第 9回】 外国為替相場の決定理論２
【第10回】 国際通貨制度　　ブレトンウッズ体制　IMF　世銀
【第11回】 ニクソンショック後（変動相場制）における経済政策の効果
【第12回】 デジタル時代の国際通貨
【第13回】 通貨危機、ソブリンリスク

成績評価の方法 講義内容に関する期末レポート（80％）、質問や意見など授業に対する参加態度（20％）で評価します。
フィードバックの内容 講義内容は、事前にオンライン授業に資料掲示します。また質問や意見、追加説明などは、まとめて期末にペーパー化し、

共有します。
教 科 書 『国際金融論入門』佐々木百合（新世社）2017
指 定 図 書 『金融の世界現代史』国際銀行史研究会（一色出版）2018、『金融の世界史』板谷俊彦（新潮社）2013、『ウォール街の歴史』チャールズ・ガイスト（フォレスト出版）2010、『ロンバート街』バジョウット（岩波書店）1994
参 考 書 『通貨の悪戯』ミルトンフリードマン（三田出版会）1993、『貨幣と通貨の法文化』林康史（国際書院）2016
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 項目ごとの解説・プレゼンテーションに基づき、内容、考え方、分析方法等についてディスカッションをする。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0105801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 国際金融論特論２ 畠山　久志 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

現代の国際金融論は、これまでの単純な国家間の貿易や為替相場の数値的分析に終点を持たない。むしろ主権国家や統合組
織などの政治的影響力や経済規模の表現の場となっている国際金融を多角的に分析し、位置付けすることが課題となってい
る。そこで、本授業は前期の学習（国際金融の基礎知識）を前提にこれまでの国際金融上のイベントについて、論理的な分
析力を習得し、歴史的な位置付け等について理解を深める。イベントは基本的に近世、近代の貿易を中心とした国際金融上
の事象である。
なお、本授業は博士後期課程の「国際金融論特研４」との合同授業である。

到 達 目 標
国際金融論の理解に不可欠な基礎事項である①外国為替仕組み、②中央政府の為替介入、③デリバティブ、④国際収支、⑤
国際業務規制、⑥国際通貨制度、⑦ユーロ、⑧経済協力などを市場参加者の視点から把握し、国際金融全体の課題を考え今
後の研究及び論文作成に向けた知見を獲得することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

基礎事項の予習復習をおこなうこと。教科書は当然であるが、以外の図書をその都度指定・配布するので、時間を十分に取っ
てほしい。必要な時間は60時間とする。国内のみならず、海外の国際金融情勢をウォッチしてほしい。

授 業 計 画

【第 1回】 国際金融論の論理とイベント　　概説
【第 2回】 中世の国際金融１　　キリスト教　金融の否定
【第 3回】 中世の国際金融２　　地中海交易と冒険貸借
【第 4回】 中世の国際金融３　　イスラム金融
【第 5回】 中世の国際金融　　十字軍　為替と信託
【第 6回】 中世の国際金融　　会社と複式簿記
【第 7回】 大航海時代の国際貿易　　新大陸への進出
【第 8回】 黄金期のオランダ１　　東インド会社、西インド会社
【第 9回】 黄金期のオランダ２　　アムステルダム証券取引所とアムステルダム為替銀行
【第10回】 産業革命期のイギリスとフランス　　重商主義　重農主義 公会計
【第11回】 覇権国イギリス１　　株式会社制度の法定　中央銀行制度の確立
【第12回】 覇権国イギリス２　　損害保険会社、ロンバート街
【第13回】 債権国アメリカ　　ウォールストリート

成績評価の方法 期末レポート（80％）と質問や意見など授業に対する参加態度（20％）で評価します。
フィードバックの内容 授業の内容を事前にオンライ授業で掲示します。また質問や意見、追加説明など等はまとめて期末にペーパー化し、共有します。
教 科 書 『帳簿の世界史』ジェイコブソール（文藝春秋）2018
指 定 図 書 『マネーセンターの興亡』高橋琢磨（日経出版社）1999、『ヘゲモニー国家と世界システム』松田武・秋田茂（山川出版）2002、『最初の近代経済』J・ド・フリース（名古屋大学出版会）2009
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 講義の内容について、質問、意見交換等、ディスカッションをします。修士論文等の作成手順などの情報交換をする。
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0105901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 国際金融論特論３ 外木　好美 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
金融の仕組みや制度，経済政策等について，為替レートや国際収支を通じた影響も踏まえて，理論的なアプローチで理解す
ることを目的とする。主に出席者の発表を中心にして，議論する。
なお，本授業は博士後期課程の「国際金融特研究３」との合同授業である。

到 達 目 標

修士：　　 （１）国際金融論の基礎的概念を理解している
　　　　　（２）国際金融論の基本理論を理解している
　　　　　（３）国際金融論の理論を使って、現実の諸問題を理解できる
博士後期：（１）国際金融論の基礎的概念を説明できる
　　　　　（２）国際金融論の基本理論を説明できる
　　　　　（３）国際金融論の理論に基づいて現実の諸問題を検討できる

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

修士：各回で扱うトピックについて，教科書や参考書の当該部分を読み，予習を行うこと。授業後は，授業資料や議論を踏
まえて，復習を行うこと。上記の予習・復習など授業外に計60時間以上の学修を行うこと。
博士後期：各回で扱うトピックについて，教科書や参考書の当該部分を読み，予習を行うこと。授業後は，授業資料や議論
を踏まえて，復習を行うこと。関連する論文を読むこと。上記の予習・復習など授業外に計60時間以上の学修を行うこと。

授 業 計 画

指定した教科書について輪読形式で学ぶ。適宜，参考書や学術論文についても取り上げる。
【第 1回】イントロダクション
【第 2回】教科書の発表と討論１
【第 3回】教科書の発表と討論２
【第 4回】教科書の発表と討論３
【第 5回】教科書の発表と討論４
【第 6回】教科書の発表と討論５
【第 7回】教科書の発表と討論６

【第 8回】教科書の発表と討論７
【第 9回】教科書の発表と討論８
【第10回】教科書の発表と討論９
【第11回】教科書の発表と討論10
【第12回】教科書の発表と討論11
【第13回】まとめ

成績評価の方法 修士：平常点（50％），発表（50％）により成績を評価する。
修士：平常点（40％），発表（40％），研究報告（20％）により成績を評価する。

フィードバックの内容 課題や報告に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書 『クルーグマン国際経済学 理論と政策〔原書第10版〕下：金融編』Paul R. Krugman（著），Maurice Obstfeld（著），Marc J.

Melitz（著），山形 浩生（翻訳），守岡 桜（翻訳）（丸善出版）2017/ １ /19
指 定 図 書 『コア・テキスト 国際金融論　第３版』藤井 英次（著）（新世社）2024、『International Macroeconomics and Finance：

Theory and Econometric Methods』Nelson C. Mark（著）（John Wiley & Sons）2001/ ８ / ８
参 考 書
教員からのお知らせ マクロ経済学を履修していることが望ましい。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，研究科にて定めるオフィスアワーにて受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0106001 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 国際金融論特論４ 外木　好美 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
金融の仕組みや制度，経済政策等について，為替レートや国際収支を通じた影響も踏まえて，理論的なアプローチで理解す
ることを目的とする。主に出席者の発表を中心にして，議論する。
なお，本授業は博士後期課程の「国際金融特研究４」との合同授業である。

到 達 目 標

修士：　　 （１）国際金融論の基礎的概念を理解している
　　　　　（２）国際金融論の基本理論を理解している
　　　　　（３）国際金融論の理論を使って、現実の諸問題を理解できる
博士後期：（１）国際金融論の基礎的概念を説明できる
　　　　　（２）国際金融論の基本理論を説明できる
　　　　　（３）国際金融論の理論に基づいて現実の諸問題を検討できる

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

修士：各回で扱うトピックについて，教科書や参考書の当該部分を読み，予習を行うこと。授業後は，授業資料や議論を踏
まえて，復習を行うこと。上記の予習・復習など授業外に計60時間以上の学修を行うこと。
博士後期：各回で扱うトピックについて，教科書や参考書の当該部分を読み，予習を行うこと。授業後は，授業資料や議論
を踏まえて，復習を行うこと。関連する論文を読むこと。上記の予習・復習など授業外に計60時間以上の学修を行うこと。

授 業 計 画

指定した教科書について輪読形式で学ぶ。適宜，参考書や学術論文についても取り上げる。
【第 1回】イントロダクション
【第 2回】教科書の発表と討論１
【第 3回】教科書の発表と討論２
【第 4回】教科書の発表と討論３
【第 5回】教科書の発表と討論４
【第 6回】教科書の発表と討論５
【第 7回】教科書の発表と討論６

【第 8回】教科書の発表と討論７
【第 9回】教科書の発表と討論８
【第10回】教科書の発表と討論９
【第11回】教科書の発表と討論10
【第12回】教科書の発表と討論11
【第13回】まとめ

成績評価の方法 修士：平常点（50％），発表（50％）により成績を評価する。
修士：平常点（40％），発表（40％），研究報告（20％）により成績を評価する。

フィードバックの内容 課題や報告に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書 『クルーグマン国際経済学 理論と政策〔原書第10版〕下：金融編』Paul R. Krugman（著），Maurice Obstfeld（著），Marc J.

Melitz（著），山形 浩生（翻訳），守岡 桜（翻訳）（丸善出版）2017/ １ /19
指 定 図 書 『コア・テキスト 国際金融論　第３版』藤井 英次（著）（新世社）2024、『International Macroeconomics and Finance：

Theory and Econometric Methods』Nelson C. Mark（著）（John Wiley & Sons）2001/ ８ / ８
参 考 書
教員からのお知らせ マクロ経済学を履修していることが望ましい。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，研究科にて定めるオフィスアワーにて受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 12C0106101 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 地域経済特論１ 苑　志佳 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

本講義では、中国経済構造の転換を研究する。過去40数年間を通して、中国は高い経済成長を実現し続け、いまや世界第２
位の経済大国に躍り出るなど、世界経済へのプレゼンスが高まる一方である。他方、2010年代以降、中国経済の高度成長が
終わり、今後は成長の質に着目した内需重視の安定成長への実現を模索している段階に入っている。体制・経済移行期にあ
たる中国は現在、「中所得の罠」や「体制移行の罠」を如何に回避するかの諸課題に直面している。これらの問題の克服は、
避けて通れない難関である。中国経済は今後、どの方向に向かうか。今後の世界経済における中国の果たすべき役割は何で
あろうか。今年度の授業では、最新の著書を輪読することによって上記の諸問題を院生諸君と一緒に考える。授業運営は、
院生諸君の報告、問題提起、論点をめぐる討論を中心に行う予定である。出席者には、レベルの高いコメントと価値のある
デイスカションを活発にしてもらいたい。

到 達 目 標 本授業を履修することによって中国経済の諸問題を理解することができる。したがって、中国経済の関連課題を研究するテ
クニックを身につけることもできる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
２．毎週の授業終了後に参考文献や予習資料などを指定するので、これを予習する。
３．授業時に配布される教材や資料を復習し、次回の授業時に問題提起を考える。
４．授業の予定テーマに関連する資料を自ら収集し、これを持って授業討論に臨む。

授 業 計 画

【第 1回】 イントロダクション
【第 2回】 最新研究書籍の輪読・討論（１）
【第 3回】 最新研究書籍の輪読・討論（２）
【第 4回】 最新研究書籍の輪読・討論（３）
【第 5回】 最新研究書籍の輪読・討論（４）
【第 6回】 最新研究書籍の輪読・討論（５）
【第 7回】 最新研究書籍の輪読・討論（６）

【第 8回】 最新研究書籍の輪読・討論（７）
【第 9回】 最新研究書籍の輪読・討論（８）
【第10回】 最新研究書籍の輪読・討論（９）
【第11回】 最新研究書籍の輪読・討論（10）
【第12回】 最新研究書籍の輪読・討論（11））
【第13回】 総括

成績評価の方法
１．授業への取り組み姿勢　50％、
２．プレゼンテーション30％、
３．討論参加20％。

フィードバックの内容 毎週の輪読課題、テーマに対する講評を翌週授業内冒頭にて行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 輪読図書、書籍は、最初授業の時に指示する。

オフィスアワー
－月曜日３限
－品川キャンパス２号館508室
－事前に＜0918＠ ris.ac.jp ＞に連絡すること

アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習など
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0106201 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 地域経済特論２ 苑　志佳 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本講義では、中国経済構造の転換を研究する。今年度の授業では、「地域経済特論１」に続き、数冊の著書を輪読する。授業
運営は、院生諸君の報告、問題提起、論点をめぐる討論を中心に行う予定である。出席者には、レベルの高いコメントと価
値のあるデイスカションを活発にしてもらいたい。

到 達 目 標 本授業を履修することによって中国経済の諸問題を理解することができる。したがって、中国経済の関連課題を研究するテ
クニックを身につけることもできる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
２．毎週の授業終了後に参考文献や予習資料などを指定するので、これを予習する。
３．授業時に配布される教材や資料を復習し、次回の授業時に問題提起を考える。
４．授業の予定テーマに関連する資料を自ら収集し、これを持って授業討論に臨む。

授 業 計 画

【第 1回】 イントロダクション
【第 2回】 最新研究書籍の輪読・討論（１）
【第 3回】 最新研究書籍の輪読・討論（２）
【第 4回】 最新研究書籍の輪読・討論（３）
【第 5回】 最新研究書籍の輪読・討論（４）
【第 6回】 最新研究書籍の輪読・討論（５）
【第 7回】 最新研究書籍の輪読・討論（６）

【第 8回】 最新研究書籍の輪読・討論（７）
【第 9回】 最新研究書籍の輪読・討論（８）
【第10回】 最新研究書籍の輪読・討論（９）
【第11回】 最新研究書籍の輪読・討論（10）
【第12回】 最新研究書籍の輪読・討論（11））
【第13回】 総括

成績評価の方法
１．授業への取り組み姿勢　50％、
２．プレゼンテーション30％、
３．討論参加20％。

フィードバックの内容 毎週の輪読課題、テーマに対する講評を翌週授業内冒頭にて行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 輪読図書、書籍は、最初授業の時に指示する。

オフィスアワー
－月曜日３限
－品川キャンパス２号館508室
－事前に＜0918＠ ris.ac.jp ＞に連絡すること

アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習など
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 12C0106701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 開発経済学特論３ 芹田　浩司 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

本授業は、前期においてはラテンアメリカ経済に関する主要文献を解説を加えつつ講読することや、等を通じてまた、（受講
人数にもよるが）隔週位のペースでレポートを提出してもらい、それを基に議論を深めること等を通じて同経済の理解をよ
り深めることを目的とする。
また後期においては、前期からの文献講読に加えて、80年代以降に開発戦略の転換やその意義、また経済グローバル化のラ
テンアメリカ経済（産業）に対する影響等の問題について考察を進めていくことを主な目的とする。
※この授業は、修士・博士後期両課程合同で実施します。

到 達 目 標 ラテンアメリカを中心とする発展途上国経済や、発展途上国と先進国との関係について深く学ぶことを通じて、世界経済に
関する知見を深めることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

テキストの該当箇所を読み、分からないところがあれば調べてくること。またレポート課題がある時は、提出期限までにレ
ポートを作成・提出すること。なお、授業外学修時間については60時間以上とする。

授 業 計 画

【第 1回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（１）
【第 2回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（２）
【第 3回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（３）
【第 4回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（４）
【第 5回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（５）
【第 6回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（６）
【第 7回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（７）
【第 8回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（８）
【第 9回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（９）
【第10回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（10）
【第11回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（11）
【第12回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（12）
【第13回】 総復習・質問受け付け等

成績評価の方法 原則として授業への取り組み姿勢（20％）、報告・討論（40％）および課題（レポート等）（40％）によって評価する。
フィードバックの内容 報告に対する講評を随時実施する。また課題に対するアドバイスを行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『The Economic History of Latin America Since Independence』Victor Bulmer-Thomas（Cambridge University Press）2003
教員からのお知らせ 授業中に講読する文献（テキスト）については開講時に指示する。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。

アクティブ･ラーニングの内容
－教員からのフィードバックによる振り返り
－能動的な授業外学習
－ディベート

実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0106801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 開発経済学特論４ 芹田　浩司 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

本授業は、前期においてはラテンアメリカ経済に関する主要文献を解説を加えつつ講読することや、等を通じてまた、（受講
人数にもよるが）隔週位のペースでレポートを提出してもらい、それを基に議論を深めること等を通じて同経済の理解をよ
り深めることを目的とする。
また後期においては、前期からの文献講読に加えて、80年代以降に開発戦略の転換やその意義、また経済グローバル化のラ
テンアメリカ経済（産業）に対する影響等の問題について考察を進めていくことを主な目的とする。
※この授業は、修士・博士後期両課程合同で実施します。

到 達 目 標 ラテンアメリカを中心とする発展途上国経済や、発展途上国と先進国との関係について深く学ぶことを通じて、世界経済に
関する知見を深めることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

テキストの該当箇所を読み、分からないところがあれば調べてくること。またレポート課題がある時は、提出期限までにレ
ポートを作成・提出すること。なお、授業外学修時間については60時間以上とする。

授 業 計 画

【第 1回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（１）
【第 2回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（２）
【第 3回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（３）
【第 4回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（４）
【第 5回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（５）
【第 6回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（６）
【第 7回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（７）
【第 8回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（８）
【第 9回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（９）
【第10回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（10）
【第11回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（11）
【第12回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（12）
【第13回】 総復習・質問の受付等

成績評価の方法 原則として授業への取り組み姿勢（20％）、報告・討論（40％）および課題（レポート等）（40％）によって評価する。
フィードバックの内容 報告に対する講評を随時実施する。また課題に対するアドバイスを行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『The Economic History of Latin America Since Independence』Victor Bulmer-Thomas（Cambridge University Press）2003
教員からのお知らせ 授業中に講読する文献（テキスト）については開講時に指示する。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。

アクティブ･ラーニングの内容
－教員からのフィードバックによる振り返り
－能動的な授業外学習
－ディベート

実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科
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講義コード 12C0106901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済学史特論１ 小沢　佳史 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
この授業の目的は、経済学が現在の姿をとるに至った過程―経済学の歴史―を詳しく理解すること、そしてそれを通じ
て現在の経済学や自分の研究テーマに関する理解をさらに深めることである。そのためにこの授業では、主に19世紀の中頃
までの経済学の歴史をめぐり、履修者による報告と議論に基づいて教科書を輪読する。
なおこの授業は、博士後期課程「経済学史特研１」との合同授業である。

到 達 目 標 １．現在の経済学が誕生するまでのプロセスを、詳しく説明できる。
２．現在の経済学や自分の研究テーマについて、多様な概念・見解の関係やそれらの背景を説明できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。授業外学修では、各回の授業の前に、全員が教科書の該当箇所を熟読
し、報告者は報告を入念に準備すること。また各回の授業の後に、全員が授業の内容を振り返りながら、ノートや教科書・
指定図書の該当箇所を何回もじっくりと読み込むこと。

授 業 計 画

【第 1回】 19世紀の中頃までの経済学の歴史
【第 2回】 木村・瀬尾・益永（2022）①―A. スミス以前の経済思想（第１章）
【第 3回】 木村・瀬尾・益永（2022）②―A. スミス（第２章）
【第 4回】 木村・瀬尾・益永（2022）③―D. リカードウとT. R. マルサス（第３章）
【第 5回】 木村・瀬尾・益永（2022）④―J. S. ミル（第４章）
【第 6回】 木村・瀬尾・益永（2022）⑤―ヨーロッパ大陸の諸思想（第５章）
【第 7回】 木村・瀬尾・益永（2022）⑥―なぜ異端派経済学が必要なのか（第11章）
【第 8回】 木村・瀬尾・益永（2022）⑦―K. マルクス（第12章）
【第 9回】 三土（1993）①―経済学史を学ぶにあたって（第１章）
【第10回】 三土（1993）②―古典派以前の経済学（第２章）
【第11回】 三土（1993）③―A. スミスの経済学（第３章）
【第12回】 三土（1993）④―D. リカードウの経済学（第４章）
【第13回】 三土（1993）⑤―K. マルクスの経済学（第５章）

※この進度や内容は目安であり、履修者と相談しながら進度や内容を適宜調整する。
成績評価の方法 報告（50％）と、議論を含む授業への取り組み姿勢（50％）によって評価する。
フィードバックの内容 報告や議論について、授業内でフィードバックする。
教 科 書 『学ぶほどおもしろい 経済学史』木村雄一，瀬尾崇，益永淳 著（晃洋書房）2022、『経済学史』三土修平 著（新世社）1993

指 定 図 書

『経済学史』小峯敦 著（ミネルヴァ書房）2021、『経済学史―経済理論誕生の経緯をたどる』野原慎司，沖公祐，高見典和
著（日本評論社）2019、『経済学史への招待』柳沢哲哉 著（社会評論社）2018、『経済思想』猪木武徳 著（岩波書店）2017、
『経済学史』喜多見洋，水田健 編著（ミネルヴァ書房）2012、『新版 経済思想史―社会認識の諸類型』大田一廣，鈴木信
雄，高哲男，八木紀一郎 編（名古屋大学出版会）2006、『経済学の歴史―市場経済を読み解く』中村達也，八木紀一郎，
新村聡，井上義朗 著（有斐閣）2001、『経済学史』馬渡尚憲 著（有斐閣）1997、『若い読者のための経済学史』ナイアル・
キシテイニー 著；月沢李歌子 訳（すばる舎）2018、『入門経済思想史 世俗の思想家たち』ロバート．L. ハイルブローナー
著；八木甫［ほか］訳（筑摩書房）2001

参 考 書
『私は、経済学をどう読んできたか』ロバート．L. ハイルブローナー 著；中村達也［ほか］訳（筑摩書房）2003、『写真で見
る ヴィクトリア朝ロンドンの都市と生活』アレックス・ワーナー，トニー・ウィリアムズ 著；松尾恭子 訳（原書房）2013、
『有斐閣経済辞典 第５版』金森久雄，荒憲治郎，森口親司 編（有斐閣）2013

教員からのお知らせ 履修者による報告と議論に基づいて授業が進められるため、無断で欠席したり遅刻したりすることは基本的に認められない。
オフィスアワー この授業に関する質問・相談は、学部学科で定めるオフィスアワーにて受け付ける。また授業終了後、次の授業に支障がな

い範囲で教室内でも対応する。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション。
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科
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講義コード 12C0107001 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済学史特論２ 小沢　佳史 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
この授業の目的は、経済学が現在の姿をとるに至った過程―経済学の歴史―を詳しく理解すること、そしてそれを通じ
て現在の経済学や自分の研究テーマに関する理解をさらに深めることである。そのためにこの授業では、主に19世紀の中頃
までの経済学の歴史をめぐり、履修者による報告と議論に基づいて古典を輪読する。
なおこの授業は、博士後期課程「経済学史特研２」との合同授業である。

到 達 目 標 １．現在の経済学が誕生するまでのプロセスを、古典に基づいて詳しく説明できる。
２．現在の経済学や自分の研究テーマについて、多様な概念・見解の関係やそれらの背景を説明できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。授業外学修では、各回の授業の前に、全員が古典の該当箇所を熟読し、
報告者は報告を入念に準備すること。また各回の授業の後に、全員が授業の内容を振り返りながら、ノートや古典・指定図
書の該当箇所を何回もじっくりと読み込むこと。

授 業 計 画

【第 1回】 19世紀の中頃までの経済学の歴史と、A. スミスの学問体系および経済学
【第 2回】 スミスの『国富論』①―序論および本書の構想
【第 3回】 スミスの『国富論』②―第１編（前半）
【第 4回】 スミスの『国富論』③―第１編（中間）
【第 5回】 スミスの『国富論』④―第１編（後半）
【第 6回】 スミスの『国富論』⑤―第２編（前半）
【第 7回】 スミスの『国富論』⑥―第２編（後半）
【第 8回】 スミスの『国富論』⑦―第３編（前半）
【第 9回】 スミスの『国富論』⑧―第３編（後半）
【第10回】 スミスの『国富論』⑨―第４編（前半）
【第11回】 スミスの『国富論』⑩―第４編（後半）
【第12回】 スミスの『国富論』⑪―第５編（前半）
【第13回】 スミスの『国富論』⑫―第５編（後半）

※この進度や内容は目安であり、履修者と相談しながら進度や内容を適宜調整する。
成績評価の方法 報告（50％）と、議論を含む授業への取り組み姿勢（50％）によって評価する。
フィードバックの内容 報告や議論について、授業内でフィードバックする。
教 科 書 『国富論 Ⅰ』アダム・スミス 著；大河内一男 監訳（中央公論新社）2020、『国富論 Ⅱ』アダム・スミス 著；大河内一男 監

訳（中央公論新社）2020、『国富論 Ⅲ』アダム・スミス 著；大河内一男 監訳（中央公論新社）2020

指 定 図 書

『学ぶほどおもしろい 経済学史』木村雄一，瀬尾崇，益永淳 著（晃洋書房）2022、『経済学史』三土修平 著（新世社）1993、
『経済思想』猪木武徳 著（岩波書店）2017、『新版 経済思想史―社会認識の諸類型』大田一廣，鈴木信雄，高哲男，八木
紀一郎 編（名古屋大学出版会）2006、『経済学史』馬渡尚憲 著（有斐閣）1997、『私は、経済学をどう読んできたか』ロバー
ト．L. ハイルブローナー 著；中村達也［ほか］訳（筑摩書房）2003、『The History of Economic Thought: A Reader（Second
Edition）』Steven G Medema, Warren J. Samuels（eds.）（Routledge）2013、『アダム・スミス―『道徳感情論』と『国富
論』の世界』堂目卓生 著（中央公論新社）2008、『アダム・スミス―自由主義とは何か』水田洋 著（講談社）1997、『ア
ダム・スミスの生涯と著作』デューゴルド・ステュアート 著；福鎌忠恕 訳（御茶の水書房）1984

参 考 書 『写真で見る ヴィクトリア朝ロンドンの都市と生活』アレックス・ワーナー，トニー・ウィリアムズ 著；松尾恭子 訳（原書
房）2013、『有斐閣経済辞典 第５版』金森久雄，荒憲治郎，森口親司 編（有斐閣）2013

教員からのお知らせ 履修者による報告と議論に基づいて授業が進められるため、無断で欠席したり遅刻したりすることは基本的に認められない。
オフィスアワー この授業に関する質問・相談は、学部学科で定めるオフィスアワーにて受け付ける。また授業終了後、次の授業に支障がな

い範囲で教室内でも対応する。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 12C0107301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 日本経済論特論１ 村田　啓子 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

経済学の理論を実体経済に応用するには、理論、データ、制度を踏まえた論考が必要となる。本講義では、ミクロ経済学・
マクロ経済学及び計量経済学の基礎知識を持つ学生を対象に、現代日本経済の動向とその背景を理解するとともに、実施さ
れた政策や問題点についても学ぶ。それにより実体経済について自らの問題意識を持ちつつ主体的に考えていく能力を養い、
併せて自らの研究課題について鳥瞰的な視野からも思考する能力の育成を目指す。
なお、本講義は博士後期課程の「日本経済特研１」との合同授業である。

到 達 目 標 日本経済の現状と課題及びそれらに関する基本データを理解した上で批判的に検討・分析するための能力が身につき、併せ
て論文執筆のための研究課題の選定及び論考能力が向上する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業で指定されるリーデングリストを事前に読み、理解する。自身の学習・研究目的も踏まえ予習・復習を行う。授業外に
合計60時間以上の学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 概論・国民経済計算からみた日本経済
【第 2回】 文献等の輪読、質問及び討論（１）
【第 3回】 文献等の輪読、質問及び討論（２）
【第 4回】 文献等の輪読、質問及び討論（３）
【第 5回】 文献等の輪読、質問及び討論（４）
【第 6回】 文献等の輪読、質問及び討論（５）
【第 7回】 文献等の輪読、質問及び討論（６）
【第 8回】 文献等の輪読、質問及び討論（７）
【第 9回】 文献等の輪読、質問及び討論（８）
【第10回】 文献等の輪読、質問及び討論（９）
【第11回】 文献等の輪読、質問及び討論（10）
【第12回】 文献等の輪読、質問及び討論（11）
【第13回】 文献等の輪読、質問及び討論（12）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（40％）及び期末レポート（60％）により総合的に判定します。第１回講義で説明します。
フィードバックの内容 輪読、討論などの内容について講義内で講評・解説を行います。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『日本経済のマクロ分析』鶴光太郎・前田佐恵子・村田啓子（日本経済新聞出版社）2019年
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付ける（事前にメールで連絡すること）。
アクティブ･ラーニングの内容 講義内容に関するディスカッションを行います。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0107401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 日本経済論特論２ 村田　啓子 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

経済学の理論を実体経済に応用するには、理論、データ、制度を踏まえた論考が必要となる。本講義では、ミクロ経済学・
マクロ経済学及び計量経済学の基礎知識を持つ学生を対象に、現代日本経済の動向とその背景を理解するとともに、実施さ
れた政策や問題点についても学ぶ。それにより実体経済について自らの問題意識を持ちつつ主体的に考えていく能力を養い、
併せて自らの研究課題について鳥瞰的な視野からも思考する能力の育成を目指す。
なお、本講義は博士後期課程の「日本経済特研２」との合同授業である。

到 達 目 標 日本経済の現状と課題及びそれらに関する基本データを理解した上で批判的に検討・分析するための能力が身につき、併せ
て論文執筆のための研究課題の選定及び論考能力が向上する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

各自がテーマを選定し、自身の学習・研究を進め発表の準備を行う。発表後は得た質問、討議なども踏まえ自らの理解を適
宜修正・発展させる。授業外に合計60時間以上の学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 概論・文献等の輪読、質問及び討論（１）
【第 2回】 文献等の輪読、質問及び討論（２）
【第 3回】 文献等の輪読、質問及び討論（３）
【第 4回】 文献等の輪読、質問及び討論（４）
【第 5回】 文献等の輪読、質問及び討論（５）
【第 6回】 文献等の輪読、質問及び討論（６）
【第 7回】 文献等の輪読、質問及び討論（７）
【第 8回】 文献等の輪読、質問及び討論（８）
【第 9回】 文献等の輪読、質問及び討論（９）
【第10回】 文献等の輪読、質問及び討論（10）
【第11回】 文献等の輪読、質問及び討論（11）
【第12回】 文献等の輪読、質問及び討論（12）
【第13回】 文献等の輪読、質問及び討論（13）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（40％）及び期末レポート（60％）により総合的に判定します。第１回講義で説明します。
フィードバックの内容 学生が選定したテーマやそれに関するリーデングリスト等を配布するほか、発表・質問・討論内容についてコメントを行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『日本経済のマクロ分析』鶴光太郎・前田佐恵子・村田啓子（日本経済新聞出版社）2019年
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付ける（事前にメールで連絡すること）。
アクティブ･ラーニングの内容 講義内容に関するディスカッションを行います。
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0107701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 労働経済学特論１ 戎野　淑子 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
受講生の研究テーマに基づき、内容を検討したい。具体的な授業については、毎回輪読を実施し、実態調査なども資料にし
ながら、議論を行う。
なお、本講義は、大学院博士後期課程「労働経済学特研１」との合同である。

到 達 目 標
「労働経済学特論１」
各自の研究テーマに関連する労働事情や労働問題等について理解できる。
「労働経済学特研１」
各自の研究テーマに関連する労働事情や労働問題等について理解できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

「労働経済学特論３」
輪読の準備、自分の研究課題についての発表準備
（60時間を必要とする）
「労働経済特研３」
輪読の準備、自分の研究課題についての発表準備
（60時間を必要とする）

授 業 計 画

【第 1回】 興味のあるテーマ等について相談し、輪読するテ
キストや論文を決める。

【第 2回】 順次テキストあるいは論文を輪読し発表を行う。
【第 3回】 順次テキストあるいは論文を輪読し発表を行う。
【第 4回】 順次テキストあるいは論文を輪読し発表を行う。
【第 5回】 順次テキストあるいは論文を輪読し発表を行う。
【第 6回】 順次テキストあるいは論文を輪読し発表を行う。
【第 7回】 順次テキストあるいは論文を輪読し発表を行う。

【第 8回】 順次テキストあるいは論文を輪読し発表を行う。
【第 9回】 順次テキストあるいは論文を輪読し発表を行う。
【第10回】 順次テキストあるいは論文を輪読し発表を行う。
【第11回】 順次テキストあるいは論文を輪読し発表を行う。
【第12回】 順次テキストあるいは論文を輪読し発表を行う。
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 レポート50％、授業での発表・討論50％
フィードバックの内容 フィードバックは次回授業までに行う
教 科 書 『Emloyment Relations』Ed Rose（Printice Hall）2008、『雇用システム論』佐口和郎（有斐閣）2018
指 定 図 書 『労働経済白書』厚生労働省（日経印刷株式会社）2023年
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 水曜日お昼休み
アクティブ･ラーニングの内容 毎回課題を行い、次週にそのフィードバックを行う。
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0107801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 労働経済学特論２ 戎野　淑子 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
受講生と相談し、興味関心あるテーマを選びたい。ただ、まず、広く雇用問題に焦点をあて、文献研究を行い、特に、日本
の雇用関係の変容について、歴史的な比較分析とともに国際比較を行う。そして、その中で、具体的テーマを絞っていく予
定である。授業の進め方は、毎回輪読を実施し、実態調査なども資料にしながら、議論を行う。
※この授業は、修士・博士後期両課程合同で実施します。

到 達 目 標
「労働経済学特論２」
自分の研究テーマに関連のある労働事情や労働問題について理解を深めることができる。
「労働経済学特研２」
自分の研究テーマに関連のある労働事情や労働問題について理解を深めることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

「労働経済学特論２」
輪読の準備、自分の論文の研究の準備
（60時間を必要とする）
「労働経済学特研２」
輪読の準備、自分の論文の研究の準備
（60時間を必要とする）

授 業 計 画

【第 1回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（１）

【第 2回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（２）

【第 3回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（３）

【第 4回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（４）

【第 5回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（５）

【第 6回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（６）

【第 7回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（７）

【第 8回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（８）

【第 9回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（９）

【第10回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（10）

【第11回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（11）

【第12回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（12）

【第13回】 まとめ
成績評価の方法 レポート70％、授業での発表・討論30％
フィードバックの内容 フィードバックは次回授業までに行う
教 科 書 『人的資本管理の力』白木三秀編著（文眞堂）2018年、『Employment Relations』Ed Rose（Printice Hall）2008
指 定 図 書 『雇用システム論』佐口和郎（有斐閣）2018年
参 考 書 『労働経済白書』厚生労働省（日経印刷）2024年
教員からのお知らせ
オフィスアワー 水曜日お昼休み
アクティブ･ラーニングの内容 毎回課題を行い、次週にそのフィードバックを行う。
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0108101 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 計量経済学特論１ 宮川　幸三 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本科目では、計量経済学の基礎的な手法を取り上げながら、経済理論と経済データおよび現実の経済現象の結びつきを理解
し、実証分析の基礎的な手法を習得することを目的とする。具体的には、回帰分析の手法を中心にとりあげ、講義だけでな
く、Excel、R、Stata といった統計解析用ソフトウェアを用いたパソコン演習も行う。
なお本科目は、博士後期課程「計量経済学特研１」との合同授業である。

到 達 目 標 回帰分析の基礎的な手法を理解し説明できる。
統計解析用ソフトウェアを用いて基礎的な分析を行うことができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
授業外学修では、授業の内容を理解するために予習・復習をすること。
またExcel の操作方法について独学すること。

授 業 計 画

【第 1回】 本講義の目的と概要
【第 2回】 計量経済学とは
【第 3回】 古典的２変数回帰モデル
【第 4回】 K変数回帰モデル（１）
【第 5回】 K変数回帰モデル（２）
【第 6回】 古典的K変数回帰モデル（１）
【第 7回】 古典的K変数回帰モデル（２）
【第 8回】 K変数回帰モデルの応用（１）
【第 9回】 K変数回帰モデルの応用（２）
【第10回】 モデルの定式化（１）
【第11回】 モデルの定式化（２）
【第12回】 多重共線性（１）
【第13回】 多重共線性（２）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（50％）、授業中に課された課題およびレポートの内容（50％）によって評価する。
フィードバックの内容 課題の解説を授業時に行う。
教 科 書 『計量経済学（第２版）』浅野 皙、中村 二朗（有斐閣）2009年
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 学部レベルで習得すべき統計学、経済学およびパソコンの操作に関する知識を前提として授業を行う。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応する。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、演習
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0108201 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 計量経済学特論２ 宮川　幸三 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本科目では、計量経済学の基礎的な手法を取り上げながら、経済理論と経済データおよび現実の経済現象の結びつきを理解
し、実証分析の基礎的な手法を習得することを目的とする。具体的には、計量経済学特論１で学んだ内容を前提としながら、
より進んだ分析手法を学ぶとともに、様々な計量分析の事例を紹介する。
なお本科目は博士後期課程「計量経済学特研２」との合同授業である。

到 達 目 標 様々な応用分析の手法を理解し説明できる。
適切な手法を用いて実証分析を行うことができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
授業外学修では、授業の内容を理解するために予習・復習をすること。
またExcel の操作方法について独学すること。

授 業 計 画

【第 1回】 本講義の目的と概要
【第 2回】 一般化古典的回帰モデル（１）
【第 3回】 一般化古典的回帰モデル（２）
【第 4回】 説明変数と攪乱項の相関（１）
【第 5回】 説明変数と攪乱項の相関（２）
【第 6回】 最尤法（１）
【第 7回】 最尤法（２）
【第 8回】 質的従属変数（１）
【第 9回】 質的従属変数（２）
【第10回】 切断された従属変数
【第11回】 パネルデータ分析（１）
【第12回】 パネルデータ分析（２）
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（50％）、授業中に課された課題およびレポートの内容（50％）によって評価する。
フィードバックの内容 課題の解説を授業時に行う。
教 科 書 『計量経済学（第２版）』浅野 皙、中村 二朗（有斐閣）2009年
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 学部レベルで習得すべき統計学、経済学およびパソコンの操作に関する知識と計量経済学特論１の内容を前提として授業を

行う。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応する。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、演習
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0108901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 日本経済史特論１ 髙橋　美由紀 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
日本経済の歴史を学ぶ。この授業では、古代から19世紀までを取り扱い、教科書を一緒に音読しながら考えていく。ただし、
履修者の希望に添った内容に変更することもある。
※この授業は、修士・博士後期両課程合同で実施する。

到 達 目 標 日本経済の歴史（古代から近代の19世紀まで）について多面的な視点から論述できること。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

教科書を講義前に予習しておくこと。また、講義で提示された内容について復習しておくこと。
（計65時間）

授 業 計 画

教科書　第Ⅰ部および第Ⅱ部
【第 1回】 日本経済の歴史をどのような視点で見るか
【第 2回】 宗教を基底に置く社会の「市場経済」
【第 3回】 古代の日本経済：中国文明と日本の初期農耕社会～
【第 4回】 古代の日本経済：産業構成と社会編成～
【第 5回】 中世の日本経済：対中貿易と東アジア経済～
【第 6回】 中世の日本経済：都市工業の成長と商人仲間～
【第 7回】 17世紀の日本経済：身分性的制約の下での「市場経済」～
【第 8回】 17世紀の日本経済：近世商人のと有情と幕藩制的全国市場の成立～
【第 9回】 18世紀の日本経済：「日本型華夷秩序」意識と東アジア経済～
【第10回】 18世紀の日本経済：手工業技術の伝播と特産物生産の進展～
【第11回】 18世紀の日本経済：家族小経営と村落共同体～
【第12回】 19世紀の日本経済：「開国」と自由貿易世界
【第13回】 19世紀の日本経済：銀貨低落と経済施策

成績評価の方法 講義における報告（60％）、授業態度（40％）。
フィードバックの内容 講義内で質問を確認し回答する。また、提出物がある場合は翌週に返却する。
教 科 書 『日本経済の歴史　列島経済史入門』中西　聡（名古屋大学出版会）2013
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ
講義内容は、履修者の希望等により変更する場合がある。Microsoft Teams で Teamを作るので、ポータルサイトで案内す
るTeamコードを確認して、授業開始までにメンバー登録をすること。
教科書は新年度に改定になる可能性があるので、教員からの連絡を待って購入すること。

オフィスアワー 月曜２限。事前に必ず連絡すること。
メールやチャットにても受け付ける。

アクティブ･ラーニングの内容 授業内で自分の意見を述べることを毎回行っている。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0109001 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 日本経済史特論２ 髙橋　美由紀 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 19世紀から1960年頃までの日本経済の歴史を中心に学ぶ。また、履修者の希望に添った内容に変更することもある。

※この授業は、修士・博士後期両課程合同で実施する。
到 達 目 標 19世紀以降から1960年頃までの日本経済の歴史について具体的に論述できること。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

教科書の該当部分を講義前に予習しておくこと。また、講義で提示された内容について復習しておくこと。
（計65時間）

授 業 計 画

教科書『日本経済の歴史』第Ⅲ部第６章および第７章を扱う

【第 1回】 商法の制定と金本位制
【第 2回】 国際収支の天井と経済政策
【第 3回】 産業革命と工業化
【第 4回】 地主制の展開と植民地農業
【第 5回】 交通網の変容と商品流通
【第 6回】 都市化と生活環境
【第 7回】 産業革命研究の新展開

【第 8回】 ジェンダー・労働市場研究の新展開
【第 9回】 モダニズムと大衆消費社会
【第10回】 ブロック経済から金本位制へ
【第11回】 高橋財政から戦後経済政策へ
【第12回】 「内需」主導の重化学工業化
【第13回】 地主制の後退と戦後農政

各授業では関係する著作等について一緒に輪読をおこなう。

成績評価の方法 講義における報告（60％）、授業態度（40％）。
フィードバックの内容 毎回の講義で質疑応答をおこなう。また、提出物を課した場合には翌週に添削をして返却する。
教 科 書 『日本経済の歴史　列島経済史入門』中西　聡（名古屋大学出版会）2013
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ
講義内容は、履修者の希望等により変更する場合がある。Microsoft Teams で Teamを作るので、ポータルサイトで案内す
るTeamコードを確認して、授業開始までにメンバー登録をすること。
教科書は新年度に改定になる可能性があるので、教員からの連絡を待って購入すること。

オフィスアワー 月曜２限。事前に必ず連絡すること。
メールおよびチャット等で随時受け付ける。

アクティブ･ラーニングの内容 毎回の授業においては自己の考えを述べてもらっている。
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
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課
程

講義コード 12C0109301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 西洋経済史特論１ 平　伊佐雄 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 本特論は、ヨーロッパ中世の商業活動の実態を学ぶことによって、前近代における経済活動の歴史の外殻をその一端であれ

捉えることを目的とする。
到 達 目 標 中世ヨーロッパにおける商業活動（仕組みやネットワーク性）が現在の商業活動とどのように関連しているのか、また、そ

の理論的な要素を歴史の中から見いだし説明できるようになる。
授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

事前事後学修に合計60時間以上が必要である。
授業外学修では、本講義の内容の復習、次回内容の予習を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 Power and Profit, 1. The Commercial Revolution of the 13th Century の解説
【第 2回】 Power and Profit, 1. The Merchant の解説
【第 3回】 Power and Profit, 1. Merchant abroad の解説
【第 4回】 Power and Profit, 1. Trading Companies の解説 １
【第 5回】 Power and Profit, 1. Trading Companies の解説 ２
【第 6回】 Power and Profit, 1. Commercial Correspondence の解説
【第 7回】 Power and Profit, 1. Couriers の解説
【第 8回】 Power and Profit, 1. Bookkeeping の解説
【第 9回】 Power and Profit, 1. Literacy and arithmetic の解説
【第10回】 Power and Profit, 1. Insurance の解説
【第11回】 Power and Profit, 1. International Banking の解説
【第12回】 Power and Profit, 1. Local Banking の解説
【第13回】 Power and Profit, 1. Usura の解説

成績評価の方法 講義中のレポートにて評価する（100％）。
フィードバックの内容 講義中の疑問点や学生の講義内容レポートに対して、次回以降の講義で講評を加える。

教 科 書

『Power and Profit. The Merchant in Medieval Europe』P.Spufford（Thames & Hudson）2002、『The Cambridge Economic
History, II-V』M.M.Postan（Cambridge）1987、『Deutsche Rechtsgeschichte』U. Eisenhardt（Beck）2004、『Handbuch der
Wirtschafts- und Sozialgeschichte』F.W.Henning（Schoenigh）1991、『The New Cambridge Medieval History V&VI』
D.Abulafia,M.Jones（Cambridge）1999-2000、『A History of Business in Medieval Europe, 1200-1550』E.Hunt, J. Murray
（Cambridge）1999、『An Economic and Social History of Later Medieval Europe, 1000-1500』Steven.A.Epstein（Cambridge）
2009、『Why the Middle Ages Matter: Medieval Light on Modern Injustice.』C.Chazelle,S.Doubleday, F.Lifshitz（Routlegde）
2012

指 定 図 書
『西洋中世史事典　I』シュルツェ（ミネルヴァ書房）1997、『西洋中世史事典　II』シュルツェ（ミネルヴァ書房）2005、『ド
イツ法制史概説　改訂版』ミッタイス・リーベリッヒ（創文社）1971、『概説西洋法制史』勝田編（ミネルヴァ書房）2004、
『フランス法制史概説』マルタン（創文社）1986、『イングランド法制史概説』ベイカー（創文社）1975、『中世の商業革命』
ロペス（法政大学出版局）2007

参 考 書
教員からのお知らせ 適切な訳語や概念、その意味などは講義中に解説するが、受講者は、各自、日本語試訳をあらかじめ授業外で行い、質問事

項を用意しておくことが望ましい。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 受講生側でこちらから提供した課題についての反転授業や講義内容についての意見共有を行う。
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0109401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 西洋経済史特論２ 平　伊佐雄 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 本特論は、ヨーロッパ中世の商業活動の実態を学ぶことによって、前近代における経済活動の歴史の外殻をその一端であれ

捉えることを目的とする。
到 達 目 標 中世ヨーロッパにおける商業活動（仕組みやネットワーク性）が現在の商業活動とどのように関連しているのか、また、そ

の理論的な要素を歴史の中から見いだし説明できるようになる。
授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

期間を通じて事前事後学修の学修時間として、合計60時間以上、取り組むことが必要である。
少なくとも本講義の内容の復習、次回内容の予習を行うことが望ましい。

授 業 計 画

【第 1回】 Power and Profit, 1. ヨーロッパとヨーロッパの外側について
【第 2回】 Power and Profit, 1. Staple and Staple Towns の解説
【第 3回】 Power and Profit, 1. Fairs の解説
【第 4回】 Power and Profit, 1. Exchange の解説
【第 5回】 Power and Profit, 1. Bussiness Careers の解説
【第 6回】 Power and Profit, 1. Capial and Marchants の解説
【第 7回】 Power and Profit, 1. Money の解説
【第 8回】 Power and Profit, 1. Money Supply の解説
【第 9回】 Power and Profit, 1. Social and Economic Change の解説
【第10回】 Power and Profit, 2. Rulers and Courts　の解説
【第11回】 Power and Profit, 2. Court Cities の解説
【第12回】 Power and Profit, 2. Court Cities の解説
【第13回】 Power and Profit, 2. Trade in Luxuries の解説

成績評価の方法 講義中のレポートにて評価する（100％）。
フィードバックの内容 講義中の疑問点や学生の講義内容レポートに対して、次回以降の講義で講評を加える。

教 科 書

『Power and Profit. The Merchant in Medieval Europe』P.Spufford（Thames & Hudson）2002、『The Cambridge Economic
History, II-V』M.M.Postan（Cambridge）1987、『Deutsche Rechtsgeschichte』U. Eisenhardt（Beck）2004、『Handbuch der
Wirtschafts- und Sozialgeschichte』F.W.Henning（Schoenigh）1991、『The New Cambridge Medieval History V&VI』
D.Abulafia,M.Jones（Cambridge）1999-2000、『A History of Business in Medieval Europe, 1200-1550』E.Hunt, J. Murray
（Cambridge）1999、『An Economic and Social History of Later Medieval Europe, 1000-1500』Steven.A.Epstein（Cambridge）
2009、『Why the Middle Ages Matter: Medieval Light on Modern Injustice.』C.Chazelle,S.Doubleday, F.Lifshitz（Routlegde）
2012

指 定 図 書
『西洋中世史事典　I』シュルツェ（ミネルヴァ書房）1997、『西洋中世史事典　II』シュルツェ（ミネルヴァ書房）2005、『ド
イツ法制史概説　改訂版』ミッタイス・リーベリッヒ（創文社）1971、『概説西洋法制史』勝田編（ミネルヴァ書房）2004、
『フランス法制史概説』マルタン（創文社）1986、『イングランド法制史概説』ベイカー（創文社）1975、『中世の商業革命』
ロペス（法政大学出版局）2007

参 考 書
教員からのお知らせ 適切な訳語や概念、その意味などは講義中に解説するが、受講者は、各自、日本語試訳をあらかじめ授業外で行い、質問事

項を用意しておくことが望ましい。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 反転授業や講義内容についての意見共有を行う。
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0110301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 国際文化特論３ 田中　有紀 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

近代以降、西洋社会では飛躍的に技術が進歩すると同時に、様々な問題が生じますが、環境にまつわる問題もそのひとつで
す。全世界的に自然環境保護が重視される現在、東洋的な「自然」と「人間」の付き合い方が注目を浴びるようになりまし
た。環境倫理学の分野では、西洋社会が解決できなかった様々な問題の答えを、儒教・仏教・道教の思想の中に見出そうと
する傾向が見られます。ただし、「環境」あるいは「環境倫理学」という概念は、前近代社会においては、西洋と同様に東洋
でも見られません。それでは何故改めて東洋に注目する必要があるのでしょうか。この授業では、西洋の様々な思想をとり
あげ、特に科学技術との関連に注目しながら、「自然」や「人間」といった概念が、どのように論じられてきたのかを概観
し、東洋における環境倫理思想を考えるための基礎知識を習得します。

到 達 目 標
・西洋や東洋の技術に関する様々な研究を知り、それらの概要を説明できる。
・東洋思想および東アジア科学技術史に関する史料を、図書館などを使って自分で調査できる。
・東洋思想の「自然」「人間」観をふまえ、環境倫理学に関して自分なりの見解を持つことができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

【第１回】～【第11回】：毎回、指定された文献を読解し、内容を確認するためのワークを行なって下さい（４時間×11回＝
44時間）。
【第12回】・【第13回】：任意の文献をひとつ選び、自分の考えをまとめてきてください（８時間×２回＝16時間）。
以上の授業外学修は60時間を目安に行ってください。

授 業 計 画

【第 1回】ガイダンス
【第 2回】 中国における「自然」の概念

山田利明「中国思想の環境論－自然・山水・風水」、東洋大学『「エコ・フィロソフィ」研究』１、pp.27-33
 上記の論文を事前に読み、授業中に内容を確認した後、毎回テーマを決めて議論をします。第３回以降も同様で
す。

【第 3回】 天人相関と自然
溝口雄三、池田知久、小島毅『中国思想史』、東京大学出版会、2007、pp. ２ -27

【第 4回】 中国における森林破壊の歴史
 上田信「清代における森林破壊：中国発展史の陰画像」、『重点領域研究総合的地域研究成果報告書シリーズ：総
合的地域研究の手法確立：世界と地域の共存のパラダイムを求めて』、1995、pp.51-63

【第 5回】 仏教とキリスト教の対峙①
中島隆博「魂を異にするものへの態度あるいは「忍びざる心」①、末木文美士・中島隆博編『非・西欧の視座』、
大明堂、2001、p.123-130

【第 6回】 仏教とキリスト教の対峙②
中島隆博「魂を異にするものへの態度あるいは「忍びざる心」②、末木文美士・中島隆博編『非・西欧の視座』、
大明堂、2001、p.130-147

【第 7回】 キリスト教文化における人間観と自然観
リン・ホワイト『機械と神』、みすず書房、1999、第五章

【第 8回】 キリスト教文化における人間観と自然観
リン・ホワイト『機械と神』、みすず書房、1999、第七章、第八章

【第 9回】 技術は自然を変える①
村田純一『技術の哲学』、岩波書店、2009、pp.39-48

【第10回】 技術は自然を変える②
村田純一『技術の哲学』、岩波書店、2009、pp.49-71

【第11回】 中国の科学思想
薮内清『中国の科学と日本』、朝日新聞社、1978、pp.103-117

【第12回】 受講者によるプレゼンテーション①
「技術」をテーマにした論文をひとつ選び、内容を要約し、批判してください

【第13回】 受講者によるプレゼンテーション②
「技術」をテーマにした論文をひとつ選び、内容を要約し、批判してください。

成績評価の方法
ワークへの取り組み（50％）
授業での発言とプレゼンテーション（30％）
レポート（20％）

フィードバックの内容 授業中に行うワークの添削によってフィードバックを行います。
教 科 書
指 定 図 書

参 考 書

『トラが語る中国史：エコロジカル・ヒストリーの可能性』上田信（山川出版社）2002、『中国科学技術史』杜石然［ほか］編
著；川原秀城［ほか］訳（東京大学出版会）1997、『朱子の自然学』山田慶児（岩波書店）1978、『中国古代の科学』薮内清
（講談社）2004、『科学史からみた中国文明』藪内清（日本放送出版協会）1982、『中国の科学と日本』藪内清（朝日新聞社）
1978、『「心身 /身心」と環境の哲学：東アジアの伝統思想を媒介に考える』伊東貴之編（汲古書院）2016、『機械と神－生態
学的危機の歴史的根源』リン　ホワイト（みすず書房）1999

教員からのお知らせ この授業では日本語文献のほかに、中国語、古典中国語（漢文）の文献も扱います。
オフィスアワー 質問は、メール（yuki@ioc.u-tokyo.ac.jp）で受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学習
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0110401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 国際文化特論４ 田中　有紀 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

全世界的に自然環境保護が重視される現在、東洋的な「自然」と「人間」の付き合い方が注目を浴びるようになりました。
近代以降、飛躍的な技術的進歩を遂げた西洋社会においては様々な問題が生じますが、環境にまつわる問題もそのひとつで
す。環境倫理学の分野では、西洋社会が解決できなかった様々な問題の答えを、儒教・仏教・道教の思想の中に見出そうと
する傾向が見られます。しかし、現代的な「環境」あるいは「環境倫理学」という概念は、前近代の東アジア社会には見ら
れません（もちろん、前近代西洋社会においても同様でしょう）。それではなぜ、儒教や仏教、道教に注目するのでしょう
か。古くから発達した文明を有する中国は、常に「開発」に向き合ってきたと言えます。また、たとえば儒教は、天の祭祀
や、山や川をまつるための祭祀を細かく規定します。祭祀のあり方を儒者が議論する際、「自然」とはどのような存在であ
り、どのように「人間」が向き合うべきかという問いを避けることはできません。この授業は、まず西洋における環境倫理
学の歴史を俯瞰した上で、東アジアの様々な思想をとりあげ、その中で、「自然」や「人間」といった概念が、どのように論
じられてきたのかを考察することを目的とします。

到 達 目 標
・環境倫理学に関する様々な研究を知り、それらの概要を説明できる。
・東洋思想および東アジア科学技術史に関する史料を、図書館などを使って自分で調査できる。
・東洋思想の「自然」「人間」観をふまえ、環境倫理学に関して自分なりの見解を持つことができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

【第１回】～【第11回】：毎回、指定された文献を読解し、内容を確認するためのワークを行なって下さい（４時間×11回＝
44時間）。
【第12回】・【第13回】：任意の文献をひとつ選び、自分の考えをまとめてきてください（８時間×２回＝16時間）。
以上の授業外学修は60時間を目安に行ってください。

授 業 計 画

【第 1回】 ガイダンス
【第 2回】 現代中国における儒学①

 干春松「21世紀初頭中国大陸における「儒学運動」の理論構想およびその評価」、UTCPブックレット５、『中国
伝統文化が現代中国で果たす役割』、pp. １ -19
上記の論文を事前に読み、授業中に内容を確認した後、毎回テーマを決めて議論をします。第３回以降も同様で
す。

【第 3回】 現代中国における儒学②
干春松「21世紀初頭中国大陸における「儒学運動」の理論構想およびその評価」、UTCPブックレット５、『中国
伝統文化が現代中国で果たす役割』、pp.20-38

【第 4回】 儒教における環境倫理思想①
田中有紀「儒教における環境倫理思想：人間と動植物の同質性および仁の限界をめぐって」、『21世紀資本主義世
界のフロンティア』、2017、批評社、pp.216 - 233

【第 5回】 儒教における環境倫理思想②
田中有紀「儒教における環境倫理思想：人間と動植物の同質性および仁の限界をめぐって」、『21世紀資本主義世
界のフロンティア』、2017、批評社、pp.216 - 233

【第 6回】 アメリカの環境倫理思想①
ロデリック・F・ナッシュ、『自然の権利』、pp. ７ -52（序文・プロローグ）

【第 7回】 アメリカの環境倫理思想②
ロデリック・F・ナッシュ、『自然の権利』、pp.23-53（第一章「自然権」から「自然の権利」へ）

【第 8回】 アメリカの環境倫理思想③
ロデリック・F・ナッシュ、『自然の権利』、pp.57-88（第二章アメリカの環境主義とそのイデオロギー的起源）

【第 9回】 アメリカの環境倫理思想④
ロデリック・F・ナッシュ、『自然の権利』、pp.91-135（第三章生態学が生物学的世界を拡大する）

【第10回】 動物と生まれざる世代の権利
ジョエル・ファインバーグ「動物と生まれざる世代のさまざまな権利」、『現代思想』、1990、vol.18-11、pp.118-
143

【第11回】 北京市のごみ収集
羅歓鎮「中国における生活ゴミの分別収集：北京市の事例」、『東京経大学会誌』、2012、pp. ３ -29

【第12回】 受講者によるプレゼンテーション①
「環境」をテーマにした論文をひとつ選び、内容を要約し、批判してください。

【第13回】 受講者によるプレゼンテーション②
「環境」をテーマにした論文をひとつ選び、内容を要約し、批判してください。

成績評価の方法
ワークへの取り組み（50％）
授業での発言とプレゼンテーション（30％）
レポート（20％）

フィードバックの内容 授業中に行うワークの添削によってフィードバックを行います。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『自然の権利：環境倫理の文明史』ロデリック・F・ナッシュ著；松野弘訳（ミネルヴァ書房）2011、『中国科学技術史』杜

石然［ほか］編著；川原秀城［ほか］訳（東京大学出版会）1997
教員からのお知らせ この授業では日本語文献のほかに、中国語、古典中国語（漢文）の文献も扱います。
オフィスアワー 質問は、メール（yuki@ioc.u-tokyo.ac.jp）で受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学習
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科
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講義コード 12C0110701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 地域文化特論３ 真田　治子 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 日本語の語法の細かい使い分けを確認する方法を学び、自分が書いた表現が正しいかどうかを自分で確かめられるようにす

る。また、修士論文の作成を視野に入れ、日本語での論文の書き方についても学ぶ。
到 達 目 標 日本語の語法の細かい使い分けを確認する方法を学び、日本語の学術論文の記述にふさわしい表現や語彙を正しく使用でき

る。日本語での論文の書き方が理解できる。
授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では60時間以上の授業外学修を行うこと。毎回の授業の前には予習を行い、わからない語句は辞書等で確認してお
くこと。毎回の授業の後には復習を行い、学修内容を自分の研究や論文にどのように生かせるかを検討すること。

授 業 計 画

【第 1回】 擬音語擬態語（オノマトペ）の用法
【第 2回】 文末表現
【第 3回】 類義語の使い分け（１）
【第 4回】 略語の用法
【第 5回】 類義語の使い分け（２）
【第 6回】 論文のタイプと構想作成（１）
【第 7回】 論文のタイプと構想作成（２）
【第 8回】 論文のタイプと構想作成（３）
【第 9回】 序論の書き方（１）研究概要
【第10回】 序論の書き方（２）研究の目的
【第11回】 序論の書き方（３）先行研究の提示
【第12回】 論文に使われる表現（１）
【第13回】 論文に使われる表現（２）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（30％）、毎週の授業中や授業後に作成する小課題（70％）
フィードバックの内容 重要な課題についての講評を後の授業の中で行う。
教 科 書 『日本語コーパスの世界へようこそ』砂川有里子（大修館書店）2024年、『留学生と日本人学生のためのレポート・論文表現

ハンドブック』二通信子・大島弥生・佐藤勢紀子・因京子・山本富美子（東京大学出版会）2009年
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 参考書は授業中に適宜指示する。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 課題解決型学習・意見共有・調査学習。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0110801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 地域文化特論４ 真田　治子 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 日本語の語法の細かい使い分けを確認する方法を学び、自分が書いた表現が正しいかどうかを自分で確かめられるようにす

る。また、修士論文の作成を視野に入れ、日本語での論文の書き方についても学ぶ。
到 達 目 標 日本語の語法の細かい使い分けを確認する方法を学び、日本語の学術論文の記述にふさわしい表現や語彙を正しく使用でき

る。日本語での論文の書き方が理解できる。
授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では60時間以上の授業外学修を行うこと。毎回の授業の前には予習を行い、わからない語句は辞書等で確認してお
くこと。毎回の授業の後には復習を行い、学修内容を自分の研究や論文にどのように生かせるかを検討すること。

授 業 計 画

【第 1回】 日本語とジェンダー（１）
【第 2回】 日本語とジェンダー（２）
【第 3回】 日本語の呼称
【第 4回】 言葉の変化
【第 5回】 呼応の副詞の用法
【第 6回】 本論の書き方（１）研究方法の提示
【第 7回】 本論の書き方（２）結果の説明
【第 8回】 本論の書き方（３）結果の説明
【第 9回】 本論の書き方（４）考察の書き方
【第10回】 結論の書き方（１）考察の要約
【第11回】 結論の書き方（２）評価・課題
【第12回】 論文に使われる表現（１）
【第13回】 論文に使われる表現（２）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（30％）、毎週の授業中や授業後に作成する小課題（70％）
フィードバックの内容 重要な課題に対する講評を後の授業の中で行う。
教 科 書 『日本語コーパスの世界へようこそ』砂川有里子（大修館書店）2024年、『留学生と日本人学生のためのレポート・論文表現

ハンドブック』二通信子・大島弥生・佐藤勢紀子・因京子・山本富美子（東京大学出版会）2009年
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 課題解決型学習・意見共有・調査学習。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 12C0110903 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特講３（通時的マクロ経済理論３） 慶田　昌之 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 経済成長と景気循環に関する通時的マクロ経済モデルの理解を深める。

到 達 目 標 通時的マクロ経済モデルを用いて経済成長と景気循環に関する分析が可能となるように、モデルに習熟する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この講義の授業外学習時間は60時間必要である。教科書を読み、理解できない点を明らかにして講義に臨むこと。

授 業 計 画

【第 1回】 合理的期待形成仮説
【第 2回】 資産価格と資本蓄積
【第 3回】 新古典派成長モデル（１）
【第 4回】 新古典派成長モデル（２）
【第 5回】 新古典派成長モデルの実証的含意
【第 6回】 世代重複モデル（１）
【第 7回】 世代重複モデル（２）
【第 8回】 消費の恒常所得仮説
【第 9回】 調整費用とトービンの q
【第10回】 消費パターンの平準化と資産価格
【第11回】 不確実性と資産価格
【第12回】 資産市場と情報の伝達
【第13回】 資産価格決定モデルの実証研究

成績評価の方法 講義内の小テストの成績による（100％）。
フィードバックの内容
教 科 書 『新しいマクロ経済学：クラシカルとケインジアンの邂逅』齊藤 誠（有斐閣）2006
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ この講義内容を理解するためには、数学、特に微分の知識を必要とする。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0110904 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特講４（通時的マクロ経済理論４） 慶田　昌之 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 経済成長と景気循環に関する通時的マクロ経済モデルの理解を深める。

到 達 目 標 通時的マクロ経済モデルを用いて経済成長と景気循環に関する分析が可能となるように、モデルに習熟する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この講義の授業外学習時間は60時間必要である。教科書を読み、理解できない点を明らかにして講義に臨むこと。

授 業 計 画

【第 1回】 新古典派成長モデルの含意と実証的事実（１）
【第 2回】 新古典派成長モデルの含意と実証的事実（２）
【第 3回】 情報の非対称性と資金調達（１）
【第 4回】 情報の非対称性と資金調達（２）
【第 5回】 担保と資金調達
【第 6回】 協調の失敗：サーチ・モデル
【第 7回】 内生的成長モデル（１）
【第 8回】 内生的成長モデル（２）
【第 9回】 内生的成長モデル（３）
【第10回】 情報の不完全性と金融政策（１）
【第11回】 情報の不完全性と金融政策（２）
【第12回】 名目価格の硬直性と金融政策（１）
【第13回】 名目価格の硬直性と金融政策（２）

成績評価の方法 講義内の小テストの成績による（100％）。
フィードバックの内容
教 科 書 『新しいマクロ経済学：クラシカルとケインジアンの邂逅』齊藤 誠（有斐閣）2006
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ この講義内容を理解するためには、数学、特に微分の知識を必要とする。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 12C0111702 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（戎野） 戎野　淑子 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0111703 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（苑） 苑　志佳 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0111704 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（王在喆） 王　在喆 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0111705 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（王ゼイ） 王　ゼイ 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
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程

講義コード 12C0111707 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（小沢佳） 小沢　佳史 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0111709 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（小野﨑） 小野﨑　保 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0111710 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（川口） 川口　真一 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0111711 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（河原） 河原　伸哉 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0111712 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（北原） 北原　克宣 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0111713 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（慶田） 慶田　昌之 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0111714 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（小林隆） 小林　隆史 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0111716 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（櫻井） 櫻井　一宏 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
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程

講義コード 12C0111717 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（真田） 真田　治子 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0111718 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（芹田） 芹田　浩司 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科
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講義コード 12C0111719 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（平） 平　伊佐雄 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0111720 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（高橋） 髙橋　美由紀 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科
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講義コード 12C0111722 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（外木） 外木　好美 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0111723 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（中村） 中村　宗之 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 12C0111724 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（林） 林　康史 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0111726 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（宮川） 宮川　幸三 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 12C0111727 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（村田） 村田　啓子 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0111729 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（山口） 山口　和男 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0111731 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅰ（渡部） 渡部　真弘 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、修士課程の新入生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成準備のための研究指導を行うもので
ある。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能力を涵養する
ことにある。具体的な演習内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0111801 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅱ（苑） 苑　志佳 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する修士課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究指導
を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能
力を高め、延いては自らの研究課題を達成するに足る総合的な研究能力を獲得することにある。具体的な演習内容と授業の
実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。
２．自らの研究課題を達成し、その成果を学術論文として結実させることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0111802 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅱ（戎野） 戎野　淑子 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する修士課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究指導
を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能
力を高め、延いては自らの研究課題を達成するに足る総合的な研究能力を獲得することにある。具体的な演習内容と授業の
実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。
２．自らの研究課題を達成し、その成果を学術論文として結実させることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0111803 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅱ（北原） 北原　克宣 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する修士課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究指導
を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能
力を高め、延いては自らの研究課題を達成するに足る総合的な研究能力を獲得することにある。具体的な演習内容と授業の
実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。
２．自らの研究課題を達成し、その成果を学術論文として結実させることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0111805 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅱ（王在喆） 王　在喆 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する修士課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究指導
を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能
力を高め、延いては自らの研究課題を達成するに足る総合的な研究能力を獲得することにある。具体的な演習内容と授業の
実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。
２．自らの研究課題を達成し、その成果を学術論文として結実させることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0111806 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅱ（櫻井） 櫻井　一宏 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する修士課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究指導
を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能
力を高め、延いては自らの研究課題を達成するに足る総合的な研究能力を獲得することにある。具体的な演習内容と授業の
実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。
２．自らの研究課題を達成し、その成果を学術論文として結実させることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0111807 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅱ（中村） 中村　宗之 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する修士課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究指導
を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能
力を高め、延いては自らの研究課題を達成するに足る総合的な研究能力を獲得することにある。具体的な演習内容と授業の
実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。
２．自らの研究課題を達成し、その成果を学術論文として結実させることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0111808 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅱ（宮川） 宮川　幸三 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する修士課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究指導
を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能
力を高め、延いては自らの研究課題を達成するに足る総合的な研究能力を獲得することにある。具体的な演習内容と授業の
実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。
２．自らの研究課題を達成し、その成果を学術論文として結実させることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科
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士
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程

講義コード 12C0111903 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅲ（王在喆） 王　在喆 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する修士課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究指導
を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能
力を高め、延いては自らの研究課題を達成するに足る総合的な研究能力を獲得することにある。具体的な演習内容と授業の
実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。
２．自らの研究課題を達成し、その成果を学術論文として結実させることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0111904 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅲ（戎野） 戎野　淑子 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する修士課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究指導
を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能
力を高め、延いては自らの研究課題を達成するに足る総合的な研究能力を獲得することにある。具体的な演習内容と授業の
実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。
２．自らの研究課題を達成し、その成果を学術論文として結実させることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

修
士
課
程

講義コード 12C0111902 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅲ（河原） 河原　伸哉 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する修士課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究指導
を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能
力を高め、延いては自らの研究課題を達成するに足る総合的な研究能力を獲得することにある。具体的な演習内容と授業の
実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。
２．自らの研究課題を達成し、その成果を学術論文として結実させることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 12C0111951 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 演習Ⅳ（芹田） 芹田　浩司 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する修士課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究指導
を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野に関する諸問題の発見能力およびそれら諸問題を解決するための分析能
力を高め、延いては自らの研究課題を達成するに足る総合的な研究能力を獲得することにある。具体的な演習内容と授業の
実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標 １．自らの研究分野に関わる重要な問題について説明できる。
２．自らの研究分野に関わる諸問題を発見し、それらを適切な方法で分析できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努める
こと。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 研究課題選定の技法１
【第 3回】 研究課題選定の技法２
【第 4回】 研究課題選定の技法３
【第 5回】 学位論文の構想１
【第 6回】 学位論文の構想２
【第 7回】 学位論文の構想３
【第 8回】 学位論文の資料収集と読解１
【第 9回】 学位論文の資料収集と読解２
【第10回】 学位論文の資料収集と読解３
【第11回】 学位論文の資料収集と読解４
【第12回】 学位論文の資料作成法１
【第13回】 学位論文の資料作成法２

【第14回】 学位論文の資料作成法３
【第15回】 学位論文の資料作成法４
【第16回】 学位論文の作成技法１
【第17回】 学位論文の作成技法２
【第18回】 学位論文の作成技法３
【第19回】 学位論文の作成技法４
【第20回】 論文作成１
【第21回】 論文作成２
【第22回】 論文作成３
【第23回】 論文作成４
【第24回】 論文作成５
【第25回】 論文作成６
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

博
士
後
期
課
程

講義コード 13C0101501 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 国際環境特研３ 佐伯　順子 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
地球上で現在発生している、生物多様性や生態系機能の低下、水資源不足、地球温暖化、資源枯渇などの様々な環境問題の
現状、そしてその発生機構および講じられている緩和・適応策について学びます。そして、これらの環境問題を取り巻く政
策、経済活動について学び、課題解決に向けて今後の対策について議論し、理解を深めます。なお、本講義は博士後期課程
の「国際環境特論３」との合同授業です。

到 達 目 標
この講義を通じて、様々な環境問題の深刻さとその発生メカニズムと相互作用を理解できるようになる。そして、現在講じ
られている対策について、社会がどのように取り組んでいて、課題がどこに残っているのかを認識し、今後人類が種々の環
境問題に対してどのように取り組むべきか、議論できるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業で紹介する環境問題の中から、一つ選択し、その問題と講じられている対策について調査します。調査した内容をレポー
トにまとめ、授業で発表できるように準備します。調査では、特にその対策の効果と課題に着目し、今後どのように対応し
ていくべきかの提案をします。（計60時間）

授 業 計 画

【第 1回】 地球上で起こっている環境問題の概要と歴史
【第 2回】 環境問題と国際的な枠組み
【第 3回】 地球温暖化（１）メカニズムと現象、研究
【第 4回】 地球温暖化（２）政策的な取組
【第 5回】 地球温暖化（３）地球温暖化問題とエネルギー資源
【第 6回】 地球温暖化（４）対策（省エネ、技術開発）、適応策と緩和策
【第 7回】 地球温暖化（５）企業の取組
【第 8回】 環境汚染（１）大気汚染
【第 9回】 環境汚染（２）土壌汚染、水質汚濁（富栄養化）、残留農薬
【第10回】 水資源（１）水の需要と供給
【第11回】 水資源（２）環境への影響
【第12回】 水資源（３）水マネジメント
【第13回】 プレゼンテーションとまとめ

成績評価の方法 授業への取組姿勢（40％）、レポート（20％）、プレゼンテーション（40％）
フィードバックの内容
教 科 書
指 定 図 書

参 考 書

『生態リスク学入門 -予防的順応的管理 -』松田裕之（共立出版）2008、『地球の論点― 現実的な環境主義者のマニフェス
ト 地球の論点― 現実的な環境主義者のマニフェスト』スチュアート（英治出版）2011、『現代の化学環境学　環境の理解
と改善のために』御園生 誠（裳華房）2017、『図解 環境バイオテクノロジー入門』軽部 征夫（日刊工業新聞社）2012、『TNFD
企業戦略』デロイトトーマツグループ（中央経済社）2024、『資源の循環利用とはなにか―バッズをグッズに変える新しい
経済システム』細田 衛士（岩波書店）2015、『沈黙の春』レイチェル カーソン（新潮文庫）1974、『GEO－５ 地球環境概観
第５次報告書－私達が望む未来の環境〈上〉』国連環境計画（環境報告研）2015、『持続可能な社会のための環境論・環境政
策論』白井 信雄（大学教育出版）2020、『資源と環境の経済学－ケーススタディで学ぶ』馬奈木 俊介（昭和堂）2012

教員からのお知らせ
オフィスアワー 非常勤）本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習など

実践的な教育内容

各授業内では、授業に関する事柄についての意見共有を促進しています。意見や疑問があれば、随時挙手により意見を表明
し、ディスカッションを深めます。
プレゼンテーションの課題の際には、各自図書館やインターネットなどで課題に応じて調査し、プレゼンテーションにて調
査結果を共有してもらいます。プレゼンテーション後には、教員からフィードバックと問題提起をし、クラス全体でディス
カッションを行います。
期のまとめとして、全授業内容を最後にまとめてレポートの課題に反映させます。

そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

博
士
後
期
課
程

講義コード 13C0101601 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 国際環境特研４ 佐伯　順子 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
地球上で現在発生している、生物多様性や生態系機能の低下、水資源不足、地球温暖化、資源枯渇などの様々な環境問題の
現状、そしてその発生機構および講じられている緩和・適応策について学びます。そして、これらの環境問題を取り巻く政
策、経済活動について学び、課題解決に向けて今後の対策について議論し、理解を深めます。
なお、本講義は博士後期課程の「国際環境特研４」との合同授業です。

到 達 目 標
この講義を通じて、様々な環境問題の深刻さとその発生メカニズムと相互作用を理解できるようになる。そして、現在講じ
られている対策について、社会がどのように取り組んでいて、課題がどこに残っているのかを認識し、今後人類が種々の環
境問題に対してどのように取り組むべきか、議論できるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

企業の環境経営を調査し、関心のある１企業をピックアップします。その企業の環境に対する取り組みを深堀して調査し、
授業で紹介します。またその調査内容をレポートにまとめます。（計60時間）

授 業 計 画

【第 1回】 生態系環境（１）生物を取り巻く環境
【第 2回】 生態系環境（２）生物多様性と生態系のメカニズムと重要性
【第 3回】 生態系環境（３）海の生態系
【第 4回】 生態系環境（４）生物資源（バイオマス）の利用と環境保全
【第 5回】 生態系環境（５）外来種
【第 6回】 資源循環（１）プラスチック問題
【第 7回】 資源循環（２）資源枯渇
【第 8回】 資源循環（３）廃棄物問題
【第 9回】 資源循環（４）リサイクル
【第10回】 環境経営（１）企業の取組事例
【第11回】 環境経営（２）環境への影響の評価方法
【第12回】 環境経営（３）企業に求められる努力
【第13回】 プレゼンテーションとまとめ

成績評価の方法 授業への取組姿勢（40％）、レポート（20％）、プレゼンテーション（40％）
フィードバックの内容
教 科 書
指 定 図 書

参 考 書

『生態リスク学入門 -予防的順応的管理 -』松田裕之（共立出版）2008、『地球の論点― 現実的な環境主義者のマニフェス
ト 地球の論点― 現実的な環境主義者のマニフェスト』スチュアート（英治出版）2011、『現代の化学環境学　環境の理解
と改善のために』御園生 誠（裳華房）2017、『図解 環境バイオテクノロジー入門』軽部 征夫（日刊工業新聞社）2012、『TNFD
企業戦略』デロイトトーマツグループ（中央経済社）2024、『資源の循環利用とはなにか―バッズをグッズに変える新しい
経済システム』細田 衛士（岩波書店）2015、『沈黙の春』レイチェル カーソン（新潮文庫）1974、『GEO－５ 地球環境概観
第５次報告書－私達が望む未来の環境〈上〉』国連環境計画（環境報告研）2015、『持続可能な社会のための環境論・環境政
策論』白井 信雄（大学教育出版）2020、『資源と環境の経済学－ケーススタディで学ぶ』馬奈木 俊介（昭和堂）2012

教員からのお知らせ
オフィスアワー 非常勤）本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習など

実践的な教育内容

各授業内では、授業に関する事柄についての意見共有を促進しています。意見や疑問があれば、随時挙手により意見を表明
し、ディスカッションを深めます。
プレゼンテーションの課題の際には、各自図書館やインターネットなどで課題に応じて調査し、プレゼンテーションにて調
査結果を共有してもらいます。プレゼンテーション後には、教員からフィードバックと問題提起をし、クラス全体でディス
カッションを行います。
期のまとめとして、全授業内容を最後にまとめてレポートの課題に反映させます。

そ の 他
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講義コード 13C0101701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 地域農業環境特研１ 北原　克宣 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本講義では、現代資本主義下における農業・食料・環境問題に関する先行研究を学ぶことを通じて、この分野の研究の到達
点と課題について学ぶことを目的とする。
※この授業は、修士・博士後期両課程合同で実施します。

到 達 目 標 本講義の目標は、研究の方法および農業・食料・環境問題に関する分野の研究の到達点と残された課題について理解し、こ
れらの知識を用いて論文（とりわけ博士論文）の執筆ができるようになることである。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

①当該分野の研究書・学術論文を読んでおくこと（毎日１時間）
②テキストは事前に必ず目を通し、疑問点・論点についてあらかじめチェックしておくこと。（１週間のうち１時間以上）
計60時間以上の授業外学修が必要である。

授 業 計 画

【第 1回】 論文①に関する報告・討論
【第 2回】 論文②に関する報告・討論
【第 3回】 論文③に関する報告・討論
【第 4回】 論文④に関する報告・討論
【第 5回】 論文⑤に関する報告・討論
【第 6回】 論文⑥に関する報告・討論
【第 7回】 論文⑦に関する報告・討論
【第 8回】 論文⑧に関する報告・討論
【第 9回】 論文⑨に関する報告・討論
【第10回】 論文⑩に関する報告・討論
【第11回】 論文⑪に関する報告・討論
【第12回】 論文⑫に関する報告・討論
【第13回】 農業・食料・環境問題に関する研究の動向

成績評価の方法 発表の内容・回数（50％）、発言の内容・回数（50％）
フィードバックの内容 各発表について、講義内にてコメントをする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は随時受け付けます。講義時にお知らせするアドレスに、ご連絡ください。
アクティブ･ラーニングの内容 プレゼンテーション、ディスカッション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0101801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 地域農業環境特研２ 北原　克宣 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本講義では、現代資本主義下における農業・食料・環境問題に関する先行研究を学ぶことを通じて、この分野の研究の到達
点と課題について学ぶことを目的とする。
※この授業は、修士・博士後期両課程合同で実施します。

到 達 目 標 本講義の目標は、研究の方法および農業・食料・環境問題に関する分野の研究の到達点と残された課題について理解し、こ
れらの知識を用いて論文（とりわけ博士論文）の執筆ができるようになることである。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

①当該分野の研究書・学術論文を読んでおくこと（毎日１時間）
②テキストは事前に必ず目を通し、疑問点・論点についてあらかじめチェックしておくこと。（１週間のうち１時間以上）
計60時間以上の授業外学修が必要である。

授 業 計 画

【第 1回】 論文⑬に関する報告・討論
【第 2回】 論文⑭に関する報告・討論
【第 3回】 論文⑮に関する報告・討論
【第 4回】 論文⑯に関する報告・討論
【第 5回】 論文⑰に関する報告・討論
【第 6回】 論文⑱に関する報告・討論
【第 7回】 論文⑲に関する報告・討論
【第 8回】 論文⑳に関する報告・討論
【第 9回】 研究発表・討論
【第10回】 研究発表・討論
【第11回】 研究発表・討論
【第12回】 研究発表・討論
【第13回】 農業・食料・環境問題の現代的課題

成績評価の方法 発表の内容・回数（50％）、発言の内容・回数（50％）
フィードバックの内容 各発表について、講義内にてコメントする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は随時受け付けます。講義時にお知らせするアドレスに、ご連絡ください。
アクティブ･ラーニングの内容 プレゼンテーション、ディスカッション
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 13C0102701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 マルクス経済学特研３ 中村　宗之 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 未来社会に関するK. マルクスや他の論者の構想を検討する。必要に応じてマルクス経済学の基本的内容を確認する。

なお、本講義は修士課程「マルクス経済学特論３」との合同授業である。

到 達 目 標

「マルクス経済学特論３」の到達目標：
未来社会に関するK. マルクスや他の論者の構想を説明できる。マルクス経済学の基本的内容を説明できる。
「マルクス経済学特研３」の到達目標：
未来社会に関するK. マルクスや他の論者の構想を説明できる。マルクス経済学の基本的内容を説明できる。未来社会につい
て各自の考えに基づき論じることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

「マルクス経済学特論３」の授業外学修内容・授業外学修時間数：
授業内容の予習や復習を行う。60時間以上の授業外学修を行う。
「マルクス経済学特研３」の授業外学修内容・授業外学修時間数：
授業内容の予習や復習を行う。考えをまとめるために、文章を書く。60時間以上の授業外学修を行う。

授 業 計 画

【第 1回】ガイダンス
【第 2回】教科書の検討と議論（１）
【第 3回】教科書の検討と議論（２）
【第 4回】教科書の検討と議論（３）
【第 5回】教科書の検討と議論（４）
【第 6回】教科書の検討と議論（５）
【第 7回】教科書の検討と議論（６）

【第 8回】教科書の検討と議論（７）
【第 9回】教科書の検討と議論（８）
【第10回】教科書の検討と議論（９）
【第11回】参加者による報告（１）
【第12回】参加者による報告（２）
【第13回】前期のまとめ

成績評価の方法 「マルクス経済学特論３」：授業への取り組み姿勢（50％）、報告および提出レポートの内容（50％）により評価する。「マルクス経済学特研３」：授業への取り組み姿勢（50％）、報告および提出論文の内容（50％）により評価する。
フィードバックの内容 報告内容等に対するフィードバックは、その都度行う。
教 科 書
指 定 図 書

参 考 書

『アナーキー・国家・ユートピア』ロバート・ノージック（木鐸社）2014年、『民主主義と政治的無知』イリヤ・ソミン（信
山社）2016年、『離脱・発言・忠誠』A. O. ハーシュマン（ミネルヴァ書房）2005年、『世界の多様性』エマニュエル・トッ
ド（藤原書店）2008年、『完訳　統治二論（岩波文庫）』ジョン・ロック（岩波書店）2010年、『国家と革命（講談社学術文
庫）』レーニン（講談社）2011年、『国家民営化論』笠井潔（光文社）2000年、『これからの社会主義 －市場社会主義の可能
性』ジョン・ローマー（青木書店）1997年、『資本主義経済の理論』伊藤誠（岩波書店）1989年、『現代の社会主義（講談社
学術文庫）』伊藤誠（講談社）1992年

教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問や相談は、学部学科で定めるオフィスアワーにて受け付けます。Teams 等でも受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学習、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0102702 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 マルクス経済学特研４ 中村　宗之 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 未来社会に関するK. マルクスや他の論者の構想を検討する。必要に応じてマルクス経済学の基本的内容を確認する。

なお、本講義は修士課程「マルクス経済学特論４」との合同授業である。

到 達 目 標

「マルクス経済学特論４」の到達目標：
未来社会に関するK. マルクスや他の論者の構想を説明できる。マルクス経済学の基本的内容を説明できる。
「マルクス経済学特研４」の到達目標：
未来社会に関するK. マルクスや他の論者の構想を説明できる。マルクス経済学の基本的内容を説明できる。未来社会につい
て各自の考えに基づき論じることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

「マルクス経済学特論４」の授業外学修内容・授業外学修時間数：
授業内容の予習や復習を行う。60時間以上の授業外学修を行う。
「マルクス経済学特研４」の授業外学修内容・授業外学修時間数：
授業内容の予習や復習を行う。考えをまとめるために、文章を書く。60時間以上の授業外学修を行う。

授 業 計 画

【第 1回】教科書の検討と議論（１）
【第 2回】教科書の検討と議論（２）
【第 3回】教科書の検討と議論（３）
【第 4回】教科書の検討と議論（４）
【第 5回】教科書の検討と議論（５）
【第 6回】教科書の検討と議論（６）
【第 7回】教科書の検討と議論（７）

【第 8回】教科書の検討と議論（８）
【第 9回】教科書の検討と議論（９）
【第10回】教科書の検討と議論（10）
【第11回】参加者による報告（１）
【第12回】参加者による報告（２）
【第13回】後期のまとめ

成績評価の方法 「マルクス経済学特論４」：授業への取り組み姿勢（50％）、報告および提出レポートの内容（50％）により評価する。「マルクス経済学特研４」：授業への取り組み姿勢（50％）、報告および提出論文の内容（50％）により評価する。
フィードバックの内容 報告内容等に対するフィードバックは、その都度行う。
教 科 書
指 定 図 書

参 考 書

『アナーキー・国家・ユートピア』ロバート・ノージック（木鐸社）2014年、『民主主義と政治的無知』イリヤ・ソミン（信
山社）2016年、『離脱・発言・忠誠』A. O. ハーシュマン（ミネルヴァ書房）2005年、『世界の多様性』エマニュエル・トッ
ド（藤原書店）2008年、『完訳 統治二論（岩波文庫）』ジョン・ロック（岩波書店）2010年、『国家と革命（講談社学術文庫）』
レーニン（講談社）2011年、『国家民営化論』笠井潔（光文社）2000年、『これからの社会主義 －市場社会主義の可能性』ジョ
ン・ローマー（青木書店）1997年、『資本主義経済の理論』伊藤誠（岩波書店）1989年、『現代の社会主義（講談社学術文庫）』
伊藤誠（講談社）1992年

教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問や相談は、学部学科で定めるオフィスアワーにて受け付けます。Teams 等でも受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学習、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 13C0102901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 マクロ経済学特研１ 浅子　和美 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
ミクロ経済学，マクロ経済学，計量経済学の基礎知識をもつ大学院生を対象に，景気変動やマクロ経済政策全般をテーマと
するが，本年度は特に「経済の持続可能性」及びその関連テーマを中心に，理論・実証両面から分析手法や分析結果の解釈
等について，先行研究を例に取り上げ批判的に検討する。

到 達 目 標 景気変動やマクロ経済政策全般の問題点を把握し，課題解決の方向を理解し政策提言に至る。
研究者としての視点から，課題解決や政策提言のための基本技法を応用し，学術論文を作成する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業で指定されるリーディング・リストを読破するのに，相応の準備が必要となるが，それに積極的に取り組む必要がある
（授業外学習時間は90時間）。

授 業 計 画

【第 1回】 履修者と相談の上でリーディング・リストを作成する（１）
【第 2回】 履修者と相談の上でリーディング・リストを作成する（２）
【第 3回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（１）
【第 4回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（２）
【第 5回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（３）
【第 6回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（４）
【第 7回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（５）
【第 8回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（６）
【第 9回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（７）
【第10回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（８）
【第11回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（９）
【第12回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（10）
【第13回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（11）
【第 3回】 以降，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練ること。

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（30％）と課題に対する学術論文の提出（70 ％）。未完でも可だが，それなりのクオリティが要求さ
れる。

フィードバックの内容 レポートや学術論文には丁寧にコメントする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 非常勤）本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 レポートや論文のプレゼンテーショングループ・ディスカッション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0103001 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 マクロ経済学特研２ 浅子　和美 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
ミクロ経済学，マクロ経済学，計量経済学の基礎知識をもつ大学院生を対象に，景気変動やマクロ経済政策全般をテーマと
するが，本年度は特に「経済の持続可能性」及びその関連テーマを中心に，理論・実証両面から分析手法や分析結果の解釈
等について，先行研究を例に取り上げ批判的に検討する。

到 達 目 標 景気変動やマクロ経済政策全般の問題点を把握し，課題解決の方向を理解し政策提言に至る。
研究者としての視点から，課題解決や政策提言のための基本技法を応用し，学術論文を作成する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業で指定されるリーディング・リストを読破するのに，相応の準備が必要となるが，それに積極的に取り組む必要がある
（授業外学習時間は90時間）。

授 業 計 画

【第 1回】 履修者と相談の上でリーディング・リストを作成する（１）
【第 2回】 履修者と相談の上でリーディング・リストを作成する（２）
【第 3回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（１）
【第 4回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（２）
【第 5回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（３）
【第 6回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（４）
【第 7回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（５）
【第 8回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（６）
【第 9回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（７）
【第10回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（８）
【第11回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（９）
【第12回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（10）
【第13回】 テキスト論文を対象とし、その分析手法や分析結果を解説する（11）
【第 3回】 以降，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練ること。

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（30％）と課題に対する学術論文の提出（70 ％）。未完でも可だが，それなりのクオリティが要求さ
れる。

フィードバックの内容 レポートや学術論文には丁寧にコメントする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 非常勤）本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 レポートや論文のプレゼンテーショングループ・ディスカッション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

博
士
後
期
課
程

講義コード 13C0103301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ミクロ経済学特研１ 小野﨑　保 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

複雑に発達した現代の経済社会において生起する経済現象を理解するためには、ただデータなどを観察するだけでは不十分
であり、それらの背後に共通して潜む論理を理解することが必要不可欠である。ミクロ経済学はこのような論理を読み解く
上で重要な役割を果たす。本講義では、各自の研究に役立つようなミクロ経済学的分析手法について、文献輪読の形式で学
ぶ。必要に応じて、関連するテーマとしてゲーム理論や産業組織論の内容などを扱うこともある。
なお、本講義は修士課程「ミクロ経済学特論１」との合同授業である。

到 達 目 標
（１）市場経済の仕組みを説明できる。
（２）市場経済にまつわる政策問題を理解できる。
（３）各自の研究テーマをミクロ経済学の視点から考えることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

（１）レポーターを担当するしないに拘わらず、輪読文献を事前および事後に熟読すること。
（２）ミクロ経済学をより深く理解するために、適宜紹介する関連文献などを読むこと。
（３）研究レポート［ターム・ペーパー］作成に向けて文献調査および分析を自主的に行うこと。
これらを併せて授業外に合計80時間以上の学習をおこなうこと。

授 業 計 画

【第 1回】 文献の輪読および討論（１）
【第 2回】 文献の輪読および討論（２）
【第 3回】 文献の輪読および討論（３）
【第 4回】 文献の輪読および討論（４）
【第 5回】 文献の輪読および討論（５）
【第 6回】 文献の輪読および討論（６）
【第 7回】 文献の輪読および討論（７）

【第 8回】 文献の輪読および討論（８）
【第 9回】 文献の輪読および討論（９）
【第10回】 文献の輪読および討論（10）
【第11回】 文献の輪読および討論（11）
【第12回】 文献の輪読および討論（12）
【第13回】 文献の輪読および討論（13）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（20％）および研究レポート［ターム・ペーパー］（80％）
フィードバックの内容 文献輪読における発表の内容や方法について、随時口頭によりコメントする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 教科書は履修生と相談して決める。

参考文献は、履修生の研究テーマに応じて適宜指示する。
オフィスアワー メール（onozaki@ris.ac.jp）にて随時受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り、ゼミナール、プレゼンテーション、ディベートなど
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0103401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ミクロ経済学特研２ 小野﨑　保 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

複雑に発達した現代の経済社会において生起する経済現象を理解するためには、ただデータなどを観察するだけでは不十分
であり、それらの背後に共通して潜む論理を理解することが必要不可欠である。ミクロ経済学はこのような論理を読み解く
上で重要な役割を果たす。本講義では、各自の研究に役立つようなミクロ経済学的分析手法について、文献輪読の形式で学
ぶ。必要に応じて、関連するテーマとしてゲーム理論や産業組織論の内容などを扱うこともある。
なお、本講義は修士課程「ミクロ経済学特論２」との合同授業である。

到 達 目 標
（１）市場経済の仕組みを説明できる。
（２）市場経済にまつわる政策問題を理解できる。
（３）各自の研究テーマをミクロ経済学的に分析し、課題を見つけ政策提言をすることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

（１）レポーターを担当するしないに拘わらず、輪読文献を事前および事後に熟読すること。
（２）ミクロ経済学をより深く理解するために、適宜紹介する関連文献などを読むこと。
（３）研究レポート［ターム・ペーパー］作成に向けて文献調査および分析を自主的に行うこと。
これらを併せて授業外に合計80時間以上の学習をおこなうこと。

授 業 計 画

【第 1回】 文献の輪読および討論（１）
【第 2回】 文献の輪読および討論（２）
【第 3回】 文献の輪読および討論（３）
【第 4回】 文献の輪読および討論（４）
【第 5回】 文献の輪読および討論（５）
【第 6回】 文献の輪読および討論（６）
【第 7回】 文献の輪読および討論（７）

【第 8回】 文献の輪読および討論（８）
【第 9回】 文献の輪読および討論（９）
【第10回】 文献の輪読および討論（10）
【第11回】 文献の輪読および討論（11）
【第12回】 文献の輪読および討論（12）
【第13回】 文献の輪読および討論（13）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（20％）および研究レポート［ターム・ペーパー］（80％）
フィードバックの内容 文献輪読における発表の内容や方法について、随時口頭によりコメントする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 教科書は履修生と相談して決める。

参考文献は、履修生の研究テーマに応じて適宜指示する。
オフィスアワー メール（onozaki@ris.ac.jp）にて随時受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り、ゼミナール、プレゼンテーション、ディベートなど
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科
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講義コード 13C0103501 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ミクロ経済学特研３ 渡部　真弘 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本科目では、受講生が経済主体間の相互依存関係を分析するための手段としてのゲーム理論を学習し、経済問題の分析ツー
ルとしてゲーム理論を用いることができるようになることが目的である．なお，本科目は修士課程「ミクロ経済学特論３」
との合同授業でもある．

到 達 目 標
「ミクロ経済学特研３」の到達目標：ゲーム理論及びマーケット・デザインに関する知識・技能に基づき，文字式を用いた理
論的分析が可能となる．
「ミクロ経済学特論３」の到達目標：ゲーム理論及びマーケット・デザインに関する知識・技能に基づき，文字式を用いた理
論的分析が可能となる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

「ミクロ経済学特研３」のフィードバックの内容：本科目では，授業開始時に実施する小テスト及び期末試験に向けた復習に
取り組むために，週に少なくとも４時間（計60時間以上）の授業外学修が必要である．
「ミクロ経済学特論３」のフィードバックの内容：本科目では，授業開始時に実施する小テスト及び期末試験に向けた復習に
取り組むために，週に少なくとも４時間（計60時間以上）の授業外学修が必要である．

授 業 計 画

【第 1回】 ガイダンス
【第 2回】 標準型表現：囚人のジレンマ
【第 3回】 標準型表現：最適反応とナッシュ均衡：戦略が離散的である場合
【第 4回】 標準型表現：最適反応とナッシュ均衡：戦略が連続的である場合
【第 5回】 標準型表現：クールノー均衡（１）：利潤最大化行動，最適反応，クラーメルの公式
【第 6回】 標準型表現：クールノー均衡（２）：余剰分析の準備
【第 7回】 標準型表現：クールノー均衡（３）：余剰分析
【第 8回】 標準型表現：支配される戦略の逐次的消去
【第 9回】 標準型表現：弱く支配される戦略を含まないナッシュ均衡
【第10回】 展開型表現：後ろ向き帰納法
【第11回】 展開型表現：部分ゲーム完全均衡（１）
【第12回】 展開型表現：部分ゲーム完全均衡（２）
【第13回】 まとめ

成績評価の方法
講義内容の理解度を確認するために，授業開始時に小テスト（授業第３回～授業第12回）を実施する．
「ミクロ経済学特研３」の評価割合：小テスト50％，期末試験50％
「ミクロ経済学特論３」の評価割合：小テスト50％，期末試験50％

フィードバックの内容
「ミクロ経済学特研３」のフィードバックの内容：小テストの模範解答・採点結果を配布する．理解が不十分であると判断さ
れる内容を次回以降の授業時間内に補足する．
「ミクロ経済学特論３」のフィードバックの内容：小テストの模範解答・採点結果を配布する．理解が不十分であると判断さ
れる内容を次回以降の授業時間内に補足する．

教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『An Introduction to Game Theory』Martin J. Osborne（Oxford University Press）2009、『Game Theory（2nd Edition）』Michael Maschler, Eilon Solan,　Shmuel Zamir（Cambridge University Press）2020
教員からのお知らせ 小テストや期末試験は記述式であり，単語を選択するマークシートのような簡易なものではない．試験問題を事前に配布し

ない．単位数に見合った学修時間を確保するつもりがなければ履修すべきではない．
オフィスアワー 木曜日３時限，2号館516研究室

事前に連絡があれば他の曜日・時間帯に対面・オンラインでも面談を実施する．
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り：小テストの全ての問題において，細分化された各採点項目に対する評価を返却することで，復習が十分ではない内容を学生に認識させる．
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

博
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講義コード 13C0103601 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ミクロ経済学特研４ 渡部　真弘 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本科目では、受講生が経済主体間の相互依存関係を分析するための手段としてのゲーム理論を学習し、経済問題の分析ツー
ルとしてゲーム理論を用いることができるようになることが目的である．なお，本科目は修士課程「ミクロ経済学特論４」
との合同授業でもある．

到 達 目 標
「ミクロ経済学特研４」の到達目標：ゲーム理論及びマーケット・デザインに関する知識・技能に基づき，文字式を用いた理
論的分析が可能となる．
「ミクロ経済学特論４」の到達目標：ゲーム理論及びマーケット・デザインに関する知識・技能に基づき，文字式を用いた理
論的分析が可能となる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

「ミクロ経済学特研４」のフィードバックの内容：本科目では，授業開始時に実施する小テスト及び期末試験に向けた復習に
取り組むために，週に少なくとも４時間（計60時間以上）の授業外学修が必要である．
「ミクロ経済学特論４」のフィードバックの内容：本科目では，授業開始時に実施する小テスト及び期末試験に向けた復習に
取り組むために，週に少なくとも４時間（計60時間以上）の授業外学修が必要である．

授 業 計 画

【第 1回】 ガイダンス
【第 2回】 完全ベイジアン均衡（１）
【第 3回】 完全ベイジアン均衡（２）
【第 4回】 シグナリング（１）
【第 5回】 シグナリング（２）
【第 6回】 交互提案交渉（１）
【第 7回】 交互提案交渉（２）
【第 8回】 交互提案交渉（３）
【第 9回】 ナッシュ交渉解（１）
【第10回】 ナッシュ交渉解（２）
【第11回】 シャプレー値，コア（１）
【第12回】 シャプレー値，コア（２）
【第13回】 まとめ

成績評価の方法
講義内容の理解度を確認するために，授業開始時に小テスト（授業第３回～授業第12回）を実施する．
「ミクロ経済学特研４」の評価割合：小テスト50％，期末試験50％
「ミクロ経済学特論４」の評価割合：小テスト50％，期末試験50％

フィードバックの内容
「ミクロ経済学特研４」のフィードバックの内容：小テストの模範解答・採点結果を配布する．理解が不十分であると判断さ
れる内容を次回以降の授業時間内に補足する．
「ミクロ経済学特論４」のフィードバックの内容：小テストの模範解答・採点結果を配布する．理解が不十分であると判断さ
れる内容を次回以降の授業時間内に補足する．

教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『An Introduction to Game Theory』Martin J. Osborne（Oxford University Press）2009、『Game Theory（2nd Edition）』Michael Maschler, Eilon Solan,　Shmuel Zamir（Cambridge University Press）2020
教員からのお知らせ 小テストや期末試験は記述式であり，単語を選択するマークシートのような簡易なものではない．試験問題を事前に配布し

ない．単位数に見合った学修時間を確保するつもりがなければ履修すべきではない．
オフィスアワー 木曜日３時限，2号館516研究室

事前に連絡があれば他の曜日・時間帯に対面・オンラインでも面談を実施する．
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り：小テストの全ての問題において，細分化された各採点項目に対する評価を返却することで，復習が十分ではない内容を学生に認識させる．
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

博
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講義コード 13C0103701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済統計学特研１ 王　在喆 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

経済統計資料の奥に経済社会の活動の真相が見える。したがって、経済統計資料を読み、統計情報を正しく理解することも
経済社会の変化を把握するには欠かせない手段の一つである。本講義では、経済学の基礎知識をもつ大学院生を対象に、現
実の経済社会の動向を経済統計資料に基づいて分析する方法を明らかにする。したがって、講義では『国民経済計算』（SNA）
を用いた国民経済の分析や『産業連関表』に基づいた産業構造の分析などが紹介される。分析の事例としては、日本経済は
もとより、中国経済をとりあげることもある。
なお，本講義は修士課程の院生および博士課程の院生のために開設された合同授業である。

到 達 目 標
①経済分析の面白さを実感することができる。
②経済統計資料の重要性を認識することができる。
③経済社会の変化を分析する基本技法を習得することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

①『日本経済新聞』の社説や経済関係の記事をよく読むこと。
②Excel など応用ソフトの操作方法を独学すること。
③与えられた研究課題を完成するために文献の調査や学習を行うこと。
④授業の内容を理解するために復習すること。
必要な授業外学修時間は60時間以上である。

授 業 計 画

【第 1回】 授業の目標と進め方、成績評価の方法、概要、経
済統計資料について

【第 2回】 国民経済計算（SNA）①
【第 3回】 国民経済計算（SNA）②
【第 4回】 産業連関分析①
【第 5回】 産業連関分析②
【第 6回】 産業連関分析③
【第 7回】 日本の産業連関表①

【第 8回】 日本の産業連関表②
【第 9回】 Excel による演習①
【第10回】 Excel による演習②
【第11回】 日本の産業連関表による構造分析①
【第12回】 日本の産業連関表による構造分析②
【第13回】 授業内容のまとめ

成績評価の方法
修士課程受講生：中間レポート：50％、期末レポート50％。
博士課程受講生：中間レポート：30％、期末レポート30％、研究発表（１回）40％。
※研究発表：授業内発表、授業内容関連のもの。

フィードバックの内容 提出レポートや授業内発表などについてコメントする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『経済統計』中島隆信、木村福成、北村行伸、新保一成（東洋経済新報社）2000、『実証経済分析の基礎』中島隆信、吉岡完

治（編）（慶應義塾大学出版会）1997、『人文・社会科学お統計学』東京大学教養学部統計学教室（東京大学出版会）1995
教員からのお知らせ 教科書は一回目の授業で受講生と相談して決める。
オフィスアワー ２号棟511研究室、木曜日18:00-19:00（６限）
アクティブ･ラーニングの内容 この授業では、演習形式で行う場合もあるため、教室では意見共有を重視し、また授業外での能動的な学習も推奨している。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0103801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済統計学特研２ 王　在喆 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

経済統計資料の奥に経済社会の活動の真相が見える。したがって、経済統計資料を読み、統計情報を正しく理解することも
経済社会の変化を把握するには欠かせない手段の一つである。本講義では、経済学の基礎知識をもつ大学院生を対象に、現
実の経済社会の動向を経済統計資料に基づいて分析する方法を明らかにする。したがって、講義では『国民経済計算』（SNA）
を用いた国民経済の分析や『産業連関表』に基づいた産業構造の分析などが紹介される。分析の事例としては、日本経済は
もとより、中国経済をとりあげることもある。
※この授業は、修士・博士後期両課程合同で実施します。また、「経済統計学特論１」もしくは「経済統計学特研１」履修済
みの大学院生の履修が望まれる。

到 達 目 標
①経済分析の面白さを実感することができる。
②経済統計資料の重要性を認識することができる。
③経済社会の変化を分析する基本技法を習得することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

①『日本経済新聞』の社説や経済関係の記事をよく読むこと。
②Excel など応用ソフトの操作方法を独学すること。
③与えられた研究課題を完成するために文献の調査や学習を行うこと。
④授業の内容を理解するために復習すること。
必要な授業外学修時間は60時間以上である。

授 業 計 画

【第 1回】 中国の産業連関表
【第 2回】 日本・中国国際産業連関表
【第 3回】 日中両国産業構造の比較①
【第 4回】 日中両国産業構造の比較②
【第 5回】 一次統計と二次統計
【第 6回】 物価指数とデフレーター
【第 7回】 工業統計①

【第 8回】 工業統計②
【第 9回】 商業統計①
【第10回】 商業統計②
【第11回】 サービス統計①
【第12回】 サービス統計②
【第13回】 授業内容のまとめ

成績評価の方法
修士課程受講生：中間レポート：50％、期末レポート50％。
博士課程受講生：中間レポート：30％、期末レポート30％、研究発表（１回）40％。
※研究発表：授業内発表、授業内容関連のもの。

フィードバックの内容 提出レポートや授業内発表について教員はコメントをする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『経済統計』中島隆信、木村福成、北村行伸、新保一成（東洋経済新報社）2000、『実証経済分析の基礎』中島隆信、吉岡完

治（編）（慶應義塾大学出版会）1997、『人文・社会科学お統計学』東京大学教養学部統計学教室（東京大学出版会）1995
教員からのお知らせ 教科書は一回目授業の時に受講生と相談して決める。
オフィスアワー ２号館511研究室、木曜日18:00-19:00（６限）
アクティブ･ラーニングの内容 この授業では、演習形式で行う場合もあるため、教室では意見共有を重視し、また授業外での能動的な学習も推奨している。
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

博
士
後
期
課
程

講義コード 13C0104301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 景気循環論特研３ 浅子　和美 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
ミクロ経済学，マクロ経済学，計量経済学の基礎知識をもつ大学院生を対象に，景気循環全般をテーマとするが，本年度は
特に「景気循環・経済成長と持続可能な経済発展」及びその関連テーマを中心に，理論・実証両面から分析手法や分析結果
の解釈等について，先行研究を例に取り上げ批判的に検討する。
なお，本講義は修士課程「景気循環論特論３」との合同授業でもある。

到 達 目 標

「景気循環論特論３」の到達目標
景気循環の理論・歴史や現状の問題点を把握し，課題解決の方向を理解する。
課題解決や政策提言のための基本技法を修得し，レポート等を作成する。
「景気循環論特研３」の到達目標
景気循環の理論・歴史や現状の問題点を把握し，課題解決の方向を理解し，政策提言に至る。
研究者としての視点から，課題解決や政策提言のための基本技法を応用し，学術論文を作成する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業で指定されるリーディング・リストを読破するのに，相応の準備が必要となるが，それに積極的に取り組む必要がある
（「景気循環論特論３」では60時間，「景気循環論特研３」では90時間）。

授 業 計 画

【第 1回】 履修者が確定した段階で，履修者の希望に合わせたリーディング・リストを作成し，それに合わせた授業計画を
立てる。その目的で，各自の希望を話してもらう。（１）

【第 2回】 履修者が確定した段階で，履修者の希望に合わせたリーディング・リストを作成し，それに合わせた授業計画を
立てる。その目的で，各自の希望を話してもらう。（２）

【第 3回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（１）

【第 4回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（２）

【第 5回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（３）

【第 6回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（４）

【第 7回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（５）

【第 8回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（６）

【第 9回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（７）

【第10回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（８）

【第11回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（９）

【第12回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（10）

【第13回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（11）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（30％）と課題に対する学術論文の提出（70 ％）。未完でも可だが，それなりのクオリティが要求さ
れる。

フィードバックの内容 レポートや学術論文には丁寧にコメントする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 非常勤）本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 レポートや論文のプレゼンテーショングループ・ディスカッション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

博
士
後
期
課
程

講義コード 13C0104401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 景気循環論特研４ 浅子　和美 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
ミクロ経済学，マクロ経済学，計量経済学の基礎知識をもつ大学院生を対象に，景気循環全般をテーマとするが，本年度は
特に「景気循環・経済成長と持続可能性」及びその関連テーマを中心に，理論・実証両面から分析手法や分析結果の解釈等
について，先行研究を例に取り上げ批判的に検討する。
なお，本講義は博士後期課程「景気循環論特論４」との合同授業でもある。

到 達 目 標

「景気循環論特論４」の到達目標
景気循環の理論・歴史や現状の問題点を把握し，課題解決の方向を理解する。
課題解決や政策提言のための基本技法を修得し，レポート等を作成する。
「景気循環論特研４」の到達目標
景気循環の理論・歴史や現状の問題点を把握し，課題解決の方向を理解し，政策提言に至る。
研究者としての視点から，課題解決や政策提言のための基本技法を応用し，学術論文を作成する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業で指定されるリーディング・リストを読破するのに，相応の準備が必要となるが，それに積極的に取り組む必要がある
（「景気循環論特論４」では60時間，「景気循環論特研４」では90時間）。

授 業 計 画

【第 1回】 履修者が確定した段階で，履修者の希望に合わせたリーディング・リストを作成し，それに合わせた授業計画を
立てる。その目的で，各自の希望を話してもらう。（１）

【第 2回】 履修者が確定した段階で，履修者の希望に合わせたリーディング・リストを作成し，それに合わせた授業計画を
立てる。その目的で，各自の希望を話してもらう。（２）

【第 3回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（１）

【第 4回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（２）

【第 5回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（３）

【第 6回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（４）

【第 7回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（５）

【第 8回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（６）

【第 9回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（７）

【第10回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（８）

【第11回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（９）

【第12回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（10）

【第13回】 順次，取り上げるテキスト論文を対象に，それぞれの分析手法や分析結果を解説し，問題点や発展方向を示す。
この際，各自は自分なりの分析手法の応用を念頭に，レポートなり学術論文の作成計画を練る。（11）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（30％）と課題に対するレポート提出（70 ％）
フィードバックの内容 レポートや学術論文には丁寧にコメントする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 非常勤）本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 レポートや論文のプレゼンテーショングループ・ディスカッション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

博
士
後
期
課
程

講義コード 13C0104701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 金融論特研３ 林　康史 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
金融論が取り扱う分野の重要性が増し、金融・証券分野が全人類・汎地球規模で重要になっている。そうした中で、株式・
証券市場に関する文献【Stocks for the Long Run（6th edition）】を輪読し、討議する授業とする。
なお、日本語訳は、2025年に出版予定である。
※　この授業は、修士・博士後期両課程合同で実施する。

到 達 目 標 株式・証券市場の機能・構造を理解し、その歴史的展開を説明できることである。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業外学修時間数は、60時間以上。

授 業 計 画

Stocks for the Long Run（6th edition）の前半を講読する。
【第 1回】第１章
【第 2回】第２章
【第 3回】第３章
【第 4回】第４章
【第 5回】第５章
【第 6回】第６章
【第 7回】第７章

【第 8回】第８章
【第 9回】第９章
【第10回】第10章
【第11回】第11章
【第12回】第12章
【第13回】第13章、総括

成績評価の方法 報告・研究発表（レポートの提出を求める場合もある）・討議の内容に基づき、総合的に評価（予定）（100％）。
フィードバックの内容 随時行う（「Q&A」等を順次ウェブにアップする）。
教 科 書 『Stocks for the Long Run（6th edition）』Jeremy J. Siegel（McGraw Hill）2022年、『株式投資 第６版』J. シーゲル（日経BP

社）2025年
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 授業計画等は、受講人数によって若干の変更がありうる。また、学外・学部にも聴講を許可する場合がある（受講資格等は

別途、案内する）。参考文献は、適宜、授業時に配布する。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、メールまたは電話で受付ける。

アクティブ･ラーニングの内容
意見共有、能動的な授業外学習など
一部、反転授業も行う（第１回に説明する。事前に、オンライン教材の視聴を行う等、対面の授業の前に、学習すべきこと
があることに留意されたい。

実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0104801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 金融論特研４ 林　康史 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
金融論が取り扱う分野の重要性が増し、金融・証券分野が全人類・汎地球規模で重要になっている。そうした中で、株式・
証券市場に関する文献【Stocks for the Long Run（6th edition）】を輪読し、討議する授業とする。
なお、日本語訳は、2025年に出版予定である。
※　この授業は、修士・博士後期両課程合同で実施する。

到 達 目 標 株式・証券市場の機能・構造を理解し、その歴史的展開を説明できることである。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業外学修時間数は、60時間以上。

授 業 計 画

Stocks for the Long Run（6th edition）の後半を講読する。
【第 1回】第14章
【第 2回】第15章
【第 3回】第16章、第17章
【第 4回】第18章
【第 5回】第19章
【第 6回】第20章
【第 7回】第21章

【第 8回】第22章
【第 9回】第23章
【第10回】第24章
【第11回】第25章
【第12回】第26章
【第13回】第27章、第28章、総括

成績評価の方法 報告・研究発表（レポートの提出を求める場合もある）・討議の内容に基づき、総合的に評価（予定）（100％）。
フィードバックの内容 随時行う（「Q&A」等を順次ウェブにアップする）。
教 科 書 『Stocks for the Long Run（6th edition）』Jeremy J. Siegel（McGraw Hill）2022年、『株式投資 第６版』J. シーゲル（日経BP

社）2025年
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 授業計画等は、受講人数によって若干の変更がありうる。また、学外・学部にも聴講を許可する場合がある（受講資格等は

別途、案内する）。参考文献は、適宜、授業時に配布する。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、メールまたは電話で受付ける。

アクティブ･ラーニングの内容
意見共有、能動的な授業外学習など
一部、反転授業も行う（第１回に説明する。事前に、オンライン教材の視聴を行う等、対面の授業の前に、学習すべきこと
があることに留意されたい。

実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科
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講義コード 13C0104901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 財政学特研１ 川口　真一 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

租税に関する研究は、学問的には財政学（経済学）にとどまらず、税法（法学）、税務会計（会計学）などの分野とも関連し
ている。すべての学問分野を考慮して租税を分析することが理想的ではあるが、それは非常に困難である。
したがって、本講義では、租税に対する経済学的思考を身につけ、財政学の立場から現実の税制を理論的に評価できるよう
になることを目的とする。
なお、本講義は博士後期課程「財政学特研１」との合同授業でもある。

到 達 目 標 租税理論を学ぶことにより、現実の税制を分析・評価することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

ミクロ経済学の基礎を理解しておくこと。この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 租税理論を修得する。（１）
【第 2回】 租税理論を修得する。（２）
【第 3回】 租税理論を修得する。（３）
【第 4回】 租税理論を修得する。（４）
【第 5回】 租税理論を修得する。（５）
【第 6回】 租税理論を修得する。（６）
【第 7回】 租税理論を修得する。（７）
【第 8回】 租税理論を修得する。（８）
【第 9回】 租税理論を修得する。（９）
【第10回】 租税理論を修得する。（10）
【第11回】 租税に関する論文を輪読する。（１）
【第12回】 租税に関する論文を輪読する。（２）
【第13回】 租税に関する論文を輪読する。（３）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（50％）および授業中の発表（50％）で評価する
フィードバックの内容
教 科 書 『財政学をつかむ　〔第３版〕』畑農鋭矢，林正義，吉田浩（有斐閣）2024.3
指 定 図 書 授業時に指示する。
参 考 書 授業時に指示する。
教員からのお知らせ ミクロ経済学を履修していることが望ましい。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有。挙手により意見を表明させ共有する。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0105001 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 財政学特研２ 川口　真一 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

租税に関する研究は、学問的には財政学（経済学）にとどまらず、税法（法学）、税務会計（会計学）などの分野とも関連し
ている。すべての学問分野を考慮して租税を分析することが理想的ではあるが、それは非常に困難である。
したがって、本講義では、租税に対する経済学的思考を身につけ、財政学の立場から現実の税制を理論的に評価できるよう
になることを目的とする。
なお、本講義は博士後期課程「財政学特研２」との合同授業でもある。

到 達 目 標 租税理論を学ぶことにより、現実の税制を分析・評価することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

ミクロ経済学の基礎を理解しておくこと。この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 租税に関する論文を輪読する。（１）
【第 2回】 租税に関する論文を輪読する。（２）
【第 3回】 租税に関する論文を輪読する。（３）
【第 4回】 租税に関する論文を輪読する。（４）
【第 5回】 租税に関する論文を輪読する。（５）
【第 6回】 わが国の税制における問題点について、ディスカッションを行う。（１）
【第 7回】 わが国の税制における問題点について、ディスカッションを行う。（２）
【第 8回】 わが国の税制における問題点について、ディスカッションを行う。（３）
【第 9回】 わが国の税制における問題点について、ディスカッションを行う。（４）
【第10回】 わが国の税制における問題点について、ディスカッションを行う。（５）
【第11回】 わが国の税制における問題点について、ディスカッションを行う。（６）
【第12回】 わが国の税制における問題点について、ディスカッションを行う。（７）
【第13回】 わが国の税制における問題点について、ディスカッションを行う。（８）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（50％）および授業中の発表（50％）で評価する
フィードバックの内容
教 科 書 『財政学をつかむ　〔第３版〕』畑農鋭矢，林正義，吉田浩（有斐閣）2024.3
指 定 図 書 授業時に指示する。
参 考 書 授業時に指示する。
教員からのお知らせ ミクロ経済学を履修していることが望ましい。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有。挙手により意見を表明させ共有する。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 13C0105301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 国際経済学特研１ 河原　伸哉 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 国際貿易論における理論的・実証的テーマについて、主に出席者の発表を中心にして議論する。授業は修士課程「国際経済

学特論１」と博士後期課程「国際経済学特研１」を合同で実施する。

到 達 目 標

修士：
（１）国際貿易論の基礎的概念を理解している
（２）基礎的概念を用いて国際貿易に関する現実の諸問題を説明できる
博士後期：
（１）国際貿易論の基礎的概念を理解している
（２）基礎的概念を用いて国際貿易に関する現実の諸問題を説明できる
（３）国際貿易論の分野における最近の理論的・実証的研究を批判的に検討できる

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

修士：各回の授業で扱うトピックについて、参考書の該当部分を読み予習を行うこと。授業後は配付資料を用いて復習を行
うこと。上記の予習・復習など授業外に計60時間以上の学修を行うこと。
博士後期：各回の授業で扱うトピックについて、参考書の該当部分および文献リストの論文を読み予習を行うこと。授業後
は論文・配付資料を用いて復習を行うこと。上記の予習・復習など授業外に計60時間以上の学修を行うこと。

授 業 計 画

初回授業時に指定した教科書について輪読形式で学ぶ。適宜、国際貿易論分野の学術論文についても取り上げる。
【第 1回】 イントロダクション
【第 2回】 教科書の発表と討論１
【第 3回】 教科書の発表と討論２
【第 4回】 教科書の発表と討論３
【第 5回】 教科書の発表と討論４
【第 6回】 教科書の発表と討論５
【第 7回】 教科書の発表と討論６

【第 8回】 教科書の発表と討論７
【第 9回】 教科書の発表と討論８
【第10回】 教科書の発表と討論９
【第11回】 教科書の発表と討論10
【第12回】 教科書の発表と討論11
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 修士：平常点（30％）、発表（30％）、レポート（40％）により成績を評価する。
博士後期：平常点（20％）、発表（20％）、レポート（40％）に加えて、研究報告（20％）により成績を評価する。

フィードバックの内容 課題や報告に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 使用する教科書については、初回授業時に協議の上、決定する。文献リストについても、初回授業時に配付する。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、研究科にて定めるオフィスアワーにて受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0105401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 国際経済学特研２ 河原　伸哉 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 国際貿易論における理論的・実証的テーマについて、主に出席者の発表を中心にして議論する。授業は修士課程「国際経済

学特論２」と博士後期課程「国際経済学特研２」を合同で実施する。

到 達 目 標

修士：
（１）国際貿易論の基礎的概念を理解している。
（２）基礎的概念を用いて国際貿易に関する現実の諸問題を説明できる。
博士後期：
（１）国際貿易論の基礎的概念を理解している。
（２）基礎的概念を用いて国際貿易に関する現実の諸問題を説明できる。
（３）国際貿易論の分野における最近の理論的・実証的研究を批判的に検討できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

修士：各回の授業で扱うトピックについて、教科書の該当部分を読み予習を行うこと。授業後は配付資料を用いて復習を行
うこと。上記の予習・復習など授業外に計60時間以上の学修を行うこと。
博士後期：各回の授業で扱うトピックについて、教科書の該当部分および文献リストの論文を読み予習を行うこと。授業後
は論文・配付資料を用いて復習を行うこと。上記の予習・復習など授業外に計60時間以上の学修を行うこと。

授 業 計 画

初回授業時に指定した教科書について輪読形式で学ぶ。適宜、国際貿易論分野の学術論文についても取り上げる。
【第 1回】 イントロダクション
【第 2回】 教科書の発表と討論１
【第 3回】 教科書の発表と討論２
【第 4回】 教科書の発表と討論３
【第 5回】 教科書の発表と討論４
【第 6回】 教科書の発表と討論５
【第 7回】 教科書の発表と討論６

【第 8回】 教科書の発表と討論７
【第 9回】 教科書の発表と討論８
【第10回】 教科書の発表と討論９
【第11回】 教科書の発表と討論10
【第12回】 教科書の発表と討論11
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 修士：平常点（30％）、発表（30％）、レポート（40％）により成績を評価する。
博士後期：平常点（20％）、発表（20％）、レポート（40％）に加えて、研究報告（20％）により成績を評価する。

フィードバックの内容 課題や報告に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 使用する教科書については、初回授業時に協議の上、決定する。文献リストについても、初回授業時に配付する。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、研究科にて定めるオフィスアワーにて受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

博
士
後
期
課
程

講義コード 13C0105701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 国際金融論特研１ 畠山　久志 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
現代の国際金融論は、これまでの単純な国家間の貿易や為替相場の数値的分析に終点を持たない。むしろ主権国家や統合組織
などの政治的影響力や経済力規模の表現の場となっている国際金融を多角的に分析し、位置付けすることが課題となっている。
そこで、授業はこれまでの基礎的な事項の確認と現代の国際金融が動いている背景を歴史的に捉えようとするものである。
なお、本授業は博士後期課程の「国際金融論特研３」との合同授業である。

到 達 目 標
国際金融論の理解に不可欠な金融に係る基礎事項を歴史から習得し①外国為替仕組み、②中央政府の為替介入、③デリバティ
ブ、④国際収支、⑤国際業務規制、⑥国際通貨制度、⑦ユーロ、⑧経済協力などを把握し、今後の研究及び論文作成に向け
た知見を獲得することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

基礎事項の予習復習をおこなうこと。必要な教科書以外の図書はその都度指定・配布するので、時間を十分に取ってほしい。
必要な時間は60時間とする。国内のみならず、海外の国際金融情勢をウォッチしてほしい。

授 業 計 画

国際金融の理解に必要な事項について学びます。
【第 1回】 国際金融とは何か。
【第 2回】 国際収支１
【第 3回】 国際収支２
【第 4回】 対外決済の仕組み１　　貿易
【第 5回】 対外決済の仕組み２　　先物
【第 6回】 外国為替市場１　　基軸通貨
【第 7回】 外国為替市場２
【第 8回】 外国為替相場の決定理論１　　購買力平価
【第 9回】 外国為替相場の決定理論２
【第10回】 国際通貨制度　　ブレトンウッズ体制　IMF　世銀
【第11回】 ニクソンショック後（変動相場制）における経済政策の効果
【第12回】 デジタル時代の国際通貨
【第13回】 通貨危機、ソブリンリスク

成績評価の方法 講義内容に関する期末レポート（80％）、質問や意見など授業に対する参加態度（20％）で評価します。
フィードバックの内容 講義内容は、事前にオンライン授業に資料掲示します。また質問や意見、追加説明などは、まとめて期末にペーパー化し、

共有します。
教 科 書 『国際金融論入門』佐々木百合（新世社）2017
指 定 図 書 『金融の世界現代史』国際銀行史研究会（一色出版）2018、『金融の世界史』板谷俊彦（新潮社）2013、『ウォール街の歴史』チャールズ・ガイスト（フォレスト出版）2010、『ロンバート街』バジョウット（岩波書店）1994
参 考 書 『通貨の悪戯』ミルトンフリードマン（三田出版会）1993、『貨幣と通貨の法文化』林康史（国際書院）2016
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 項目ごとの解説・プレゼンテーションに基づき、内容、考え方、分析方法等についてディスカッションをする。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0105801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 国際金融論特研２ 畠山　久志 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

現代の国際金融論は、これまでの単純な国家間の貿易や為替相場の数値的分析に終点を持たない。むしろ主権国家や統合組
織などの政治的影響力や経済規模の表現の場となっている国際金融を多角的に分析し、位置付けすることが課題となってい
る。そこで、本授業は前期の学習（国際金融の基礎知識）を前提にこれまでの国際金融上のイベントについて、論理的な分
析力を習得し、歴史的な位置付け等について理解を深める。イベントは基本的に近世、近代の貿易を中心とした国際金融上
の事象である。
なお、本授業は博士後期課程の「国際金融論特研４」との合同授業である。

到 達 目 標
国際金融論の理解に不可欠な基礎事項である①外国為替仕組み、②中央政府の為替介入、③デリバティブ、④国際収支、⑤
国際業務規制、⑥国際通貨制度、⑦ユーロ、⑧経済協力などを市場参加者の視点から把握し、国際金融全体の課題を考え今
後の研究及び論文作成に向けた知見を獲得することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

基礎事項の予習復習をおこなうこと。教科書は当然であるが、以外の図書をその都度指定・配布するので、時間を十分に取っ
てほしい。必要な時間は60時間とする。国内のみならず、海外の国際金融情勢をウォッチしてほしい。

授 業 計 画

【第 1回】 国際金融論の論理とイベント　　概説
【第 2回】 中世の国際金融１　　キリスト教　金融の否定
【第 3回】 中世の国際金融２　　地中海交易と冒険貸借
【第 4回】 中世の国際金融３　　イスラム金融
【第 5回】 中世の国際金融　　十字軍　為替と信託
【第 6回】 中世の国際金融　　会社と複式簿記
【第 7回】 大航海時代の国際貿易　　新大陸への進出
【第 8回】 黄金期のオランダ１　　東インド会社、西インド会社
【第 9回】 黄金期のオランダ２　　アムステルダム証券取引所とアムステルダム為替銀行
【第10回】 産業革命期のイギリスとフランス　　重商主義　重農主義 公会計
【第11回】 覇権国イギリス１　　株式会社制度の法定　中央銀行制度の確立
【第12回】 覇権国イギリス２　　損害保険会社、ロンバート街
【第13回】 債権国アメリカ　　ウォールストリート

成績評価の方法 期末レポート（80％）と質問や意見など授業に対する参加態度（20％）で評価します。
フィードバックの内容 授業の内容を事前にオンライ授業で掲示します。また質問や意見、追加説明など等はまとめて期末にペーパー化し、共有します。
教 科 書 『帳簿の世界史』ジェイコブソール（文藝春秋）2018
指 定 図 書 『マネーセンターの興亡』高橋琢磨（日経出版社）1999、『ヘゲモニー国家と世界システム』松田武・秋田茂（山川出版）2002、『最初の近代経済』J・ド・フリース（名古屋大学出版会）2009
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 講義の内容について、質問、意見交換等、ディスカッションをします。修士論文等の作成手順などの情報交換をする。
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

博
士
後
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程

講義コード 13C0105901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 国際金融論特研３ 外木　好美 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
金融の仕組みや制度，経済政策等について，為替レートや国際収支を通じた影響も踏まえて，理論的なアプローチで理解す
ることを目的とする。主に出席者の発表を中心にして，議論する。
なお，本授業は博士後期課程の「国際金融特研究３」との合同授業である。

到 達 目 標

修士：　　 （１）国際金融論の基礎的概念を理解している
　　　　　（２）国際金融論の基本理論を理解している
　　　　　（３）国際金融論の理論を使って、現実の諸問題を理解できる
博士後期：（１）国際金融論の基礎的概念を説明できる
　　　　　（２）国際金融論の基本理論を説明できる
　　　　　（３）国際金融論の理論に基づいて現実の諸問題を検討できる

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

修士：各回で扱うトピックについて，教科書や参考書の当該部分を読み，予習を行うこと。授業後は，授業資料や議論を踏
まえて，復習を行うこと。上記の予習・復習など授業外に計60時間以上の学修を行うこと。
博士後期：各回で扱うトピックについて，教科書や参考書の当該部分を読み，予習を行うこと。授業後は，授業資料や議論
を踏まえて，復習を行うこと。関連する論文を読むこと。上記の予習・復習など授業外に計60時間以上の学修を行うこと。

授 業 計 画

指定した教科書について輪読形式で学ぶ。適宜，参考書や学術論文についても取り上げる。
【第 1回】イントロダクション
【第 2回】教科書の発表と討論１
【第 3回】教科書の発表と討論２
【第 4回】教科書の発表と討論３
【第 5回】教科書の発表と討論４
【第 6回】教科書の発表と討論５
【第 7回】教科書の発表と討論６

【第 8回】教科書の発表と討論７
【第 9回】教科書の発表と討論８
【第10回】教科書の発表と討論９
【第11回】教科書の発表と討論10
【第12回】教科書の発表と討論11
【第13回】まとめ

成績評価の方法 修士：平常点（50％），発表（50％）により成績を評価する。
修士：平常点（40％），発表（40％），研究報告（20％）により成績を評価する。

フィードバックの内容 課題や報告に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書 『クルーグマン国際経済学 理論と政策〔原書第10版〕下：金融編』Paul R. Krugman（著），Maurice Obstfeld（著），Marc J.

Melitz（著），山形 浩生（翻訳），守岡 桜（翻訳）（丸善出版）2017/ １ /19
指 定 図 書 『コア・テキスト 国際金融論　第３版』藤井 英次（著）（新世社）2024、『International Macroeconomics and Finance：

Theory and Econometric Methods』Nelson C. Mark（著）（John Wiley & Sons）2001/ ８ / ８
参 考 書
教員からのお知らせ マクロ経済学を履修していることが望ましい。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，研究科にて定めるオフィスアワーにて受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0106001 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 国際金融論特研４ 外木　好美 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
金融の仕組みや制度，経済政策等について，為替レートや国際収支を通じた影響も踏まえて，理論的なアプローチで理解す
ることを目的とする。主に出席者の発表を中心にして，議論する。
なお，本授業は博士後期課程の「国際金融特研究４」との合同授業である。

到 達 目 標

修士：　　 （１）国際金融論の基礎的概念を理解している
　　　　　（２）国際金融論の基本理論を理解している
　　　　　（３）国際金融論の理論を使って、現実の諸問題を理解できる
博士後期：（１）国際金融論の基礎的概念を説明できる
　　　　　（２）国際金融論の基本理論を説明できる
　　　　　（３）国際金融論の理論に基づいて現実の諸問題を検討できる

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

修士：各回で扱うトピックについて，教科書や参考書の当該部分を読み，予習を行うこと。授業後は，授業資料や議論を踏
まえて，復習を行うこと。上記の予習・復習など授業外に計60時間以上の学修を行うこと。
博士後期：各回で扱うトピックについて，教科書や参考書の当該部分を読み，予習を行うこと。授業後は，授業資料や議論
を踏まえて，復習を行うこと。関連する論文を読むこと。上記の予習・復習など授業外に計60時間以上の学修を行うこと。

授 業 計 画

指定した教科書について輪読形式で学ぶ。適宜，参考書や学術論文についても取り上げる。
【第 1回】イントロダクション
【第 2回】教科書の発表と討論１
【第 3回】教科書の発表と討論２
【第 4回】教科書の発表と討論３
【第 5回】教科書の発表と討論４
【第 6回】教科書の発表と討論５
【第 7回】教科書の発表と討論６

【第 8回】教科書の発表と討論７
【第 9回】教科書の発表と討論８
【第10回】教科書の発表と討論９
【第11回】教科書の発表と討論10
【第12回】教科書の発表と討論11
【第13回】まとめ

成績評価の方法 修士：平常点（50％），発表（50％）により成績を評価する。
修士：平常点（40％），発表（40％），研究報告（20％）により成績を評価する。

フィードバックの内容 課題や報告に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書 『クルーグマン国際経済学 理論と政策〔原書第10版〕下：金融編』Paul R. Krugman（著），Maurice Obstfeld（著），Marc J.

Melitz（著），山形 浩生（翻訳），守岡 桜（翻訳）（丸善出版）2017/ １ /19
指 定 図 書 『コア・テキスト 国際金融論　第３版』藤井 英次（著）（新世社）2024、『International Macroeconomics and Finance：

Theory and Econometric Methods』Nelson C. Mark（著）（John Wiley & Sons）2001/ ８ / ８
参 考 書
教員からのお知らせ マクロ経済学を履修していることが望ましい。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，研究科にて定めるオフィスアワーにて受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

博
士
後
期
課
程

講義コード 13C0106101 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 地域経済特研１ 苑　志佳 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本講義では広い視点―歴史、社会、制度、比較制度分析、技術移転など―から中国の経済成長メカニズムを分析・研究
する。移行期にあたる中国の経済システムがどのように再構築されていくか。また、どの方向に向かっているか。今年度の
講義では、特定の産業分野に絞り込んでいく。大学院の授業のため、講義運営は、院生諸君の報告、問題提起、論点をめぐ
る討論を中心に行う予定である。出席者には、レベルの高いコメントと価値のあるデイスカションを活発にしてもらいたい。

到 達 目 標 １．中国の経済システムの歴史的変化および現状を理解することができる；
２．中国経済の高度成長の背景・要因および特徴についてマスターすることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
２．毎週の授業終了後に参考文献や予習資料などを指定するので、これを予習する。
３．授業時に配布される教材や資料を復習し、次回の授業時に問題提起を考える。
４．授業の予定テーマに関連する資料を自ら収集し、これを持って授業討論に臨む。

授 業 計 画

【第 1回】 前期イントロダクション
【第 2回】 最新研究書籍の輪読・討論（１）
【第 3回】 最新研究書籍の輪読・討論（２）
【第 4回】 最新研究書籍の輪読・討論（３）
【第 5回】 最新研究書籍の輪読・討論（４）
【第 6回】 最新研究書籍の輪読・討論（５）
【第 7回】 最新研究書籍の輪読・討論（６）

【第 8回】 最新研究書籍の輪読・討論（７）
【第 9回】 最新研究書籍の輪読・討論（８）
【第10回】 最新研究書籍の輪読・討論（９）
【第11回】 最新研究書籍の輪読・討論（10）
【第12回】 最新研究書籍の輪読・討論（11）
【第13回】 総括

成績評価の方法
１．出席30％
２．プレゼンテーション40％
３．討論参加30％

フィードバックの内容 輪読・報告に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 輪読図書、書籍は、最初授業の時に指示する。

オフィスアワー
－月曜日３限
－品川キャンパス２号館508室
－事前に＜0918＠ ris.ac.jp ＞に連絡すること

アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習など
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0106201 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 地域経済特研２ 苑　志佳 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
前期の授業に引き続き、本授業では中国の経済成長メカニズムを分析・研究する。つまり、現在の中国の経済に関わる諸制
度がどのように変化していくかを問題意識として研究する。講義では、特定のテーマに絞り込んで討議する。講義は、院生
諸君の報告、問題提起、論点をめぐる討論を中心に行う予定である。出席者には、レベルの高いコメントと価値のあるデイ
スカションを活発にしてもらいたい。

到 達 目 標 １．中国の経済システムの歴史的変化および現状を理解することができる；
２．中国経済の高度成長の背景・要因および特徴についてマスターすることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
２．毎週の授業終了後に参考文献や予習資料などを指定するので、これを予習する。
３．授業時に配布される教材や資料を復習し、次回の授業時に問題提起を考える。
４．授業の予定テーマに関連する資料を自ら収集し、これを持って授業討論に臨む。

授 業 計 画

【第14回】 後期イントロダクション
【第15回】 最新研究書籍の輪読・討論（12）
【第16回】 最新研究書籍の輪読・討論（13）
【第17回】 最新研究書籍の輪読・討論（14）
【第18回】 最新研究書籍の輪読・討論（15）
【第19回】 最新研究書籍の輪読・討論（16）
【第20回】 最新研究書籍の輪読・討論（17）

【第21回】 最新研究書籍の輪読・討論（18）
【第22回】 最新研究書籍の輪読・討論（19）
【第23回】 最新研究書籍の輪読・討論（20）
【第24回】 最新研究書籍の輪読・討論（21）
【第25回】 最新研究書籍の輪読・討論（22）
【第26回】 総括

成績評価の方法
１．出席30％
２．プレゼンテーション40％
３．討論参加30％

フィードバックの内容 輪読・報告に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 輪読図書、書籍は、最初授業の時に指示する。

オフィスアワー
－月曜日３限
－品川キャンパス２号館508室
－事前に＜0918＠ ris.ac.jp ＞に連絡すること

アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習など
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 13C0106701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 開発経済学特研３ 芹田　浩司 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

本授業は、前期においてはラテンアメリカ経済に関する主要文献を解説を加えつつ講読することや、等を通じてまた、（受講
人数にもよるが）隔週位のペースでレポートを提出してもらい、それを基に議論を深めること等を通じて同経済の理解をよ
り深めることを目的とする。
また後期においては、前期からの文献講読に加えて、80年代以降に開発戦略の転換やその意義、また経済グローバル化のラ
テンアメリカ経済（産業）に対する影響等の問題について考察を進めていくことを主な目的とする。
※この授業は、修士・博士後期両課程合同で実施します。

到 達 目 標 ラテンアメリカを中心とする発展途上国経済や、発展途上国と先進国との関係について深く学ぶことを通じて、世界経済に
関する知見を深めることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

テキストの該当箇所を読み、分からないところがあれば調べてくること。またレポート課題がある時は、提出期限までにレ
ポートを作成・提出すること。なお、授業外学修時間については60時間以上とする。

授 業 計 画

【第 1回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（１）
【第 2回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（２）
【第 3回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（３）
【第 4回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（４）
【第 5回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（５）
【第 6回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（６）
【第 7回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（７）
【第 8回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（８）
【第 9回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（９）
【第10回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（10）
【第11回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（11）
【第12回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（12）
【第13回】 総復習・質問受け付け等

成績評価の方法 原則として授業への取り組み姿勢（20％）、報告・討論（40％）および課題（レポート等）（40％）によって評価する。
フィードバックの内容 報告に対する講評を随時実施する。また課題に対するアドバイスを行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『The Economic History of Latin America Since Independence』Victor Bulmer-Thomas（Cambridge University Press）2003
教員からのお知らせ 授業中に講読する文献（テキスト）については開講時に指示する。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。

アクティブ･ラーニングの内容
－教員からのフィードバックによる振り返り
－能動的な授業外学習
－ディベート

実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0106801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 開発経済学特研４ 芹田　浩司 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

本授業は、前期においてはラテンアメリカ経済に関する主要文献を解説を加えつつ講読することや、等を通じてまた、（受講
人数にもよるが）隔週位のペースでレポートを提出してもらい、それを基に議論を深めること等を通じて同経済の理解をよ
り深めることを目的とする。
また後期においては、前期からの文献講読に加えて、80年代以降に開発戦略の転換やその意義、また経済グローバル化のラ
テンアメリカ経済（産業）に対する影響等の問題について考察を進めていくことを主な目的とする。
※この授業は、修士・博士後期両課程合同で実施します。

到 達 目 標 ラテンアメリカを中心とする発展途上国経済や、発展途上国と先進国との関係について深く学ぶことを通じて、世界経済に
関する知見を深めることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

テキストの該当箇所を読み、分からないところがあれば調べてくること。またレポート課題がある時は、提出期限までにレ
ポートを作成・提出すること。なお、授業外学修時間については60時間以上とする。

授 業 計 画

【第 1回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（１）
【第 2回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（２）
【第 3回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（３）
【第 4回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（４）
【第 5回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（５）
【第 6回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（６）
【第 7回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（７）
【第 8回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（８）
【第 9回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（９）
【第10回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（10）
【第11回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（11）
【第12回】 ラテンアメリカ経済に関する文献講読および解説、レポート等を基にした議論、受講生による報告等。（12）
【第13回】 総復習・質問の受付等

成績評価の方法 原則として授業への取り組み姿勢（20％）、報告・討論（40％）および課題（レポート等）（40％）によって評価する。
フィードバックの内容 報告に対する講評を随時実施する。また課題に対するアドバイスを行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『The Economic History of Latin America Since Independence』Victor Bulmer-Thomas（Cambridge University Press）2003
教員からのお知らせ 授業中に講読する文献（テキスト）については開講時に指示する。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。

アクティブ･ラーニングの内容
－教員からのフィードバックによる振り返り
－能動的な授業外学習
－ディベート

実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科
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講義コード 13C0106901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済学史特研１ 小沢　佳史 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
この授業の目的は、経済学が現在の姿をとるに至った過程―経済学の歴史―を詳しく理解すること、そしてそれを通じ
て現在の経済学や自分の研究テーマに関する理解をさらに深めることである。そのためにこの授業では、主に19世紀の中頃
までの経済学の歴史をめぐり、履修者による報告と議論に基づいて教科書を輪読する。
なおこの授業は、博士前期課程「経済学史特論１」との合同授業である。

到 達 目 標 １．現在の経済学が誕生するまでのプロセスを、研究者として詳しく説明できる。
２．現在の経済学や自分の研究テーマについて、多様な概念・見解の関係やそれらの背景を研究者として説明できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。授業外学修では、各回の授業の前に、全員が教科書の該当箇所を熟読
し、報告者は報告を入念に準備すること。また各回の授業の後に、全員が授業の内容を振り返りながら、ノートや教科書・
指定図書の該当箇所を何回もじっくりと読み込むこと。

授 業 計 画

【第 1回】 19世紀の中頃までの経済学の歴史
【第 2回】 木村・瀬尾・益永（2022）①―A. スミス以前の経済思想（第１章）
【第 3回】 木村・瀬尾・益永（2022）②―A. スミス（第２章）
【第 4回】 木村・瀬尾・益永（2022）③―D. リカードウとT. R. マルサス（第３章）
【第 5回】 木村・瀬尾・益永（2022）④―J. S. ミル（第４章）
【第 6回】 木村・瀬尾・益永（2022）⑤―ヨーロッパ大陸の諸思想（第５章）
【第 7回】 木村・瀬尾・益永（2022）⑥―なぜ異端派経済学が必要なのか（第11章）
【第 8回】 木村・瀬尾・益永（2022）⑦―K. マルクス（第12章）
【第 9回】 三土（1993）①―経済学史を学ぶにあたって（第１章）
【第10回】 三土（1993）②―古典派以前の経済学（第２章）
【第11回】 三土（1993）③―A. スミスの経済学（第３章）
【第12回】 三土（1993）④―D. リカードウの経済学（第４章）
【第13回】 三土（1993）⑤―K. マルクスの経済学（第５章）

※この進度や内容は目安であり、履修者と相談しながら進度や内容を適宜調整する。
成績評価の方法 報告（30％）、議論を含む授業への取り組み姿勢（20％）、およびレポート（50％）によって評価する。
フィードバックの内容 報告や議論について、授業内でフィードバックする。
教 科 書 『学ぶほどおもしろい 経済学史』木村雄一，瀬尾崇，益永淳 著（晃洋書房）2022、『経済学史』三土修平 著（新世社）1993

指 定 図 書

『経済学史』小峯敦 著（ミネルヴァ書房）2021、『経済学史―経済理論誕生の経緯をたどる』野原慎司，沖公祐，高見典和
著（日本評論社）2019、『経済学史への招待』柳沢哲哉 著（社会評論社）2018、『経済思想』猪木武徳 著（岩波書店）2017、
『経済学史』喜多見洋，水田健 編著（ミネルヴァ書房）2012、『新版 経済思想史―社会認識の諸類型』大田一廣，鈴木信
雄，高哲男，八木紀一郎 編（名古屋大学出版会）2006、『経済学の歴史―市場経済を読み解く』中村達也，八木紀一郎，
新村聡，井上義朗 著（有斐閣）2001、『経済学史』馬渡尚憲 著（有斐閣）1997、『A Brief History of Economic Thought』
Alessandro Roncaglia（Cambridge University Press）2017、『History of Economic Thought: A Critical Perspective（3rd
edition）』E. K. Hunt, Mark Lautzenheiser（Routledge）2011

参 考 書
『私は、経済学をどう読んできたか』ロバート．L. ハイルブローナー 著；中村達也［ほか］訳（筑摩書房）2003、『The His-
tory of Economic Thought: A Reader（Second Edition）』Steven G Medema, Warren J. Samuels（eds.）（Routledge）2013、
『写真で見る ヴィクトリア朝ロンドンの都市と生活』アレックス・ワーナー，トニー・ウィリアムズ 著；松尾恭子 訳（原書
房）2013、『有斐閣経済辞典 第５版』金森久雄，荒憲治郎，森口親司 編（有斐閣）2013

教員からのお知らせ 履修者による報告と議論に基づいて授業が進められるため、無断で欠席したり遅刻したりすることは基本的に認められない。
オフィスアワー この授業に関する質問・相談は、学部学科で定めるオフィスアワーにて受け付ける。また授業終了後、次の授業に支障がな

い範囲で教室内でも対応する。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション。
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

博
士
後
期
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程

講義コード 13C0107001 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済学史特研２ 小沢　佳史 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
この授業の目的は、経済学が現在の姿をとるに至った過程―経済学の歴史―を詳しく理解すること、そしてそれを通じ
て現在の経済学や自分の研究テーマに関する理解をさらに深めることである。そのためにこの授業では、主に19世紀の中頃
までの経済学の歴史をめぐり、履修者による報告と議論に基づいて古典を輪読する。
なおこの授業は、博士前期課程「経済学史特論２」との合同授業である。

到 達 目 標 １．現在の経済学が誕生するまでのプロセスを、古典に基づき、研究者として詳しく説明できる。
２．現在の経済学や自分の研究テーマについて、多様な概念・見解の関係やそれらの背景を研究者として説明できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。授業外学修では、各回の授業の前に、全員が古典の該当箇所を熟読し、
報告者は報告を入念に準備すること。また各回の授業の後に、全員が授業の内容を振り返りながら、ノートや古典・指定図
書の該当箇所を何回もじっくりと読み込むこと。

授 業 計 画

【第 1回】 19世紀の中頃までの経済学の歴史と、A. スミスの学問体系および経済学
【第 2回】 スミスの『国富論』①―序論および本書の構想
【第 3回】 スミスの『国富論』②―第１編（前半）
【第 4回】 スミスの『国富論』③―第１編（中間）
【第 5回】 スミスの『国富論』④―第１編（後半）
【第 6回】 スミスの『国富論』⑤―第２編（前半）
【第 7回】 スミスの『国富論』⑥―第２編（後半）
【第 8回】 スミスの『国富論』⑦―第３編（前半）
【第 9回】 スミスの『国富論』⑧―第３編（後半）
【第10回】 スミスの『国富論』⑨―第４編（前半）
【第11回】 スミスの『国富論』⑩―第４編（後半）
【第12回】 スミスの『国富論』⑪―第５編（前半）
【第13回】 スミスの『国富論』⑫―第５編（後半）

※この進度や内容は目安であり、履修者と相談しながら進度や内容を適宜調整する。
成績評価の方法 報告（30％）、議論を含む授業への取り組み姿勢（20％）、およびレポート（50％）によって評価する。
フィードバックの内容 報告や議論について、授業内でフィードバックする。
教 科 書 『国富論 Ⅰ』アダム・スミス 著；大河内一男 監訳（中央公論新社）2020、『国富論 Ⅱ』アダム・スミス 著；大河内一男 監

訳（中央公論新社）2020、『国富論 Ⅲ』アダム・スミス 著；大河内一男 監訳（中央公論新社）2020

指 定 図 書

『学ぶほどおもしろい 経済学史』木村雄一，瀬尾崇，益永淳 著（晃洋書房）2022、『経済学史』三土修平 著（新世社）1993、
『新版 経済思想史―社会認識の諸類型』大田一廣，鈴木信雄，高哲男，八木紀一郎 編（名古屋大学出版会）2006、『経済
学史』馬渡尚憲 著（有斐閣）1997、『A Brief History of Economic Thought』Alessandro Roncaglia（Cambridge University
Press）2017、『私は、経済学をどう読んできたか』ロバート．L. ハイルブローナー 著；中村達也［ほか］訳（筑摩書房）2003、
『The History of Economic Thought: A Reader（Second Edition）』Steven G Medema, Warren J. Samuels（eds.）（Routledge）
2013、『アダム・スミス―『道徳感情論』と『国富論』の世界』堂目卓生 著（中央公論新社）2008、『アダム・スミス―
自由主義とは何か』水田洋 著（講談社）1997、『アダム・スミスの生涯と著作』デューゴルド・ステュアート 著；福鎌忠恕
訳（御茶の水書房）1984

参 考 書 『写真で見る ヴィクトリア朝ロンドンの都市と生活』アレックス・ワーナー，トニー・ウィリアムズ 著；松尾恭子 訳（原書
房）2013、『有斐閣経済辞典 第５版』金森久雄，荒憲治郎，森口親司 編（有斐閣）2013

教員からのお知らせ 履修者による報告と議論に基づいて授業が進められるため、無断で欠席したり遅刻したりすることは基本的に認められない。
オフィスアワー この授業に関する質問・相談は、学部学科で定めるオフィスアワーにて受け付ける。また授業終了後、次の授業に支障がな

い範囲で教室内でも対応する。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 13C0107301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 日本経済論特研１ 村田　啓子 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

経済学の理論を実体経済に応用するには、理論、データ、制度を踏まえた論考が必要となる。本講義では、ミクロ経済学・
マクロ経済学及び計量経済学の基礎知識を持つ学生を対象に、現代日本経済の動向とその背景を理解するとともに、実施さ
れた政策や問題点についても学ぶ。それにより実体経済について自らの問題意識を持ちつつ主体的に考えていく能力を養い、
併せて自らの研究課題について鳥瞰的な視野からも思考する能力の育成を目指す。
なお、本講義は修士課程の「日本経済特論１」との合同授業である。

到 達 目 標 日本経済の現状と課題及びそれらに関する基本データを理解した上で批判的に検討・分析するための能力が身につき、併せ
て論文執筆のための研究課題の選定及び論考能力が向上する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業で指定されるリーデングリストを事前に読み、理解する。自身の学習・研究目的も踏まえ予習・復習を行う。授業外に
合計60時間以上の学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 概論・国民経済計算からみた日本経済
【第 2回】 文献等の輪読、質問及び討論（１）
【第 3回】 文献等の輪読、質問及び討論（２）
【第 4回】 文献等の輪読、質問及び討論（３）
【第 5回】 文献等の輪読、質問及び討論（４）
【第 6回】 文献等の輪読、質問及び討論（５）
【第 7回】 文献等の輪読、質問及び討論（６）
【第 8回】 文献等の輪読、質問及び討論（７）
【第 9回】 文献等の輪読、質問及び討論（８）
【第10回】 文献等の輪読、質問及び討論（９）
【第11回】 文献等の輪読、質問及び討論（10）
【第12回】 文献等の輪読、質問及び討論（11）
【第13回】 文献等の輪読、質問及び討論（12）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（40％）及び期末レポート（60％）により総合的に判定します。第１回講義で説明します。
フィードバックの内容 輪読、討論などの内容について講義内で講評・解説を行います。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『日本経済のマクロ分析』鶴光太郎・前田佐恵子・村田啓子（日本経済新聞出版社）2019年
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付ける（事前にメールで連絡すること）。
アクティブ･ラーニングの内容 講義内容に関するディスカッションを行います。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0107401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 日本経済論特研２ 村田　啓子 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

経済学の理論を実体経済に応用するには、理論、データ、制度を踏まえた論考が必要となる。本講義では、ミクロ経済学・
マクロ経済学及び計量経済学の基礎知識を持つ学生を対象に、現代日本経済の動向とその背景を理解するとともに、実施さ
れた政策や問題点についても学ぶ。それにより実体経済について自らの問題意識を持ちつつ主体的に考えていく能力を養い、
併せて自らの研究課題について鳥瞰的な視野からも思考する能力の育成を目指す。
なお、本講義は修士課程の「日本経済特論２」との合同授業である。

到 達 目 標 日本経済の現状と課題及びそれらに関する基本データを理解した上で批判的に検討・分析するための能力が身につき、併せ
て論文執筆のための研究課題の選定及び論考能力が向上する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

各自がテーマを選定し、自身の学習・研究を進め発表の準備を行う。発表後は得た質問なども踏まえ自らの理解を適宜修正・
発展させる。授業外に合計60時間以上の学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 概論・文献等の輪読、質問及び討論（１）
【第 2回】 文献等の輪読、質問及び討論（２）
【第 3回】 文献等の輪読、質問及び討論（３）
【第 4回】 文献等の輪読、質問及び討論（４）
【第 5回】 文献等の輪読、質問及び討論（５）
【第 6回】 文献等の輪読、質問及び討論（６）
【第 7回】 文献等の輪読、質問及び討論（７）
【第 8回】 文献等の輪読、質問及び討論（８）
【第 9回】 文献等の輪読、質問及び討論（９）
【第10回】 文献等の輪読、質問及び討論（10）
【第11回】 文献等の輪読、質問及び討論（11）
【第12回】 文献等の輪読、質問及び討論（12）
【第13回】 文献等の輪読、質問及び討論（13）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（40％）及び期末レポート（60％）により総合的に判定します。第１回講義で説明します。
フィードバックの内容 学生が選定したテーマやそれに関するリーデングリスト等を配布し、発表・質問・討論内容についてコメントを行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『日本経済のマクロ分析』鶴光太郎・前田佐恵子・村田啓子（日本経済新聞出版社）2019年
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付ける（事前にメールで連絡すること）。
アクティブ･ラーニングの内容 講義内容に関するディスカッションを行います。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 13C0107701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 労働経済学特研１ 戎野　淑子 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
受講生の研究テーマに基づき、内容を検討したい。具体的な授業については、毎回輪読を実施し、実態調査なども資料にし
ながら、議論を行う。
なお、本講義は、大学院博士後期課程「労働経済学特研１」との合同である。

到 達 目 標
「労働経済学特論１」
各自の研究テーマに関連する労働事情や労働問題等について理解できる。
「労働経済学特研１」
各自の研究テーマに関連する労働事情や労働問題等について理解できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

「労働経済学特論１」
輪読の準備、自分の研究課題についての発表準備
（60時間を必要とする）
「労働経済特研１」
輪読の準備、自分の研究課題についての発表準備
（60時間を必要とする）

授 業 計 画

【第 1回】 ガイダンス：ゼミの進め方を説明し、テーマ等について相談し決める。
【第 2回】 順次テキストを輪読し発表を行う。概ね１講義で1/2chapter 進み、１年間で一冊勉強する予定。（１）
【第 3回】 順次テキストを輪読し発表を行う。概ね１講義で1/2chapter 進み、１年間で一冊勉強する予定。（２）
【第 4回】 順次テキストを輪読し発表を行う。概ね１講義で1/2chapter 進み、１年間で一冊勉強する予定。（３）
【第 5回】 順次テキストを輪読し発表を行う。概ね１講義で1/2chapter 進み、１年間で一冊勉強する予定。（４）
【第 6回】 順次テキストを輪読し発表を行う。概ね１講義で1/2chapter 進み、１年間で一冊勉強する予定。（５）
【第 7回】 順次テキストを輪読し発表を行う。概ね１講義で1/2chapter 進み、１年間で一冊勉強する予定。（６）
【第 8回】 順次テキストを輪読し発表を行う。概ね１講義で1/2chapter 進み、１年間で一冊勉強する予定。（７）
【第 9回】 順次テキストを輪読し発表を行う。概ね１講義で1/2chapter 進み、１年間で一冊勉強する予定。（８）
【第10回】 順次テキストを輪読し発表を行う。概ね１講義で1/2chapter 進み、１年間で一冊勉強する予定。（９）
【第11回】 順次テキストを輪読し発表を行う。概ね１講義で1/2chapter 進み、１年間で一冊勉強する予定。（10）
【第12回】 順次テキストを輪読し発表を行う。概ね１講義で1/2chapter 進み、１年間で一冊勉強する予定。（11）
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 レポート50％、授業での発表・討論50％
フィードバックの内容 フィードバックは次回授業までに行う
教 科 書 『Emloyment Relations』Ed Rose（Printice Hall）2008、『雇用システム論』佐口和郎（有斐閣）2018
指 定 図 書 『労働経済白書』厚生労働省（日経印刷株式会社）2024年
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 水曜日お昼休み
アクティブ･ラーニングの内容 毎回、課題を行い、次週にフィードバックを行う。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 13C0107801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 労働経済学特研２ 戎野　淑子 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
受講生と相談し、興味関心あるテーマを選びたい。ただ、まず、広く雇用問題に焦点をあて、文献研究を行い、特に、日本
の雇用関係の変容について、歴史的な比較分析とともに国際比較を行う。そして、その中で、具体的テーマを絞っていく予
定である。授業の進め方は、毎回輪読を実施し、実態調査なども資料にしながら、議論を行う。
※この授業は、修士・博士後期両課程合同で実施します。

到 達 目 標
「労働経済学特研２」
自分の研究テーマに関連のある労働事情や労働問題について理解を深めることができる。
「労働経済学特論２」
自分の研究テーマに関連のある労働事情や労働問題について理解を深めることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

「労働経済学特研２」
輪読の準備、自分の論文の研究の準備
（60時間を必要とする）
「労働経済学特論２」
輪読の準備、自分の論文の研究の準備
（60時間を必要とする）

授 業 計 画

【第 1回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（１）

【第 2回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（２）

【第 3回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（３）

【第 4回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（４）

【第 5回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（５）

【第 6回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（６）

【第 7回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（７）

【第 8回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（８）

【第 9回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（９）

【第10回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（10）

【第11回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（11）

【第12回】 順次輪読を行い発表する。労働経済、人的資源管理について学ぶ。
適宜、労働経済白書を活用しながら、労働状況やそこにおける諸問題についても確認する。（12）

【第13回】 まとめ
成績評価の方法 レポート70％、授業での発表・討論30％
フィードバックの内容 フィードバックは次回授業までに行う
教 科 書 『人的資本管理の力』白木三秀編著（文眞堂）2018年、『Employment Relations』Ed Rose（Printice Hall）2008
指 定 図 書
参 考 書 『労働経済白書』厚生労働省（日経印刷）2024年
教員からのお知らせ
オフィスアワー 水曜日お昼休み
アクティブ･ラーニングの内容 毎回、課題を行い、次週にそのフィードバックを行う
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 13C0108101 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 日本経済史特研１ 髙橋　美由紀 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
古代から近代19世紀までの日本経済の歴史を学ぶ。教科書の輪読を中心に、実際に授業内で読みながら討論をおこなう。履
修者の希望に添った内容に変更することもある。
※この授業は、修士・博士後期両課程合同で実施する。

到 達 目 標 古代から19世紀までの日本経済の歴史について多様な観点から客観的に論述できること。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

教科書の指定箇所を講義前に予習しておくこと。また、講義で提示された内容について復習しておくこと。
（計65時間）

授 業 計 画

教科書　第Ⅰ部および第Ⅱ部
【第 1回】 日本経済の歴史をどのような視点で見るか
【第 2回】 宗教を基底に置く社会の「市場経済」
【第 3回】 古代の日本経済：中国文明と日本の初期農耕社会～
【第 4回】 古代の日本経済：産業構成と社会編成～
【第 5回】 中世の日本経済：対中貿易と東アジア経済～
【第 6回】 中世の日本経済：都市工業の成長と商人仲間～
【第 7回】 17世紀の日本経済：身分性的制約の下での「市場経済」～
【第 8回】 17世紀の日本経済：近世商人のと有情と幕藩制的全国市場の成立～
【第 9回】 18世紀の日本経済：「日本型華夷秩序」意識と東アジア経済～
【第10回】 18世紀の日本経済：手工業技術の伝播と特産物生産の進展～
【第11回】 18世紀の日本経済：家族小経営と村落共同体～
【第12回】 19世紀の日本経済：「開国」と自由貿易世界
【第13回】 19世紀の日本経済：銀貨低落と経済施策

成績評価の方法 博士課程で研究するものとして必要な基礎知識の習得度合い（40％）、それを基礎に講義に参加し自分の主張が述べられてい
るか（60％）。

フィードバックの内容 講義内で質疑応答をおこなう。レポート等を課した場合は、翌週にコメントを付して返却する。
教 科 書 『日本経済の歴史　列島経済史入門』中西　聡（名古屋大学出版会）2013
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ
講義内容は、履修者の希望等により変更する場合がある。Microsoft Teams で Teamを作るので、ポータルサイトで案内す
るTeamコードを確認して、授業開始までにメンバー登録をすること。
教科書は新年度に改定になる可能性があるので、教員からの連絡を待って購入すること。

オフィスアワー 月曜２限。事前に必ず連絡すること。
メールやチャットにても受付ける。

アクティブ･ラーニングの内容 毎回の授業の中で、自己の意見を述べてもらっている。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0108201 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 日本経済史特研２ 髙橋　美由紀 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 1920年～60年を中心とした日本経済の歴史を学ぶ。また、履修者の希望に添った内容に変更することもある。

※この授業は、修士・博士後期両課程合同で実施する。
到 達 目 標 1920年～60年を中心とした日本経済の歴史について具体的に論述でき、自己の意見として論理的にプレゼンテーションも出

来ること。
授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

参考資料を講義前に予習しておくこと。また、講義で提示された内容について復習しておくこと。
（計65時間）

授 業 計 画

教科書『日本経済の歴史』第Ⅲ部第６章および第７章を扱う
【第 1回】 商法の制定と金本位制
【第 2回】 国際収支の天井と経済政策
【第 3回】 産業革命と工業化
【第 4回】 地主制の展開と植民地農業
【第 5回】 交通網の変容と商品流通
【第 6回】 都市化と生活環境
【第 7回】 産業革命研究の新展開
【第 8回】 ジェンダー・労働市場研究の新展開
【第 9回】 モダニズムと大衆消費社会
【第10回】 ブロック経済から金本位制へ
【第11回】 高橋財政から戦後経済政策へ
【第12回】 「内需」主導の重化学工業化
【第13回】 地主制の後退と戦後農政

各授業では関係する著作等について一緒に輪読をおこなう。
成績評価の方法 講義における大学院で習得した知識を踏まえた報告（60％）、授業態度（40％）。
フィードバックの内容 毎回の講義で質疑応答をおこなう。また、提出物を課した場合には翌週に添削をして返却する。
教 科 書 『日本経済の歴史　列島経済史入門』中西　聡（名古屋大学出版会）2013
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ
講義内容は、履修者の希望等により変更する場合がある。Microsoft Teams で Teamを作るので、ポータルサイトで案内す
るTeamコードを確認して、授業開始までにメンバー登録をすること。
教科書は新年度に改定になる可能性があるので、教員からの連絡を待って購入すること。

オフィスアワー 月曜２限。事前に必ず連絡すること。
メールおよびチャット等でも随時受け付ける。

アクティブ･ラーニングの内容 毎回の授業の中では、各自の意見を述べてもらう。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 13C0109301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 計量経済学特研１ 宮川　幸三 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

本科目では、計量経済学の基礎的な手法を取り上げながら、経済理論と経済データおよび現実の経済現象の結びつきを理解
し、実証分析の基礎的な手法を習得することを目的とする。具体的には、回帰分析の手法を中心にとりあげ、講義だけでな
く、Excel、R、Stata といった統計解析用ソフトウェアを用いたパソコン演習や分析結果についてのプレゼンテーションも
行う。
なお、本科目は修士課程「計量経済学特論１」との合同授業である。

到 達 目 標 計量経済分析の手法を習得し、自らの研究に応用できる。
統計解析用ソフトウェアの使用方法を習得し、自らの研究に応用できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業の内容を理解するために予習・復習すること。
授業内容に関係する論文を読むこと。
この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 本講義の目的と概要
【第 2回】 計量経済学とは
【第 3回】 古典的２変数回帰モデル
【第 4回】 K変数回帰モデル（１）
【第 5回】 K変数回帰モデル（２）
【第 6回】 古典的K変数回帰モデル（１）
【第 7回】 古典的K変数回帰モデル（２）
【第 8回】 K変数回帰モデルの応用（１）
【第 9回】 K変数回帰モデルの応用（２）
【第10回】 モデルの定式化（１）
【第11回】 モデルの定式化（２）
【第12回】 多重共線性（１）
【第13回】 多重共線性（２）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（50％）、プレゼンテーションおよびレポートの内容（50％）によって評価する。
フィードバックの内容 課題の解説を授業時に行う。
教 科 書 『計量経済学（第２版）』浅野 皙、中村 二朗（有斐閣）2009年
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 経済学研究科修士課程レベルで習得すべき統計学、経済学およびパソコンの操作に関する知識を前提として授業を行う。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応する。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、演習、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0109401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 計量経済学特研２ 宮川　幸三 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本科目では、計量経済学の基礎的な手法を取り上げながら、経済理論と経済データおよび現実の経済現象の結びつきを理解
し、実証分析の基礎的な手法を習得することを目的とする。具体的には、計量経済学特研１で学んだ内容を前提としながら、
より進んだ分析手法を学ぶとともに、自らの研究テーマについて行った計量分析に関するプレゼンテーションを行う。
なお、本科目は修士課程「計量経済学特論２」との合同授業です。

到 達 目 標 様々な応用分析の手法を習得し、自らの研究に応用できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業の内容を理解するために予習・復習すること。
授業内容に関係する論文を読むこと。
この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 本講義の目的と概要
【第 2回】 一般化古典的回帰モデル（１）
【第 3回】 一般化古典的回帰モデル（２）
【第 4回】 説明変数と攪乱項の相関（１）
【第 5回】 説明変数と攪乱項の相関（２）
【第 6回】 最尤法（１）
【第 7回】 最尤法（２）
【第 8回】 質的従属変数（１）
【第 9回】 質的従属変数（２）
【第10回】 切断された従属変数
【第11回】 パネルデータ分析（１）
【第12回】 パネルデータ分析（２）
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（50％）、プレゼンテーションおよびレポートの内容（50％）によって評価する。
フィードバックの内容 課題の解説を授業時に行う。
教 科 書 『計量経済学（第２版）』浅野 皙、中村 二朗（有斐閣）2009年
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 経済学研究科修士課程レベルで習得すべき統計学、経済学およびパソコンの操作に関する知識を前提として授業を行う。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応する。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、演習、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 13C0109704 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 研究演習Ⅰ（戎野） 戎野　淑子 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する博士後期課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究
指導を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野において独創的な着眼点に基づく研究課題を設定する能力を高め、
その課題の達成に向けてさまざまな分析手法を駆使することのできる高度な研究能力を獲得することにある。具体的な演習
内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標
１．自らの研究分野に関わる諸問題およびそれらを解決するためのさまざまな分析手法に精通している。
２．独創的な研究課題を設定し、その課題をさまざまな分析手法を用いて達成し、その成果を学術論文として結実させるこ
とができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努めること。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 論文作成１
【第 3回】 論文作成２
【第 4回】 論文作成３
【第 5回】 論文作成４
【第 6回】 論文作成５
【第 7回】 論文作成６
【第 8回】 論文作成７
【第 9回】 論文作成８
【第10回】 論文作成９
【第11回】 論文作成10
【第12回】 論文作成11
【第13回】 論文作成12

【第14回】 論文作成１
【第15回】 論文作成２
【第16回】 論文作成３
【第17回】 論文作成４
【第18回】 論文作成５
【第19回】 論文作成６
【第20回】 論文作成７
【第21回】 論文作成８
【第22回】 論文作成９
【第23回】 論文作成10
【第24回】 論文作成11
【第25回】 論文作成12
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0109705 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 研究演習Ⅰ（苑） 苑　志佳 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する博士後期課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究
指導を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野において独創的な着眼点に基づく研究課題を設定する能力を高め、
その課題の達成に向けてさまざまな分析手法を駆使することのできる高度な研究能力を獲得することにある。具体的な演習
内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標
１．自らの研究分野に関わる諸問題およびそれらを解決するためのさまざまな分析手法に精通している。
２．独創的な研究課題を設定し、その課題をさまざまな分析手法を用いて達成し、その成果を学術論文として結実させるこ
とができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努めること。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 論文作成１
【第 3回】 論文作成２
【第 4回】 論文作成３
【第 5回】 論文作成４
【第 6回】 論文作成５
【第 7回】 論文作成６
【第 8回】 論文作成７
【第 9回】 論文作成８
【第10回】 論文作成９
【第11回】 論文作成10
【第12回】 論文作成11
【第13回】 論文作成12

【第14回】 論文作成１
【第15回】 論文作成２
【第16回】 論文作成３
【第17回】 論文作成４
【第18回】 論文作成５
【第19回】 論文作成６
【第20回】 論文作成７
【第21回】 論文作成８
【第22回】 論文作成９
【第23回】 論文作成10
【第24回】 論文作成11
【第25回】 論文作成12
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

博
士
後
期
課
程

講義コード 13C0109706 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 研究演習Ⅰ（王在喆） 王　在喆 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する博士後期課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究
指導を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野において独創的な着眼点に基づく研究課題を設定する能力を高め、
その課題の達成に向けてさまざまな分析手法を駆使することのできる高度な研究能力を獲得することにある。具体的な演習
内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標
１．自らの研究分野に関わる諸問題およびそれらを解決するためのさまざまな分析手法に精通している。
２．独創的な研究課題を設定し、その課題をさまざまな分析手法を用いて達成し、その成果を学術論文として結実させるこ
とができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努めること。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 論文作成１
【第 3回】 論文作成２
【第 4回】 論文作成３
【第 5回】 論文作成４
【第 6回】 論文作成５
【第 7回】 論文作成６
【第 8回】 論文作成７
【第 9回】 論文作成８
【第10回】 論文作成９
【第11回】 論文作成10
【第12回】 論文作成11
【第13回】 論文作成12

【第14回】 論文作成１
【第15回】 論文作成２
【第16回】 論文作成３
【第17回】 論文作成４
【第18回】 論文作成５
【第19回】 論文作成６
【第20回】 論文作成７
【第21回】 論文作成８
【第22回】 論文作成９
【第23回】 論文作成10
【第24回】 論文作成11
【第25回】 論文作成12
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0109707 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 研究演習Ⅰ（小野﨑） 小野﨑　保 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する博士後期課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究
指導を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野において独創的な着眼点に基づく研究課題を設定する能力を高め、
その課題の達成に向けてさまざまな分析手法を駆使することのできる高度な研究能力を獲得することにある。具体的な演習
内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標
１．自らの研究分野に関わる諸問題およびそれらを解決するためのさまざまな分析手法に精通している。
２．独創的な研究課題を設定し、その課題をさまざまな分析手法を用いて達成し、その成果を学術論文として結実させるこ
とができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努めること。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 論文作成１
【第 3回】 論文作成２
【第 4回】 論文作成３
【第 5回】 論文作成４
【第 6回】 論文作成５
【第 7回】 論文作成６
【第 8回】 論文作成７
【第 9回】 論文作成８
【第10回】 論文作成９
【第11回】 論文作成10
【第12回】 論文作成11
【第13回】 論文作成12

【第14回】 論文作成１
【第15回】 論文作成２
【第16回】 論文作成３
【第17回】 論文作成４
【第18回】 論文作成５
【第19回】 論文作成６
【第20回】 論文作成７
【第21回】 論文作成８
【第22回】 論文作成９
【第23回】 論文作成10
【第24回】 論文作成11
【第25回】 論文作成12
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

博
士
後
期
課
程

講義コード 13C0109708 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 研究演習Ⅰ（川口） 川口　真一 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する博士後期課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究
指導を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野において独創的な着眼点に基づく研究課題を設定する能力を高め、
その課題の達成に向けてさまざまな分析手法を駆使することのできる高度な研究能力を獲得することにある。具体的な演習
内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標
１．自らの研究分野に関わる諸問題およびそれらを解決するためのさまざまな分析手法に精通している。
２．独創的な研究課題を設定し、その課題をさまざまな分析手法を用いて達成し、その成果を学術論文として結実させるこ
とができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努めること。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 論文作成１
【第 3回】 論文作成２
【第 4回】 論文作成３
【第 5回】 論文作成４
【第 6回】 論文作成５
【第 7回】 論文作成６
【第 8回】 論文作成７
【第 9回】 論文作成８
【第10回】 論文作成９
【第11回】 論文作成10
【第12回】 論文作成11
【第13回】 論文作成12

【第14回】 論文作成１
【第15回】 論文作成２
【第16回】 論文作成３
【第17回】 論文作成４
【第18回】 論文作成５
【第19回】 論文作成６
【第20回】 論文作成７
【第21回】 論文作成８
【第22回】 論文作成９
【第23回】 論文作成10
【第24回】 論文作成11
【第25回】 論文作成12
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0109709 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 研究演習Ⅰ（河原） 河原　伸哉 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する博士後期課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究
指導を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野において独創的な着眼点に基づく研究課題を設定する能力を高め、
その課題の達成に向けてさまざまな分析手法を駆使することのできる高度な研究能力を獲得することにある。具体的な演習
内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標
１．自らの研究分野に関わる諸問題およびそれらを解決するためのさまざまな分析手法に精通している。
２．独創的な研究課題を設定し、その課題をさまざまな分析手法を用いて達成し、その成果を学術論文として結実させるこ
とができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努めること。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 論文作成１
【第 3回】 論文作成２
【第 4回】 論文作成３
【第 5回】 論文作成４
【第 6回】 論文作成５
【第 7回】 論文作成６
【第 8回】 論文作成７
【第 9回】 論文作成８
【第10回】 論文作成９
【第11回】 論文作成10
【第12回】 論文作成11
【第13回】 論文作成12

【第14回】 論文作成１
【第15回】 論文作成２
【第16回】 論文作成３
【第17回】 論文作成４
【第18回】 論文作成５
【第19回】 論文作成６
【第20回】 論文作成７
【第21回】 論文作成８
【第22回】 論文作成９
【第23回】 論文作成10
【第24回】 論文作成11
【第25回】 論文作成12
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

博
士
後
期
課
程

講義コード 13C0109710 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 研究演習Ⅰ（北原） 北原　克宣 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する博士後期課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究
指導を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野において独創的な着眼点に基づく研究課題を設定する能力を高め、
その課題の達成に向けてさまざまな分析手法を駆使することのできる高度な研究能力を獲得することにある。具体的な演習
内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標
１．自らの研究分野に関わる諸問題およびそれらを解決するためのさまざまな分析手法に精通している。
２．独創的な研究課題を設定し、その課題をさまざまな分析手法を用いて達成し、その成果を学術論文として結実させるこ
とができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努めること。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 論文作成１
【第 3回】 論文作成２
【第 4回】 論文作成３
【第 5回】 論文作成４
【第 6回】 論文作成５
【第 7回】 論文作成６
【第 8回】 論文作成７
【第 9回】 論文作成８
【第10回】 論文作成９
【第11回】 論文作成10
【第12回】 論文作成11
【第13回】 論文作成12

【第14回】 論文作成１
【第15回】 論文作成２
【第16回】 論文作成３
【第17回】 論文作成４
【第18回】 論文作成５
【第19回】 論文作成６
【第20回】 論文作成７
【第21回】 論文作成８
【第22回】 論文作成９
【第23回】 論文作成10
【第24回】 論文作成11
【第25回】 論文作成12
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0109711 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 研究演習Ⅰ（芹田） 芹田　浩司 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する博士後期課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究
指導を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野において独創的な着眼点に基づく研究課題を設定する能力を高め、
その課題の達成に向けてさまざまな分析手法を駆使することのできる高度な研究能力を獲得することにある。具体的な演習
内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標
１．自らの研究分野に関わる諸問題およびそれらを解決するためのさまざまな分析手法に精通している。
２．独創的な研究課題を設定し、その課題をさまざまな分析手法を用いて達成し、その成果を学術論文として結実させるこ
とができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努めること。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 論文作成１
【第 3回】 論文作成２
【第 4回】 論文作成３
【第 5回】 論文作成４
【第 6回】 論文作成５
【第 7回】 論文作成６
【第 8回】 論文作成７
【第 9回】 論文作成８
【第10回】 論文作成９
【第11回】 論文作成10
【第12回】 論文作成11
【第13回】 論文作成12

【第14回】 論文作成１
【第15回】 論文作成２
【第16回】 論文作成３
【第17回】 論文作成４
【第18回】 論文作成５
【第19回】 論文作成６
【第20回】 論文作成７
【第21回】 論文作成８
【第22回】 論文作成９
【第23回】 論文作成10
【第24回】 論文作成11
【第25回】 論文作成12
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他



― 98 ―

令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

博
士
後
期
課
程

講義コード 13C0109712 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 研究演習Ⅰ（高橋） 髙橋　美由紀 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する博士後期課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究
指導を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野において独創的な着眼点に基づく研究課題を設定する能力を高め、
その課題の達成に向けてさまざまな分析手法を駆使することのできる高度な研究能力を獲得することにある。具体的な演習
内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標
１．自らの研究分野に関わる諸問題およびそれらを解決するためのさまざまな分析手法に精通している。
２．独創的な研究課題を設定し、その課題をさまざまな分析手法を用いて達成し、その成果を学術論文として結実させるこ
とができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努めること。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 論文作成１
【第 3回】 論文作成２
【第 4回】 論文作成３
【第 5回】 論文作成４
【第 6回】 論文作成５
【第 7回】 論文作成６
【第 8回】 論文作成７
【第 9回】 論文作成８
【第10回】 論文作成９
【第11回】 論文作成10
【第12回】 論文作成11
【第13回】 論文作成12

【第14回】 論文作成１
【第15回】 論文作成２
【第16回】 論文作成３
【第17回】 論文作成４
【第18回】 論文作成５
【第19回】 論文作成６
【第20回】 論文作成７
【第21回】 論文作成８
【第22回】 論文作成９
【第23回】 論文作成10
【第24回】 論文作成11
【第25回】 論文作成12
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0109715 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 研究演習Ⅰ（林） 林　康史 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する博士後期課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究
指導を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野において独創的な着眼点に基づく研究課題を設定する能力を高め、
その課題の達成に向けてさまざまな分析手法を駆使することのできる高度な研究能力を獲得することにある。具体的な演習
内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標
１．自らの研究分野に関わる諸問題およびそれらを解決するためのさまざまな分析手法に精通している。
２．独創的な研究課題を設定し、その課題をさまざまな分析手法を用いて達成し、その成果を学術論文として結実させるこ
とができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努めること。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 論文作成１
【第 3回】 論文作成２
【第 4回】 論文作成３
【第 5回】 論文作成４
【第 6回】 論文作成５
【第 7回】 論文作成６
【第 8回】 論文作成７
【第 9回】 論文作成８
【第10回】 論文作成９
【第11回】 論文作成10
【第12回】 論文作成11
【第13回】 論文作成12

【第14回】 論文作成１
【第15回】 論文作成２
【第16回】 論文作成３
【第17回】 論文作成４
【第18回】 論文作成５
【第19回】 論文作成６
【第20回】 論文作成７
【第21回】 論文作成８
【第22回】 論文作成９
【第23回】 論文作成10
【第24回】 論文作成11
【第25回】 論文作成12
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

博
士
後
期
課
程

講義コード 13C0109717 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 研究演習Ⅰ（宮川） 宮川　幸三 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する博士後期課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究
指導を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野において独創的な着眼点に基づく研究課題を設定する能力を高め、
その課題の達成に向けてさまざまな分析手法を駆使することのできる高度な研究能力を獲得することにある。具体的な演習
内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標
１．自らの研究分野に関わる諸問題およびそれらを解決するためのさまざまな分析手法に精通している。
２．独創的な研究課題を設定し、その課題をさまざまな分析手法を用いて達成し、その成果を学術論文として結実させるこ
とができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努めること。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 論文作成１
【第 3回】 論文作成２
【第 4回】 論文作成３
【第 5回】 論文作成４
【第 6回】 論文作成５
【第 7回】 論文作成６
【第 8回】 論文作成７
【第 9回】 論文作成８
【第10回】 論文作成９
【第11回】 論文作成10
【第12回】 論文作成11
【第13回】 論文作成12

【第14回】 論文作成１
【第15回】 論文作成２
【第16回】 論文作成３
【第17回】 論文作成４
【第18回】 論文作成５
【第19回】 論文作成６
【第20回】 論文作成７
【第21回】 論文作成８
【第22回】 論文作成９
【第23回】 論文作成10
【第24回】 論文作成11
【第25回】 論文作成12
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0109718 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 研究演習Ⅰ（村田） 村田　啓子 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する博士後期課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究
指導を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野において独創的な着眼点に基づく研究課題を設定する能力を高め、
その課題の達成に向けてさまざまな分析手法を駆使することのできる高度な研究能力を獲得することにある。具体的な演習
内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標
１．自らの研究分野に関わる諸問題およびそれらを解決するためのさまざまな分析手法に精通している。
２．独創的な研究課題を設定し、その課題をさまざまな分析手法を用いて達成し、その成果を学術論文として結実させるこ
とができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努めること。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 論文作成１
【第 3回】 論文作成２
【第 4回】 論文作成３
【第 5回】 論文作成４
【第 6回】 論文作成５
【第 7回】 論文作成６
【第 8回】 論文作成７
【第 9回】 論文作成８
【第10回】 論文作成９
【第11回】 論文作成10
【第12回】 論文作成11
【第13回】 論文作成12

【第14回】 論文作成１
【第15回】 論文作成２
【第16回】 論文作成３
【第17回】 論文作成４
【第18回】 論文作成５
【第19回】 論文作成６
【第20回】 論文作成７
【第21回】 論文作成８
【第22回】 論文作成９
【第23回】 論文作成10
【第24回】 論文作成11
【第25回】 論文作成12
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

博
士
後
期
課
程

講義コード 13C0205801 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 研究演習Ⅲ（戎野） 戎野　淑子 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する博士後期課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究
指導を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野において独創的な着眼点に基づく研究課題を設定する能力を高め、
その課題の達成に向けてさまざまな分析手法を駆使することのできる高度な研究能力を獲得することにある。具体的な演習
内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標
１．自らの研究分野に関わる諸問題およびそれらを解決するためのさまざまな分析手法に精通している。
２．独創的な研究課題を設定し、その課題をさまざまな分析手法を用いて達成し、その成果を学術論文として結実させるこ
とができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努めること。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 論文作成１
【第 3回】 論文作成２
【第 4回】 論文作成３
【第 5回】 論文作成４
【第 6回】 論文作成５
【第 7回】 論文作成６
【第 8回】 論文作成７
【第 9回】 論文作成８
【第10回】 論文作成９
【第11回】 論文作成10
【第12回】 論文作成11
【第13回】 論文作成12

【第14回】 論文作成１
【第15回】 論文作成２
【第16回】 論文作成３
【第17回】 論文作成４
【第18回】 論文作成５
【第19回】 論文作成６
【第20回】 論文作成７
【第21回】 論文作成８
【第22回】 論文作成９
【第23回】 論文作成10
【第24回】 論文作成11
【第25回】 論文作成12
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0205802 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 研究演習Ⅲ（林） 林　康史 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する博士後期課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究
指導を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野において独創的な着眼点に基づく研究課題を設定する能力を高め、
その課題の達成に向けてさまざまな分析手法を駆使することのできる高度な研究能力を獲得することにある。具体的な演習
内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標
１．自らの研究分野に関わる諸問題およびそれらを解決するためのさまざまな分析手法に精通している。
２．独創的な研究課題を設定し、その課題をさまざまな分析手法を用いて達成し、その成果を学術論文として結実させるこ
とができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努めること。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 論文作成１
【第 3回】 論文作成２
【第 4回】 論文作成３
【第 5回】 論文作成４
【第 6回】 論文作成５
【第 7回】 論文作成６
【第 8回】 論文作成７
【第 9回】 論文作成８
【第10回】 論文作成９
【第11回】 論文作成10
【第12回】 論文作成11
【第13回】 論文作成12

【第14回】 論文作成１
【第15回】 論文作成２
【第16回】 論文作成３
【第17回】 論文作成４
【第18回】 論文作成５
【第19回】 論文作成６
【第20回】 論文作成７
【第21回】 論文作成８
【第22回】 論文作成９
【第23回】 論文作成10
【第24回】 論文作成11
【第25回】 論文作成12
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

博
士
後
期
課
程

講義コード 13C0205902 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 研究演習Ⅲ（苑） 苑　志佳 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する博士後期課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究
指導を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野において独創的な着眼点に基づく研究課題を設定する能力を高め、
その課題の達成に向けてさまざまな分析手法を駆使することのできる高度な研究能力を獲得することにある。具体的な演習
内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標
１．自らの研究分野に関わる諸問題およびそれらを解決するためのさまざまな分析手法に精通している。
２．独創的な研究課題を設定し、その課題をさまざまな分析手法を用いて達成し、その成果を学術論文として結実させるこ
とができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努めること。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 論文作成１
【第 3回】 論文作成２
【第 4回】 論文作成３
【第 5回】 論文作成４
【第 6回】 論文作成５
【第 7回】 論文作成６
【第 8回】 論文作成７
【第 9回】 論文作成８
【第10回】 論文作成９
【第11回】 論文作成10
【第12回】 論文作成11
【第13回】 論文作成12

【第14回】 論文作成１
【第15回】 論文作成２
【第16回】 論文作成３
【第17回】 論文作成４
【第18回】 論文作成５
【第19回】 論文作成６
【第20回】 論文作成７
【第21回】 論文作成８
【第22回】 論文作成９
【第23回】 論文作成10
【第24回】 論文作成11
【第25回】 論文作成12
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0206001 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 研究演習Ⅳ（苑） 苑　志佳 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する博士後期課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究
指導を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野において独創的な着眼点に基づく研究課題を設定する能力を高め、
その課題の達成に向けてさまざまな分析手法を駆使することのできる高度な研究能力を獲得することにある。具体的な演習
内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標
１．自らの研究分野に関わる諸問題およびそれらを解決するためのさまざまな分析手法に精通している。
２．独創的な研究課題を設定し、その課題をさまざまな分析手法を用いて達成し、その成果を学術論文として結実させるこ
とができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努めること。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 論文作成１
【第 3回】 論文作成２
【第 4回】 論文作成３
【第 5回】 論文作成４
【第 6回】 論文作成５
【第 7回】 論文作成６
【第 8回】 論文作成７
【第 9回】 論文作成８
【第10回】 論文作成９
【第11回】 論文作成10
【第12回】 論文作成11
【第13回】 論文作成12

【第14回】 論文作成１
【第15回】 論文作成２
【第16回】 論文作成３
【第17回】 論文作成４
【第18回】 論文作成５
【第19回】 論文作成６
【第20回】 論文作成７
【第21回】 論文作成８
【第22回】 論文作成９
【第23回】 論文作成10
【第24回】 論文作成11
【第25回】 論文作成12
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科

博
士
後
期
課
程

講義コード 13C0206002 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 研究演習Ⅳ（小野﨑） 小野﨑　保 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する博士後期課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究
指導を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野において独創的な着眼点に基づく研究課題を設定する能力を高め、
その課題の達成に向けてさまざまな分析手法を駆使することのできる高度な研究能力を獲得することにある。具体的な演習
内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標
１．自らの研究分野に関わる諸問題およびそれらを解決するためのさまざまな分析手法に精通している。
２．独創的な研究課題を設定し、その課題をさまざまな分析手法を用いて達成し、その成果を学術論文として結実させるこ
とができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努めること。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 論文作成１
【第 3回】 論文作成２
【第 4回】 論文作成３
【第 5回】 論文作成４
【第 6回】 論文作成５
【第 7回】 論文作成６
【第 8回】 論文作成７
【第 9回】 論文作成８
【第10回】 論文作成９
【第11回】 論文作成10
【第12回】 論文作成11
【第13回】 論文作成12

【第14回】 論文作成１
【第15回】 論文作成２
【第16回】 論文作成３
【第17回】 論文作成４
【第18回】 論文作成５
【第19回】 論文作成６
【第20回】 論文作成７
【第21回】 論文作成８
【第22回】 論文作成９
【第23回】 論文作成10
【第24回】 論文作成11
【第25回】 論文作成12
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0206201 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 研究演習Ⅴ（苑） 苑　志佳 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する博士後期課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究
指導を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野において独創的な着眼点に基づく研究課題を設定する能力を高め、
その課題の達成に向けてさまざまな分析手法を駆使することのできる高度な研究能力を獲得することにある。具体的な演習
内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標
１．自らの研究分野に関わる諸問題およびそれらを解決するためのさまざまな分析手法に精通している。
２．独創的な研究課題を設定し、その課題をさまざまな分析手法を用いて達成し、その成果を学術論文として結実させるこ
とができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努めること。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 論文作成１
【第 3回】 論文作成２
【第 4回】 論文作成３
【第 5回】 論文作成４
【第 6回】 論文作成５
【第 7回】 論文作成６
【第 8回】 論文作成７
【第 9回】 論文作成８
【第10回】 論文作成９
【第11回】 論文作成10
【第12回】 論文作成11
【第13回】 論文作成12

【第14回】 論文作成１
【第15回】 論文作成２
【第16回】 論文作成３
【第17回】 論文作成４
【第18回】 論文作成５
【第19回】 論文作成６
【第20回】 論文作成７
【第21回】 論文作成８
【第22回】 論文作成９
【第23回】 論文作成10
【第24回】 論文作成11
【第25回】 論文作成12
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 13C0206203 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 研究演習Ⅴ（真田） 真田　治子 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する博士後期課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究
指導を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野において独創的な着眼点に基づく研究課題を設定する能力を高め、
その課題の達成に向けてさまざまな分析手法を駆使することのできる高度な研究能力を獲得することにある。具体的な演習
内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標
１．自らの研究分野に関わる諸問題およびそれらを解決するためのさまざまな分析手法に精通している。
２．独創的な研究課題を設定し、その課題をさまざまな分析手法を用いて達成し、その成果を学術論文として結実させるこ
とができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努めること。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 論文作成１
【第 3回】 論文作成２
【第 4回】 論文作成３
【第 5回】 論文作成４
【第 6回】 論文作成５
【第 7回】 論文作成６
【第 8回】 論文作成７
【第 9回】 論文作成８
【第10回】 論文作成９
【第11回】 論文作成10
【第12回】 論文作成11
【第13回】 論文作成12

【第14回】 論文作成１
【第15回】 論文作成２
【第16回】 論文作成３
【第17回】 論文作成４
【第18回】 論文作成５
【第19回】 論文作成６
【第20回】 論文作成７
【第21回】 論文作成８
【第22回】 論文作成９
【第23回】 論文作成10
【第24回】 論文作成11
【第25回】 論文作成12
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 13C0206301 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 なし 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 研究演習Ⅵ（宮川） 宮川　幸三 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習は、学位論文を作成する博士後期課程の学生を対象とし、履修者の問題意識に沿いつつ、学位論文作成のための研究
指導を行うものである。授業の目的は、各自の研究分野において独創的な着眼点に基づく研究課題を設定する能力を高め、
その課題の達成に向けてさまざまな分析手法を駆使することのできる高度な研究能力を獲得することにある。具体的な演習
内容と授業の実施方式は各開講教員に委ねられている。

到 達 目 標
１．自らの研究分野に関わる諸問題およびそれらを解決するためのさまざまな分析手法に精通している。
２．独創的な研究課題を設定し、その課題をさまざまな分析手法を用いて達成し、その成果を学術論文として結実させるこ
とができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．研究課題に関する文献を幅広く渉猟し、当該研究分野における重要な問題の発見に努めること。
２．授業時に出されたコメントや助言をよく理解し、これらを踏まえつつ問題解決に向けて複数の分析手法の修得に努めること。
これらを併せて、合計120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1回】 研究と論文作成の概要
【第 2回】 論文作成１
【第 3回】 論文作成２
【第 4回】 論文作成３
【第 5回】 論文作成４
【第 6回】 論文作成５
【第 7回】 論文作成６
【第 8回】 論文作成７
【第 9回】 論文作成８
【第10回】 論文作成９
【第11回】 論文作成10
【第12回】 論文作成11
【第13回】 論文作成12

【第14回】 論文作成１
【第15回】 論文作成２
【第16回】 論文作成３
【第17回】 論文作成４
【第18回】 論文作成５
【第19回】 論文作成６
【第20回】 論文作成７
【第21回】 論文作成８
【第22回】 論文作成９
【第23回】 論文作成10
【第24回】 論文作成11
【第25回】 論文作成12
【第26回】 総括

成績評価の方法 原則としては、授業への取り組み姿勢（30％）、発表・討論（50％）および最終課題（レポート等）（20％）によって評価す
るが、各担当教員によって変更の可能性があるので事前に確認しておくこと。

フィードバックの内容 報告や論文に対するコメントを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部にて定めている各教員のオフィスアワーにて受け付ける。また、WebClass のメッセー

ジ機能でも受け付ける（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。
アクティブ･ラーニングの内容 演習、教員からのフィードバックによる振り返り、ディベート、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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ղ ⏺ୡࠕ❶��➨㸦Ἑᮧဴ⦅ⴭ㸧࠘୰ᚰࢆ῭⤒ኚㇺ㸸⡿ᅜ̿᪂⯆ᅜࡢ῭⤒⏺ୡࡢ㔠⼥༴ᶵᚋࣝࣂ࣮ࣟࢢࠗ

㔠⼥༴ᶵᚋࡢ୰ᅜᴗࣝࣂ࣮ࣟࢢࡢ̿ࣝࢪࣛࣈ㐍ฟࡿࡍ୰ᅜ⮬ື㌴ᴗࢆ୰ᚰࠖ㸦ᇳ➹ศᢸ㸧ࢼࠊ

��ࠊ∧ฟࣖࢩࢽ࢝�㹼���㡫ࠊ����ᖺ�᭶ 

ճ ࠗ��ୡ⣖㈨ᮏ⩏ୡ⏺ࡢ㌿ኚᐜ̿⤒῭࣭⎔ቃ࣭ᩥ࣭ゝㄒࡿࡼ㔜ᒙⓗศᯒ̿࠘㸦ஂᑑ࣭ඖᮌ

㟹࣭ⱌᚿె࣭ཎඞᐉ⦅㸧ࠕ❶�➨ࠊ୰ᅜ㈨ᮏ⩏㛵ࡿࡍㄽ⪃̿ࠕ」ྜᆺ㈨ᮏ⩏ࠖࡢᵝ┦̿ࠖᢈホ

 ����ᖺ�᭶ࠊ���㹼���㡫ࠊ♫

մ ࠗ㔠ᆺ⏘ᴗࡢᢏ⾡ᙧᡂⓎᒎࡢᵝ┦࠘㸦㤿ሙᩄᖾ⦅㸧➨��❶ࠕ୰ᅜ⮬ື㌴㔠ᆺᴗࡢᾏእ㐍ฟࡢ⫼ᬒᡓ

 ����ᖺ�᭶ࠊ���㹼���㡫ࠊ♫᪥ᮏホㄽࠊ㸦ᇳ➹ศᢸ㸧࡚ࠖ̿ࡗࡄࡵࢆ㔠ᆺᴗ㈙ࣛࣁࢠ࢜ࡿࡼ'>%̿␎

յ ࠗ୰ᅜᴗᑐእ┤᥋ᢞ㈨ࠕ̿̿ࢸࣥࣟࣇࡢᚋⓎᅜᆺከᅜ⡠ᴗࠖࡢᑐࢪ㐍ฟᒎ㛤̿̿࠘ᡂ

 ����ᖺ�᭶ࠊ♫
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 ࡋࡼ ࡾ࠶   ࠺࠾ ࡞ࡀࡾࡩ

Ặ ྡ ⋤ ᅾ ႀ
⫋   ྡ ᩍ  ᤵ Ꮫ    ⤒῭Ꮫ༤ኈ 

࡞ᢸᙜ⛉┠
࠙Ꮫ㒊࣮ࣝࢼ࣑ࢮ ࠚϨ࣭ϩ࣭Ϫ ⤒῭⤫ィᏛ

࠙Ꮫ㝔ࠚ⤒῭⤫ィᏛ≉ㄽ ⤒῭⤫ィᏛ≉◊

㊃࣭≉ᢏ ㄞ᭩ࠊ༟⌫࣮࢝ࢵࢧࠊ㚷㈹

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ

㸦ᯇᑿ⢭ᩥ࣭ᑠᖭṇᩄヂ㸧ࠗࢬࣥࢹࢠ࣭࣮ࢽࢯࣥ ᅜẸᅜᐙᭀຊ࠘⪋❧᭩ᡣࠊ����ᖺࠋ

ᮧୖὈுࠗྂࡢᨻ⤒῭Ꮫ 㸦࠘ୖ࣭ୗ㸧୰ኸබㄽ♫ࠊ����ᖺࠋ

㸦㟷ᰗṇつ┘ಟ㸧ࠗࢶ࣮ࣂ�0�ࣟ- ᅗㄝ ୡ⏺ࡢṔྐ 㸦࠘ ��ᕳ㸧ඖ♫ ����ᖺࠋ

※㉳ࡢⴭ࣭⏣ᘯ⥅ヂࠗᨻ࣐ࣖࢡࣇ࣭ࢫࢩࣥࣛࣇ 㸦࠘ୖࠊୗ㸧ㅮㄯ♫ࠊ����ᖺࠋ

ᩍဨࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢࡽ Ꮫ௦ࡣ⮬ศࡁ⩿ࡢ᪉ࢆぢࡿࡅࡘᮇ࡛ࠋࡍ

␎    Ṕ

���� ᖺ  ୖᾏ㕲㐨Ꮫ㸦⌧ྠ῭Ꮫ㸧㟁ಙᕤᏛ㒊 ༞ᴗ 

���� ᖺ  ❧ṇᏛᏛ㝔⤒῭Ꮫ◊✲⛉ಟኈㄢ⛬ ಟ 

���� ᖺ  ᠕⩏ሿᏛᏛ㝔⤒῭Ꮫ◊✲⛉༤ኈㄢ⛬ ಟ 

����ᖺ  ᠕⩏ሿᏛ⥲ྜᨻ⟇Ꮫ㒊ຓᩍ 

����ᖺ  ᠕⩏ሿᏛ⥲ྜᨻ⟇Ꮫ㒊ᐈဨຓᩍᤵ 

����ᖺ  ❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ㒊ຓᩍᤵ 

���� ṇᏛ⤒῭Ꮫ㒊ᩍᤵ❧ ࡾࡼ

ᑓ 㛛 ศ 㔝 ୰ᅜ⤒῭ㄽࠊ᪥୰⤒῭ẚ㍑ศᯒ

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ ᪥୰୧ᅜࡢ⤒῭ⓗ࡞┦౫Ꮡ㛵ಀ㛵ࡿࡍィ㔞ศᯒ

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼
㸦ඹⴭ㸧ࠗ ���� ᖺ୰ᅜ⏘ᴗ㐃㛵⾲࠘ࡢ≉ᚩࡢ࡚࠸ࡘ⪃ᐹ̿ࠗ���� ᖺ᪥୰㡑ᅜ㝿⏘ᴗ㐃㛵⾲࠘ࡢ◊✲㛤Ⓨྥ

࡚ࠗ࠘̿ࡅ ⤒῭ᏛᏘሗ 㸦࠘❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ㸧�� ᕳ ����ࠊྕ� ᖺࠋ 

㸦ඹⴭ㸧ࠕᅜ㝿⏘ᴗ㐃㛵ࣔࣝࢹᇶ࡙ࡃ᪥୰㈠᫆ᵓ㐀ࡢᐇド◊✲ࠖࠗ ⤒῭ᏛᏘሗ 㸦࠘❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ㸧�� ᕳ �

����ࠊྕ ᖺࠋ 

㸦ඹⴭ㸧ࠕ⏘ᴗᵓ㐀ࡢ≉ᛶ㛵ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࡿࡍศᯒࠖࠗ ⤒῭ᏛᏘሗ 㸦࠘❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ㸧�� ᕳ � ྕ㸦⤒῭Ꮫ

㒊㛤タ �� ࿘ᖺグᛕྕ㸧ࠊ���� ᖺࠋ 

㸦༢ⴭ㸧ࠕ᪥ᮏ୰ᅜࡢ⏘ᴗᵓ㐀࡚ࠗࠖ࠸ࡘ≦⌧ࡢ ⤒῭ᏛᏘሗ 㸦࠘❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ㸧�� ᕳ ����ࠊྕ� ᖺࠋ 

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧 
㸦ඹⴭ㸧ࠕ୰ᅜᮾ㒊ἢᾏᆅᇦ᪥ᮏࡢᅜ㝿⏘ᴗ㐃㛵ᵓ㐀̿���� ᖺ୰ᅜᆅᇦ⏘ᴗ㐃㛵⾲ࡧࡼ࠾᪥୰ᅜ㝿⏘ᴗ㐃

㛵⾲ࡿࡼᐇドศᯒࠖࠗ ୰ிᏛ⤒῭Ꮫㄽྀ࠘�� ����ࠊྕ ᖺࠋ 

㸦ඹⴭ㸧ࠕ୰ᅜୖᾏᆅᇦ᪥ᮏࡢᅜ㝿⏘ᴗᵓ㐀̿���� ᖺつᶍู᪥ᮏ࣭୰ᅜ࣭ୖᾏᅜ㝿ᆅᇦ⏘ᴗ㐃㛵⾲ࡿࡼ

ᐇドศᯒࠖࠗ ⤒῭ᏛᏘሗ 㸦࠘❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ㸧��ᕳ ����ࠊྕ� ᖺࠋ 

㸦ඹⴭ㸧ࠗ ᪥୰㐃㛵ᵓ㐀ࡢ⤒῭ศᯒ࠘ວⲡ᭩ᡣࠊ���� ᖺࠋ 

㸦ඹⴭ㸧ࠕ୰ᅜἢᾏᆅᇦࡀ᪥ᮏ⤒῭ཬࡓࡋࡰᙳ㡪ࠖࠗ ᆅᇦᏛ◊✲ 㸦࠘᪥ᮏᆅᇦᏛ㸧➨ �� ᕳ➨ ����ࠊྕ� ᖺࠋ 

㸦ඹⴭ㸧͇(FRQRPiF iQWHUUHODWiRQVKiS EHWZHHQ -DSDQ DQG WKH &KiQHVH FRDVWDO DUHD � $Q HPSiUiFDO DQDO\ViV 

XViQJ iQWHUQDWiRQDO DQG UHJiRQDO iQSXW�RXWSXW PRGHO͇� &KXN\R 8QiYHUViW\ ,QVWiWXWH RI (FRQRPiFV 

'iVFXVViRQ 3DSHU 6HUiHV 1R������-DQXDU\ ����� 

㸦ඹⴭ㸧͇'HYHORSPHQW DQG &KDOOHQJH RI WKH -DSDQ�.RUHD�&KiQD ,QWHUQDWiRQDO ,QSXW�2XWSXW 7DEOH͇� 

ࠗ⤒῭ᏛᏘሗ 㸦࠘❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ㸧��ᕳ ����ࠊྕ�࣭� ᖺࠋ 

㸦ඹⴭ㸧㸦㡑ᅜ⏘ᴗ◊✲㝔㸦.(,7㸧ጤク◊✲㸧ࠕ㡑᪥୰㛫⏘ᴗู㈠᫆ࡢẚ㍑ඃᵓ㐀ࡢኚศᯒࠖ㡑ᅜ⏘ᴗ◊✲

㝔㸦❧ṇᏛ◊✲ᨭ࣮ࢱࣥࢭᡤ㸧ࠋ����ࠊ

ᡤ ᒓ Ꮫ 
ᅜ㝿ᆅᇦᏛࠊ᪥ᮏᆅᇦᏛࠊ⎔ኴᖹὒ⏘ᴗ㐃㛵ศᯒᏛ㸦3$3$,26㸧ࠊ୰ᅜᢞධ

⏘ฟᏛ 

   ࡋ    ࢇ࠼ ࡞ࡀࡾࡩ

Ặ ྡ ⱌ ᚿ ె

⫋   ྡ ᩍ  ᤵ Ꮫ      ⤒῭Ꮫ༤ኈ 

࡞ᢸᙜ⛉┠
࠙Ꮫ㒊ࢪࠚ⤒῭ㄽࠊ୰ᅜ⤒῭ㄽ 

࠙Ꮫ㝔ࠚᆅᇦ⤒῭≉ㄽࠊᆅᇦ⤒῭≉Ṧ◊✲ 

㊃࣭≉ᢏ ࠊ࣮࢟ࢫㄞ᭩ࠊ᪑⾜ࠊே㛫ほᐹ 

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ ࠗᅜᐩㄽ࠘㸦$ࢫ࣑ࢫ�㸧 

ᩍဨࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢࡽ :KHUH WKHUH iV D ZiOO� WKHUH iV D ZD\㸟 

␎    Ṕ

����㹼����ᖺ ୰ᅜᑐእ⤒῭㈠᫆Ꮫ 

����㹼����ᖺ 721)6࣓࢝ࣜ +$//ᏛᏛ㝔 

����㹼����ᖺ ᮾிᏛᏛ㝔⤒῭Ꮫ◊✲⛉ 

����㹼����ᖺ 6$),ᰯ࣮ࣞࢡ࣮ࣂ&8࣓࢝ࣜᐈဨ◊✲ဨ 

����ᖺ㹼⌧ᅾࡿ⮳�  ❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ㒊 

ᑓ 㛛 ศ 㔝 ୰ᅜ⤒῭ㄽࢪࠊ⤒῭ㄽ 

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ ୰ᅜࡢᑐእ┤᥋ᢞ㈨ࠊ୰ᅜࡢ⏘ᴗ➇தຊࠊ୰ᅜࡢᴗไᗘ 

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼
ձ ᴗࠕ❶�➨ࠊᅜ㝿⤒Ⴀ࠘㸦ศᢸᇳ➹㸧㸦ᯈᇉ༤࣭࿘బ႐࣭㖹భ㘏⦅㸧ᩥ┿ᇽࡃゎࡳㄞ࡛ࢫࢡࢵࣆࢺࠗ

����ࠖ����ᖺ̿̿ࡢࡿࡍከᅜ⡠ࡐ࡞ࡣ᭶ 

ղ ࠗୡ⏺㐍ฟࡿࡍ୰ᅜᆺከᅜ⡠ᴗ࠘㸦༢ⴭ㸧ᡂ♫ࠊ����ᖺ�᭶ 

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧

ձ ࠕ❶�➨㌿ྍ⬟ᛶ࠘㸦ᇳ➹ศᢸ㸧㸦බᩥ⁅⦅ⴭ㸧⛣ࡢ࣒ࢸࢫࢩ⏘⏕᪥ᮏᴗ㸸᪥ᮏⓗ⤒Ⴀࡢ࢝ࣜࣇࠗ

₻ࠊࠖ̿୰ᚰࢆ᪥⣔ᕤሙࡢࢪࢽࣗࢳࢥࢵ㸸ࣔࣟࡿࡍ㐃ᦠ㌴㒊ရᕤሙ̿Ḣᕞᕷሙື⮬ࡢ࢝ࣜࣇ

����ࠊ���㹼���㡫ࠊ♫ᖺ�᭶ 

ղ ⏺ୡࠕ❶��➨㸦Ἑᮧဴ⦅ⴭ㸧࠘୰ᚰࢆ῭⤒ኚㇺ㸸⡿ᅜ̿᪂⯆ᅜࡢ῭⤒⏺ୡࡢ㔠⼥༴ᶵᚋࣝࣂ࣮ࣟࢢࠗ

㔠⼥༴ᶵᚋࡢ୰ᅜᴗࣝࣂ࣮ࣟࢢࡢ̿ࣝࢪࣛࣈ㐍ฟࡿࡍ୰ᅜ⮬ື㌴ᴗࢆ୰ᚰࠖ㸦ᇳ➹ศᢸ㸧ࢼࠊ

��ࠊ∧ฟࣖࢩࢽ࢝�㹼���㡫ࠊ����ᖺ�᭶ 

ճ ࠗ��ୡ⣖㈨ᮏ⩏ୡ⏺ࡢ㌿ኚᐜ̿⤒῭࣭⎔ቃ࣭ᩥ࣭ゝㄒࡿࡼ㔜ᒙⓗศᯒ̿࠘㸦ஂᑑ࣭ඖᮌ

㟹࣭ⱌᚿె࣭ཎඞᐉ⦅㸧ࠕ❶�➨ࠊ୰ᅜ㈨ᮏ⩏㛵ࡿࡍㄽ⪃̿ࠕ」ྜᆺ㈨ᮏ⩏ࠖࡢᵝ┦̿ࠖᢈホ

 ����ᖺ�᭶ࠊ���㹼���㡫ࠊ♫

մ ࠗ㔠ᆺ⏘ᴗࡢᢏ⾡ᙧᡂⓎᒎࡢᵝ┦࠘㸦㤿ሙᩄᖾ⦅㸧➨��❶ࠕ୰ᅜ⮬ື㌴㔠ᆺᴗࡢᾏእ㐍ฟࡢ⫼ᬒᡓ

 ����ᖺ�᭶ࠊ���㹼���㡫ࠊ♫᪥ᮏホㄽࠊ㸦ᇳ➹ศᢸ㸧࡚ࠖ̿ࡗࡄࡵࢆ㔠ᆺᴗ㈙ࣛࣁࢠ࢜ࡿࡼ'>%̿␎

յ ࠗ୰ᅜᴗᑐእ┤᥋ᢞ㈨ࠕ̿̿ࢸࣥࣟࣇࡢᚋⓎᅜᆺከᅜ⡠ᴗࠖࡢᑐࢪ㐍ฟᒎ㛤̿̿࠘ᡂ

 ����ᖺ�᭶ࠊ♫
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࡞ࡀࡾࡩ  ࢮ ࢘࢜

Ặ ྡ ⋤ ⰹ
⫋   ྡ ᩍᤵ Ꮫ    ༤ኈ㸦⤒῭Ꮫ㸧

࡞ᢸᙜ⛉┠
࠙Ꮫ㒊ࠚ⤒῭ᨻ⟇ㄽࣟࢡ࣑ࠊ⤒῭Ꮫᇶ♏ࣟࢡ࣐ࠊ⤒῭Ꮫᇶ♏

࠙Ꮫ㝔ࣟࢡ࣐ࠚ⤒῭Ꮫ≉ㄽ

㊃࣭≉ᢏ  ⌮ᩱࠊ࣮ࢱࢠࠊࣀࣆ

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ

• 㸸ᶒࡢࡿࡍ㏥⾶ࡐ࡞ࡣᅜᐙࠕ㸦����㸧ࣥࢯࣥࣅ࣭ࣟ$࣭ࢬ࣒࢙ࢪ㸤ࣝࢢࣔࢭ࣭ࣥࣟࢲ

࣭⦾ᰤ࣭㈋ᅔࡢ㉳※ࠖ᪩ᕝ᭩ᡣ 

• 㭯ගኴ㑻㸤๓⏣బᜨᏊ㸤ᮧ⏣ဴᏊ㸦����㸧ࠕ᪥ᮏࣟࢡ࣐ࡢ⤒῭ศᯒ ప ⤒῭ࢆࣝࢬࣃࡢゎ

 ♫∧᪥ᮏ⤒῭᪂⪺ฟࠖࡃ

• ⪔㸦����㸧ࠕ♫⛉Ꮫࢱ࣮ࢹࡢࡵࡓࡢศᯒධ㛛ࠖᒾἼ᭩ᗑ 

ᩍဨࡢࡽ

ࢪ࣮ࢭࢵ࣓
⤒῭Ꮫ⥴୍ࡦࡐࠥࡒ࠸ࢁࡋࡶ࠾ࡣຮᙉ࠺ࡻࡋࡲࡁ࠸࡚ࡋ㸟

␎    Ṕ

⚄ᡞᏛ⤒῭Ꮫ◊✲⛉༤ኈ๓ᮇㄢ⛬ಟ 

⚄ᡞᏛ⤒῭Ꮫ◊✲⛉༤ኈᚋᮇㄢ⛬ಟ 

㛵ᮾᏛᅬᏛ⤒῭Ꮫ㒊⤒῭Ꮫ⛉ᑓ௵ㅮᖌ 

❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ㒊ᑓ௵ㅮᖌ 

❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ㒊ᩍᤵ 

ᑓ 㛛 ศ 㔝 ⟇㔠⼥ᨻࠊᏛ῭⤒ࣟࢡ࣐

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ ᐇドศᯒㄽศᯒ⌮ࡢᏛ῭⤒ࣟࢡ࣐ࡿࡼࣝࢹࣔ)*6'

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼ 
ձ :DQJ� 5� ������� 8QFRQYHQWiRQDO 0RQHWDU\ 3ROiF\ iQ -DSDQ� (PSiUiFDO (YiGHQFH IURP (VWiPDWHG 6KDGRZ 5DWH 

'6*( 0RGHO� -RXUQDO RI ,QWHUQDWiRQDO &RPPHUFH� (FRQRPiFV DQG 3ROiF\� ������� ��������
ղ :DQJ� 5� ������� 8QFRQYHQWiRQDO 0RQHWDU\ 3ROiF\ iQ 86� (PSiUiFDO (YiGHQFH IURP (VWiPDWHG 6KDGRZ 5DWH '6*( 

0RGHO� ,QWHUQDWiRQDO -RXUQDO RI 0RQHWDU\ (FRQRPiFV DQG )iQDQFH� ������ ��������
ճ :DQJ� 5� ������� (YDOXDWiQJ WKH 8QFRQYHQWiRQDO 0RQHWDU\ 3ROiF\ RI WKH %DQN RI -DSDQ� $ '6*( 

$SSURDFK� -RXUQDO RI 5iVN DQG )iQDQFiDO 0DQDJHPHQW� ������ ����
մ :DQJ� 5� ������� 0HDVXUiQJ WKH (IIHFW RI *RYHUQPHQW 5HVSRQVH RQ &29,'��� 3DQGHPiF� (PSiUiFDO (YiGHQFH 

IURP -DSDQ� &RYiG� ����� ��������
յ :DQJ� 5� ������� $ *HQHUDOi]HG 1HZ .H\QHViDQ 0RGHO ZiWK :DJH 6WiFNiQHVV� -RXUQDO RI ,QWHUQDWiRQDO 

&RPPHUFH� (FRQRPiFV DQG 3ROiF\� ������� ��������
ն :DQJ� 5� ������� 3UiFH 6WiFNiQHVV DQG :DJH VWiFNiQHVV iQ *HQHUDOiVHG 1HZ .H\QHViDQ 0RGHO� ,QWHUQDWiRQDO 

-RXUQDO RI &RPSXWDWiRQDO (FRQRPiFV DQG (FRQRPHWUiFV� ������ ��������
շ :DQJ� 5� ������� *OREDO 6XSSO\ &KDiQ 'iVUXSWiRQV� &RPPRGiW\ 3UiFH 6KRFNV DQG ,QIODWiRQ iQ 

-DSDQ� ,QWHUQDWiRQDO -RXUQDO RI (PSiUiFDO (FRQRPiFV� ����� 

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧

ձ 5Xi :$1*� ������� $ 1HZ .H\QHViDQ 0RGHO ZiWK (VWiPDWHG 6KDGRZ 5DWH IRU -DSDQ (FRQRP\� :RUOG -RXUQDO RI 

(FRQRPiFV DQG )iQDQFH� 9RO������ SDJHV �������� 3UHPiHU 3XEOiVKHUV� 

ղ ����㸦ࢮ⋥㸧୍ࠕ⯡ྡࡿࡅ࠾ࣝࢹࣔࣥࢪࣥࢣ࣮ࣗࢽ┠⢓╔ᛶࠖࠊ㛵ᮾᏛᅬᏛ⤒῭Ꮫ⣖せ➨��ᕳࠊSDJHV 

���� 

ճ ��ᕳ�ྕ➨ࠊṇᏛ⤒῭ᏛᏘሗ❧ࠊປാᕷሙࠖࢡࢵࣙࢩࢼࣟࢥࠕ㸦����㸧ࢮ⋥

մ ��ᕳ�ྕ➨ࠊṇᏛ⤒῭ᏛᏘሗ❧ࠊィ㔞ศᯒࠖࡢឤᰁࢫࣝ࢘ࢼࣟࢥ᪂ᆺࡿࡅ࠾᪥ᮏࠕ㸦����㸧ࢮ⋥

յ ṇ❧ࠊᐇドศᯒࠥࠖࡿࡼࢱ࣮ࢹࣝࢿࣃู┴ຠᯝࠥ㒔㐨ᗓࡢ⟇ᑐࢼࣟࢥࡿぢࡽࢱ࣮ࢹࢸࣜࣅࣔࠕ㸦����㸧ࢮ⋥

Ꮫ⤒῭ᏛᏘሗࠊ➨��ᕳ�ྕ
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࡞ࡀࡾࡩ  ࠼   ࡳ   ࡞     ࢃࡊ  ࠾

Ặ ྡ ᑠ ἑ ዉ ⨾ ᜨ

⫋   ྡ ᩍ  ᤵ Ꮫ      ಟኈྕ 

࡞ᢸᙜ⛉┠ ࠙Ꮫ㒊ࠚNews Englishᩥࡢ࣓࢝ࣜࠊ♫

㊃࣭≉ᢏ ᫎ⏬㚷㈹࣭᪑⾜

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ
ࡀ࣮ࣥࢺࢫ࣭࣮ࣂࣜ࢜ⴭࠗࢡࢵࢽࢬ࣭࣮࢝ࢱ࣮ࣆࠊ࣮ࣥࢺࢫ࣭࣮ࣂࣜ࢜

ㄒྐ࣓࢝ࣜࡢࡘ୍࠺ࡶࡿ ࠋ2013ᖺࠊ᪩ᕝ᭩ᡣࠊ࠘

ᩍဨࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢࡽ

Ꮫࡢᅄᖺ㛫ࠊࡣ▱㆑┒᪲ࢆ྾ࠊࡋᵝ࡞ࠎ⤒㦂ᣮᡓࠊࡋⰋ࠸௰

㛫ࢆసࡿ㈗㔜࡞㛫ࡔᛮࠋࡍࡲ࠸ᾏእ◊ಟࡸ␃Ꮫࢇࢇࡶ࡞

ࡋᴦᏑศࠊ࡚ࡋࡸቑࢆ㐩ࡶᾏእ࡚ࡆᗈࢆど㔝ࠊ࡚ࡋࢪࣥࣞࣕࢳ

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡛ࢇ

␎    Ṕ

ᏛṔ㸸ᇸ⋢Ꮫᩍ⫱Ꮫ㒊ᚰ⌮Ꮫ⛉༞ᴗࠊᮾி㒔❧ᏛᏛ㝔 ேᩥ⛉

Ꮫ◊✲⛉㸦ⱥᩥ㸧ಟኈಟྠࠊᏛྠ◊⛉༤ኈㄢ⛬༢ྲྀᚓ‶

ᮇ㏥Ꮫࣥ࢘ࣛࣈࡢ࣓࢝ࣜࠋᏛ࣓ࣥࣥࢨࢧࠊᏛ࡛ྛ㸯ᖺࠊ

ᐈဨ◊✲ဨࠋ

ᩍṔ㸸ᗄࡢࡘᏛ࡛ⱥㄒᢸᙜ㠀ᖖㅮᖌࠊ࡚⤒ࢆ❧ṇᏛࡢᑓ௵ᩍ

ဨࠋࡓࡗ࡞

ᑓ 㛛 ศ 㔝 ᩥ࣓࢝ࣜ19ୡ⣖㸧࡚ࡋᏛ㸦ᩥ࣓࢝ࣜ

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ
࣭࣓ࣥ࢝ࣜ ᑐẚ㸧ࡢసᐙࢸࣜࣀ࣐Ꮫ㸦ὶసᐙᩥࡢᮇࢫࣥࢧࢵࢿࣝ

ࢬ࣮ࢹࢱࢫ࣭ࣝࣛࣗࢳࣝ࢝ࡢᫎീᩥࡢ࣓࢝ࣜ

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼

ձ ༢ⴭࡢ࣮࣏ࠕᴦᅬⓗ㢼ᬒᗞᅬࡴ₯ඛఫẸࠖࠗ ✲◊࣮࣏ 㸦࠘᪥ᮏ࣮࣏Ꮫ㸧➨ 16 2024ࠊྕ ᖺ 3
᭶ࠋ

ղ ༢⊂Ⓨ⾲“Deciphering Native American Images in The Narrative of Arthur Gordon Pym of
Nantucket, The Fifth International Edgar Allan Poe Conference in Boston㸦Poe Studies 
Association 㸧April 9th, 2022. 

ճ ༢ⴭࠗࢫࣥࢧࢵࢿ࣭࣓ࣝࣥ࢝ࣜᮇࡢඛఫẸసᐙ ࢛ࢡ࣮ࣆࡿ⏛̿✲◊ࢫࣉ࢚࣭࣒ࣜ࢘

2021ࠊኌ࠘᫂▼᭩ᗑࡢ᪘ࢺࢵ ᖺ 9 ᭶ࠋ

մ ༢ⴭࠕE.A.࣮࣏ඛఫẸసᐙࡢࢫࣉ࢚࣭࣒ࣜ࢘᥋Ⅼ̿ࠗࡢ࣒ࣆ࣭ࣥࢻ࣮ࢦ࣭࣮ࢧ࣮≀

ㄒ࠘㞃࣓࢝ࣜࠕࡓࢀࡉඛఫẸ㸻ᾘࡢ࢚ࣝࣛࢫࡓ࠼༑㒊᪘ࠖㄝ̿ࠖࠗ ✲◊࣮࣏ 㸦࠘᪥ᮏ࣮࣏

Ꮫ㸧➨ 12 2020ࠊྕ ᖺ 3 ᭶ࠋ

յ ༢ⴭࠕඛఫẸసᐙࢺࢵ࢛ࢡ࣮ࣆࠗࡢࢫࣉ࢚࣭࣒ࣜ࢘᪘ࡢ 5 ேࢺࢫࣜ࢟ࡢᩍᚐࢹࣥ

ᅇᚰయ㦂グࡿࡼࣥ ㄽ࠘̿̿ࡢࣥࢹࣥ㙾࣓ᫎ࢝ࣜࡿࢀࡉࡔࡋ♫ࠖࠗ グᛕㄽᩥ㞟 㸦࠘᪥

ᮏⱥㄒᩥᏛ㸧2021ࠊ ᖺ 3 ᭶ࠋ

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧 

ձ ඹⴭ The Thoreau Society of Japan. Thoreau in the 21 Century: Perspectives from Japan. 
Kinseido,2017. (“The Main Woods: What Thoreau Learned about the Penobscot People”ᢸ
ᙜ.) 

ղ ඹⴭ㸸㉺ᬛ㐨㞝┘ಟࠊᑠ⃝ዉ⨾ᜨ࣭ሷ㇂ᖾᏊ⦅㞟ࠗᫎ⏬࡛ㄞࡳゎࡃ⌧௦ࡢ࣐ࣂ࣓࢜̿࢝ࣜ

௦࠘᫂▼᭩ᗑ 2015 ᖺ

ճ ඹⴭ࣓࣮ࠗ࢝ࣜࣟࢯ⢭⚄̿⡿ᩥᏛࡢ※ὶࢆồ࡚࠘ࡵ㔠ᫍᇽ2012ࠊ ᖺ 10 ᭶ 1 ᪥ࠋ

մ ඹⴭ㸸㉺ᬛ㐨㞝┘ಟࠊᑠ⃝ዉ⨾ᜨ࣭ሷ㇂ᖾᏊ⦅㞟ࠗ9.11 ᩥ௦♫⌧ࡿࡳ⏬㸸࣓ᫎ࢝ࣜ

࠘㬅᭩ᡣ2008ࠊ ᖺ 9 ᭶ 27 ᪥㸦➨ 6 13ࠊ❶ ࠋᢸᙜ㸧ࠊ❶

յ ༢ⴭ㸸ࠗ ⏕ቯ◚ࡢヰ⚄࣓࢝ࣜඛఫẸ㸸ࢫࣥࢧࢵࢿ࣭࣓ࣝ࢝ࣜ 2005ࠊ㬅᭩ᡣࠊ࠘ ᖺࠋ

ᡤᒓᏛ

᪥ᮏᩥ࣓࢝ࣜᏛࠊ᪥ᮏⱥᩥᏛ࣓࢝ࣜࠊᏛࠊ᪥ᮏ࣮ࣟࢯᏛࠊ᪥

ᮏ࣮࣏ᏛࠊPoe Studies AssociationࠊThoreau SocietyࠊከẸ᪘Ꮫࠊᫎ

⏬ⱥㄒᩍ⫱Ꮫ

࡞ࡀࡾࡩ  ࢮ ࢘࢜

Ặ ྡ ⋤ ⰹ
⫋   ྡ ᩍᤵ Ꮫ    ༤ኈ㸦⤒῭Ꮫ㸧

࡞ᢸᙜ⛉┠
࠙Ꮫ㒊ࠚ⤒῭ᨻ⟇ㄽࣟࢡ࣑ࠊ⤒῭Ꮫᇶ♏ࣟࢡ࣐ࠊ⤒῭Ꮫᇶ♏

࠙Ꮫ㝔ࣟࢡ࣐ࠚ⤒῭Ꮫ≉ㄽ

㊃࣭≉ᢏ  ⌮ᩱࠊ࣮ࢱࢠࠊࣀࣆ

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ

• 㸸ᶒࡢࡿࡍ㏥⾶ࡐ࡞ࡣᅜᐙࠕ㸦����㸧ࣥࢯࣥࣅ࣭ࣟ$࣭ࢬ࣒࢙ࢪ㸤ࣝࢢࣔࢭ࣭ࣥࣟࢲ

࣭⦾ᰤ࣭㈋ᅔࡢ㉳※ࠖ᪩ᕝ᭩ᡣ 

• 㭯ගኴ㑻㸤๓⏣బᜨᏊ㸤ᮧ⏣ဴᏊ㸦����㸧ࠕ᪥ᮏࣟࢡ࣐ࡢ⤒῭ศᯒ ప ⤒῭ࢆࣝࢬࣃࡢゎ

 ♫∧᪥ᮏ⤒῭᪂⪺ฟࠖࡃ

• ⪔㸦����㸧ࠕ♫⛉Ꮫࢱ࣮ࢹࡢࡵࡓࡢศᯒධ㛛ࠖᒾἼ᭩ᗑ 

ᩍဨࡢࡽ

ࢪ࣮ࢭࢵ࣓
⤒῭Ꮫ⥴୍ࡦࡐࠥࡒ࠸ࢁࡋࡶ࠾ࡣຮᙉ࠺ࡻࡋࡲࡁ࠸࡚ࡋ㸟

␎    Ṕ

⚄ᡞᏛ⤒῭Ꮫ◊✲⛉༤ኈ๓ᮇㄢ⛬ಟ 

⚄ᡞᏛ⤒῭Ꮫ◊✲⛉༤ኈᚋᮇㄢ⛬ಟ 

㛵ᮾᏛᅬᏛ⤒῭Ꮫ㒊⤒῭Ꮫ⛉ᑓ௵ㅮᖌ 

❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ㒊ᑓ௵ㅮᖌ 

❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ㒊ᩍᤵ 

ᑓ 㛛 ศ 㔝 ⟇㔠⼥ᨻࠊᏛ῭⤒ࣟࢡ࣐

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ ᐇドศᯒㄽศᯒ⌮ࡢᏛ῭⤒ࣟࢡ࣐ࡿࡼࣝࢹࣔ)*6'

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼ 
ձ :DQJ� 5� ������� 8QFRQYHQWiRQDO 0RQHWDU\ 3ROiF\ iQ -DSDQ� (PSiUiFDO (YiGHQFH IURP (VWiPDWHG 6KDGRZ 5DWH 

'6*( 0RGHO� -RXUQDO RI ,QWHUQDWiRQDO &RPPHUFH� (FRQRPiFV DQG 3ROiF\� ������� ��������
ղ :DQJ� 5� ������� 8QFRQYHQWiRQDO 0RQHWDU\ 3ROiF\ iQ 86� (PSiUiFDO (YiGHQFH IURP (VWiPDWHG 6KDGRZ 5DWH '6*( 

0RGHO� ,QWHUQDWiRQDO -RXUQDO RI 0RQHWDU\ (FRQRPiFV DQG )iQDQFH� ������ ��������
ճ :DQJ� 5� ������� (YDOXDWiQJ WKH 8QFRQYHQWiRQDO 0RQHWDU\ 3ROiF\ RI WKH %DQN RI -DSDQ� $ '6*( 

$SSURDFK� -RXUQDO RI 5iVN DQG )iQDQFiDO 0DQDJHPHQW� ������ ����
մ :DQJ� 5� ������� 0HDVXUiQJ WKH (IIHFW RI *RYHUQPHQW 5HVSRQVH RQ &29,'��� 3DQGHPiF� (PSiUiFDO (YiGHQFH 

IURP -DSDQ� &RYiG� ����� ��������
յ :DQJ� 5� ������� $ *HQHUDOi]HG 1HZ .H\QHViDQ 0RGHO ZiWK :DJH 6WiFNiQHVV� -RXUQDO RI ,QWHUQDWiRQDO 

&RPPHUFH� (FRQRPiFV DQG 3ROiF\� ������� ��������
ն :DQJ� 5� ������� 3UiFH 6WiFNiQHVV DQG :DJH VWiFNiQHVV iQ *HQHUDOiVHG 1HZ .H\QHViDQ 0RGHO� ,QWHUQDWiRQDO 

-RXUQDO RI &RPSXWDWiRQDO (FRQRPiFV DQG (FRQRPHWUiFV� ������ ��������
շ :DQJ� 5� ������� *OREDO 6XSSO\ &KDiQ 'iVUXSWiRQV� &RPPRGiW\ 3UiFH 6KRFNV DQG ,QIODWiRQ iQ 

-DSDQ� ,QWHUQDWiRQDO -RXUQDO RI (PSiUiFDO (FRQRPiFV� ����� 

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧

ձ 5Xi :$1*� ������� $ 1HZ .H\QHViDQ 0RGHO ZiWK (VWiPDWHG 6KDGRZ 5DWH IRU -DSDQ (FRQRP\� :RUOG -RXUQDO RI 

(FRQRPiFV DQG )iQDQFH� 9RO������ SDJHV �������� 3UHPiHU 3XEOiVKHUV� 

ղ ����㸦ࢮ⋥㸧୍ࠕ⯡ྡࡿࡅ࠾ࣝࢹࣔࣥࢪࣥࢣ࣮ࣗࢽ┠⢓╔ᛶࠖࠊ㛵ᮾᏛᅬᏛ⤒῭Ꮫ⣖せ➨��ᕳࠊSDJHV 

���� 

ճ ��ᕳ�ྕ➨ࠊṇᏛ⤒῭ᏛᏘሗ❧ࠊປാᕷሙࠖࢡࢵࣙࢩࢼࣟࢥࠕ㸦����㸧ࢮ⋥

մ ��ᕳ�ྕ➨ࠊṇᏛ⤒῭ᏛᏘሗ❧ࠊィ㔞ศᯒࠖࡢឤᰁࢫࣝ࢘ࢼࣟࢥ᪂ᆺࡿࡅ࠾᪥ᮏࠕ㸦����㸧ࢮ⋥

յ ṇ❧ࠊᐇドศᯒࠥࠖࡿࡼࢱ࣮ࢹࣝࢿࣃู┴ຠᯝࠥ㒔㐨ᗓࡢ⟇ᑐࢼࣟࢥࡿぢࡽࢱ࣮ࢹࢸࣜࣅࣔࠕ㸦����㸧ࢮ⋥

Ꮫ⤒῭ᏛᏘሗࠊ➨��ᕳ�ྕ
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࡞ࡀࡾࡩ  ࡳࡩࡋࡼ ࢃࡊ࠾

Ặ ྡ ᑠἑ ెྐ
⫋   ྡ ᩍᤵ Ꮫ    ༤ኈ㸦⤒῭Ꮫ㸧 

࡞ᢸᙜ⛉┠
࠙Ꮫ㒊ࠚ⤒῭Ꮫྐࠊ⤒῭ྐᇶ♏ࢫࢡ࣐ࣝࠊ⤒῭Ꮫᇶ♏ 

࠙Ꮫ㝔ࠚ⤒῭Ꮫྐ≉ㄽࠊ⤒῭Ꮫྐ≉◊ 

㊃࣭≉ᢏ ẖᮅࠊ࣮ࣄ࣮ࢥࡢᙜ࡚࠸࡞ࡢᩓṌࠊᅄᏘᢡࡢࠎ᪥ᮏ㓇ࢆࢫ࣮࢚࣋࢟ࣞࠊᑡࠎ 

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ

ձ ᇽ┠༟⏕ࠗࠗ̿̿ࢫ࣑ࢫ࣭࣒ࢲ㐨ᚨឤㄽ࠘ࠗᅜᐩㄽ࠘ࡢୡ⏺࠘୰බ᪂

᭩2008ࠊᖺࠋ

ղ Ᏹἑᘯᩥࠗே㛫ࡢ⤒῭࠘᪂₻᪂᭩2017ࠊᖺࠋ

ճ ྜྷᕝὒࠗ̿̿ࢬࣥࢣ௦⤒῭Ꮫ࠘ࡲࡃࡕ᪂᭩1995ࠊᖺࠋ
ᩍဨࡢࡽ

ࢪ࣮ࢭࢵ࣓
⣲ᩛ࡞ேࡸᮏฟࡿ࠼⪄ࡾࡃࡗࡌࠊ࠸㛫ࢆษࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ 

␎    Ṕ

2011ᖺ 3᭶ ᮾᏛᏛ㝔 ⤒῭Ꮫ◊✲⛉ ༤ኈㄢ⛬๓ᮇ2ᖺࡢㄢ⛬ ಟ

2015ᖺ 9᭶ ᮾᏛᏛ㝔 ⤒῭Ꮫ◊✲⛉ ༤ኈㄢ⛬ᚋᮇ3ᖺࡢㄢ⛬ ಟ

2015ᖺ 9᭶ ⚄ዉᕝᏛ ⤒῭Ꮫ㒊 㠀ᖖㅮᖌ㸦2017ᖺ 3᭶࡛ࡲ㸧

2017ᖺ 4᭶ ᕞ⏘ᴗᏛ ⤒῭Ꮫ㒊 ㅮᖌ㸦2021ᖺ 3᭶࡛ࡲ㸧

2021ᖺ 4᭶ ❧ṇᏛ ⤒῭Ꮫ㒊 ᑓ௵ㅮᖌ㸦2024ᖺ 3᭶࡛ࡲ㸧

2024ᖺ 4᭶ ❧ṇᏛ ⤒῭Ꮫ㒊 ᩍᤵ 

ᑓ 㛛 ศ 㔝 ⤒῭Ꮫྐ㸦⤒῭ᏛࡢṔྐ㸧 

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ 19ୡ⣖ྂࡢࢫࣜࢠὴ⤒῭Ꮫ㸦J. S. ࡢ࡞࣑ࣝ⤒῭Ꮫ࣭⤒῭ᛮ㸧

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼ 

ձ James Mill, John Stuart Mill, and the History of Economic Thought (co-authored), Routledge, pp. 75-103, 
2023.  

ղ ࠗទᴦࡢ⤒῭Ꮫ̿̿ࡢࢫࢧ࣐ࣝᛮⓗỈ⬦ࢆ㎺࡚࠘ࡗ㸦ඹⴭ㸧ࠊᇽࠊpp. 133-1582023ࠊᖺࠋ

ճ “Milton’s Paradise Lost and Malthus’s An Essay on the Principle of Population: A Neglected 
Intertextuality” (co-authored), History of Economics Review, Volume 80, Issue 1, pp. 74-84, 2021.  

մ A Genealogy of Self-Interest in Economics (co-authored), Springer, pp. 85-105, 2021.  
յ ࠗᖹ➼ဴࡢᏛධ㛛࠘㸦ඹⴭ㸧ࠊ♫ホㄽ♫ࠊpp. 101-1152021ࠊᖺࠋ

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧

ձ ࠗᨭ㓄ࡢᨻ⌮ㄽ࠘㸦ඹⴭ㸧ࠊ♫ホㄽ♫ࠊpp. 76-892018ࠊᖺࠋ

ղ ࠗᶒဴࡢᏛධ㛛࠘㸦ඹⴭ㸧ࠊ♫ホㄽ♫ࠊpp. 118-1312017ࠊᖺࠋ

ճࠕJ. S. ࡢ࣑ࣝᅜമൾ㑏ㄽ̿̿ࡿࡅ࠾ࣥࢸࣜࣈ▼Ⅳ⛯ࡢᵓࢆᕠ࡚ࡗ 㸦ࠖ༢ⴭ㸧ࠊTERG Discussion 
PapersࠊNo. 326ࠊpp. 1-382015ࠊᖺࠋ

մ ಖㆤ㈠᫆ᨻ⟇ㄽ̿̿ࡢ࣑ࣝ .J. Sࠕ ୍ⓗ࡞ಖㆤ㛵⛯࡚ࠖࡗࡄࡵࢆ㸦༢ⴭ㸧ࢫࢧ࣐ࣝࠗࠊᏛᖺ

ሗ࠘➨23ྕࠊpp. 57-862014ࠊᖺࠋ

յ ⌧ᐇࡢṆ≧ែ࡞ⓗ⌮ኚ㑄ࡢㄽࣥࣙࢩ࣮࢚ࢩࢯᒎᮃ̿̿ࡢ࣑ࣝ .J. Sࡿࡍ㛵Ṇ≧ែࠕ

㐣⛬ࠖ㸦༢ⴭ㸧ࠗࠊᏘห ⤒῭⌮ㄽ࠘➨49ᕳ➨4ྕࠊpp. 78-872013ࠊᖺࠋ 

ᡤ ᒓ Ꮫ 
経済学ྐ学、経済⌮ㄽ学、䝬ル䝃ス学、The European Society for the 
History of Economic Thought 
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࡞ࡀࡾࡩ  ࡘࡶࡓ   ࡁ ࡊ ࡢ ࠾

Ặ ྡ ᑠ㔝㷂 ಖ
⫋   ྡ ᩍ ᤵ Ꮫ    ⤒῭Ꮫ༤ኈ 

࡞ᢸᙜ⛉┠
࠙Ꮫ 㒊ࣟࢡ࣑ࠚ⤒῭Ꮫ 

࠙Ꮫ㝔ࣟࢡ࣑ࠚ⤒῭Ꮫ≉ㄽࣟࢡ࣑ࠊ⤒῭Ꮫ≉Ṧ◊✲ 

㊃࣭≉ᢏ  㡢ᴦ㚷㈹㸦ࢡࢵࢩࣛࢡ㸧㸪ᅖ◻㸦ẁ㸧 

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ

♫㉳※࠘ⲡᛮࡢᡂ㛗ࠖ῭⤒ࠕࠗࣥࣅ࣮࣭ࣝࢻࣞࣕࢩ=࣐ࣖࢥ࣭ࢡ࣮࣐࣭

ࡢࡿࡍ㏥⾶ࡐ࡞ࡣᅜᐙࠗࣥࢯࣥࣅA࣭࣭ࣟࢬ࣒࢙ࢪ=ࣝࢢࣔࢭ࣭ࣥࣟࢲ࣭

㸦ୖ࣭ୗ㸧࠘ᩥࣥࣙࢩࢡࣇࣥࣀ࣭࣡࢝ࣖࣁᗜ

ᩍဨࡢࡽ

ࢪ࣮ࢭࢵ࣓

 ዲወᚰࢆࢼࢸࣥࡢᖖᙇࡾᕠࡋࡽ㸪▱ⓗ㈎ḧ࡚ࡗ࡞ୗࠋ࠸ࡉ 

 ࠋ࠸ࡉୗ࡚ࡋ࠺ࡼࡿࡍ᥈ồᚭᗏⓗ࡚࠸ࡘࡇࡓࢀゐ⥺㸪⍆࡚ࡋࡑ 

␎    Ṕ

᠕⩏ሿᏛ⤒῭Ꮫ㒊༞ᴗ 

᠕⩏ሿᏛᏛ㝔⤒῭Ꮫ◊✲⛉༤ኈㄢ⛬༢ྲྀᚓ‶ᮇ㏥Ꮫ 

㈈ᅋἲே᪥ᮏ࣮ࢠࣝࢿ࢚⤒῭◊✲ᡤ⥲ྜ◊✲㒊◊✲ဨ 

᪫ᕝᏛ⤒῭Ꮫ㒊ᩍᤵ 

༡ࢽ࢛ࣝࣇࣜ࢝Ꮫ⤒῭Ꮫ㒊ᐈဨᩍᤵ 

 㟷᳃බ❧Ꮫ⤒Ⴀ⤒῭Ꮫ㒊ᩍᤵ 

ᑓ 㛛 ศ 㔝 㠀⥺ᙧ⤒῭ືᏛ㸪」㞧⣔⤒῭Ꮫ 

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ ྠᮇ⌧㇟ࡢ࡚ࡋᬒẼᚠ⎔ศᯒ㸪ࢱ࣮ࢹ㥑ືᆺ㧗ḟඖ㠀⥺ᙧࣔྠࡢࣝࢹᐃ

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼ 

ձ Regional Synchronization during Economic Contraction: The Case of the U.S. and Japan, Applied 
Economics 55 (30), 3472–3486, 2023 (Published online: 05 Sep. 2022) [https://doi.org/10.1080, 
/00036846.2022.2115450]㹙ඹⴭ㹛

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧

ձ  A Model of Market Structure Dynamics with Boundedly Rational Agents. In T. Terano et al. (Eds.): 
Agent-Based Approaches in Economics and Social Complex Systems V, 255–266, Springer, 2009㹙ඹⴭ㹛

ղ Dynamics of Market Structure Driven by the Degree of Consumer's Rationality, Physica A 389,
1041–1054, 2010㹙ඹⴭ㹛

ճ  Neural Basis of Economic Bubble Behavior, Neuroscience 265, 37–47, April 2014㹙ඹⴭ㹛

մ  Intermittent Transition between Synchronization and Desynchronization in Multi-Regional Business 
Cycles, Structural Change and Economic Dynamics 44, 68–76, 2017㹙ඹⴭ㹛

յ Nonlinearity, Bounded Rationality, and Heterogeneity: Some Aspects of Market Economies as Complex 
Systems, Springer, February 2018. [https://link.springer.com/book/10.1007/978-4-431-54971-0] 㹙༢ⴭ㹛

ᡤ ᒓ Ꮫ 

᪥ᮏ⤒῭Ꮫ㸪᪥ᮏᆅᇦᏛ㸪The Regional Science Association International㸪
㐍⤒῭Ꮫ㸪ሗฎ⌮Ꮫ࣒ࠖࢸࢫࢩ⬟▱ࠕ◊✲㸪

 The Society for Economic Science with Heterogeneous Interacting Agents㸪
ᩘ⌮♫Ꮫ㸪The European Social Simulation Association

࡞ࡀࡾࡩ  ࡳࡩࡋࡼ ࢃࡊ࠾

Ặ ྡ ᑠἑ ెྐ
⫋   ྡ ᩍᤵ Ꮫ    ༤ኈ㸦⤒῭Ꮫ㸧 

࡞ᢸᙜ⛉┠
࠙Ꮫ㒊ࠚ⤒῭Ꮫྐࠊ⤒῭ྐᇶ♏ࢫࢡ࣐ࣝࠊ⤒῭Ꮫᇶ♏ 

࠙Ꮫ㝔ࠚ⤒῭Ꮫྐ≉ㄽࠊ⤒῭Ꮫྐ≉◊ 

㊃࣭≉ᢏ ẖᮅࠊ࣮ࣄ࣮ࢥࡢᙜ࡚࠸࡞ࡢᩓṌࠊᅄᏘᢡࡢࠎ᪥ᮏ㓇ࢆࢫ࣮࢚࣋࢟ࣞࠊᑡࠎ 

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ

ձ ᇽ┠༟⏕ࠗࠗ̿̿ࢫ࣑ࢫ࣭࣒ࢲ㐨ᚨឤㄽ࠘ࠗᅜᐩㄽ࠘ࡢୡ⏺࠘୰බ᪂

᭩2008ࠊᖺࠋ

ղ Ᏹἑᘯᩥࠗே㛫ࡢ⤒῭࠘᪂₻᪂᭩2017ࠊᖺࠋ

ճ ྜྷᕝὒࠗ̿̿ࢬࣥࢣ௦⤒῭Ꮫ࠘ࡲࡃࡕ᪂᭩1995ࠊᖺࠋ
ᩍဨࡢࡽ

ࢪ࣮ࢭࢵ࣓
⣲ᩛ࡞ேࡸᮏฟࡿ࠼⪄ࡾࡃࡗࡌࠊ࠸㛫ࢆษࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ 

␎    Ṕ

2011ᖺ 3᭶ ᮾᏛᏛ㝔 ⤒῭Ꮫ◊✲⛉ ༤ኈㄢ⛬๓ᮇ2ᖺࡢㄢ⛬ ಟ

2015ᖺ 9᭶ ᮾᏛᏛ㝔 ⤒῭Ꮫ◊✲⛉ ༤ኈㄢ⛬ᚋᮇ3ᖺࡢㄢ⛬ ಟ

2015ᖺ 9᭶ ⚄ዉᕝᏛ ⤒῭Ꮫ㒊 㠀ᖖㅮᖌ㸦2017ᖺ 3᭶࡛ࡲ㸧

2017ᖺ 4᭶ ᕞ⏘ᴗᏛ ⤒῭Ꮫ㒊 ㅮᖌ㸦2021ᖺ 3᭶࡛ࡲ㸧

2021ᖺ 4᭶ ❧ṇᏛ ⤒῭Ꮫ㒊 ᑓ௵ㅮᖌ㸦2024ᖺ 3᭶࡛ࡲ㸧

2024ᖺ 4᭶ ❧ṇᏛ ⤒῭Ꮫ㒊 ᩍᤵ 

ᑓ 㛛 ศ 㔝 ⤒῭Ꮫྐ㸦⤒῭ᏛࡢṔྐ㸧 

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ 19ୡ⣖ྂࡢࢫࣜࢠὴ⤒῭Ꮫ㸦J. S. ࡢ࡞࣑ࣝ⤒῭Ꮫ࣭⤒῭ᛮ㸧

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼ 

ձ James Mill, John Stuart Mill, and the History of Economic Thought (co-authored), Routledge, pp. 75-103, 
2023.  

ղ ࠗទᴦࡢ⤒῭Ꮫ̿̿ࡢࢫࢧ࣐ࣝᛮⓗỈ⬦ࢆ㎺࡚࠘ࡗ㸦ඹⴭ㸧ࠊᇽࠊpp. 133-1582023ࠊᖺࠋ

ճ “Milton’s Paradise Lost and Malthus’s An Essay on the Principle of Population: A Neglected 
Intertextuality” (co-authored), History of Economics Review, Volume 80, Issue 1, pp. 74-84, 2021.  

մ A Genealogy of Self-Interest in Economics (co-authored), Springer, pp. 85-105, 2021.  
յ ࠗᖹ➼ဴࡢᏛධ㛛࠘㸦ඹⴭ㸧ࠊ♫ホㄽ♫ࠊpp. 101-1152021ࠊᖺࠋ

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧

ձ ࠗᨭ㓄ࡢᨻ⌮ㄽ࠘㸦ඹⴭ㸧ࠊ♫ホㄽ♫ࠊpp. 76-892018ࠊᖺࠋ

ղ ࠗᶒဴࡢᏛධ㛛࠘㸦ඹⴭ㸧ࠊ♫ホㄽ♫ࠊpp. 118-1312017ࠊᖺࠋ

ճࠕJ. S. ࡢ࣑ࣝᅜമൾ㑏ㄽ̿̿ࡿࡅ࠾ࣥࢸࣜࣈ▼Ⅳ⛯ࡢᵓࢆᕠ࡚ࡗ 㸦ࠖ༢ⴭ㸧ࠊTERG Discussion 
PapersࠊNo. 326ࠊpp. 1-382015ࠊᖺࠋ

մ ಖㆤ㈠᫆ᨻ⟇ㄽ̿̿ࡢ࣑ࣝ .J. Sࠕ ୍ⓗ࡞ಖㆤ㛵⛯࡚ࠖࡗࡄࡵࢆ㸦༢ⴭ㸧ࢫࢧ࣐ࣝࠗࠊᏛᖺ

ሗ࠘➨23ྕࠊpp. 57-862014ࠊᖺࠋ

յ ⌧ᐇࡢṆ≧ែ࡞ⓗ⌮ኚ㑄ࡢㄽࣥࣙࢩ࣮࢚ࢩࢯᒎᮃ̿̿ࡢ࣑ࣝ .J. Sࡿࡍ㛵Ṇ≧ែࠕ

㐣⛬ࠖ㸦༢ⴭ㸧ࠗࠊᏘห ⤒῭⌮ㄽ࠘➨49ᕳ➨4ྕࠊpp. 78-872013ࠊᖺࠋ 

ᡤ ᒓ Ꮫ 
経済学ྐ学、経済⌮ㄽ学、䝬ル䝃ス学、The European Society for the 
History of Economic Thought 
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 ࡕ࠸ࢇࡋ ࡕࡄࢃ ࡞ࡀࡾࡩ

Ặ ྡ ᕝཱྀ ┿୍

⫋   ྡ ᩍᤵ Ꮫ    ༤ኈ㸦⤒῭Ꮫ㸧 

࡞ᢸᙜ⛉┠
࠙Ꮫ㒊ࠚ㈈ᨻᏛࢫࣥࢼࣇࢺ࣮࣏࣮ࣞࢥࠊ 

࠙Ꮫ㝔ࠚ㈈ᨻᏛ≉ㄽࠊ㈈ᨻᏛ≉Ṧ◊✲ 

㊃࣭≉ᢏ ᪑⾜࣭ᩓṌ 

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ ࠗࢶࢵࣜࢢࢸࢫ࣭)࣭ࣇࢭࣙࢪୡ⏺ࡢ�� ࠘῭⤒ࡿࡍ㈋ᅔࢆ�

ᩍဨࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢࡽ

ఱࡣ⥆⥅ࠕࡶຊࡍ࡛ࠖࡾ࡞㸟 

Ꮫࡢ㸲ᖺ㛫ࢆ㏻࡚ࡋβࠊ ࡿࡁศᯒ࡛ࢆၥ㢟♫ࡸၥ㢟῭⤒࡞ࠎ

ᛮ⪃ἲࢆ㌟ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡅࡘ 

␎    Ṕ

᠕⩏ሿᏛᏛ㝔⤒῭Ꮫ◊✲⛉༤ኈㄢ⛬ಟࠊ 

᠕⩏ሿᏛ 㹁㹍㹃◊✲ဨࠊ 

ᮾிእᅜㄒᏛ 㠀ᖖㅮᖌࠊ 

ෆ㛶ᗓ⤒῭♫⥲ྜ◊✲ᡤ ᨻ⟇◊✲◊ಟဨࠊ 

㫽ྲྀ⎔ቃᏛ⎔ቃሗᏛ㒊⎔ቃᨻ⟇Ꮫ⛉ ᑓ௵ㅮᖌࠊᩍᤵࠊ

❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ㒊 ᩍᤵࠋ⫋⌧ࠊ࡚⤒ࢆ 

ᑓ 㛛 ศ 㔝 ㈈ᨻᏛࠊ⛒⛯ㄽࠊࢫࣥࢼࣇࢺ࣮࣏࣮ࣞࢥࠊᏛᰯἲேィ 

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ ⛯ไᴗ⾜ື㛵ࡿࡍᐇドศᯒࠊᏛᰯἲேィࡓ࠸⏝ࢆᐇドศᯒ 

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼

ձ ༢ⴭࠕ私立大学の財務行動―パネルデータによる分析―ࠖࠗ立正大学経済学会ディスカッ
ション・ペーパー࠘ 12ࠊ������ᖺ�᭶ 

ղ ༢ⴭࠕ◊✲㛤Ⓨᢞ㈨㛵ࡿࡍᐇドศᯒࠖࠗドๆࠊ��12 ���/92࠘ࣝࢼ࣮ࣕࢪࢺࢫࣜࢼ᪥ᮏ

ドๆࢺࢫࣜࢼ༠ࠊ����ᖺ�᭶ 

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧

༢ⴭࠕ内部␃ಖに関する᳨ド㻌 䠉ྠ᪘♫における␃ಖ㔠ㄢ⛯のほ点䛛ら䠉ࠖࠗ ⤒῭ᏛᏘሗ࠘➨��

ᕳ�ྕࠊ❧ṇᏛ⤒῭Ꮫࠊ����ᖺ�᭶ 

༢ⴭࡢࢫ࣮࣋ࢡࢵࢺࢫࠕෆ㒊␃ಖ␃ಖ㔠ㄢ⛯ࠖࠗ&8& 9iHZ 	 9iViRQ࠘1Rࠊ���༓ⴥၟ⛉Ꮫ
⤒῭◊✲ᡤࠊ����ᖺ�᭶ 

༢ⴭࠕᰴᘧ非බ㛤業による⛒⛯ᅇ㑊⾜ື㻌 䠉業䝟䝛ル䝕ー䝍を用いた実ドศᯒ䠉ࠖࠗ ⤒῭ᏛᏘ

ሗ࠘➨��ᕳ�ྕࠊ❧ṇᏛ⤒῭Ꮫࠊ����ᖺ��᭶

༢ⴭྠࠕ᪘♫ࡢ␃ಖ㔠ㄢ⛯㛵ࡿࡍᐇドศᯒࠖࠗ ㈈ᨻᏛ◊✲ 㸦࠘᪥ᮏ㈈ᨻᏛྀ᭩㸧➨㸲ᕳࠊ
᭷ᩫ㛶ࠊ����ᖺ�᭶ 

༢ⴭ7,ࠕᢞ㈨ಁ㐍⛯ไᴗ⾜ື 㸫ᴗࡿࡼ≉ูൾ༷⛯㢠᥍㝖ࡢ㑅ᢥ㸫ࠖࠗ ドๆ⤒῭◊✲
࠘➨��ྕ�᪥ᮏドๆ⤒῭◊✲ᡤࠊ����ᖺ��᭶ 

ᡤ ᒓ Ꮫ    ᪥ᮏ㈈ᨻᏛࠊ᪥ᮏࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐Ꮫ 
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 ࡸࢇࡋ  ࡽࡣࢃ ࡞ࡀࡾࡩ

Ặ ྡ Ἑཎ ఙဢ

⫋   ྡ ᩍᤵ Ꮫ    Ph.D. in Economics 

࡞ᢸᙜ⛉┠
࠙Ꮫ㒊ࠚᅜ㝿⤒῭Ꮫ 

࠙Ꮫ㝔ࠚᅜ㝿⤒῭Ꮫ≉ㄽ㸪ᅜ㝿⤒῭Ꮫ≉◊ 

㊃࣭≉ᢏ ࢢࣥ࢟ࢵࣞࢺ㸪ࢻࢺ࢘ 

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ ➉ᩥ㞝ࠗ➇த♫ࡢṌࡁ᪉࠘୰බ᪂᭩ 

ᩍဨࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢࡽ Ꮫ⏕௦ࡢ㈗㔜࡞㛫ࢆ㉕ἑ࡚ࡋࡑ᭷ຠά⏝࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ 

␎    Ṕ

ྡྂᒇᏛ⤒῭Ꮫ㒊༞ᴗ 

 ᏛᏛ㝔⤒῭Ꮫ⛉༤ኈㄢ⛬ಟࣅࣥࣟࢥ࣭ࣗࢩࢵࢸࣜࣈ

⚟ᓥᏛ⤒῭⤒ႠᏛ㢮ຓᩍᤵ㸪ᩍᤵ 

❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ㒊ᩍᤵࢆ⤒࡚⌧⫋ 

ᑓ 㛛 ศ 㔝 ᅜ㝿㈠᫆ㄽ㸪⎔ቃ⤒῭Ꮫ㸪ᛂ⏝ࣟࢡ࣑⤒῭Ꮫ 

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ ᅜ㝿㈠᫆⎔ቃ 

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼

ձ Ꮫ15ㅮBASIC⦅ճ῭⤒ࣜࣛࣈࣛࠗ Ꮫ15ㅮ࠘㸪᪂ୡ♫㸪2023ᖺ㸬῭⤒ࣟࢡ࣐
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������� 5,(7, 'iVFXVViRQ 3DSHU 6HUiHV ���(���� �ZiWK <RVXNH 7DNHGD�� 

ᡤ ᒓ Ꮫ    ᪥ᮏ⤒῭Ꮫࠊ᪥ᮏ㔠⼥Ꮫ 

― 118 ―

令和７（2025）年度 　講義案内　経済学研究科



࡞ࡀࡾࡩ  ࡃ࠸  ࠺ࡇ  

Ặ ྡ 㯤 
⫋   ྡ ㅮᖌ Ꮫ    ༤ኈ㸦ᩥᏛ㸧 

࡞ᢸᙜ⛉┠
࠙Ꮫ㒊ࠚᮾᩥࡢࢪ♫㸯࣭㸰ࠊ୰ᅜㄒ㸯&࣭㸰&ࠊ

୰ᅜㄒ㸯'࣭㸰' 

㊃࣭≉ᢏ ༤≀㤋ࠊࡾࡄࡵㄞ᭩ 

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ
ἼᚊᏊࠗ୰ᅜᩥᏛࡢទࡁࡋୡ⏺࠘ᒾἼ᭩ᗑࠊ����ᖺ 

ឿḠࠗ୕యϨϩϪ࠘᪩ᕝ᭩ᡣࠊ����ᖺ 

ᩍဨࡢࡽ

ࢪ࣮ࢭࢵ࣓
Ꮫ࡛ேᏛၥฟྜ࠺ᴦࢆࡉࡋぢࠋ࠺ࡻࡋࡲࡅࡘ 

␎    Ṕ

ிᖌ⠊ᏛእᅜㄒゝᩥᏛᏛ㝔༞ᴗ 

⟃ἼᏛᏛ㝔ேᩥ♫⛉Ꮫ◊✲⛉༤ኈ๓ᮇㄢ⛬ಟ  

⥲ྜ◊✲Ꮫ㝔Ꮫᩥ⛉Ꮫ◊✲⛉༤ኈᚋᮇㄢ⛬ಟ 

ிㄒゝᏛᮾிᰯࠊ᪥ᮏዪᏊᏛࠊ㟷ᒣᏛ㝔ᏛࠊᑓಟᏛ㠀ᖖㅮᖌ 

ᅜᩥᏛ◊✲㈨ᩱ㤋≉௵ຓᩍ 

ᑓ 㛛 ศ 㔝 ᪥ᮏ୰ୡᩥᏛࠊ᪥୰ẚ㍑ᩥᏛ 

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ ୰ᅜࡢᚿᑠㄝ㛵ࡿࡍ᪥୰ẚ㍑◊✲

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼ 

ձࠗࠕዀሀᚿ࠘ぢࡿࢀࡽ㨣⚄᪥ᮏཷࡿࡅ࠾ᐜࠖࠗࠊᅜᩥᏛ◊✲㈨ᩱ㤋⣖せ࣭ᩥᏛ◊✲⠍࠘

 ����ᖺࠊ�������ࠊ��

ղࠗࠕዀሀᚿ࠘ືࡿࡅ࠾≀ㄝヰࡢ≉ᚩࠗࠊ࡚ࠖࡗࡄࡵࢆㄝヰ࠘ࠊ�������ࠊ������ᖺ 

ճࠕす࣭₫ᓅࡢᐦ㏻ㄝヰ࡚ࠗ̿ࡗࡄࡵࢆ᪂ⴥ㞟࠘ᮁࡽャྂὀ࡛ࡲ ࠊࠖࠗ 㐟Ꮫ���᪥ᮏேࢪ

⏺ୡࡢ▱ࡿࡍ୰ᅜᨾ̿ኚዌ  ����ᖺࠊ�����ࠊ࠘

մࠕᨾᐑ༤≀㝔ⶶྂᢒᮏࠗⵚồ࠘ࡢḍእὀ࡚࠸ࡘ ࠊࠖࠗ ᮾὒᩥ࠘ห���ྕࠊ�����ࠊ����ᖺ

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧

ձࠕ᪥ᮏࡿࡅ࠾ㅰ㟋㐠ࠕ㏙♽ᚨリࠖཷࡢᐜࡢ࡚࠸ࡘぬ࠼᭩ࢪࠗࠊࠖࡁ㐟Ꮫ���භᮅᩥ᪥

ᮏ̿ㅰ㟋㐠࠺࠸どᗙࠊ�������ࠊ࠘ࡽ����ᖺ 

ղࠗࠕᚐ↛ⲡ࠘ࡢ୰ᩥヂ₎ᩥヂࠖࠗࠊ⥲◊ᩥ⛉Ꮫ◊✲࠘��ྕࠊ����ࠊ����ᖺ 

ճࠗࠕᚐ↛ⲡ࠘ࡿࡅ࠾₎⡠ཷᐜࡢ᪉ἲ̿ࠗⓑẶᩥ㞟࠘ࡢሙྜ̿ࠖࠗࠊ➨��ᅇᅜ㝿᪥ᮏᩥᏛ◊✲㞟

㆟㘓࠘ࠊ�����ࠊ����ᖺ 

մࠕ₎ヂࠗࡿࢀࡉᚐ↛ⲡ୍࠘ࡢ᪉ἲ̿㏆ୡᮇවዲఏࡢ㛵ࠗࠊࠖ̿ࡾࢃㄝヰ࠘��ྕࠊ��������ࠊ�

ᖺ 

յࠕ₎ヂࠗࡿࢀࡉᚐ↛ⲡ࠘ ̿␗✀ࠗⵚồ࡚࠘̿ࡗࡄࡵࢆ ࠊࠖࠗ ⥲◊ᩥ⛉Ꮫ◊✲࠘��ྕࠊ�����ࠊ

����ᖺ

ᡤ ᒓ Ꮫ 
⟃Ἴ大学日本ㄒ日本ᩥ学、₎ẚ㍑ᩥ学、୰ୡᩥ学、日本㏆ୡᩥ学、EAJS（䝶
ー䝻䝑䝟日本研究༠）

 ࡁࡺࡉࡲ ࡔ࠸ࡅ ࡞ࡀࡾࡩ

Ặ ྡ ⏣ ᫀஅ

⫋   ྡ ᩍᤵ Ꮫ    ಟኈ㸦⤒῭Ꮫ㸧 

࡞ᢸᙜ⛉┠
࠙Ꮫ㒊ࣟࢡ࣑ࠚ⤒῭Ꮫᇶ♏ࣟࢡ࣐ࠊ⤒῭Ꮫᇶ♏ 

 Ꮫ῭⤒ࣟࢡ࣑

㊃࣭≉ᢏ ᆅှ୕⤋ࠊ⟤ࠊ⬌ᘪ₇ࡢዌ 

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ
 ࠘ࢬࣥࣔࢥⴭࠗࢢࢩࢵ࣭ࣞࢫ࣮ࣥࣞࣟ

 ࠘ᩛࡢ⩏Ẹࡣࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥⴭ࣮ࠗࣥࢸࢫࣥࢧ࣭ࢫࣕ࢟

ᩍဨࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢࡽ
 ࠖࠋ࠸࡞ࡣࡢࡶࡿࡉᙉࡾ⢓ୡࡢࡇࠕ

        ➨��௦ྜ࣓࢝ࣜ⾗ᅜ⤫㡿 ࢪࢵ࣮ࣜࢡ࣭ࣥࣅࣝ࢝ 

␎    Ṕ

ୖᬛᏛ⤒῭Ꮫ㒊༞ᴗ 

ᮾிᏛᏛ㝔⤒῭Ꮫ◊✲⛉༤ኈㄢ⛬༢ྲྀᚓ㏥Ꮫ 

ᮾிᏛ��ୡ⣖&2(࣒ࣛࢢࣟࣉ ᣐⅬᙧᡂ≉௵◊✲ဨ 

ᮾிᏛᏛ㝔⤒῭Ꮫ◊✲⛉ 

     ᪥ᮏ⤒῭ᅜ㝿ඹྠ◊✲࣮ࢱࣥࢭ Ꮫ⾡ᨭᑓ㛛⫋ဨ 

����ᖺ㹼 ⌧⫋ 

ᑓ 㛛 ศ 㔝  ⼥ᅜ㝿㔠ࠊ㔠⼥ㄽࠊᏛ῭⤒ࣟࢡ࣐

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ
⮬↛ゝㄒฎ⌮ࡓ࠸⏝ࢆ㔠⼥ᨻ⟇ࡢ*6)ᐇドศᯒ 

 ᐇドศᯒࡿࡍ㛵⟇㔠⼥ᨻᮇᚅࣞࣇࣥ

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼

ձ  �������ࠖ̿ࡓࢀࡃ࡚࠼ᩍࢆఱࡣ⌮ฟ̿⮬↛ゝㄒฎ⯪࡞ࡓ᪂ࡢ⟇㔠⼥ᨻࡢୗ࡛ࡢ⥲⏣᳜ࠕ

⚟⏣ៅ୍⦅ࠗᆅᨻᏛⓗࣜࢡࢫ᪥ᮏ⤒῭㸸᪂࡞ࡓ෭ᡓ௦ࡿࡅ࠾ᵓ㐀ᨵ㠉࠘� ᮾிᏛฟ∧

 

ղ ͆+RZ /RXG iV D 6RIW 9RiFH" (IIHFWV RI SRViWiYH VFUHHQiQJ RI (6* SHUIRUPDQFH RQ WKH -DSDQHVH 

RiO FRPSDQiHV�͇ ������� 5,(7, 'iVFXVViRQ 3DSHU 6HUiHV ���(���� �ZiWK <RVXNH 7DNHGD�� 

ճ  ͆7KH $UW RI &HQWUDO %DQN &RPPXQiFDWiRQ� $ 7RSiF $QDO\ViV RQ :RUGV XVHG E\ WKH %DQN 

RI -DSDQ
V *RYHUQRUV�͇������� 5,(7, 'iVFXVViRQ 3DSHU 6HUiHV ���(���� �ZiWK <RVXNH 

7DNHGD�� 

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧

ձ ͆(QWUHSUHQHXUVKiS DQG FDSiWDO iQYHVWPHQW� $QRWKHU H[SODQDWiRQ IRU WKH VOXPS iQ FDSiWDO 

iQYHVWPHQW XQGHU GHIODWiRQ͇������� 3XEOiF 3ROiF\ 5HYiHZ� YRO� ��� iVVXH �� SS�������� 

�ZiWK 6KiQ�iFKi )XNXGD DQG 0XQHKiVD .DVX\D� 

ղ ͆&HQWUDO EDQN FRPPXQiFDWiRQ VWUDWHJiHV� $ FRPSXWHU�EDVHG QDUUDWiYH DQDO\ViV RI WKH %DQN 

RI -DSDQ
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������� 5,(7, 'iVFXVViRQ 3DSHU 6HUiHV ���(���� �ZiWK <RVXNH 7DNHGD�� 
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ふりがな こばやし みき

氏 名 小林 幹
職   名 准教授 学   位 博士(情報学) 

主な担当科目 ࠙Ꮫ㒊ࠚ数学基礎, 経済数学

趣味・特技 ゴルフ スノーボード サウナ

学生に推薦する本 ジェイムズ・グリック 「カオス-新しい科学をつくる」新潮文庫
合原一幸 編著「社会を変える驚きの数学」ウェッジ選書３２地球学シリーズ

教員からの
メッセージ

様々な事に疑問を持ち、それらを解決するための努力を惜しまないで下さい。
大学はそれをするための環境が整っています。

略    歴 東北大学原子分子材料科学高等研究機構助教

専 門 分 野 非線形力学系の解析と制御

現在の研究テーマ 機械学習の数理的構造の解明
非線形制御理論を用いた確率過程の制御

過去 5年間の主要研究業績
① Laminar chaotic saddle within a turbulent attractor, Physical Review E (2024)[共著]
② Minimal model for reservoir computing, Physica D 470 134360 (2024)[共著]
③ Mathematical analysis of the Wiener processes with time-delayed feedback, AIP 

advances 14 , 095219 (2024)[ඹⴭ]
④ Lyapunov analysis of data-driven models of high dimensional dynamics using reservoir 

computing: Lorenz-96 system and fluid flow, Journal of Physics; Complexity 5, 025024 
(2024)[ඹⴭ]

⑤ Characterizing small-scale dynamics of Navier-Stokes turbulence with transverse 
Lyapunov exponents: A data assimilation, Physical Review Letters 131 254001 
(2023)[ඹⴭ]

⑥ Dynamical system analysis of a data-driven model constructed by reservoir computing, 
Physical Review E 104, 044215 (2021)[共著]

⑦ 産業構造の特性に関するネットワーク分析, 立正大学経済学季報, 71巻 1号, p.39 
(2021)[共著] 

上記以外の研究業績（5点以内）
①Control of deterministic diffusion generated by chaotic dynamical systems through time 

delayed feedback control, Nolta journal, Vol. 9, Issue 2, pp. 196-203 (2018). 
②Time-delayed feedback control of diffusion in random walkers, Phys. Rev. E, 96,  
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ղ  ����ᖺ (FRQRPHWUiF 6RFiHW\ $ViDQ 6FKRRO iQ (FRQRPiF 7KHRU\㸦�㸧ࠖ㸦$UiHO 5XEiQVWHiQࠕ

ᩍᤵㅮ₇ࡢゎㄝㄽᩥ㸧୕ࠗࠊ⏣Ꮫ㞧ㄅ࠘ࠊ���ᕳ�ྕࠊ����ᖺ࠙ඹⴭࠚ 

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧

ᡤ ᒓ Ꮫ 
日本経済学
The Econometric Society 
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 ࡇࡿࡣ ࡔ࡞ࡉ ࡞ࡀࡾࡩ

Ặ ྡ ┿⏣ Ꮚ

⫋   ྡ ᩍᤵ Ꮫ    ༤ኈ�᪥ᮏㄒ᪥ᮏᩥᏛ� 

࡞ᢸᙜ⛉┠
࠙Ꮫ㒊ࠚ᪥ᮏㄒ⾲⌧ἲ ሗᇶ♏ ࣮ࣝࢼ࣑ࢮ 

࠙Ꮫ㝔ࠚᆅᇦᩥ≉ㄽ 

㊃࣭≉ᢏ  ࣮ࣚࣟࡢࣃࢵᘓ⠏ࢆぢࡇࡿ 

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ  ࠗࢥ࣮࢚࣭ࢺࣝ࣋ࣥ࢘ㄽᩥసἲ࠘⪋❧᭩ᡣ 

ᩍဨࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢࡽ

 Ꮫ⏕௦ᮍ᮶ࡢ⮬ศࢆ✀ࡢⵗࠋ࠺ࡇ 
 ࠋ࠸ࡉୗ࡚ࡋ᥈ồᴟⓗ✚࡚ࡗᣢࢆ⯆ࡶࡇ࡞ࢇ 
 ࠋࡍࡲࡕ❧ᙺពእࡽฟ࡚♫ࡶ㦂࡛⤒࡞ࡉᑠ࠼ࡓ 
 ⮬ศࡓࡗ࡞ࡽ▱ࡀୡ⏺ࠊ㠃ⓑࡸࡇ࠸⣲ᬕࡢࡇ࠸ࡋࡽ 
 ฟࠋࢇࡏࡲࢀࡋࡶࡿ࠶ࡀ࠸ 

␎    Ṕ

Ꮫ⩦㝔ᏛᩥᏛ㒊ᅜᩥ⛉༞ᴗࠋ᪥ᮏ㹇㹀㹋�ᰴ�ࢽࢪ࢚࣭ࣥࢬ࣒ࢸࢫࢩ
᪥ᮏㄒ᪥ᮏᩥᏛᑓ�Ꮫ⩦㝔ᏛᏛ㝔ேᩥ⛉Ꮫ◊✲⛉ࠊ࡚⤒ࢆົ
ᨷ�༤ኈ๓ᮇㄢ⛬ಟྠࠊᏛ㝔༤ኈᚋᮇㄢ⛬༢ྲྀᚓ㏥Ꮫࢶࢻࠋ
Ꮫ⾡ὶ�'$$'�▷ᮇዡᏛ⏕ࣜࢺ࣭ࢶࢻ࡚ࡋᏛィ㔞ゝㄒᏛ
✲◊ู≉᪥ᮏᏛ⾡⯆ࠋᅾ✲◊ᏛゝㄒᏛ◊✲ᡤ࣒ࣇࢵ࣎ࠊ⛉
ဨࠊ㒔␃ᩥ⛉Ꮫ࣭ᮾிᏛⱁᏛ࣭❧ṇᏛ࣭ἲᨻᏛ➼㠀ᖖㅮᖌࠊ
ᇸ⋢ᏛᅬᏛᩍᤵྠࠊᩍᤵࠋࡿ⮳⫋⌧࡚⤒ࢆ 

ᑓ 㛛 ศ 㔝
 ᪥ᮏㄒᏛ࣭ィ㔞ゝㄒᏛ࣭᪥ᮏㄒྐ 
 �⌧௦᪥ᮏㄒཬࡧ᫂௦ࡽ⌧௦ࡢ࡛ࡲゝㄒኚࡢィ㔞ⓗศᯒ� 

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ  ᪥ᮏㄒࡢㄒᙡࡢィ㔞ⓗศᯒࠊᏛ⾡⏝ㄒࡢᐃ╔㐣⛬᳨ࡢド 

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼

ձဴࠗࠕᏛᏐᙡ࠘ࡢぢฟࡋㄒࢧࣟࣀ࢙ࣇㅮ⩏ဴࠕᏛྐࠖࠖ㏆௦ㄒᏛ⦅ࠗ㏆௦ㄒ◊✲࠘➨23
㞟, 2022ᖺ9᭶ Ṋⶶ㔝᭩㝔

ղࡢᩥࠕ㛗ࡉ⠇ࡢ㛗ࠖ࡞↛⮬ࠕࡢࡉᆒ⾮㛵ࡿࡍ◊✲̿ ⩻ヂᩥ0ࡢHQ]HUDWK�$OWPDQQࡢἲ
��������ㄒᙡ◊✲ࠖᣍᚅㄽᩥ㸧� SS࠸ࡋ᪂ࠕ㐺⏝ ̿ࠖࠗィ㔞ᅜㄒᏛ࠘��ᕳ�ྕ㸦≉㞟ࡢ๎� 
2021ᖺ12᭶ 

ճࠕ᫂ᮇࢶࢻࡿࡅ࠾⛉Ꮫ⏝ㄒཷࡢᐜࠖࠗࢶࢻㄒ2020࠘࠺ྜࡁྥᖺ8᭶ ᭩ᡣࡌࡘࡦ

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧 

ձࠕQuantitative aspects of the clause: length, position and depth of the clauseࠖ2019ᖺ10᭶ Journal 
of Quantitative Linguistics, vol. 26-4, pp. 306-329 

ղࠕNegentropy of dependency types and parts of speech in the clauseࠖࠗQuantitative analysis of 
dependency structures (Book series Quantitative Linguistics࠘2018ᖺ10᭶ Berlin & New York: Walter 
de Gruyter
ճࠗ᪥ᮏㄒ࠘�ඹⴭ��2014ᖺ10᭶ ᮅ᭩ᗑ 
մᣍᚅㅮ₇ࠕ᫂ᮇࡢᏛ⾡⏝ㄒ୍ࡀ⯡࡛ࠖࡲࡿࡍ᪥ᮏㄒᏛ2014ᖺᗘᏘ70࿘ᖺグᛕࢩ
 2014ᖺ5᭶࡚ࠖ࠼㏄ࢆᮍ᮶ʊᏛᩍ⫱ᅜ㝿௦ṔྐࡢᏛ⾡᪥ᮏㄒࠕ࣒࢘ࢪ࣏ࣥ
յࠗㅮᗙ,7᪥ᮏㄒ◊✲࣭➨�ᕳ㉁ၥㄪᰝἲ⤫ィฎ⌮࠘�ඹⴭ��2012ᖺ6᭶ ᮅ᭩ᗑ

ᡤ ᒓ Ꮫ 
ィ㔞ᅜㄒᏛ�⌮࣭⦅㞟㛗�࣭᪥ᮏㄒᏛ㸦⦅㞟ጤဨ㸧࣭ 
ᅜ㝿ィ㔞ゝㄒᏛ�ࢪᢸᙜ⌮� 
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࡞ࡀࡾࡩ  ࠸࠺ࡻࡾ ࡶࡂࡍ

Ặ ྡ ᮡᮏ Ⰻᖹ
⫋   ྡ ≉௵ㅮᖌ Ꮫ    ಟኈ㸦⤒῭Ꮫ㸧

࡞ᢸᙜ⛉┠
⤫ࠊ♏Ꮫᇶᩘࠊ⩦Ꮫ₇῭⤒ࣟࢡ࣐ࠊ⩦Ꮫ₇῭⤒ࣟࢡ࣑

ィᏛᇶ♏

㊃࣭≉ᢏ ᑗᲦࠊ᭩㐨 

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ

᪥ᮏ⤒῭᪂⪺♫⦅㸦2024㸧ࠗQ&A ᪥ᮏ⤒῭ࡿࢃࡀࢫ࣮ࣗࢽࡢ㸟2025 ᖺ
∧࠘᪥ᮏ⤒῭᪂⪺ฟ∧ࠋ

ᩍဨࡢࡽ

ࢪ࣮ࢭࢵ࣓

⤒῭ᏛࢆᴦࡃࡋᏛࠊࡽࡀ࡞ࡧᖖ㧗࠸┠ᶆࢆᣢ࡚ࡗ㐩ᡂ࡛࠺ࡼࡿࡁດ
ຊࠋ࠺ࡻࡋࡲࡋ

␎    Ṕ

㛵ᮾᏛ㝔Ꮫ⤒῭Ꮫ㒊༞ᴗ
᫂ᏛᏛ㝔ᨻ⤒῭Ꮫ◊✲⛉༤ኈ๓ᮇㄢ⛬ಟ
᫂ᏛᏛᏛ㝔ၟᏛ◊✲⛉༤ኈᚋᮇㄢ⛬༢ྲྀᚓ‶ᮇ㏥Ꮫ
㟁ຊ୰ኸ◊✲ᡤ༠ຊ◊✲ဨ
ෆ㛶ᗓ⤒῭♫⥲ྜ◊✲ᡤᅜẸ⤒῭ィ⟬㒊◊✲ᑓ㛛⫋
ᮾி⚟♴Ꮫ≉௵ㅮᖌ

ᑓ 㛛 ศ 㔝 ᬒẼኚືㄽࠊィ㔞⤒῭ᏛࠊᏛ῭⤒ࣟࢡ࣐ࠊᏛ῭⤒ࣟࢡ࣑

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ
ᬒẼኚືศᯒࡿࡼࢱ࣮ࢹ࣒ࢱࣝࣜ
 ᬒẼண㛤ⓎࡢᬒẼᣦᶆࡿࡅ࠾῭⤒ࢫࣅ࣮ࢧ

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼ 
ձ࣮ࢱࣝࣇࣥࢺ࣑ࣝࣁࠕ HP ࡿࡼ࣮ࢱࣝࣇ GDP ࡍ㛵ᨵᐃࢱ࣮ࢹ᥎ᐃࡢࣉࢵࣕࢠ

➨ᐹࠖ❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ⦅ࠗ⤒῭ᏛᏘሗ࠘⪄୍ࡿ 74ᕳࠊ➨ ࠋ2024ᖺࠊpp.23-47ࠊ1ྕ
ղࠕRSVDࡿࡼᏘ⠇ㄪᩚၟᴗືែ⤫ィㄪᰝࢱ࣮ࢹࡢᨵᐃ㛵୍ࡿࡍ⪃ᐹࠖ❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ

⦅ࠗ⤒῭ᏛᏘሗ࠘➨ 73ᕳࠊ➨ ࠋ2023ᖺࠊpp.57-78ࠊ1ྕ
ճࠕ➨ 3ḟ⏘ᴗάືᣦᩘࡢせᴗ✀ูࢱ࣮ࢹࡿࡅ࠾ᨵᐃࢡࢵ࣑ࢹࣥࣃἣ㛵୍ࡿࡍ⪃ᐹࠖ

❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ⦅ࠗ⤒῭ᏛᏘሗ࠘➨ 71ᕳࠊ➨ ࠋ2022ᖺࠊpp.105-132ࠊ4ྕ
մࠕ➨ 3ḟ⏘ᴗάືᣦᩘࢱ࣮ࢹࡢᨵᐃ㛵୍ࡿࡍ⪃ᐹࠖࠗ ᮾி⚟♴Ꮫ࣭Ꮫ㝔⣖せ࠘➨ 9ᕳࠊ

➨ ࠋ2019ᖺࠊpp.3-20ࠊ1-2ྜేྕ
ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧

ձࠕ㟁୰◊▷ᮇࣟࢡ࣐ィ㔞⤒῭ࣔࣝࢹ 2012Ɇ㈈ᨻᩘࡢኚ㟈⅏ᚋࡢ⠇㟁㔞ࡢ᥎ᐃɆࠖ㟁ຊ
୰ኸ◊✲ᡤሗ࿌ࠊY12032ࠊpp.1-362013ࠊᖺ㸦ᯘ⏣ඖᑵࠊ㛫℩㈗அඹⴭ㸧ࠋ

ղࠕ㛤ᨺ⤒῭ࡿࡅ࠾ IS-MPศᯒࢪඹ㏻㏻㈌ࡢᑟධࡢ㠀࡚ࠗࠖ࠸ࡘ ᛂ⏝⤒῭Ꮫ◊✲࠘
➨ 5ᕳࠊວⲡ᭩ᡣࠊpp.104-1212011ࠊᖺࠋ

ճࠕ᪥ᮏࡢᆅᇦࡿࡅ࠾ IS-MPศᯒࡢࢡࢵࣙࢩ῭⤒ࡿࡼᑐ⛠ᛶ㛵୍ࡿࡍ⪃ᐹࠖࠗ ᛂ⏝⤒῭
Ꮫ◊✲࠘➨ 4ᕳࠊວⲡ᭩ᡣࠊpp.14-292010ࠊᖺࠋ

մࠕ᪥ᮏࡿࡅ࠾ࢫࣜࢠᡂ㛗ᚠ⎔ࡢせᅉศᯒࠖࠗ ᕞ⤒῭Ꮫᖺሗ࠘➨47㞟ࠊᕞ⤒῭Ꮫ
⦅ࠊpp.75-792009ࠊᖺࠋ

յࠕᐙィᴗࡢᮇᚅࡾ┒ࢆ㎸ࡔࢇᬒẼุ᩿㛵ࡿࡍ⪃ᐹࠖࠗ ᕞ⤒῭Ꮫᖺሗ࠘➨46㞟ࠊᕞ
⤒῭Ꮫ⦅ࠊpp.67-742008ࠊᖺࠋ

ᡤ ᒓ Ꮫ 
᪥ᮏ⤒῭Ꮫࠊ᪥ᮏᛂ⏝⤒῭ᏛࠊᬒẼᚠ⎔Ꮫࠊᕞ⤒῭Ꮫࠊ⤒῭
ᩍ⫱Ꮫ 

 ࡇࡿࡣ ࡔ࡞ࡉ ࡞ࡀࡾࡩ

Ặ ྡ ┿⏣ Ꮚ

⫋   ྡ ᩍᤵ Ꮫ    ༤ኈ�᪥ᮏㄒ᪥ᮏᩥᏛ� 

࡞ᢸᙜ⛉┠
࠙Ꮫ㒊ࠚ᪥ᮏㄒ⾲⌧ἲ ሗᇶ♏ ࣮ࣝࢼ࣑ࢮ 

࠙Ꮫ㝔ࠚᆅᇦᩥ≉ㄽ 

㊃࣭≉ᢏ  ࣮ࣚࣟࡢࣃࢵᘓ⠏ࢆぢࡇࡿ 

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ  ࠗࢥ࣮࢚࣭ࢺࣝ࣋ࣥ࢘ㄽᩥసἲ࠘⪋❧᭩ᡣ 

ᩍဨࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢࡽ

 Ꮫ⏕௦ᮍ᮶ࡢ⮬ศࢆ✀ࡢⵗࠋ࠺ࡇ 
 ࠋ࠸ࡉୗ࡚ࡋ᥈ồᴟⓗ✚࡚ࡗᣢࢆ⯆ࡶࡇ࡞ࢇ 
 ࠋࡍࡲࡕ❧ᙺពእࡽฟ࡚♫ࡶ㦂࡛⤒࡞ࡉᑠ࠼ࡓ 
 ⮬ศࡓࡗ࡞ࡽ▱ࡀୡ⏺ࠊ㠃ⓑࡸࡇ࠸⣲ᬕࡢࡇ࠸ࡋࡽ 
 ฟࠋࢇࡏࡲࢀࡋࡶࡿ࠶ࡀ࠸ 

␎    Ṕ

Ꮫ⩦㝔ᏛᩥᏛ㒊ᅜᩥ⛉༞ᴗࠋ᪥ᮏ㹇㹀㹋�ᰴ�ࢽࢪ࢚࣭ࣥࢬ࣒ࢸࢫࢩ
᪥ᮏㄒ᪥ᮏᩥᏛᑓ�Ꮫ⩦㝔ᏛᏛ㝔ேᩥ⛉Ꮫ◊✲⛉ࠊ࡚⤒ࢆົ
ᨷ�༤ኈ๓ᮇㄢ⛬ಟྠࠊᏛ㝔༤ኈᚋᮇㄢ⛬༢ྲྀᚓ㏥Ꮫࢶࢻࠋ
Ꮫ⾡ὶ�'$$'�▷ᮇዡᏛ⏕ࣜࢺ࣭ࢶࢻ࡚ࡋᏛィ㔞ゝㄒᏛ
✲◊ู≉᪥ᮏᏛ⾡⯆ࠋᅾ✲◊ᏛゝㄒᏛ◊✲ᡤ࣒ࣇࢵ࣎ࠊ⛉
ဨࠊ㒔␃ᩥ⛉Ꮫ࣭ᮾிᏛⱁᏛ࣭❧ṇᏛ࣭ἲᨻᏛ➼㠀ᖖㅮᖌࠊ
ᇸ⋢ᏛᅬᏛᩍᤵྠࠊᩍᤵࠋࡿ⮳⫋⌧࡚⤒ࢆ 

ᑓ 㛛 ศ 㔝
 ᪥ᮏㄒᏛ࣭ィ㔞ゝㄒᏛ࣭᪥ᮏㄒྐ 
 �⌧௦᪥ᮏㄒཬࡧ᫂௦ࡽ⌧௦ࡢ࡛ࡲゝㄒኚࡢィ㔞ⓗศᯒ� 

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ  ᪥ᮏㄒࡢㄒᙡࡢィ㔞ⓗศᯒࠊᏛ⾡⏝ㄒࡢᐃ╔㐣⛬᳨ࡢド 

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼

ձဴࠗࠕᏛᏐᙡ࠘ࡢぢฟࡋㄒࢧࣟࣀ࢙ࣇㅮ⩏ဴࠕᏛྐࠖࠖ㏆௦ㄒᏛ⦅ࠗ㏆௦ㄒ◊✲࠘➨23
㞟, 2022ᖺ9᭶ Ṋⶶ㔝᭩㝔

ղࡢᩥࠕ㛗ࡉ⠇ࡢ㛗ࠖ࡞↛⮬ࠕࡢࡉᆒ⾮㛵ࡿࡍ◊✲̿ ⩻ヂᩥ0ࡢHQ]HUDWK�$OWPDQQࡢἲ
��������ㄒᙡ◊✲ࠖᣍᚅㄽᩥ㸧� SS࠸ࡋ᪂ࠕ㐺⏝ ̿ࠖࠗィ㔞ᅜㄒᏛ࠘��ᕳ�ྕ㸦≉㞟ࡢ๎� 
2021ᖺ12᭶ 

ճࠕ᫂ᮇࢶࢻࡿࡅ࠾⛉Ꮫ⏝ㄒཷࡢᐜࠖࠗࢶࢻㄒ2020࠘࠺ྜࡁྥᖺ8᭶ ᭩ᡣࡌࡘࡦ

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧 

ձࠕQuantitative aspects of the clause: length, position and depth of the clauseࠖ2019ᖺ10᭶ Journal 
of Quantitative Linguistics, vol. 26-4, pp. 306-329 

ղࠕNegentropy of dependency types and parts of speech in the clauseࠖࠗQuantitative analysis of 
dependency structures (Book series Quantitative Linguistics࠘2018ᖺ10᭶ Berlin & New York: Walter 
de Gruyter
ճࠗ᪥ᮏㄒ࠘�ඹⴭ��2014ᖺ10᭶ ᮅ᭩ᗑ 
մᣍᚅㅮ₇ࠕ᫂ᮇࡢᏛ⾡⏝ㄒ୍ࡀ⯡࡛ࠖࡲࡿࡍ᪥ᮏㄒᏛ2014ᖺᗘᏘ70࿘ᖺグᛕࢩ
 2014ᖺ5᭶࡚ࠖ࠼㏄ࢆᮍ᮶ʊᏛᩍ⫱ᅜ㝿௦ṔྐࡢᏛ⾡᪥ᮏㄒࠕ࣒࢘ࢪ࣏ࣥ
յࠗㅮᗙ,7᪥ᮏㄒ◊✲࣭➨�ᕳ㉁ၥㄪᰝἲ⤫ィฎ⌮࠘�ඹⴭ��2012ᖺ6᭶ ᮅ᭩ᗑ

ᡤ ᒓ Ꮫ 
ィ㔞ᅜㄒᏛ�⌮࣭⦅㞟㛗�࣭᪥ᮏㄒᏛ㸦⦅㞟ጤဨ㸧࣭ 
ᅜ㝿ィ㔞ゝㄒᏛ�ࢪᢸᙜ⌮� 
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 ࡌ࠺ࡇ   ࡓࡾࡏ ࡞ࡀࡾࡩ

Ặ ྡ ⱂ⏣ ᾈྖ

⫋   ྡ ᩍᤵ Ꮫ     ಟኈ 

࡞ᢸᙜ⛉┠
࠙Ꮫ㒊ࠚ㛤Ⓨ⤒῭Ꮫࠊከᅜ⡠ᴗㄽࣝࣂ࣮ࣟࢢࠊ⏘ᴗㄽ 

࠙Ꮫ㝔ࠚ㛤Ⓨ⤒῭Ꮫ≉ㄽࠊ㛤Ⓨ⤒῭Ꮫ≉◊

㊃࣭≉ᢏ 㡢ᴦ㚷㈹ 

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ
ᅜᐩㄽࠗࢫ࣑ࢫ࣭࣒ࢲ  ࠘

ࢯ࢚࣒ࣝࢧࠗࢫ࢘ࣁࢻ࣮ࣀ��:ࠊࣥࢯ࢚࣒ࣝࢧ��3      ࣥ⤒῭Ꮫ  ࠘

ᩍဨࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢࡽ

    

 ᖜᗈ࠸▱ⓗ㛵ᚰ࡚ࡗࡶࢆᵝ࡞ࠎ⤒㦂ࠊࡋࢆ⮬ศࡓࡗྜ᪉ྥᛶࢆぢฟࡋ  ࡚

 ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡗࡃࡘࢆ௰㛫ࡢࡃከࡅࡔࡿࡁ࡛ࡓࡲࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡗ࠸ 

␎    Ṕ

᭱⤊ᏛṔ㸸ᮾிᏛ Ꮫ㝔⥲ྜᩥ◊✲⛉ ༤ኈㄢ⛬ ༢ಟᚓ‶ᮇ㏥Ꮫࠋ 

⫋Ṕ㸸ඹྠ㏻ಙ♫グ⪅ࠊᮾிᏛຓᡭࠊᖇிᏛ⤒῭Ꮫ㒊ᑓ௵ㅮᖌࠊ 

 㔲㊰බ❧Ꮫ⤒῭Ꮫ㒊ᩍᤵࠊ❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ㒊ᩍᤵࠊ࡚⤒ࢆ 

 ࠋ⫋⌧ 

ᑓ 㛛 ศ 㔝 㛤Ⓨ⤒῭Ꮫࠊ῭⤒࣓࢝ࣜࣥࢸࣛࠊከᅜ⡠ᴗㄽ 

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ
Ⓨᒎ㏵ୖᅜࡢ⤒῭Ⓨᒎᑐࣝࣂ࣮ࣟࢢ῭⤒ࡿࡍࡢᙳ㡪㸫࣓ࢪࣛࣈࢥࢩ࢟

ࣝ⮬ື㌴⏘ᴗࡢࢆ୰ᚰ 

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼

ձ༢ⴭ��「*9&ࢥࢩ࣓࢟ࢳ࣮ࣟࣉ⮬ື㌴⏘ᴗ」 䛄経済ᚿᯘ䛅 ➨��ᕳ ➨� �ྕ�����ᖺ�᭶。

ղ ༢ⴭ࣓ࠕ ࢥ࣭ࢩ࢟ ࣐ࣛ࢟ ࢻ࣮ ྠ㌶㊧ࡢ��ᖺ㸫ᡂ㛗ࡢࣛ ᅜ㛤Ⓨᡓ␎ࡢྵ ព㸫�ୗ�ࠖ ⤒ࠗ̈̀ ᏛᏘሗ࠘ ➨��ᕳ➨�
ࠋ����ᖺ�᭶ࠊྕ

ճ ༢ⴭ࣓ࠕ ࢥ࣭ࢩ࢟ ࣐ࣛ࢟ ࢻ࣮ ྠ㌶㊧ࡢ��ᖺ㸫ᡂ㛗ࡢࣛ ᅜ㛤Ⓨᡓ␎ࡢྵ ព㸫�ୖ �ࠖ ⤒ࠗ̈̀ ᏛᏘሗ࠘ ➨��ᕳ➨�
����ࠊྕᖺ�᭶ࠋ

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧

ձ ༢ⴭࣝࣂ࣮ࣟࢢ῭⤒ࠕࢥࢩ࣓࢟⮬ື㌴⏘ᴗ㸫ᅜෆ㒊ရ⏘ᴗᑐࡿࡍከᅜ⡠ᴗᡓ␎ࢺࢡࣃࣥࡢ  ࠖ

��ᕳ➨࠘῭⤒ࢪࠗ      ࠋ����ᖺ�᭶ࠊྕ�➨

ղ ༢ⴭࠕ⮬ື㌴࣭㟁ᶵ㟁Ꮚ⏘ᴗ࣮ࣛࢻ࣐ࣛ࢟ࡢࢥࢩ࣓࢟㸫࣐ࣛ࢟ᆺⓎᒎᡓ␎ࡢ㝈⏺ࠖἙᮧဴ⦅ࠗࣟࢢ  ࣮

᪥⣔ᕤሙ࣓࢝ࣜࡢୗ῭⤒ࣝࣂ    �࠘➨Ϩ㒊ࠕ⡿᪥⣔ᕤሙࡿࡄࡵࢆ⤒῭࣭⤒Ⴀ⎔ቃᴗᡓ␎ࠖࠊ�❶�➨ࡢ 
   ᮾὒ⤒῭᪂ሗ♫ࠊ����ᖺ�᭶ࠋ 

ճ༢ⴭࣥࣙࢩ࣮ࢮࣜࣂ࣮ࣟࢢࠕ௦ࢥࢩ࣓࢟ࡿࡅ࠾⮬ື㌴⏘ᴗࡢⓎᒎࡢࡑㄢ㢟ࠖࠗ ᾏእᢞ⼥㈨࠘ ➨��ᕳ
� � ࠋ����ᖺ��᭶ࠊྕ�➨�

մ ༢ⴭࡿࡅ࠾ࣝࢪࣛࣈࠕ⮬ື㌴⏘ᴗ࣭ᕷሙࡢⓎᒎከᅜ⡠⮬ື㌴࣓࣮࣮࢝ᡓ␎ࠖୖᒣ㑥㞝⦅ࠗࣂ࣮ࣟࢢ

ࣝ➇தୗࡢ⮬ື㌴⏘ᴗ㸫᪂⯆ᅜᕷሙࡿࡅ࠾ᨷ㜵᪥ᮏ࣓࣮ࡢ࣮࢝ᡓ␎࠘➨�❶ࠊ᪥ห⮬ື㌴᪂⪺♫ࠊ

����ᖺ�᭶ࠋ

յ ༢ⴭࣝࣂ࣮ࣟࢢ῭⤒ࠕ௦ࡿࡅ࠾´ಖㆤ⩏µᨻ⟇ࡾ࠶ࡢ᪉㸫ࡿࡅ࠾ࢥࢩ࣓࢟ࣝࢪࣛࣈࡢࡘ㛤Ⓨ

ᡓ␎ࡢẚ㍑ศᯒࢆ㏻࡚ࠖࡌἙᮧဴ࣭ⱂ⏣ᾈྖࣝࣂ࣮ࣟࢢࠗ⦆㈨ᮏ⩏᪂⯆⤒῭࠘➨�❶��᪥ᮏ⤒

῭ホㄽ♫ࠊ����ᖺ��᭶ࠋ

ᡤ ᒓ Ꮫ   ᪥ᮏᅜ㝿⤒῭Ꮫ 
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࡞ࡀࡾࡩ ࠾   ࡉ   ࠸     ࡽ࠸ࡓ

Ặ ྡ ᖹ ఀ బ 㞝

⫋   ྡ ᩍᤵ Ꮫ      ⤒῭Ꮫಟኈ

࡞ᢸᙜ⛉┠
࠙Ꮫ㒊ࠚ⤒῭ྐᇶ♏࣭⤒῭ྐ࣭Ḣᕞ⤒῭ྐ

࠙Ꮫ㝔ࠚすὒ⤒῭ྐ≉ㄽ

㊃࣭≉ᢏ ┿ᙳᶵࣥࣙࢩࢡࣞࢥࡢ

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ Ọᓥ✨࣮ࠗࣚࣟࣃࢵ⮬ື㌴ே⏕ά࠘⋞♫

ᩍဨࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢࡽ ࠋࡿࢀࡽࡅᒆࢆᡭ⣬ࢩࣝ࢞ࡣྩ

␎    Ṕ

1991ᖺ3᭶ ᮾᩥᏛ⤒῭Ꮫ㒊༞ᴗ

1999ᖺ3᭶ ᮾᩥᏛ⤒῭Ꮫ◊✲⛉༤ኈᚋᮇㄢ⛬㏥Ꮫ

1999ᖺ4᭶ ❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ㒊ㅮᖌ

2007ᖺ4᭶㸫2008ᖺ3᭶ ࣥࢭ࣮ࢠ࣭ࢶࢻᏛṔྐ࣭ᩥᏛ㒊Ṕྐ

Ꮫ◊✲ᡤ୰ୡྐศ㔝ᐈဨ◊✲⪅

2009ᖺ4᭶ ❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ㒊ᩍᤵ

ᑓ 㛛 ศ 㔝 ୰ୡ⤒῭ྐ࣭ᩍྐ࣭ಟ㐨㝔ྐࣃࢵ࣮ࣟࣚ

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ ࡚࠸ࡘ㎰ᴗ㐠Ⴀ࣭ၟᴗάືࡿࡼಟ㐨㝔࣮ࢺࢩ

㐣ཤ5ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼

ձ ㈈ᅋἲேࡽ㛤ᯘࡢ᪥ⶈ᐀Ꮫᯘࡢ࡚ࡋ௦㸫ᑓ㛛Ꮫᰯࡢ᪥ⶈ᐀Ꮫᯘ࣭᪥ⶈ᐀Ꮫࠕ

➨ṇᏛྐ⣖せ࠘❧࡛ࠗࠖࡲ❧タࡢ 7 ྕ 2024 ᖺ 3 ᭶

ղ ➨࠘ᰭࡢ㌿ၥ㢟ࠖࠗ❧ṇᏛྐᩱ⦅⧩ᐊ⛣ࢫࣃࣥࣕ࢟ࠕ 10 ྕ 2024 ᖺ 3 ᭶

ճ 150ࠕ ᖺ๓ࡿࡅ࠾㕲㐨ࡢ㛤ᴗ❧ṇᏛ㛤ᰯࡢ㉳Ⅼࠖࠗ❧ṇᏛྐᩱ⦅⧩ᐊ࠘ᰭࡢ➨ 9
ྕ 2023 ᖺ 3 ᭶

մ ➨࠘ᰭࡢ᫇ࠖࠗ❧ṇᏛྐᩱ⦅⧩ᐊࡢᏛ⏕㣗ᇽࠕ 8 ྕ 2022 ᖺ 3 ᭶

յ ➨ᐹ㸫ࠖࠗ❧ṇᏛྐ⣖せ࠘⪄ࡢࡽࡁࡀࡣ⤮᪂ᰯ⯋㸫ࡘᘓୣࢣᒣ㇂ࠕ 5 ྕ 2020 ᖺ 3
᭶

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦5Ⅼ௨ෆ㸧

ձ࣮ࢺࢩࠕಟ㐨㝔ࡢ࡚࠸ࡘࢠࣥࣛࢢࡢぬ᭩ࠗࠖࡁ❧ṇྐᏛ࠘➨109ྕ 2011ᖺ3᭶
ղ  P. ࠊ࣮ࣁࢵࣂ࢙ࣝࢶࣥࢹJ.ࣞࠊࢢࢵ࣭࣮࣍ࢱࢫᮅ ᩥᕷ ┘ヂࠗಟ㐨㝔ᩥྐ࠘ඵ

ᆏ᭩ᡣ 2008ᖺ1᭶2014ࠊᖺ10᭶[ᬑཬ∧] ࣮ࢺࢩࡢ❶㑥ヂ

ճ ࡚ࠗࠖ࠸ࡘタࡢࢡ࢙ࣝ࣋ࣥࣇࢵࢩಟ㐨ཧᚊ㝔ࣀࢳࢫࢢ࢘ࠕ ⤒῭ᏛᏘሗ࠘➨58
ᕳ➨1ྕ㸦❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ㸧2008ᖺ8᭶

մ Ụᓮ ⋹ዉࠊ┘ಟࠗ࠘࢝ࢽ࣏ࣕࢪࡎࡗࡁᑠᏛ㤋 2006ᖺ6᭶ 㒊ศ㡯┠ᇳ➹

յ࣮ࢺࢩࠕಟ㐨㝔ࡢ㒔ᕷ㤋ࢠࣥࣛࢢ㸫ࢺ࣮࣓ࣟࣥࣄಟ㐨㝔ࡢࡽ㸫ࠖࠗẚ㍑㒔ᕷྐ

◊✲࠘➨24ᕳ ➨2ྕ 2005ᖺ12᭶

ᡤ ᒓ Ꮫ  ♫⤒῭ྐᏛࠊẚ㍑㒔ᕷྐ◊✲ࠊすὒྐ◊✲ࠊ⏘ᴗ㑇⏘Ꮫ 

 ࡌ࠺ࡇ   ࡓࡾࡏ ࡞ࡀࡾࡩ

Ặ ྡ ⱂ⏣ ᾈྖ

⫋   ྡ ᩍᤵ Ꮫ     ಟኈ 

࡞ᢸᙜ⛉┠
࠙Ꮫ㒊ࠚ㛤Ⓨ⤒῭Ꮫࠊከᅜ⡠ᴗㄽࣝࣂ࣮ࣟࢢࠊ⏘ᴗㄽ 

࠙Ꮫ㝔ࠚ㛤Ⓨ⤒῭Ꮫ≉ㄽࠊ㛤Ⓨ⤒῭Ꮫ≉◊

㊃࣭≉ᢏ 㡢ᴦ㚷㈹ 

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ
ᅜᐩㄽࠗࢫ࣑ࢫ࣭࣒ࢲ  ࠘

ࢯ࢚࣒ࣝࢧࠗࢫ࢘ࣁࢻ࣮ࣀ��:ࠊࣥࢯ࢚࣒ࣝࢧ��3      ࣥ⤒῭Ꮫ  ࠘

ᩍဨࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢࡽ

    

 ᖜᗈ࠸▱ⓗ㛵ᚰ࡚ࡗࡶࢆᵝ࡞ࠎ⤒㦂ࠊࡋࢆ⮬ศࡓࡗྜ᪉ྥᛶࢆぢฟࡋ  ࡚

 ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡗࡃࡘࢆ௰㛫ࡢࡃከࡅࡔࡿࡁ࡛ࡓࡲࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡗ࠸ 

␎    Ṕ

᭱⤊ᏛṔ㸸ᮾிᏛ Ꮫ㝔⥲ྜᩥ◊✲⛉ ༤ኈㄢ⛬ ༢ಟᚓ‶ᮇ㏥Ꮫࠋ 

⫋Ṕ㸸ඹྠ㏻ಙ♫グ⪅ࠊᮾிᏛຓᡭࠊᖇிᏛ⤒῭Ꮫ㒊ᑓ௵ㅮᖌࠊ 

 㔲㊰බ❧Ꮫ⤒῭Ꮫ㒊ᩍᤵࠊ❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ㒊ᩍᤵࠊ࡚⤒ࢆ 

 ࠋ⫋⌧ 

ᑓ 㛛 ศ 㔝 㛤Ⓨ⤒῭Ꮫࠊ῭⤒࣓࢝ࣜࣥࢸࣛࠊከᅜ⡠ᴗㄽ 

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ
Ⓨᒎ㏵ୖᅜࡢ⤒῭Ⓨᒎᑐࣝࣂ࣮ࣟࢢ῭⤒ࡿࡍࡢᙳ㡪㸫࣓ࢪࣛࣈࢥࢩ࢟

ࣝ⮬ື㌴⏘ᴗࡢࢆ୰ᚰ 

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼

ձ༢ⴭ��「*9&ࢥࢩ࣓࢟ࢳ࣮ࣟࣉ⮬ື㌴⏘ᴗ」 䛄経済ᚿᯘ䛅 ➨��ᕳ ➨� �ྕ�����ᖺ�᭶。

ղ ༢ⴭ࣓ࠕ ࢥ࣭ࢩ࢟ ࣐ࣛ࢟ ࢻ࣮ ྠ㌶㊧ࡢ��ᖺ㸫ᡂ㛗ࡢࣛ ᅜ㛤Ⓨᡓ␎ࡢྵ ព㸫�ୗ�ࠖ ⤒ࠗ̈̀ ᏛᏘሗ࠘ ➨��ᕳ➨�
ࠋ����ᖺ�᭶ࠊྕ

ճ ༢ⴭ࣓ࠕ ࢥ࣭ࢩ࢟ ࣐ࣛ࢟ ࢻ࣮ ྠ㌶㊧ࡢ��ᖺ㸫ᡂ㛗ࡢࣛ ᅜ㛤Ⓨᡓ␎ࡢྵ ព㸫�ୖ �ࠖ ⤒ࠗ̈̀ ᏛᏘሗ࠘ ➨��ᕳ➨�
����ࠊྕᖺ�᭶ࠋ

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧

ձ ༢ⴭࣝࣂ࣮ࣟࢢ῭⤒ࠕࢥࢩ࣓࢟⮬ື㌴⏘ᴗ㸫ᅜෆ㒊ရ⏘ᴗᑐࡿࡍከᅜ⡠ᴗᡓ␎ࢺࢡࣃࣥࡢ  ࠖ

��ᕳ➨࠘῭⤒ࢪࠗ      ࠋ����ᖺ�᭶ࠊྕ�➨

ղ ༢ⴭࠕ⮬ື㌴࣭㟁ᶵ㟁Ꮚ⏘ᴗ࣮ࣛࢻ࣐ࣛ࢟ࡢࢥࢩ࣓࢟㸫࣐ࣛ࢟ᆺⓎᒎᡓ␎ࡢ㝈⏺ࠖἙᮧဴ⦅ࠗࣟࢢ  ࣮

᪥⣔ᕤሙ࣓࢝ࣜࡢୗ῭⤒ࣝࣂ    �࠘➨Ϩ㒊ࠕ⡿᪥⣔ᕤሙࡿࡄࡵࢆ⤒῭࣭⤒Ⴀ⎔ቃᴗᡓ␎ࠖࠊ�❶�➨ࡢ 
   ᮾὒ⤒῭᪂ሗ♫ࠊ����ᖺ�᭶ࠋ 

ճ༢ⴭࣥࣙࢩ࣮ࢮࣜࣂ࣮ࣟࢢࠕ௦ࢥࢩ࣓࢟ࡿࡅ࠾⮬ື㌴⏘ᴗࡢⓎᒎࡢࡑㄢ㢟ࠖࠗ ᾏእᢞ⼥㈨࠘ ➨��ᕳ
� � ࠋ����ᖺ��᭶ࠊྕ�➨�

մ ༢ⴭࡿࡅ࠾ࣝࢪࣛࣈࠕ⮬ື㌴⏘ᴗ࣭ᕷሙࡢⓎᒎከᅜ⡠⮬ື㌴࣓࣮࣮࢝ᡓ␎ࠖୖᒣ㑥㞝⦅ࠗࣂ࣮ࣟࢢ

ࣝ➇தୗࡢ⮬ື㌴⏘ᴗ㸫᪂⯆ᅜᕷሙࡿࡅ࠾ᨷ㜵᪥ᮏ࣓࣮ࡢ࣮࢝ᡓ␎࠘➨�❶ࠊ᪥ห⮬ື㌴᪂⪺♫ࠊ

����ᖺ�᭶ࠋ

յ ༢ⴭࣝࣂ࣮ࣟࢢ῭⤒ࠕ௦ࡿࡅ࠾´ಖㆤ⩏µᨻ⟇ࡾ࠶ࡢ᪉㸫ࡿࡅ࠾ࢥࢩ࣓࢟ࣝࢪࣛࣈࡢࡘ㛤Ⓨ

ᡓ␎ࡢẚ㍑ศᯒࢆ㏻࡚ࠖࡌἙᮧဴ࣭ⱂ⏣ᾈྖࣝࣂ࣮ࣟࢢࠗ⦆㈨ᮏ⩏᪂⯆⤒῭࠘➨�❶��᪥ᮏ⤒

῭ホㄽ♫ࠊ����ᖺ��᭶ࠋ

ᡤ ᒓ Ꮫ   ᪥ᮏᅜ㝿⤒῭Ꮫ 
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 ࡁࡺࡳ  ࡋࡣࡓ ࡞ࡀࡾࡩ

Ặ ྡ 㧘ᶫ ⨾⏤⣖

⫋   ྡ ᩍᤵ Ꮫ    ༤ኈ�⤒῭Ꮫ� 

࡞ᢸᙜ⛉┠
࠙Ꮫ㒊ࠚ⤒῭ྐᇶ♏ࠊ᪥ᮏ⤒῭ྐࠊ⤒῭ྐ�࣭� 

࠙Ꮫ㝔ࠚ᪥ᮏ⤒῭ྐ≉ㄽࠊ᪥ᮏ⤒῭ྐ≉Ṧ◊✲ 

㊃࣭≉ᢏ ࠊࢫࢽࢸ᪑⾜ 

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ

����㸦ࢻࣥࣔࢲ࣭ࢻࣞࣕࢪ㸧ࠗ༴ᶵே㢮࠘᪥ᮏ⤒῭᪂⪺ฟ∧♫ 

 ࠘᪂₻ᩥᗜࡢ㸦����㸧ࠗỿ㯲ࣥࢯ࣮࣭࢙࢝ࣝࢳࣞ

▼ᶫ‣ᒣ㸦����㸧ࠗ‣ᒣᅇ࠘ᒾἼᩥᗜ

ᩍဨࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢࡽ

Ꮫ௦⮬ศࢀࡇࠕࡀᡴࡕ㎸ࡔࢇ ぢࢆࡢࡶࡿ࠼ゝ࡚ࡗᣢࢆಙ⮬ࠖ

࡚ࡋࡾࡗ࠺ࠋࡢࡶ࡞㈗㔜ࡿࡏࡈ㐣⏤⮬ࠊࡣ㛫ࡢᏛ⏕௦ࠋ࠺ࡼࡅࡘ

 ࠋ࠸ࡋ࡛ࢇㄞࢇࡉࡃࡓࡶᮏࠋ࠺ࡲࡋ࡚ࡗ⤒ࡣ㛫ࡄࡍࡿ࠸

⮬ศࡢክࢆᣢࢆࢀࡑ࡚ࡗ┠ᣦࠋ࠸ࡋ࡚ࡋດຊࡣᚲࡎሗࠋࡿࢀࢃ 

␎    Ṕ

 ᮾி⏕ࠋࢀࡲ᠕⩏ሿᏛ⤒῭Ꮫ㒊༞ᴗ୍ࠊᶫᏛᏛ㝔⤒῭Ꮫ◊✲

⛉ಟ㸦༤ኈ㸦⤒῭Ꮫ㸧㸧୍ࠊᶫᏛ⤒῭◊✲ᡤᑓ௵ㅮᖌࠊ࡚⤒ࢆ❧ṇ

Ꮫ⤒῭Ꮫ㒊ᩍᤵࠋ 

ᑓ 㛛 ศ 㔝 ᪥ᮏ⤒῭ྐࠊṔྐேཱྀᏛ 

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ
Ṕྐࡢ୰࡛ࠊ㒔ᕷ࣭୰ᑠ㒔ᕷ࣭㎰ᮧࡿࡅ࠾ேཱྀᐙ᪘ࡢ῭⤒ࡣ

ฟ᪉ࡁാࡢዪᛶࡢỤᡞ௦ࠋࡢࡓ࠸࡚࠸ື࡚ࡗᣢࢆࡾࢃ㛵࡞࠺ࡼ

⏘࣭Ꮚ⫱࡚ࡢ≧ἣࠋ㏆ୡࡿࡅ࠾ᐙ␆㸦∵㤿㸧ࡢ㣫㣴≧ἣࠋ 

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼

ձ 㔞ⓗศᯒࠖࠗᩘࡢ⾜ὶࣛࣞࢥࡿࡅ࠾᫂๓ᮇ᪥ᮏࠕ ⤒῭ᏛᏘሗ࠘➨��ᕳ➨�ྕࠊ����ᖺ�᭶ࠊSSࠋ������ 

ղ ᪥ ࢡࢵࣈࢻࣥࣁᖹ࣭ᓥすᬛ㍤࣭ᓊ⏣┿ ⦅ⴭࠗࠖࡿ࠼⪄ࡽᡂᯝࡢ㣚㤡��ṔྐேཱྀᏛேཱྀࠕ

ᮏ⤒῭ྐ ᚨᕝᮇࡽᏳᐃᡂ㛗ᮇ࡛࠘ࡲ����ᖺ��᭶ࣦࣝࢿ࣑ࠊ᭩ᡣࠊSS���� ࠋ

ճ ࠗࠖ࠸ၥࡢࡽṔྐேཱྀᏛ̿ࡇ࠺࠸ࡿࡁ⏕ேཱྀῶᑡ♫ࠕ ୡ⏺࠘ᒾἼ᭩ᗑࠊ�ࠊ����ᖺ�᭶ࠊྕ��

SSࠋ�������� 

մ ࠗࠖࢱ࣮ࢹࡢࡵࡓࡢ✲◊Ṕྐேཱྀࠕ ⤫ィ࠘�᭶ྕࠊ����ᖺ�᭶ࠊ᪥ᮏ⤫ィ༠ࠊSS���� ࠋ

յ Ẽೃேཱྀࡢ㏆ୡ᪥ᮏࠕ 㸦ࠖඹⴭ㸧୰ሯ Ṋ┘ಟࠊ㙊㇂࣭ࡿ࠾Ώ㎶ᾈ୍⦅ࠗẼೃኚືࡽ㏆ୡ࠾࡞ࡳࢆ

⾡ᢏ࣭࣒ࢸࢫࢩ㔞࣭ᩘ̿ࡍ ࠋ������SSࠊᕝ᭩ᗑ⮫ࠊ����ᖺ��᭶ࠊ࠘

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧

ձ ࠗᅾ㒓⏫ࡢṔྐேཱྀᏛ̿̿㏆ୡࡿࡅ࠾ᆅᇦᆅ᪉㒔ᕷࡢⓎᒎࣦ࠘ࣝࢿ࣑ࠊ᭩ᡣࠊ���� ᖺ �

᭶ࠋ 

ղ ⟇ேཱྀᨻࡢ㏆ୡᮾࠕ ᑠᓥᏹ࣭ࠊࠖ ᘅᔱΎᚿ⦅ⴭࠗ ேཱྀᨻ⟇ࡢẚ㍑ྐ̿̿࠺࠶ࡂࡵࡏᐙ᪘⾜ᨻ࠘

᪥ᮏ⤒῭ホㄽ♫ࠊ����ᖺ �᭶ࠊSS��� ࠋ���

ճ ፧፧⤖ࡢ⏫ᅾ㒓ࠕ 㯮ࠖ㡲㔛⨾⦅ࠗ ṔྐேཱྀᏛࡓࡳࡽ⤖፧࣭㞳፧࣭፧ ࠊ㯇⃝Ꮫฟ∧ࠊ࠘

���� ᖺ � ᭶ࠋ 

մ ࠗࠖ⟇ᑡᏊᑐேཱྀῶᑡࡢ㏆ୡ୰ᮇࠕ ᪥ᮏປാ◊✲㞧ㄅ 1࠘Rࠊ����ປാᨻ⟇◊✲࣭◊ಟᶵᵓࠊ

����ᖺ �᭶ࠊSSࠋ����� 

յ ࠗࠖ⪄ࢱ࣮ࢹᣢ㧗ࡢ࡚ࡋ㸧̿̿⤒῭ኚᩘ࣒ࢸࢫࢩᆅ�ᘬ⦕ࡿࡅ࠾⸬㝣ዟᅜᮏᯇࠕ 㯇⃝

⤒῭◊✲࠘➨ �� ᕳ➨ � ����ᖺࠊྕ �᭶ࠊSSࠋ������ 

ᡤ ᒓ Ꮫ   ♫⤒῭ྐᏛࠊ᪥ᮏேཱྀᏛࠊ᪥ᮏᐙ᪘♫Ꮫ 
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࡞ࡀࡾࡩ  ࡳࡢࡇ  ࡂࡢ  

Ặ ྡ እᮌ ዲ⨾
⫋   ྡ ᩍᤵ Ꮫ    ༤ኈ㸦⤒῭Ꮫ㸧 

࡞ᢸᙜ⛉┠ ࠙Ꮫ㒊ࠚᅜ㝿㔠⼥ㄽ�࣭�㸪ドๆᕷሙㄽ�࣭� 

㊃࣭≉ᢏ  ᩓṌ㸦㕲㐨㑇⏘ࡾࡄࡵ㸪୰ᑠἙᕝ࣭⏝Ỉࡾࡄࡵ㸧 

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ
 ࣮࠘ࣜࢸࢫ࣑ࡢⴭ�ࠗ⤒῭ᡂ㛗� ࣐ࣥࣉࣝ࣊ ࣥࢼࣁ࢚ࣝ 

ᮧᯇ   �ⴭ�ࠗ᪥ᮏࡢᕝ ࠘ࢃࡀࡲࡓ 

ᩍဨࡢࡽ

ࢪ࣮ࢭࢵ࣓
 Ꮫ⏕⏕άࢆ㏻࡚ࡌ㸪ᮏ㡢࣭ᮏẼ࡛ヰࡿࡏ㸪୍⏕ࡢࡢࡶேࢆస࡚ࡗୗ࠸ࡉ 

␎    Ṕ

୰ኸᏛ⤒῭Ꮫ㒊༞ᴗ 

୍ᶫᏛ⤒῭Ꮫ◊✲⛉༤ኈㄢ⛬༢ྲྀᚓ‶ᮇ㏥Ꮫ 

ෆ㛶ᗓ⤒῭♫⥲ྜ◊✲ᡤᬒẼ⤫ィ㒊ົᐁ 

⚄ዉᕝᏛ⤒῭Ꮫ㒊≉௵ຓᩍ 

ᑓ 㛛 ศ 㔝 ᴗࡢタഛᢞ㈨⾜ື� ↓ᙧ㈨⏘� ᴗ౯್ 

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ ᴗ౯್㸪↓ᙧ㈨⏘㸪ᴗࡢタഛᢞ㈨⾜ື㸪ᡂ㛗ィ

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼ 

ձ DRHV WKH SURGXFWiYiW\ -�FXUYH H[iVW iQ -DSDQ"�(PSiUiFDO VWXGiHV EDVHG RQ WKH PXOWiSOH T WKHRU\�

-RXUQDO RI WKH -DSDQHVH DQG ,QWHUQDWiRQDO (FRQRPiHV� YRO� ��� iVVXH C� ����࠙ඹⴭࠚ 

ղ 0XOWiSOH T DQG ,QYHVWPHQW iQ -DSDQ� 6SUiQJHU� ����࠙ඹⴭࠚ 

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧

① DR ,QWDQJiEOHV CRQWUiEXWH WR PURGXFWiYiW\ *URZWK iQ (DVW $ViDQ CRXQWUiHV" (YiGHQFH IURP -DSDQ 

DQG .RUHD㸪7KH :RUOG (FRQRP\� *URZWK RU 6WDJQDWiRQ"� CDPEUiGJH 8QiYHUViW\ PUHVV� �����࠙ඹⴭࠚ 

② タഛᢞ㈨◊✲࣮ࠗࢸࣥࣟࣇࡢ␗㉁ᛶ࠘ࡢゎ᫂ 0XOWiSOH T ᴗ⼥㔠ࡢ㸪ࠗ᪥ᮏ⤒῭ ኚ㠉ᮇࣝࢹࣔ

⾜ື ࠘➨ �❶࠙ඹⴭࠚ 

③ สࡾ㎸ࡳฎ⌮ᬒẼືྥᣦᩘ㸫ࠕสࡾ㎸ࡳD,ࠖࡓ࠸⏝ࢆእࡢ್ࢀᢕᥱ㸫㸪ࠗ ୡ⏺ྠἣᬒẼᚠ⎔ศᯒ࠘

➨�❶ 

④ ,QWDQJiEOH ,QYHVWPHQW iQ -DSDQ� 0HDVXUHPHQW DQG CRQWUiEXWiRQ WR (FRQRPiF *URZWK� WKH  5HYiHZ RI 
,QFRPH DQG :HDOWK� 9RO��� ,VVXH �� SS���������࠙ඹⴭࠚ 

⑤ ㆑ู̿ࠖࠗࡢ᪉⛬ᘧྠࡿࡼᅉᯝ㛵ಀ̿ศᩓᆒ୍ᛶࡢᴗ౯್ᰴᘧᡤ᭷ࡢእᅜேᢞ㈨ᐙࠕ ⤒῭◊✲࠘

➨��ᕳ �����㡫㸬࠙ ඹⴭࠚ

ᡤ ᒓ Ꮫ 
日本経済学

日本㔠⼥学

 ࡁࡺࡳ  ࡋࡣࡓ ࡞ࡀࡾࡩ

Ặ ྡ 㧘ᶫ ⨾⏤⣖

⫋   ྡ ᩍᤵ Ꮫ    ༤ኈ�⤒῭Ꮫ� 

࡞ᢸᙜ⛉┠
࠙Ꮫ㒊ࠚ⤒῭ྐᇶ♏ࠊ᪥ᮏ⤒῭ྐࠊ⤒῭ྐ�࣭� 

࠙Ꮫ㝔ࠚ᪥ᮏ⤒῭ྐ≉ㄽࠊ᪥ᮏ⤒῭ྐ≉Ṧ◊✲ 

㊃࣭≉ᢏ ࠊࢫࢽࢸ᪑⾜ 

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ

����㸦ࢻࣥࣔࢲ࣭ࢻࣞࣕࢪ㸧ࠗ༴ᶵே㢮࠘᪥ᮏ⤒῭᪂⪺ฟ∧♫ 

 ࠘᪂₻ᩥᗜࡢ㸦����㸧ࠗỿ㯲ࣥࢯ࣮࣭࢙࢝ࣝࢳࣞ

▼ᶫ‣ᒣ㸦����㸧ࠗ‣ᒣᅇ࠘ᒾἼᩥᗜ

ᩍဨࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢࡽ

Ꮫ௦⮬ศࢀࡇࠕࡀᡴࡕ㎸ࡔࢇ ぢࢆࡢࡶࡿ࠼ゝ࡚ࡗᣢࢆಙ⮬ࠖ

࡚ࡋࡾࡗ࠺ࠋࡢࡶ࡞㈗㔜ࡿࡏࡈ㐣⏤⮬ࠊࡣ㛫ࡢᏛ⏕௦ࠋ࠺ࡼࡅࡘ

 ࠋ࠸ࡋ࡛ࢇㄞࢇࡉࡃࡓࡶᮏࠋ࠺ࡲࡋ࡚ࡗ⤒ࡣ㛫ࡄࡍࡿ࠸

⮬ศࡢክࢆᣢࢆࢀࡑ࡚ࡗ┠ᣦࠋ࠸ࡋ࡚ࡋດຊࡣᚲࡎሗࠋࡿࢀࢃ 

␎    Ṕ

 ᮾி⏕ࠋࢀࡲ᠕⩏ሿᏛ⤒῭Ꮫ㒊༞ᴗ୍ࠊᶫᏛᏛ㝔⤒῭Ꮫ◊✲

⛉ಟ㸦༤ኈ㸦⤒῭Ꮫ㸧㸧୍ࠊᶫᏛ⤒῭◊✲ᡤᑓ௵ㅮᖌࠊ࡚⤒ࢆ❧ṇ

Ꮫ⤒῭Ꮫ㒊ᩍᤵࠋ 

ᑓ 㛛 ศ 㔝 ᪥ᮏ⤒῭ྐࠊṔྐேཱྀᏛ 

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ
Ṕྐࡢ୰࡛ࠊ㒔ᕷ࣭୰ᑠ㒔ᕷ࣭㎰ᮧࡿࡅ࠾ேཱྀᐙ᪘ࡢ῭⤒ࡣ

ฟ᪉ࡁാࡢዪᛶࡢỤᡞ௦ࠋࡢࡓ࠸࡚࠸ື࡚ࡗᣢࢆࡾࢃ㛵࡞࠺ࡼ

⏘࣭Ꮚ⫱࡚ࡢ≧ἣࠋ㏆ୡࡿࡅ࠾ᐙ␆㸦∵㤿㸧ࡢ㣫㣴≧ἣࠋ 

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼

ձ 㔞ⓗศᯒࠖࠗᩘࡢ⾜ὶࣛࣞࢥࡿࡅ࠾᫂๓ᮇ᪥ᮏࠕ ⤒῭ᏛᏘሗ࠘➨��ᕳ➨�ྕࠊ����ᖺ�᭶ࠊSSࠋ������ 

ղ ᪥ ࢡࢵࣈࢻࣥࣁᖹ࣭ᓥすᬛ㍤࣭ᓊ⏣┿ ⦅ⴭࠗࠖࡿ࠼⪄ࡽᡂᯝࡢ㣚㤡��ṔྐேཱྀᏛேཱྀࠕ

ᮏ⤒῭ྐ ᚨᕝᮇࡽᏳᐃᡂ㛗ᮇ࡛࠘ࡲ����ᖺ��᭶ࣦࣝࢿ࣑ࠊ᭩ᡣࠊSS���� ࠋ

ճ ࠗࠖ࠸ၥࡢࡽṔྐேཱྀᏛ̿ࡇ࠺࠸ࡿࡁ⏕ேཱྀῶᑡ♫ࠕ ୡ⏺࠘ᒾἼ᭩ᗑࠊ�ࠊ����ᖺ�᭶ࠊྕ��

SSࠋ�������� 

մ ࠗࠖࢱ࣮ࢹࡢࡵࡓࡢ✲◊Ṕྐேཱྀࠕ ⤫ィ࠘�᭶ྕࠊ����ᖺ�᭶ࠊ᪥ᮏ⤫ィ༠ࠊSS���� ࠋ

յ Ẽೃேཱྀࡢ㏆ୡ᪥ᮏࠕ 㸦ࠖඹⴭ㸧୰ሯ Ṋ┘ಟࠊ㙊㇂࣭ࡿ࠾Ώ㎶ᾈ୍⦅ࠗẼೃኚືࡽ㏆ୡ࠾࡞ࡳࢆ

⾡ᢏ࣭࣒ࢸࢫࢩ㔞࣭ᩘ̿ࡍ ࠋ������SSࠊᕝ᭩ᗑ⮫ࠊ����ᖺ��᭶ࠊ࠘

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧

ձ ࠗᅾ㒓⏫ࡢṔྐேཱྀᏛ̿̿㏆ୡࡿࡅ࠾ᆅᇦᆅ᪉㒔ᕷࡢⓎᒎࣦ࠘ࣝࢿ࣑ࠊ᭩ᡣࠊ���� ᖺ �

᭶ࠋ 

ղ ⟇ேཱྀᨻࡢ㏆ୡᮾࠕ ᑠᓥᏹ࣭ࠊࠖ ᘅᔱΎᚿ⦅ⴭࠗ ேཱྀᨻ⟇ࡢẚ㍑ྐ̿̿࠺࠶ࡂࡵࡏᐙ᪘⾜ᨻ࠘

᪥ᮏ⤒῭ホㄽ♫ࠊ����ᖺ �᭶ࠊSS��� ࠋ���

ճ ፧፧⤖ࡢ⏫ᅾ㒓ࠕ 㯮ࠖ㡲㔛⨾⦅ࠗ ṔྐேཱྀᏛࡓࡳࡽ⤖፧࣭㞳፧࣭፧ ࠊ㯇⃝Ꮫฟ∧ࠊ࠘

���� ᖺ � ᭶ࠋ 

մ ࠗࠖ⟇ᑡᏊᑐேཱྀῶᑡࡢ㏆ୡ୰ᮇࠕ ᪥ᮏປാ◊✲㞧ㄅ 1࠘Rࠊ����ປാᨻ⟇◊✲࣭◊ಟᶵᵓࠊ

����ᖺ �᭶ࠊSSࠋ����� 

յ ࠗࠖ⪄ࢱ࣮ࢹᣢ㧗ࡢ࡚ࡋ㸧̿̿⤒῭ኚᩘ࣒ࢸࢫࢩᆅ�ᘬ⦕ࡿࡅ࠾⸬㝣ዟᅜᮏᯇࠕ 㯇⃝

⤒῭◊✲࠘➨ �� ᕳ➨ � ����ᖺࠊྕ �᭶ࠊSSࠋ������ 

ᡤ ᒓ Ꮫ   ♫⤒῭ྐᏛࠊ᪥ᮏேཱྀᏛࠊ᪥ᮏᐙ᪘♫Ꮫ 
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 ࡁࡺࡡࡴ ࡽࡴ࡞ ࡞ࡀࡾࡩ

Ặ ྡ ୰ᮧ ᐀அ

⫋   ྡ ᩍᤵ Ꮫ    ༤ኈ㸦⤒῭Ꮫ㸧 

࡞ᢸᙜ⛉┠
࠙Ꮫ㒊ࢫࢡ࣐ࣝࠚ⤒῭Ꮫ� ᬒẼᚠ⎔ㄽ 

࠙Ꮫ㝔ࢫࢡ࣐ࣝࠚ⤒῭Ꮫ≉ㄽ 

㊃࣭≉ᢏ ㄞ᭩� ᪑⾜ 

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ

Ꮫ⛉ࡢከᵝᛶࠗࢻࢧ࣭࣮ࣗࢩ࣐ ࢸ࢚ࣥࢺ࣭࣮ࣦ࢝ࢫࢹ࠘�

࣡ࣥ�����ᖺ 

Ᏻᮏ⨾ࠗ 㑧㤿ྎᅜࡃゎࡀࢫ࢚ࣥࢧࢱ࣮ࢹ �࠘ᮅ᪥᪂⪺ฟ∧�ᮅ᪥᪂

᭩������ᖺ

ᩍဨࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢࡽ  ᴦࡃࡋᏛࠋ࠺ࡻࡋࡲࡁ࠸࡛ࢇ 

␎    Ṕ

ᇸ⋢Ꮫ⤒῭Ꮫ㒊༞ᴗ 

ᮾிᏛᏛ㝔⤒῭Ꮫ◊✲⛉༤ኈㄢ⛬ಟ 

ୖṊᏛࢫࢿࢪࣅሗᏛ㒊ᩍᤵࠊ࡚⤒ࢆ࡞ 

����ᖺࡾࡼ❧ṇᏛᩍᤵ 

ᑓ 㛛 ศ 㔝  ⤒῭⌮ㄽ㸦㈌ᖯ࣭ಙ⏝ㄽ� ศ㓄ㄽ㸧 

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ  ㈌ᖯ� ປാ� ศ㓄� ⚟♴㛵ࡿࡍ⌮ㄽⓗ◊✲ 

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼

ձ㸦ㄽᩥ㸧ࠕᕷẸⓗ⤫ྜᨻᩥ 㸫ࡢࢻࢵࢺ࣭࢚ࣝࣗࢽ࣐࢚ᐙ᪘㢮ᆺㄽࡢどゅࡽ㸫 �ࠖ 

᪥ᮏ⛉Ꮫ⪅㆟ࠗ᪥ᮏࡢ⛉Ꮫ⪅࠘����� ����ᖺ�᭶

ղ㸦ㄽᩥ㸧ࡢࢫࢡ࣐ࣝࠕᖹ➼ㄽࠖ� ᪂ᮧ⪽࣭⏣ୖᏕ୍⦅ⴭࠗᖹ➼ဴࡢᏛධ㛛࠘� ♫ホㄽ♫�

➨�❶� ����ᖺ�᭶

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧

ձ㸦ㄽᩥ㸧ࠕ㈨ᮏ⩏ㄽࡢㅖၥ㢟ࠖ� ஂኖ࣭ඖᮌ㟹࣭ⱌᚿె࣭ཎඞᐉ⦅ⴭࠗ��ୡ⣖㈨ᮏ

⩏ୡ⏺ࢸࣥࣟࣇࡢ 㸫⤒῭࣭⎔ቃ࣭ᩥ࣭ゝㄒࡿࡼ㔜ᒙⓗศᯒ㸫࠘� ᢈホ♫� ➨�
❶� ����ᖺ�᭶ 

ղ㸦ㄽᩥ㸧ࣔ࣍ࠕ㺃ࡢࢫ࢚ࣥࣆࢧᛶྥ 㸫㢮ே⊷ࡢẚ㍑◊✲㸫 �ࠖ ᮧົ࣭୰ᮧ᐀அ⦅ⴭࠗ ㈌

ᖯ㔠⼥ 㸫Ṕྐⓗ㌿ᮇࡿࡅ࠾⌮ㄽศᯒ㸫࠘� ♫ホㄽ♫� ➨��❶� ����ᖺ�᭶ 

ճ㸦ㄽᩥ㸧ࠕ㠀ṇつ㞠⏝ࡢᚅ㐝ᨵၿࢆồࡿࡵ᰿ᣐ࡚ࠖ࠸ࡘ� ᑠᖭ㐨࣭㟷ᡯ㧗ᚿ࣭ΎỈᩔ⦅

 Ỉ᭩ᡣ� ➨��❶� ����ᖺ�᭶ࡢㄽ◊✲࠘� ᚚⲔ⌮ࢫࢡ࣐ࣝࠗ

մ㸦ㄽᩥ㸧ࠕᦢྲྀㄽ⮬ᕫᡤ᭷ᶒࠖ�ࠗ⤒῭⌮ㄽᏛᖺሗ࠘➨��㞟� ����ᖺ�᭶
յ㸦ㄽᩥ㸧ࠕ㈌ᖯ౯್ࡢ⪃ᐹࠖ� ᮾிᏛ⤒῭Ꮫ◊✲ࠗ⤒῭Ꮫ◊✲࠘➨��ྕ� ����ᖺ�᭶

ᡤ ᒓ Ꮫ 
⤒῭⌮ㄽᏛ� ⤒῭ᏛྐᏛ� ẚ㍑⤒῭యไᏛ� ♫⩏⌮ㄽᏛ

�᪥ᮏࣥࣜࢱࢪ࣋Ꮫ 
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 ࡋࡍࡸ   ࡋࡸࡣ ࡞ࡀࡾࡩ

Ặ ྡ ᯘ ᗣ ྐ

⫋   ྡ ᩍ  ᤵ Ꮫ      ἲᏛಟኈ 

࡞ᢸᙜ⛉┠
࠙Ꮫ㒊ࠚ㔠⼥ㄽࠊ⌧௦ၟရᕷሙㄽ 

࠙Ꮫ㝔ࠚ㔠⼥≉ㄽࠊ㔠⼥≉Ṧ◊✲ 

㊃࣭≉ᢏ ᪑⾜࣭ほࠋ≉ᢏ࠸࠸ࡢࢫ࣐࣮࢛ࣥࣇࣃࢺࢫࢥࡣ㣧㣗ᗑࢆႥࡂศࡇࡿࡅ㹿 

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ ▼ᶫ‣ᒣࠗ‣ᒣᅇ࠘㸸ᅾᏛ୰ㄞࠋࡍࡲࡋࡵ່࠾ࢆࡇࡴ 

ᩍဨࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢࡽ

ࠎேࡢୡ⏺୰ࡀฟ᮶ࡢ㔠⼥ᕷሙ࡛ࠊ࡚ࡗ࡞ࡶ㐍ࡢ࣒ࢸࢫࢩ⼥㔠ࠊ7,

ࠋࡍࡲ࠼ゝࡇࡢ࡚ࡵࡌࡣṔྐୖࡣࢀࡇࠋࡓࡋࡲࡾ࡞௦ࡿ࠼ࢆᙳ㡪

୍⯡ᾘ㈝⪅ࠊࡶ࡚ࡗ㔠⼥ᕷሙࡸ㔠⼥ၟရ㏻ࡀࡇࡃ࠾࡚ࡌᚲせ࡛ࠋࡍ

▱㆑ࠊࡃ࡞࡛ࡾࡤ㔠⼥ࡶࢸࣜࣅࣃࢣ㌟ࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡤࡡ࠾࡚ࡅࡘ 

␎    Ṕ

㜰⏕ࠋࢀࡲ㜰ᏛἲᏛ㒊༞ࠋἲᏛಟኈ㸦ᮾிᏛ㸧୍ࠋᶫᏛᏛ㝔ἲᏛ

◊✲⛉༤ኈㄢ⛬୰㏥ࠊࢱ࣎ࢡࠋఫ⏕ಖ㝤ࠊドๆᢞ㈨ಙクࡽࡒ࠾࠶ࠊ

㖟⾜㸦⫋ົ⤒㦂ࠊࡣ㍺ฟႠᴗࠊཎ౯⟶⌮ࠊⅭ᭰ࠊࢺࢫ࣑ࣀࢥ࢚ࠊ࣮࣮ࣛࢹ

୍ࠊᮾᖌ⠊Ꮫ㸦ᐈဨᩍᤵ㸧⳹ࠋ⫋⌧ࡽ����ᖺࠊ࡚⤒ࢆ㸧➼ࢺࢫࢪࢸࣛࢺࢫ

ᶫᏛ㸦㠀ᖖㅮᖌ㸧➼ࡢࡑࠋࠊᐁᗇ➼ࡢጤဨ࣓ࣥࠊ࣮ࣂホㄽάື➼ࠋ 

ᑓ 㛛 ศ 㔝 㔠⼥ㄽࠊ㈌ᖯㄽࠊእᅜⅭ᭰ㄽࠊ㔠⼥ἲ 

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ
ձ㔠⼥࣭࣒ࢸࢫࢩ 㔠⼥ἲ㺂ղ࣭࣮ࣕࢳࢡࣛࢺࢫࢺࢵࢣ࣮࣐ ౯᱁ᙧᡂ࣓ࠊ࣒ࢬࢽ࢝

ճ⾜ືࠊࢫࣥࢼࣇմࠊࢫࣥࢼࣇࣝࢼࢯ࣮ࣃյ㔠⼥ᩍ⫱ࠊնࣝࢻࠊ

շ㈌ᖯㄽ࣭ᆅᇦ㏻㈌ࠊոࠊࢫࣥࢼࣇࣟࢡ࣐չၟရㄽࠊպ▼ᶫ‣ᒣ 

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼ 

①ඹⴭ㸦ᯘᗣྐ࣭ḷ௦ဴஓ㸧ࠕ❧ṇᏛ⤒῭Ꮫ㒊Ꮫ⏕ㄢእᏛ⩦࣒ࠗࣛࢢࣟࣉබ┈㏻㈌㸦ᆅᇦ㏻㈌㸧ࡢࣜࣛࢧὶ㏻

ᐇែㄪᰝ࠘ሗ࿌᭩ࠖ❧ṇᏛ⤒῭Ꮫࠗ⤒῭ᏛᏘሗ࠘㸦➨69ᕳ➨4ྕ㸧2020ᖺ3᭶ࡢ
②Yasushi Hayashi, Tetsuya Utashiro “An Examination of the Complementary Currencies Past and Present” 

The Rissho international journal of academic research in culture and society 3, 2020ᖺ3᭶
ά⏝᪉ἲࡢಙクไᗘࡧෆᐜཬࡢಙクᴗົࡿࡼ♫ጤクㄪᰝ㸧ಙク࣒࣮࢛ࣛࣇᮍ᮶ࢺࢫࣛࢺ㸦බ┈㈈ᅋἲேࠕ③

ㄪᰝࠖ㸦ඹྠᇳ➹㸧ᆅᇦ㔠⼥◊✲ᡤ 2022ᖺ11᭶ࡿࡍ㛵
④༢ⴭ࣓ࢥࠕඛ≀ᕷሙࡿ࠼⪄ࢆɆఱࢆぢᤣࠖࡢ࡞ࡁ࠺ྥࡇࠊ࡚࠼㎰ᨻㄪᰝጤဨࠗ㎰␆⏘≀ࡢ౯᱁ᙧ

ᡂඛ≀ᕷሙ㸫ᅜ㝿✐≀ᕷሙᏛࡪ㸫ࠕ㎰⏘≀ᕷሙၥ㢟◊✲ グ㘓࠘ࠗࡢࠖ ᪥ᮏࡢ㎰ᴗ ࡳṌࡢࡍ࠶ 㸦࠘263-264
ྕ㸧2024 ᖺ 2 ᭶

⑤༢ⴭࠕ㈌ᖯࡿࡅ࠾ಙ⏝ࡢࡑᵓ㐀ࠖ❧ṇᏛ⤒῭Ꮫࠗ⤒῭ᏛᏘሗ࠘㸦➨74ᕳ➨2ྕ㸧2024ᖺ10᭶
⑥༢ⴭࠕᒣ⏣᪉㇂ࡢ⸬ᮐๅ᪂ࠖᒣ⏣᪉㇂◊✲ࠗᒣ⏣᪉㇂◊✲ㄅ2024࠘ࠒ7ࠑ ᖺ 11 ᭶

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧 

①༢ⴭࠕⱥᅜࡢ㔠⼥ἲไᗘࡢ❧ἲࡧࡼ࠾ᨵṇࠖࣥࣙࢩ࢚ࢩࢦࢿࡿࡅ࠾ᯘᗣྐ ΅ɆɆࣥࣙࢩ࢚ࢩࢦࢿࠗ⦆

ᅜ㝿᭩㝔 2009ᖺ2᭶ࠊἲᩥ࠘➨㸯❶㸦ἲᩥྀ᭩㸴㸧ࡢ
②⦅ⴭࠗ㈌ᖯ㏻㈌ࡢἲᩥ࠘ᅜ㝿᭩㝔 2016ᖺ9᭶
③ඹⴭ㸦ḷ௦ဴஓ࣭ᯘᗣྐ㸧ࣉࣥࢱࢫࡢ࣮ࣕࢩࢵࣇ࣭ࢢࣦ࣮ࣥࠕ⣬ᖯ㸦⿵㏻㈌㸧ࡢព⩏ࠖࠗ ⤒῭ᏛᏘሗ࠘

㸦➨68ᕳ➨2࣭3ྕ㸧2019ᖺ1᭶
④༢ⴭࠕ㣗ရᏳᴗ⪅ࡢ⮬つไ࣭⮬⟶⌮ࠖࠗ 㣗ရᏳἲไᕷẸࡢᏳᚰ࣭Ᏻ࠘➨ 3 ⦅➨ 4 ἲつ୍➨ࠊ❶

2019 ᖺ 1 ᭶

⑤ඹⴭ㸦ᯘᗣྐ࣭ḷ௦ဴஓ࣭⠛ᮏἋᕼ࣭ᮌୗ┤ಇ㸧ࡢࢺࣉࢭࣥࢥࡢࢫࣥࢼࣇࣟࢡ࣐ࠕዡᏛ㔠ไᗘࡢᛂ⏝

㔠⼥ᩍ⫱ࠖ❧ṇᏛ⤒῭Ꮫࠗ⤒῭ᏛᏘሗ 㸦࠘➨69ᕳ➨1ྕ㸧2019ᖺ7᭶ 

ᡤ ᒓ Ꮫ  㔠⼥Ꮫࠊ㔠⼥ἲᏛࠊἲ⤒῭ᏛࠊἲᩥᏛࠊ㹄㹎Ꮫ

 ࡁࡺࡡࡴ ࡽࡴ࡞ ࡞ࡀࡾࡩ

Ặ ྡ ୰ᮧ ᐀அ

⫋   ྡ ᩍᤵ Ꮫ    ༤ኈ㸦⤒῭Ꮫ㸧 

࡞ᢸᙜ⛉┠
࠙Ꮫ㒊ࢫࢡ࣐ࣝࠚ⤒῭Ꮫ� ᬒẼᚠ⎔ㄽ 

࠙Ꮫ㝔ࢫࢡ࣐ࣝࠚ⤒῭Ꮫ≉ㄽ 

㊃࣭≉ᢏ ㄞ᭩� ᪑⾜ 

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ

Ꮫ⛉ࡢከᵝᛶࠗࢻࢧ࣭࣮ࣗࢩ࣐ ࢸ࢚ࣥࢺ࣭࣮ࣦ࢝ࢫࢹ࠘�

࣡ࣥ�����ᖺ 

Ᏻᮏ⨾ࠗ 㑧㤿ྎᅜࡃゎࡀࢫ࢚ࣥࢧࢱ࣮ࢹ �࠘ᮅ᪥᪂⪺ฟ∧�ᮅ᪥᪂

᭩������ᖺ

ᩍဨࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢࡽ  ᴦࡃࡋᏛࠋ࠺ࡻࡋࡲࡁ࠸࡛ࢇ 

␎    Ṕ

ᇸ⋢Ꮫ⤒῭Ꮫ㒊༞ᴗ 

ᮾிᏛᏛ㝔⤒῭Ꮫ◊✲⛉༤ኈㄢ⛬ಟ 

ୖṊᏛࢫࢿࢪࣅሗᏛ㒊ᩍᤵࠊ࡚⤒ࢆ࡞ 

����ᖺࡾࡼ❧ṇᏛᩍᤵ 

ᑓ 㛛 ศ 㔝  ⤒῭⌮ㄽ㸦㈌ᖯ࣭ಙ⏝ㄽ� ศ㓄ㄽ㸧 

⌧ᅾ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ  ㈌ᖯ� ປാ� ศ㓄� ⚟♴㛵ࡿࡍ⌮ㄽⓗ◊✲ 

㐣ཤ�ᖺ㛫ࡢせ◊✲ᴗ⦼

ձ㸦ㄽᩥ㸧ࠕᕷẸⓗ⤫ྜᨻᩥ 㸫ࡢࢻࢵࢺ࣭࢚ࣝࣗࢽ࣐࢚ᐙ᪘㢮ᆺㄽࡢどゅࡽ㸫 �ࠖ 

᪥ᮏ⛉Ꮫ⪅㆟ࠗ᪥ᮏࡢ⛉Ꮫ⪅࠘����� ����ᖺ�᭶

ղ㸦ㄽᩥ㸧ࡢࢫࢡ࣐ࣝࠕᖹ➼ㄽࠖ� ᪂ᮧ⪽࣭⏣ୖᏕ୍⦅ⴭࠗᖹ➼ဴࡢᏛධ㛛࠘� ♫ホㄽ♫�

➨�❶� ����ᖺ�᭶

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧

ձ㸦ㄽᩥ㸧ࠕ㈨ᮏ⩏ㄽࡢㅖၥ㢟ࠖ� ஂኖ࣭ඖᮌ㟹࣭ⱌᚿె࣭ཎඞᐉ⦅ⴭࠗ��ୡ⣖㈨ᮏ

⩏ୡ⏺ࢸࣥࣟࣇࡢ 㸫⤒῭࣭⎔ቃ࣭ᩥ࣭ゝㄒࡿࡼ㔜ᒙⓗศᯒ㸫࠘� ᢈホ♫� ➨�
❶� ����ᖺ�᭶ 

ղ㸦ㄽᩥ㸧ࣔ࣍ࠕ㺃ࡢࢫ࢚ࣥࣆࢧᛶྥ 㸫㢮ே⊷ࡢẚ㍑◊✲㸫 �ࠖ ᮧົ࣭୰ᮧ᐀அ⦅ⴭࠗ ㈌

ᖯ㔠⼥ 㸫Ṕྐⓗ㌿ᮇࡿࡅ࠾⌮ㄽศᯒ㸫࠘� ♫ホㄽ♫� ➨��❶� ����ᖺ�᭶ 

ճ㸦ㄽᩥ㸧ࠕ㠀ṇつ㞠⏝ࡢᚅ㐝ᨵၿࢆồࡿࡵ᰿ᣐ࡚ࠖ࠸ࡘ� ᑠᖭ㐨࣭㟷ᡯ㧗ᚿ࣭ΎỈᩔ⦅

 Ỉ᭩ᡣ� ➨��❶� ����ᖺ�᭶ࡢㄽ◊✲࠘� ᚚⲔ⌮ࢫࢡ࣐ࣝࠗ

մ㸦ㄽᩥ㸧ࠕᦢྲྀㄽ⮬ᕫᡤ᭷ᶒࠖ�ࠗ⤒῭⌮ㄽᏛᖺሗ࠘➨��㞟� ����ᖺ�᭶
յ㸦ㄽᩥ㸧ࠕ㈌ᖯ౯್ࡢ⪃ᐹࠖ� ᮾிᏛ⤒῭Ꮫ◊✲ࠗ⤒῭Ꮫ◊✲࠘➨��ྕ� ����ᖺ�᭶

ᡤ ᒓ Ꮫ 
⤒῭⌮ㄽᏛ� ⤒῭ᏛྐᏛ� ẚ㍑⤒῭యไᏛ� ♫⩏⌮ㄽᏛ

�᪥ᮏࣥࣜࢱࢪ࣋Ꮫ 
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  ࡺ ࢇ ࡲ ࣮  ࡞ࡀࡾࡩ

Ặ ྡ ࣐࣮ࣥ࣍ ⏤ె

⫋   ྡ ᩍᤵ Ꮫ   
ᩥᏛಟኈ 

ᩍ⫱Ꮫಟኈ 

࡞ᢸᙜ⛉┠
࠙Ꮫ㒊ࠚ␗ᩥࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ 

        %XViQHVV (QJOiVK 6NiOOV㸦ᅜ㝿ࢫ࣮ࢥ㸧 

㊃࣭≉ᢏ ㄞ᭩ࠊⱥㄒ௨እࡢእᅜㄒ⩦ᚓ㸦ᣮᡓ࠸ࡓࡋ㸧 

Ꮫ⏕᥎⸀ࡿࡍᮏ
Spencer Johnson “Who Moved My Cheese?” (Putnam) 
A.W.࣮ࠗࢨ࢘ࣁ࣮ࣥࢥᏛ࡛ຮᙉࡿࡍ᪉ἲ࠘㸦⋢ᕝᏛฟ∧㒊㸧

ᩍဨࡢࡽ

ࢪ࣮ࢭࢵ࣓

እᅜㄒࢆᏛࡪβࠊ ࡛ࡅࡔࡿ࡞⬟ྍࡀࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢே࡞ࠎ
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᪥ᮏ࣓ࢹⱥㄒᏛ2012ࠊᖺ8᭶ࠋ

ղ “Metaphor in Economic Discourse” ⤒῭ᏛᏘሗ➨60ᕳ➨3࣭4ྕࠊ❧ṇᏛ2011ࠊᖺ3᭶ࠋ
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ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦5Ⅼ௨ෆ㸧

ձ “Benchmark 2011 integrated estimates of the Japan-US price-level index for industry outputs”㸦ඹ

ⴭ㸧, Measuring Economic Growth and Productivity (Edited by B. M. Fraumeni) ➨12❶,
Academic Press, 2019ᖺ.
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ղ “Metaphor in Economic Discourse” ⤒῭ᏛᏘሗ➨60ᕳ➨3࣭4ྕࠊ❧ṇᏛ2011ࠊᖺ3᭶ࠋ

ճ “Improving Reading Courses at Japanese Universities: from “Yakudoku” to “Reading 
   Strategies” and “Extensive Reading” ⤒῭ᏛᏘሗ➨60ᕳ➨2ྕࠊ❧ṇᏛ2011ࠊᖺ2᭶ࠋ 
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ձ On the decline in propensity to consume during the Abenomics period, ESRI Research Note, 77, 
Economic and Social Research Institute, Cabinet Office, 2023 (ඹⴭ).. 

ղ Dissaving by the elderly in Japan: Empirical evidence from survey data, Seoul Journal of Economics
32(3) 27-53, 2019.  

ճ The intra-family division of bequests and bequest motives: Empirical evidence from a survey on Japanese 
households, Journal of Population Economics 32(1) 309-346, 2019 (ඹⴭ).   

մࠕ日本経済の䝬䜽䝻ศᯒ㻌 ప 経済の䝟䝈ルをゎく䛃日本経済᪂⪺ฟ∧♫、2019ᖺ（ඹⴭ）

յ Is there a retirement consumption puzzle in Japan? Evidence from a household panel dataset spanning 
several years, Applied Economics 51(16), 2018 (ඹⴭ). 

ୖグ௨እࡢ◊✲ᴗ⦼㸦�Ⅼ௨ෆ㸧

ձ How does the first job matter for an individual’s career life in Japan?, The Journal of The Japanese and 
International Economies 29 154-169, 2013 (ඹⴭ).

ղChanges in the Japanese employment system in the two lost decades, ILR Review 65(4) 810-846, 2012  
(ඹⴭ).

ճCredit, housing collateral, and consumption: Evidence from Japan, the UK, and the US, Review of Income 
and Wealth 58(3) 397-423, 2012 (ඹⴭ).

մDo small depositors exit from bad banks?: Evidence from Japanese small financial institutions, Japanese 
Economic Review 57(2) 260-278, 2006 (ඹⴭ).
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立正大学大学院経済学研究科の
学位審査基準に関する申し合わせ

　立正大学大学院経済学研究科における修士および博士の学位審査は、既定の学位審査に関する申し合
わせを踏まえ、その結果を総合的に判断し、合否を判定する。
１．博士論文の「審査委員会」の組織について
　審査委員会は、審査にあたり経済学研究科が必要と判断した場合には、学外（大学 ･研究所等）か
ら適切な人物を審査委員（副査２名のうちの１名）として招聘することとする。

２．博士「学位請求論文」提出条件について
　提出論文のほかに本人が筆頭（第１）著者となっている、公表論文が存在すること。

【修士学位審査の項目】
１．論文の目的：研究テーマの課題と問題意識が明確であるか。
２．論文の方法：研究目的を達成するための方法が適切であるか。
３．論文の構成：結論にいたる章節構成が、論理的で首尾一貫したものになっているか。
４．論文の形式：注、図 ･表 ･写真等の配置、引用文献、文章表現等が適切であるか。
５．論文の結論：結論について適切なまとめがなされているか。
６．口 頭 試 問：①提出論文に対する口頭試問に適切な返答がなされたか。

②経済学の学位に相応しい学識に対する口頭試問に適切な返答がなされたか。

【博士学位審査の項目】
１．論文の目的：関連分野の研究史に関する適切なレビューをもとに、明確な研究目的と研究の意義

が明示されているか。
２．論文の方法：研究目的を達成するための調査、分析、考察方法が適切であるか。
３．論文の構成：結論にいたる章節構成が、論理的で、首尾一貫したものになっているか。
４．論文の形式：注、図 ･表 ･写真等の配置、引用文献、引用方法、文章表現等が適切であるか。
５．論文の性格：理論的論文、実証的論文、手法開発に関する論文等、論文の性格が明確になってい

るか。
６．論文の結論：研究の結果、新しい知見や発見、実証を行い、明確なまとめがなされ、残された課

題にも言及されているか。
７．口 頭 試 問：①提出論文に対する口頭試問に適切な返答がなされたか。

②経済学の学位に相応しい学識に対する口頭試問に適切な返答がなされたか。
８．総合的判断：自立して研究活動を行い得る知識と能力を有すると判断できるか。

　附　則
　この申し合わせは、平成21年10月20日から施行する。
　平成27年７月21日改正、平成27年７月21日施行
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立正大学大学院経済学研究科における
修士の学位審査に関する申し合わせ

第　１　条 大学院学則第15条に基づき、経済学研究科では以下の通り申し合わせる。
１）学位申請の期間：年度内に１回の申請 ･審議の期間を設ける。合否判定は２月とする。
指導教授は、１月の研究科委員会までに申請論文の研究内容にあった副査候補１名を
決め、内諾を得ておく。

２）論文の受付：申請者は１月の指定された期日までに、別表１に示された必要書類を指
定された方法で研究科事務室に提出する。事務室は論文を受け付けるとともに申請者
に受領票を渡し、ただちに論文を指導教授に渡す。

３）審査委員会の設置：研究科長は１月の研究科委員会において、主査１名、副査１名か
らなる審査委員会を研究科委員会に諮り設置する。

４）口頭試問の実施：審査委員会は、申請者に対して論文に関する口頭試問を実施する。
５）合否の判定：審査委員会は、論文と口頭試問の結果に基づいて審査報告書を作成し、
研究科長に提出する。研究科長は２月の研究科委員会において合否の判定を行う。

　　以上を別表第２に示す。
第　２　条 この申し合わせの改廃は研究科委員会にて行う。

　附　則
　本申し合わせは、令和４年４月１日から施行する。
　令和６年11月12日改正、令和６年11月12日施行

別表１

№ 書　類　名 必要部数
１ 修士論文 ５部
２ 論文要旨 ５部
３ 修士論文受領票 １部

別表２

月 申請者 審査委員会 研究科委員会 備　考
～１ 必要書類一式を研

究科事務室に提出
副査予定者の内諾
を得ておく

１ 審査開始 審査委員会の設置 事務室は申請者に
受領票を渡し、指
導教授に必要書類
を渡す

～２ 口頭試問 口頭試問、審査報
告書の作成

３ 学位授与
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立正大学大学院経済学研究科における
論文博士に関する内規

第　１　条 この内規は、本学大学院経済学研究科博士後期課程を修了しない者が請求する博士の学位
（いわゆる論文博士）について、「立正大学大学院学位規則」に規定されていない事項に関
して定めるものである。

第　２　条 論文博士を請求できるのは、大学卒業後７年以上の者とする。大学卒業者でない者もこれ
に準ずる。

第　３　条 「立正大学大学院学位規則」第５条による主査と副査（２名）のうちの１名とは学位請求論
文に関連する専攻分野における博士後期課程担当教授であることを要する。

第　４　条 「立正大学大学院学位規則」第４条第３項の「筆記試験」は、専攻分野と２種類の外国語と
について行う。

 ２ 外国語の種類については、論文提出者の希望および学位請求論文の研究分野との関連を参
酌して、審査委員会が決定する。

 ３ 第１項の筆記試験は、論文審査に先立って、審査委員会が実施する。
第　５　条 「立正大学大学院学位規則」第４条第３項の「口頭試問」は、学位請求論文およびそれに関

連のある分野に関して、審査委員会が論文審査の最終段階として行う。
第　６　条 研究科委員会は、学位申請者が次の各号のいずれかに該当するときは、その研究歴 ･学歴 ･

職歴等を参考として第４条の筆記試験を免除することができる。
⑴　大学院博士後期課程を担当する教授 ･准教授 ･専任講師（全部）
⑵　大学院博士前期課程（修士課程）を担当する教授 ･准教授 ･専任講師で、前号に準ず
る者（一部または全部）

⑶　大学の教授･准教授･専任講師および権威ある研究所の所員で、第１号に準ずる者（一
部または全部）

⑷　研究歴が12年以上で、その研究業績が専攻分野の学界で明白に認められている者（一
部または全部）

　附　則
　この内規は、平成10年７月14日から実施する。
　平成19年３月19日改正、平成19年４月１日施行
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立正大学大学院経済学研究科における
修士の学位審査に関する申し合わせ

第　１　条 大学院学則第15条に基づき、経済学研究科では以下の通り申し合わせる。
１）学位申請の期間：年度内に１回の申請 ･審議の期間を設ける。合否判定は２月とする。
指導教授は、１月の研究科委員会までに申請論文の研究内容にあった副査候補１名を
決め、内諾を得ておく。

２）論文の受付：申請者は１月の指定された期日までに、別表１に示された必要書類を指
定された方法で研究科事務室に提出する。事務室は論文を受け付けるとともに申請者
に受領票を渡し、ただちに論文を指導教授に渡す。

３）審査委員会の設置：研究科長は１月の研究科委員会において、主査１名、副査１名か
らなる審査委員会を研究科委員会に諮り設置する。

４）口頭試問の実施：審査委員会は、申請者に対して論文に関する口頭試問を実施する。
５）合否の判定：審査委員会は、論文と口頭試問の結果に基づいて審査報告書を作成し、
研究科長に提出する。研究科長は２月の研究科委員会において合否の判定を行う。

　　以上を別表第２に示す。
第　２　条 この申し合わせの改廃は研究科委員会にて行う。

　附　則
　本申し合わせは、令和４年４月１日から施行する。
　令和６年11月12日改正、令和６年11月12日施行

別表１

№ 書　類　名 必要部数
１ 修士論文 ５部
２ 論文要旨 ５部
３ 修士論文受領票 １部

別表２

月 申請者 審査委員会 研究科委員会 備　考
～１ 必要書類一式を研

究科事務室に提出
副査予定者の内諾
を得ておく

１ 審査開始 審査委員会の設置 事務室は申請者に
受領票を渡し、指
導教授に必要書類
を渡す

～２ 口頭試問 口頭試問、審査報
告書の作成

３ 学位授与
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立正大学大学院経済学研究科における
課程博士の学位審査に関する申し合わせ

１．大学院学則第15条に基づき、経済学研究科では以下の通り申し合わせる。
１） 学位申請の期間：年度内に２回の申請 ･審議の期間を設ける。合否判定は２月および10月とする。
主査となる指導教授は、予定される申請者を、前もって研究科委員会に報告しておく。指導教授
はまた、申請論文の研究内容にあった副査候補２名を決め、内諾を得ておく。

２） 論文の受付：申請者は10月末日（２月合否判定）または５月末日（10月合否判定）までに、申請
論文３部（簡易綴じ可）を、申請書等必要書類（１．申請書１部、２．和文または英文の論文要
旨各３部、３．論文題目３部、４．研究業績書３部、５．履歴書１部、６．副論文がある場合は
各３部）とともに大学院事務室に提出する。事務室は論文を受け付けるとともに申請者に受領票
を渡し、ただちに論文を指導教授に渡す。

３） 指導教授は論文、申請書などの提出書類を確認し、研究科長に連絡する。
４） 研究科長は11月（２月合否判定）または６月（10月合否判定）の研究科委員会において、審議依
頼のあったことを報告して、受理の可否について審議をおこなう。受理が承認された場合は、主
査１名、副査２名からなる審査委員会を研究科委員会に諮り設置する。

５） 口頭試問の実施：審査委員会は、申請者に対して論文に関する口頭試問を実施する。
６） 審査委員会は、論文と口頭試問の結果に基づいて審査報告書を作成し、研究科長に提出する。研
究科長は２月または10月の研究科委員会において合否の判定をおこなう。同時に、審査委員会の
判断が合格の場合は、申請論文１部を研究科委員会開催前の少なくとも３週間にわたって閲覧可
能にする。ただし、審査の継続が必要な場合は、研究科委員会の議を経て、受理後１年以内に限
り審査期間を延長できる。申請者は合否判定時において本大学院に在学しなければならない。

７） 研究科長は、合格者について必要書類を確認の上、学長に報告する。
以上を別表第１および別表第２に示す。

　附　則
　本申し合わせは、平成20年４月１日から施行する。
　平成29年２月９日改正、平成28年４月１日施行
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別表第１（２月合否判定のスケジュール）

月 申請者 審査委員会 研究科委員会 備　考
４～７ 指導教授による申

請者の有無の確認
副査予定者の内諾
を得ておく

　～10 論文、申請書等一
式を大学院事務室
に提出

事務室は申請者に
受領票を渡し、指
導教授に必要書類
を渡す

11 審査開始 受理の可否につい
て審議、審査委員
会の設置

　～２ 口頭試問、審査報
告書の作成

論文閲読期間の設
定

２ 論文の製本 合否判定、学長へ
の報告

３ 学位授与

別表第２（10月合否判定のスケジュール）

月 申請者 審査委員会 研究科委員会 備　考
１～４ 指導教授による申

請者の有無の確認
副査予定者の内諾
を得ておく

　～５ 論文、申請書等一
式を大学院事務室
に提出

事務室は申請者に
受領票を渡し、指
導教授に必要書類
を渡す

６ 審査開始 受理の可否につい
て審議、審査委員
会の設置

　～10 口頭試問、審査報
告書の作成

論文閲読期間の設
定

10 論文の製本 合否判定、学長へ
の報告

３ 学位授与
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立正大学大学院経済学研究科における
課程博士の学位審査に関する申し合わせ

１．大学院学則第15条に基づき、経済学研究科では以下の通り申し合わせる。
１） 学位申請の期間：年度内に２回の申請 ･審議の期間を設ける。合否判定は２月および10月とする。
主査となる指導教授は、予定される申請者を、前もって研究科委員会に報告しておく。指導教授
はまた、申請論文の研究内容にあった副査候補２名を決め、内諾を得ておく。

２） 論文の受付：申請者は10月末日（２月合否判定）または５月末日（10月合否判定）までに、申請
論文３部（簡易綴じ可）を、申請書等必要書類（１．申請書１部、２．和文または英文の論文要
旨各３部、３．論文題目３部、４．研究業績書３部、５．履歴書１部、６．副論文がある場合は
各３部）とともに大学院事務室に提出する。事務室は論文を受け付けるとともに申請者に受領票
を渡し、ただちに論文を指導教授に渡す。

３） 指導教授は論文、申請書などの提出書類を確認し、研究科長に連絡する。
４） 研究科長は11月（２月合否判定）または６月（10月合否判定）の研究科委員会において、審議依
頼のあったことを報告して、受理の可否について審議をおこなう。受理が承認された場合は、主
査１名、副査２名からなる審査委員会を研究科委員会に諮り設置する。

５） 口頭試問の実施：審査委員会は、申請者に対して論文に関する口頭試問を実施する。
６） 審査委員会は、論文と口頭試問の結果に基づいて審査報告書を作成し、研究科長に提出する。研
究科長は２月または10月の研究科委員会において合否の判定をおこなう。同時に、審査委員会の
判断が合格の場合は、申請論文１部を研究科委員会開催前の少なくとも３週間にわたって閲覧可
能にする。ただし、審査の継続が必要な場合は、研究科委員会の議を経て、受理後１年以内に限
り審査期間を延長できる。申請者は合否判定時において本大学院に在学しなければならない。

７） 研究科長は、合格者について必要書類を確認の上、学長に報告する。
以上を別表第１および別表第２に示す。

　附　則
　本申し合わせは、平成20年４月１日から施行する。
　平成29年２月９日改正、平成28年４月１日施行
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立正大学大学院経済学研究科における
論文博士の学位審査に関する申し合わせ

１．大学院学則第15条に基づき、経済学研究科では以下の通り申し合わせる。
１） 学位申請の期間：年度内に２回の申請 ･審議の期間を設ける。合否判定は２月および10月とする。
主査となる教授は、予定される申請者を、前もって研究科委員会に報告しておく。主査となる教
授はまた、申請論文の研究内容にあった副査候補２名を決め、内諾を得ておく。

２） 論文の受付：申請者は10月末日（２月合否判定）または５月末日（10月合否判定）までに、申請
論文３部（簡易綴じ可）を、申請書等必要書類（１．申請書１部、２．和文または英文の論文要
旨各３部、３．論文題目３部、４．研究業績書３部、５．履歴書１部、６．副論文がある場合は
各３部）とともに大学院事務室に提出する。事務室は論文を受け付けるとともに申請者に受領票
を渡し、ただちに論文を主査となる教授に渡す。

３） 主査となる教授は論文、申請書などの提出書類を確認し、研究科長に連絡する。
４） 研究科長は11月（２月合否判定）または６月（10月合否判定）の研究科委員会において、審議依
頼のあったことを報告して、受理の可否について審議をおこなう。受理が承認された場合は、主
査１名、副査２名からなる審査委員会を研究科委員会に諮り設置する。

５） 口頭試問の実施：審査委員会は、申請者に対して論文に関する口頭試問を実施する。
６） 審査委員会は、論文と口頭試問の結果に基づいて審査報告書を作成し、研究科長に提出する。研
究科長は２月または10月の研究科委員会において合否の判定をおこなう。同時に、審査委員会の
判断が合格の場合は、申請論文１部を研究科委員会開催前の少なくとも３週間にわたって閲覧可
能にする。ただし、審査の継続が必要な場合は、研究科委員会の議を経て、受理後１年以内に限
り審査期間を延長できる。

７） 研究科長は、合格者について必要書類を確認の上、学長に報告する。
以上を別表第１および別表第２に示す。

　附　則
　本申し合わせは、平成20年４月１日から施行する。
　平成29年２月９日改正、平成28年４月１日施行
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別表第１（２月合否判定のスケジュール）

月 申請者 審査委員会 研究科委員会 備　考
４～７ 申請者の有無の確

認
主査となる教授は
副査予定者の内諾
を得ておく

　～10 論文、申請書等一
式を大学院事務室
に提出

事務室は申請者に
受領票を渡し、主
査となる教授に必
要書類を渡す

11 審査開始 受理の可否につい
て審議、審査委員
会の設置

　～２ 口頭試問、審査報
告書の作成

論文閲読期間の設
定

２ 論文の製本 合否判定、学長へ
の報告

３ 学位授与

別表第２（10月合否判定のスケジュール）

月 申請者 審査委員会 研究科委員会 備　考
１～４ 申請者の有無の確

認
主査となる教授は
副査予定者の内諾
を得ておく

　～５ 論文、申請書等一
式を大学院事務室
に提出

事務室は申請者に
受領票を渡し、主
査となる教授に必
要書類を渡す

６ 審査開始 受理の可否につい
て審議、審査委員
会の設置

　～10 口頭試問、審査報
告書の作成

論文閲読期間の設
定

10 論文の製本 合否判定、学長へ
の報告

３ 学位授与
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立正大学大学院経済学研究科における
論文博士の学位審査に関する申し合わせ

１．大学院学則第15条に基づき、経済学研究科では以下の通り申し合わせる。
１） 学位申請の期間：年度内に２回の申請 ･審議の期間を設ける。合否判定は２月および10月とする。
主査となる教授は、予定される申請者を、前もって研究科委員会に報告しておく。主査となる教
授はまた、申請論文の研究内容にあった副査候補２名を決め、内諾を得ておく。

２） 論文の受付：申請者は10月末日（２月合否判定）または５月末日（10月合否判定）までに、申請
論文３部（簡易綴じ可）を、申請書等必要書類（１．申請書１部、２．和文または英文の論文要
旨各３部、３．論文題目３部、４．研究業績書３部、５．履歴書１部、６．副論文がある場合は
各３部）とともに大学院事務室に提出する。事務室は論文を受け付けるとともに申請者に受領票
を渡し、ただちに論文を主査となる教授に渡す。

３） 主査となる教授は論文、申請書などの提出書類を確認し、研究科長に連絡する。
４） 研究科長は11月（２月合否判定）または６月（10月合否判定）の研究科委員会において、審議依
頼のあったことを報告して、受理の可否について審議をおこなう。受理が承認された場合は、主
査１名、副査２名からなる審査委員会を研究科委員会に諮り設置する。

５） 口頭試問の実施：審査委員会は、申請者に対して論文に関する口頭試問を実施する。
６） 審査委員会は、論文と口頭試問の結果に基づいて審査報告書を作成し、研究科長に提出する。研
究科長は２月または10月の研究科委員会において合否の判定をおこなう。同時に、審査委員会の
判断が合格の場合は、申請論文１部を研究科委員会開催前の少なくとも３週間にわたって閲覧可
能にする。ただし、審査の継続が必要な場合は、研究科委員会の議を経て、受理後１年以内に限
り審査期間を延長できる。

７） 研究科長は、合格者について必要書類を確認の上、学長に報告する。
以上を別表第１および別表第２に示す。

　附　則
　本申し合わせは、平成20年４月１日から施行する。
　平成29年２月９日改正、平成28年４月１日施行
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立正大学大学院経済学研究科
単位先取履修制度に関する申し合わせ

　立正大学大学院経済学研究科は、本学経済学部との連携の上に大学院の充実を図る一環として、大学
院学則第８条の３に基づき、以下のとおり単位先取履修に関する申し合わせを定める。

１（対象となる学生）
　立正大学経済学部４年生で、下記の条件をみたす者。
⑴　次年度（卒業後）において経済学研究科に入学を希望する者であること。
⑵　先取履修時に指導教員となる教員（以下「先取履修指導教員」という。）の推薦を得られること。
⑶　成績優秀者であること。
⑷　先取履修指導教員が指定する経済学部開講科目を単位修得済であること（先取履修指導教員が指
定している場合に限る）。

２（先取履修指導教員）
⑴　先取履修指導教員は、先取履修を許可された学生（以下「先取履修生」という。）の履修指導 ･論
文作成指導を行う。
⑵　先取履修指導教員は、先取履修生が経済学研究科に入学した場合、当該院生の指導教員となる。
⑶　先取履修指導教員が、先取履修生の入学時に、退職等により在籍しない場合は、経済学研究科委
員会が当該院生と相談の上、指導教員を決定する。
⑷　経済学研究科委員会は、委員会が必要と認める場合、先取履修指導教員の変更を認めることがで
きる。

３（履修許可手続）
⑴　単位先取履修希望者の募集は、４月と９月に行うことができる。募集期間、人数等の具体的条件 ･
実施細目は、経済学研究科委員会で別に定める。
⑵　先取履修の応募に必要な提出書類は以下のとおりとする。提出書類の書式については別に定める。
①　経済学研究科先取履修志望書
②　先取履修指導教員の推薦書
③　３年生までの（９月に応募する場合は、４年生１期までの）成績表
④　大学院入試受験確認書
⑶　先取履修の許可については、３⑵の提出書類をもとに、経済学研究科委員会において、以下の基
準に基づいて、総合的に判断する。なお、経済学研究科委員会が必要と認める場合、応募者に対し
て面接を行い、その結果も判定資料とすることができる。
①　出願条件の適否
②　研究計画の適否
③　研究能力の適否
④　先取履修指導教員の指導意思の有無
⑤　申請科目ごとの先取履修の適否

４（履修できる科目）
⑴　先取履修生が履修できる科目は、以下のとおりとする。
①　大学院修士課程開設科目
②　先取履修指導教員の指定する科目
⑵　先取履修生の履修登録できる単位数は、10単位までとする。
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５（単位認定）
⑴　先取履修制度により修得された単位については、経済学研究科委員会は、大学院学則第８条の３
第２項に拠り、当該先取履修生が大学院経済学研究科入学後、当該院生の申請に基づき10単位まで
単位認定をすることができる。
⑵　先取履修制度により単位を修得および認定された学生が、次年度に経済学研究科への入学を辞退
または不能になった場合の単位の取り扱いについては、以後２年間は有効とする。
⑶　この申し合わせの変更は、経済学研究科委員会の議決を必要とする。

　附　則
　この申し合わせは、平成24年４月１日から施行する。
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立正大学大学院経済学研究科
単位先取履修制度に関する申し合わせ

　立正大学大学院経済学研究科は、本学経済学部との連携の上に大学院の充実を図る一環として、大学
院学則第８条の３に基づき、以下のとおり単位先取履修に関する申し合わせを定める。

１（対象となる学生）
　立正大学経済学部４年生で、下記の条件をみたす者。
⑴　次年度（卒業後）において経済学研究科に入学を希望する者であること。
⑵　先取履修時に指導教員となる教員（以下「先取履修指導教員」という。）の推薦を得られること。
⑶　成績優秀者であること。
⑷　先取履修指導教員が指定する経済学部開講科目を単位修得済であること（先取履修指導教員が指
定している場合に限る）。

２（先取履修指導教員）
⑴　先取履修指導教員は、先取履修を許可された学生（以下「先取履修生」という。）の履修指導 ･論
文作成指導を行う。
⑵　先取履修指導教員は、先取履修生が経済学研究科に入学した場合、当該院生の指導教員となる。
⑶　先取履修指導教員が、先取履修生の入学時に、退職等により在籍しない場合は、経済学研究科委
員会が当該院生と相談の上、指導教員を決定する。
⑷　経済学研究科委員会は、委員会が必要と認める場合、先取履修指導教員の変更を認めることがで
きる。

３（履修許可手続）
⑴　単位先取履修希望者の募集は、４月と９月に行うことができる。募集期間、人数等の具体的条件 ･
実施細目は、経済学研究科委員会で別に定める。
⑵　先取履修の応募に必要な提出書類は以下のとおりとする。提出書類の書式については別に定める。
①　経済学研究科先取履修志望書
②　先取履修指導教員の推薦書
③　３年生までの（９月に応募する場合は、４年生１期までの）成績表
④　大学院入試受験確認書
⑶　先取履修の許可については、３⑵の提出書類をもとに、経済学研究科委員会において、以下の基
準に基づいて、総合的に判断する。なお、経済学研究科委員会が必要と認める場合、応募者に対し
て面接を行い、その結果も判定資料とすることができる。
①　出願条件の適否
②　研究計画の適否
③　研究能力の適否
④　先取履修指導教員の指導意思の有無
⑤　申請科目ごとの先取履修の適否

４（履修できる科目）
⑴　先取履修生が履修できる科目は、以下のとおりとする。
①　大学院修士課程開設科目
②　先取履修指導教員の指定する科目
⑵　先取履修生の履修登録できる単位数は、10単位までとする。
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　立正大学では、入学手続時その他大学所定の手続において収集した 
住所・氏名・電話番号等の個人情報は、法令等に定める一定の場合を除き、
利用目的以外には利用しません。なお、利用目的の詳細につきましては
本学ホームページ内の「個人情報保護の取り組み」をご覧ください。

https://www.ris.ac.jp/rissho_school/release_information/  
compliance/index.html

個人情報の取扱い


